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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　１「林檎りんごの恩おん返がえし」







　銀ぎん河がアカデミーの外周リング────その内側に太たい陽よう系けいが入るほど、巨きよ大だいな構こう造ぞう物ぶつであるここは、銀河アカデミーで研究されている最さい先せん端たんの技ぎ術じゆつを、一般の人間が手に出来る場所である。さらにここには銀河連れん盟めいやＧＰの本ほん拠きよ地ちもあり、まさに技術や物流、経けい済ざい、政せい治じの中心地である。そのために外周リングには、銀河中から多くの企き業ぎようや人が集まり、その巨大さにもかかわらず、慢まん性せい的な敷しき地ち不足によってリングは常つねに増ぞう設せつされ続けていた。

　そのスピードは年々加速し、

「そのうちに完全な球体構造物になるんじゃないか？」

　という冗じよう談だんも、最近では西せい南なの海かい賊ぞく、犯はん罪ざい者の大量捕ほ縛ばくによる治安向上と経済活かつ性せい化かにより、かなり現げん実じつ味を帯び、ついにはアカデミー最大のブックメーカーＭＭＤでも賭かけの対象とされたくらいである。

　外周リングに集まって来るのは、アカデミーに集中する技術や物流によって直ちよく接せつ利り益えきを得る者達だけではない。

『オムツから墓はか場ばまで』

　そこに働く人や機械がある限かぎり、副次的に必要になるものは沢たく山さんある。ここに流入する人間が爆ばく発はつ的に増ふえているのもそれが理由である。

　アカデミーは多くのチャンスが転がっている所であるが、全すべての人間がここで何かの利益に与あずかれるわけではなかった────成功があれば失敗もある。




　外周リングにはＧＰや大企業の使う大型宇う宙ちゆう港こうの他ほかにも、小さな企業や個こ人じんの使う小型の港が数多くあり、大型港に負けないほど多くの乗じよう降こう客きやくで賑にぎわっていた。そして人が集中すれば当然、その周囲には、入港する船の船員や客目当ての簡かん易い宿しゆく泊はく所じよ、商店、遊ゆう興きよう娯ご楽らく業者が数多く集まって来る。しかし外周リングは敷地不足のため地ち価かが高く、少しでも経費を浮うかそうと、ＧＰの目の届とどかない小型港などでは、ＧＰ払はらい下げの古い輸ゆ送そう用大型コンテナを連結改造した簡易ブロックが、商用多目的ステーションとして使われていた。

　だがその中には、夢ゆめ破やぶれた者達が集まり、スラムと化した所も少なくなかった。

（彼女を連れて来なくて正せい解かいだったわ……）

　立たち木き林檎がいま歩いている場所も、そういったスラムの一つであった。

　いろいろな廃はい棄きパーツで組み立てられた住じゆう居きよには、大量のゴミと鼻を突つく異い臭しゆう、死んだ魚のような目をした住人達…………そこは間ま違ちがっても一般の女じよ性せい、いや余よ所その人間が一人で歩けるような場所ではない。現に林檎の歩いている道に面した建物やスクラップの陰かげには、テリトリーに入り込こんだ獲え物ものを襲おそおうと、無数の住人達が集まって来ていた。

　だが集まった住人のほとんどは、林檎の優ゆう雅がさや皇こう族ぞくの気品といったものに圧あつ倒とうされ、金かな縛しばりにでもあったように呆ぼう然ぜんと見入っているだけだった。そして林檎が通り過すぎ、金縛りの解とけた住人達の反はん応のうは三つに分かれた。林檎の本ほん質しつに気付き逃にげ出す者、満足したようにその場にへたり込む者、そして半数以上の、諦あきらめきれず再ふたたび追いかける者である。

　林檎の歩みはごく普ふ通つうに見えて、その実、微び妙みように速度がランダムに変わっているのだ。林檎を追いかけ、併へい走そうしている者達は、その速度の早そう遅ちに間合いを乱みだされ、林檎を襲しゆう撃げきするタイミングを逸いつしていた。そしてこの歩法は、追つい跡せき者しやや狙そ撃げき者しやの判はん別べつにも使える。

「狙撃者は無し……このルートを指定したのは、嫌いやがらせ程てい度どのようね。でも……」

　ため息混まじりに林檎は呟つぶやいた。

　諦めずに林檎を追いかけて来た数十人の住人が、一いつ斉せいに襲いかかろうとしている気配に気付いたからだ。

「瀬せ戸と様だったら……」

　瀬戸ならば、まずその圧倒的な雰ふん囲い気きのみで、襲いかかろうとする気力すら起こさせないだろう。歩きの早遅においてもそうだ。平へい坦たんな場所であろうとも相手の間合いをズラして、足を縺もつれさせ転ばせる事も容よう易いである。あるいはまったく気付かれず歩いて行く事すら可か能のうだろう。

　立ち止まった林檎は威い圧あつの気を込め、住人達が潜ひそむ方向を軽く一いち瞥べつした。

──ガタッガタッ！

　そこに立っている女性が、途と轍てつもない化け物である事に気付いた住人達は、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめ、あるいは凄すごい悲鳴を上げつつ脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。

「…………はあ」

　その様子を見ながら、林檎は大きなため息をついた。

　彼女自身こういう方法は好きではないし、はしたないと感じていた。何より誰だれかに『恐怖で逃げ出される』という状じよう況きようは、若わかい女性にとってあまり喜ばしい事ではない。そして遠ざかる悲鳴は、特に林檎の心を傷きず付つけていた。

「あんなに怖こわがらなくったって……」

　林檎はちょっと拗すねたように口を尖とがらせた。

　しかしだからといって襲いかかられても困こまりものである。無用な流血沙ざ汰たは本意ではないし、あまり良くない噂うわさを立てられるのは、これからの事を考えれば都合が悪い。

「……私もまだまだね」

　憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようで視線を戻もどした林檎は、目的地である、コンテナの天てん井じようまで届く大黒柱のような建物を見上げた。




「クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！」

　社長室というネームプレートのあるオフィスの一室で、その中年風の男は小声で唸うなりながら机つくえを叩たたいていた。

　その部屋はこのスラムにあるとは想そう像ぞうも出来ないくらい、品の良い調度品が並ならび、内ない装そうも小こ綺ぎ麗れいですっきりとしたものだった。部屋の主あるじである男も品の良さを感じさせ、こういう場所にオフィスを構かまえているのが不思議なくらいであった。

　男の名はイアン・ノーザン──この一帯のコンテナ群の支し配はい者しやであった。

「クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！」

　イアンにとって、ここまで悔くやしい思いをしたのは、生まれて初めてだった。彼は成功者の一人ではあるが、アカデミーの支配層そうの中では底辺にすら位置してはいない。だから仕事の上で煮にえ湯を吞のまされる事など日にち常じよう茶さ飯はん事じである。その男が悔しさのあまり、部下の前で唸っているのだ。

「しゃ、社長……そろそろ時間ですが……」

　机を挟はさんで立っている、二人の男のうち、秘ひ書しよらしき細身で小心そうな男が怖おず怖ずと話しかけた。

「長年に亘わたってつくりあげた苦心の人脈と伝つ手てを使って、あのウィドゥーが捕とらえられたという情じよう報ほうをどこよりも早く摑つかんだんだ！」

　イアンはそう言って秘書の言葉を遮さえぎった。

「は、はい」

「それだけではない！　あの女がＧＰへと提てい出しゆつした報ほう告こく書の写しも入手出来た！　それはまさに奇き跡せき的な出来事だったんだぞ」

　イアンは手の下にあるプレートを睨にらみ付ける。

「はい。しかも……例のがらくたが……」

　秘書も残念そうに付け加えた。

「そうだ！　大して金にならないと思っていたあれが……あれが！」

　それは彼が経けい営えいする会社業ぎよう務むの中でも、末まつ端たんの部ぶ署しよの仕事であった。

　ごくありふれた、身代を潰つぶした道楽者の死。そして遺い族ぞくから依い頼らいされた、その男が残した私し物ぶつの整理を請うけ負う──ただそれだけの仕事だった。

　その男が所有していた大型コンテナの中から見つかったのは、膨ぼう大だいな量のありとあらゆる人種、種族、地ち域いきの人間の凍とう結けつ精せい子しと卵らん子し標本だった。

　持ち主の残した記き述じゆつから、それらは医い療りよう研究用に集められ、データを採さい取しゆされたあと一定期間保ほ存ぞんされ、本人が死し亡ぼうした後、機き密みつ保ほ護ごの時じ効こうが過すぎ廃はい棄きされた物の──いわば横流し品だった。

「こいつをコレクションしていた奴やつが、何を考えていたのかは分からんし、知ろうとも思わんが……」

　それは一いつ般ぱん向けの需じゆ要ようもなく学がく術じゆつ的にも価か値ちはない物であったため、廃棄に金がかかるゴミ同然の物であった。

「だがそいつが……宝たからへの道を開く鍵かぎだったんだ」

　そのなんの変へん哲てつもない凍結精子と卵子の中に、ウィドゥーの犠ぎ牲せい者の物がいくつかあったのだ。

　ウィドゥーの報告書は、この鍵と一いつ緒しよになる事で『濡ぬれ手で粟あわ』ならぬ『接せつ着ちやく剤ざいまみれの手に綿わた』いやいや『スクラップ工場の電でん磁じ石しやくでミリサイズベアリング』……落とし主が現あらわれない事が分かっている、大量の現げん金きんが捨すてられているのと同じ────まさに宝島への地図となるのだった。

「それをウィドゥー逮たい捕ほと報告書が公表される前に受じゆ精せいさせれば、その受精卵は被ひ害がい遺い児じという扱あつかいになる。多少のゴタゴタはあるだろうが、ここはアカデミーだ。そういう怪あやしげな実験は日常茶飯事。あのウィドゥーレポートから、生せい存ぞんする被害者や被害関係者として認にん定ていされる人間がほぼ皆かい無むな状じよう況きようにおいては、途と轍てつもない補ほ償しよう金きんが認みとめられる可か能のう性せいは高い…………もしそれがダメだったとしても……」

　慣かん例れい上じよう認められる最さい低てい限げんの補償額がくですら、ウィドゥーの持つ天文学的資し産さんから試算すれば、イアンの会社の年間収しゆう益えき十数年分の補償金を手にすることが可能なのである。

　その一生に一度の幸運──という表現すら生ぬるい、天文学的規き模ぼの幸運があっさり水すい泡ほうとなって消えようとしているのだ。

「社長、いつものように清せい掃そう部門に任まかせればいかがで？」

　今まで黙だまって聞いていたもう一人の、筋きん骨こつ逞たくましいボディーガードが話しかけた。

「相手が誰か知って言っているのか？」

「は？　あっ……いえ」

　イアンに睨にらまれ、たじろぐボディーガードの目の前に、スラムの道を歩く林檎の映えい像ぞうが映うつし出される。

「えっ」

　ボディーガードは驚おどろきの表ひよう情じようでその映像に見入った。

　イアンの所へ来る者は二通りのルートでやって来る。顧こ客きやく用の安全な特別ルートと、招まねかれざる客の使うこのスラムのルートだ。スラムルートで来る人間は、安全のためにボディーガード付きの特別仕様の車でやって来るのが常つねである。たった一人で歩いてくる人間など、ましてや裕ゆう福ふくそうな格かつ好こうをした若わかい女性など前ぜん代だい未み聞もんだ。

「……樹じゆ雷らい服？」

　だが林檎の着ている、特とく徴ちようある服に気付いたボディーガードは、秘ひ書しよの方を見た。

「立木・林檎・樹雷……皇おう眷けん族ぞくです」

「皇眷族!?」

　秘書の言葉を聞いたボディーガードの顔色がサッと変わった。

「しかも悪名高き『樹雷の鬼おに姫ひめ』の経けい理り担たん当とうだ」

「鬼姫のハイエナ部隊……あっ！」

　よほど驚いたのだろう。ボディーガードは林檎の映像を見て反はん射しや的に口を押おさえた。

「慌あわてるな、聞こえちゃいない……だが相手の前では、その言葉を口にするなよ」

「は、はい」

　自分の狼ろう狽ばいぶりに気付いたボディーガードは真っ赤になって姿し勢せいを正した。その姿すがたを見たイアンは苦く笑しようしながらイスにもたれ掛かかった。別にボディーガードの様子が可お笑かしかったわけではない。林檎からのアポイント報ほう告こくを秘書から受けた時の、自分の姿と重ね合わせたのだ。だがその事で、イアンは気持ちの整理がついた。

『権けん力りよくも暴ぼう力りよくも別次元の相手に、何をしても無む駄だ』──つまり諦あきらめがついたのだ。

「しかし社長。皇眷族がたった一人でやって来るなんて……本物なんですか？」

「アポイント申しん請せいルートから見ても、本物の立木林檎様に間ま違ちがいありません」

　補ほ足そくするように秘書が淡たん々たんと告げた。

「先の大戦が終わってから随ずい分ぶん経たつから、今の若い連中はあまり知らないようだが。樹雷ってのは国民のほぼ全員が闘とう士しって呼よばれる兵士の国でな……中でも皇おう族ぞくってのは特別な生体強化を受けた化け物だという噂うわさだ。ましてや『樹雷の鬼姫』のハイエナ部隊ってのは莫ばく大だいな裏うら金がねという最高機き密みつの一種を扱あつかう部ぶ署しよだ。欲よくにかられてちょっかい出して、組そ織しき、いや国ごと根こそぎ殲せん滅めつさせられたって話も珍めずらしくない」

「外で待機している立木様の船も気になります。皇眷族であれば『皇おう家けの船』という可か能のう性せいは低いでしょうが……」

「あくまで公式発表では、だ。どちらにしろ中身はあの客同様、化け物に決まってる」

「しかし社長。『鬼姫のハイエナ部隊』が来る目的は何なのでしょう？　当然、ウィドゥーのレポートの件けんと思いますが……だとすれば普ふ通つうＧＰが来るのではないかと……」

　イアンが冷静になったのを見計らい、秘書はひとつの危き惧ぐを口にした。

「意外と樹雷はウィドゥーレポートを入手したいんじゃないのか？　アカデミーとＧＰはもともと樹雷と世せ二に我わが供きよう与よした、皇おう立りつアカデミーと九く羅ら密みつ家け私し設せつ軍ぐんが基もとになっているからな。昔の敵てき対たいしていた頃ころの感かん情じようがけっこう根深く残っているんだ」

「では樹雷側はまだウィドゥーレポートの内ない容ようを？」

「知らない、のかもな」

「しかし……そうなると我われ々われの身が……」

「奴やつらが本気なら俺おれ達は今頃、この世にはいない。まあアカデミーで余よ計けいな騒さわぎを起こしたくないのかもしれんが……おそらく『口封ふうじ』ではなく『口止め』だろう」

　そうイアンが言った時、

『しゃ、しゃしゃ、社長！』

　インターホンから受うけ付つけ嬢じようの異い様ように高こう揚ようし、上うわ擦ずった声が聞こえて来た。そして受付の映像には、緊きん張ちようで紅こう潮ちようし汗あせだくになっている受付嬢の姿が映し出されていた。

『立木様が、お見えになりました』

「わかった。すぐお通ししろ」

　受付嬢の様子に違い和わ感かんを感じつつ、イアンはこれから対たい峙じする樹雷皇眷族との事に頭を切り換かえ、自らを落ち着かせるように大きく息を吸すった。




　林檎がイアンの会社に到とう着ちやくする少し前、まさに林檎が歩いていた場所に彼らは居いた。

　小さな缶かんに怪あやしげな廃はい油ゆを入れて作った、小さなコンロで、やはり何が入っているかも定さだかではない怪しげなスープが湯気を立てていた。そしてそのスープをジッと眺ながめて座すわり込こんでいる薄うす汚ぎたなく汚よごれた三人の男達。

「はあ……俺達なんでこんな所で、こんな事をしているんだ？」

　悲しげな表ひよう情じようで、顔を上げたのは西南を地球から運んで来た船のオペレーター、バリーであった。

「ついこの間まで、豪ごう勢せいな食事が並ならぶ最高級のスウィートルームでディナーを楽しんでたというのに」

　コーンは目の前の貧まずしい食事に涙なみだしながら言った。

「いつまでも過すぎ去った過か去こを懐なつかしんでもしょうがないだろ？」

　アランはうんざりとした表情で、スープをかき混まぜながら呟つぶやくように言った。そして程ほど良よく煮に立たったスープを慎しん重ちように三つのカップへと注そそいでいった。

「よし！　じゃあ、いただこうか」

　と、アランが一つのカップへ手を伸のばそうとした時であった。

「ちょっと待った！」

　バリーがその手を押おさえた。

「おい、アラン……そのカップのスープ、確たしかめさせてもらうぜ」

「確かめるって何を……」

「とぼけるなよ。たった一つの肉にく片へんを、自分のカップにこっそりと入れたのを気付かないとでも思っているのか？」

「！」

　アランの顔に、わずかだが動どう揺ようが見られた。

「本当にせこい奴だな。お前がそんなだから、ファンクラブの連中に謀む反ほんを起こされるんだぞ」

「オレ一人のせいかよ！　バリーだって毎回毎回、超ちよう一流のレストランで贅ぜい沢たくな食事をしてたじゃないか！」

「食事はあくまでも他のファンクラブ員の接せつ待たいで仕方なくだな……それより、バリーなんかアニメや映えい画がやゲームのグッズや服だのをバカ買いして、それに飽あき足たらなくなって、オークションでもバカ高い値ねで落札していたじゃないか！」

「それはファンクラブグッズ企き画かくのための資し料りようで…………だいたいアランだって私し的てきにクラブ員をこき使って、しかも会費で女じよ性せい職しよく員いんを雇やとってハーレムを作ろうとしていたじゃないか！　しかもこっそり会費を流用して貯ため込こんでたのを俺は知ってるんだぞ！」

「そ、それはいざという時のためを考えて、プール金を作ってただけだ！」

──ガチャン！

　三人は言い合い……というか、けなし合いに夢む中ちゆうになるあまり、小さなテーブルをひっくり返してしまった。スープの入ったカップは無情にも地面へと落下し、スープは細かなジャンクの地面に吸すい込まれていった。

「ああああああああああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、三人は地面に落ちたカップを拾い上げたが、そこには一いつ滴てきのスープも残ってはいなかった。後に残ったものは、アランが独ひとり占じめしようとした、一センチにも満たない小さな肉片だけだった。

「！」

　三人がその肉片めがけ同時に手を伸ばしたより一いつ瞬しゆん早く、小さなネズミに似にた動物がそれをくわえ、あっという間に近くの隙すき間まへと姿すがたを消してしまった。

「そ、そんな……」

　ガックリとその場に突つっ伏ぷす三人が辺りの異い様ような興こう奮ふんに気付き、ジャンクの陰かげから林檎の姿を見つめるのはその五分後だった。




「…………あれは……樹雷の服」

　アランはジャンクに隠かくれ、小さな隙間から林檎の姿を凝ぎよう視ししていた。

「それもかなり裕ゆう福ふくそうな女性だな」

「び、美人だ」

「なるほど、ここの連中が目の色を変えたのも無理はないな。まさに光に群むらがる蛾がのようだ」

　アランの口元がわずかな笑えみに歪ゆがんだ。

「おいアラン……まさか、あの人を襲おそおうってんじゃ……？」

「や、やばくないか？」

　困こん窮きゆうしているとはいえ、まだバリーとコーンには理性が残っていた。

「ファンクラブの連中とは訳わけが違ちがうんだぞ。樹雷を敵てきに回したら……」

「落ち着けよ。誰だれが彼女を襲うと言った？」

　アランは満面の笑みをたたえ、二人の方を見た。口調は優やさしげだが、そこには二人に対する侮ぶ蔑べつのようなものも混まじっていた。

「……お前……なに考えてんだ？」

　アランの表情の意味を知っているバリーは、困こん惑わく気味に尋たずねた。

「アランのその顔に何度痛いたい目を見せられて来たか……」

「おいおい、よく考えてみろよ。俺達は樹雷皇族、柾まさ木き・水みな穂ほ・樹雷様と……いやあの瀬戸様とお知り合いなんだぞ。それどころか俺達の活かつ躍やくで樹雷の危き機きすら救ったのだ」

　自じ己こを過大評ひよう価かするのがアランの悪い癖くせだった。そしてバリーとコーンの悪い癖は、その言葉に安あん易いに乗せられ同調する事であった。

「なるほど、そうだよな」

「俺達は樹雷の恩おん人じんだ！　彼女に言えば、ここから連れ出してもらえるな」

「おいおい、俺達は樹雷の裏うら最高権けん力りよく者しやといわれる『樹雷の鬼姫』の恩人だぞ。俺達はこれから樹雷へ英えい雄ゆうとして迎むかえ入れられるんだ」

　貧ひんすれば鈍する──彼ら三人の悪あしき集しゆう団だん心理は、過か去この過あやまちを学ぶ事を忘わすれさせ、自己の過大評価を暴ぼう走そうさせていた。そして彼らの浮うかれ気分は最さい高こう潮ちように達し、

「ここにいる虫けら共に、見せつけてやろう。あいつらが求める光が、この我われ々われにひれ伏ふす姿を。ハァ～ハッハッハ！」

　林檎が自分達にひれ伏し、迎え入れる姿を想そう像ぞうし、あるいはその後の歓かん待たいを想像していた彼らの高こう揚よう感かんは、警けい戒かい心というモノを限かぎりなく鈍化させていた。

「さあ行こう新たなる栄光の道へ！」

「おお！」

　アラン達三人は、胸むねを張はりジャンクの陰から林檎の方へと歩き出した。そして……、

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　それは寝しん室しつに乱らん入にゆうして来た、大型肉にく食しよく獣じゆうとの遭そう遇ぐうに似ていた。家という殻からに守られ、心身を休める場所──そこに絶ぜつ対たい的な暴力と死をもたらす力が乱入してくる恐きよう怖ふ。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　林檎の威い圧あつの気をまともに喰くらった三人は、恥はじも外がい聞ぶんもなく、あらん限りの悲鳴を上げながら、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出していた。そしてそのままコンテナ街を飛び出し、三時間後、ファンクラブの連中に捕とらえられたのだった。




「──ではすぐにお茶をお持ちします」

　林檎を案内して来た女性社員は、ゆっくりと礼をすると名残なごり惜おしそうに林檎を見ながら出て行った。いつもならそういう怠たい惰だな態たい度どを嫌うイアンも、直じかに見る林檎の雰ふん囲い気きに魅み入いられ、

「……ああ、ご苦労」

　上うわの空で反はん射しや的にそう言っただけであった。

　女子社員が立木林檎をこの部屋に案内したその瞬間から、部屋の雰囲気は一変した。地底の暗くら闇やみに差し込んだ、太陽の光のような彼女の圧あつ倒とう的てきな気は、その部屋の澱よどんだ空気を吹ふき飛ばして浄じよう化かしてしまったのだ。

「………………」

　イアンだけでなく、秘ひ書しよもボディーガードも悪あく臭しゆうと閉へい塞そく感漂ただよう下水道から、清せい涼りよう感溢あふれる新緑の森の中へ放ほうり出だされたかのような感覚を覚えた。

　目の前に立つ林檎は『ハイエナ部隊』とあだ名されるイメージではなく、可か憐れんな森の精せい霊れいのようであった。もちろんイアンとて、上流階級に属ぞくする者達とつき合いもあるし、何度かはどこかのパーティー会場で、王おう侯こう貴き族ぞくと呼ばれる人間を目にした事もあった。だがいま彼の目の前にいる女性には、彼らにはない居い心地ごこちの良さと、圧倒的な存そん在ざい感があるのだ。まして相当なプレッシャーを感じていた後ではなおさらだった。

（……これが本物…………うっ、いかん！）

　林檎の雰囲気に呆ぼう然ぜんとなっていた三人であったが、真っ先に正気に戻もどったのはイアンであった。

「さ、さあ、どうぞ……こちらへ」

　立ったままの林檎に気付いたイアンは慌あわてて、ソファーの方へと案内した。

　イアンの言葉で、呪じゆ縛ばくから解とき放はなたれたかのように、秘書は受け取った書類を目に、ボディーガードも林檎の一挙手一投足に注意を向けた。

「うっ！」

　何気なく歩き始めた林檎を見たボディーガードは、背せ筋すじが凍こおり付くような感覚に襲おそわれた。それなりに訓練を受けた彼は、林檎のちょっとした仕草や歩き方から、彼女の内包された力に気付いたのだ。目の前に何やら途と轍てつもない巨きよ大だいな猛もう獣じゆうが居るような、息苦しいプレッシャーに、この部屋から逃げ出したい衝しよう動どうに駆かられたボディーガードは、それでも自らの職しよく務むへのプライドから、その場に辛かろうじて止とどまっていた。だがその目は絶たえず、唯ゆい一いつの逃げ道であるドアへと向けられていた。

　ボディーガードが恐怖に駆られていた時、すぐ隣となりに立っていた秘書も、書類のプレートを見ながら小さく震ふるえていた。

「しゃ、社長！」

　駆け寄よって来た秘書によって心地よい雰囲気をかき乱みだされたイアンは、ムッとしながら書類のプレートを受け取った。

「…………これは！」

　秘書から受け取った書類にざっと目を通したイアンは、驚おどろいて林檎を見た。

「時は金なり……特に今回はそうだと思いますが？」

　穏おだやかな林檎の言葉に、イアンは再ふたたび内ない容ようを確かく認にんするため書類へと目を落とした。

　そこには例の遺い伝でん子しコレクションの譲じよう渡と要求が記されていた。しかもご丁てい寧ねいに、林檎側で算出した処しよ分ぶん時の見積もりも添てん付ぷされていたのだ。それはイアンの会社が算出した、遺伝子コレクションの見積もりとほぼ同じ……いや、それ以上に正せい確かくで幅はばの広い、大会社や国家クラスの一流の報ほう告こく書であった。その印象を喩たとえれば、子こ供どもの落書きと名画を見せられたくらいの差があった。

（なるほど……ウィドゥーのレポートの件けんではなく、こっちの横取りに来たのか…………ったく、とんでもない嗅きゆう覚かくだな。レポートならいざ知らず、よくもまあうちみたいな会社の些さ末まつな業ぎよう務むにまで気付いたもんだ………『ハイエナ部隊』か……なるほど）

　イアンは『樹雷の鬼姫』の名の、本当の恐おそろしさを垣かい間ま見たような気がした。しかし林檎の様子は穏やかで、威い圧あつ的なものは微み塵じんも感じなかった。そのため、イアンの思考は商売の方へとシフトした。
















（ここまで手の内を把は握あくされていたのでは、駆かけ引きをするのも無む駄だだな。しかも秘書と俺おれの慌てっぷりから、数すう値ちが正確なのは一目瞭りよう然ぜんだし……まあレポートの流出を知られた時点で、ただのゴミでしかないからな）

　しかも下手に交こう渉しように時間をかけ、ウィドゥーの報告書が公式発表されてしまえば、同じ結果となる。

（ふむ……）

　書類の続き部分には全遺伝子標本と関係書類の譲渡と、今後現あらわれるであろう被ひ害がい申しん告こく者の調ちよう査さと交渉依い頼らい、そしてその経けい費ひ見積もりが記入されていた。

（まあ、適てき正せいな値ね段だんだな……だが……）

　遺伝子標本はゴミ同然。被害申告者の件にしても、ウィドゥーレポートと被害届とどけの両方から推すい察さつすれば、受け取り資し格かくのある者が皆かい無むだという事は間ま違ちがいない。対たい応おうする事例は、せいぜいチンケな詐さ欺ぎか、例の凍とう結けつ精せい子しコレクションをしていた男の家族側からの異い議ぎ申し立てくらいである。その程てい度どの仕事に対する対たい価かとしては悪くない。

（……だが樹雷が手にするであろう金きん額がくから比くらべれば、あまりに微び々びたるものだ。樹雷とて、レポートの存在が知られるのはまずいだろう。なら……ウィドゥーレポートでどこまで引き出せるか……だ）

　林檎のあたりの柔やわらかさに、欲よくの出始めたイアンは、そう考えながらチラッと林檎の表ひよう情じようを窺うかがった。

──時は金なり。

　が、イアンは先さき程ほどの林檎の言葉を思い出し、慌あわててその考えを打ち消した。

（いかんいかん。この手の取引に、余よ計けいな欲はかかないのが鉄てつ則そくだ。ここで少々ゴネて、多少の上乗せをしたところでたかが知れているし、ましてや彼女は、鬼姫……いや、あの神かみ木き・瀬戸・樹雷の経けい理り部だ。下手な交渉など時間と命の無駄。それより樹雷皇眷族とのつながりを持つ、その事の方がはるかに価か値ちがある）

　そう結けつ論ろん付けたイアンは、もう一度契けい約やく書しよをざっと確かく認にんした。

「分かりました。当方としては申し分のない条じよう件けんです」

　イアンがそう言った時、横に控ひかえていた秘ひ書しよが驚おどろいたように叫さけんだ。

「しゃ、社長！」

　秘書も先程のイアンと同様、もっと金を引き出せると考えていたのであろう。だがイアンはスッと手を上げ、秘書を制せいした。

「し、失礼……」

　秘書は弾はじけるように一歩下がった。それを見ていた林檎はニッコリと笑えみを浮うかべ、話し始めた。

「では早さつ速そくですが、品物の引き渡わたしをお願いしたいのですが」

　林檎の言葉と同時に、イアンのデスクからコール音が鳴り始めた。

「失礼」

　イアンの耳の横に、スッと小さなリング状じようの音声モニターが起動した。

「私だ…………………樹雷の船が？　そうか分かった。かまわん、すぐ引き渡せ」

　簡かん潔けつにそれだけ告げ通信を切ると、イアンはウィドゥーレポートを林檎に丁てい重ちように差し出した。

「迅じん速そくな対応に感かん謝しや致いたします」

　林檎はそれを受け取り、スッと立ち上がると、イアンへ契約成立の握あく手しゆのために手を差し出した。イアンは反はん射しや的に立ち上がると、差し出された手を握にぎった。

『しまった！』

　いつになく緊きん張ちようしていたためか、手のひらにかいた汗あせを拭ぬぐうのを忘わすれていたのだ。しかし林檎はその事を気にするでもなく、イアンの手を握り返した。

「それではこれにて失礼致します」

　と、歩みかけた林檎は、

「そうそう。うっかりしてましたわ」

　そう言うと、懐ふところから一通のプレートメールを取り出すとイアンに差し出した。

「今後もお付き合いできるよう、願っていますわ」

　林檎が小さく会え釈しやくをし、ドアの方へ向かいかけたその時、先程林檎を案内して来たのとは違ちがう女子社員が、顔を紅こう潮ちようさせ、髪かみや衣服も少し乱みだれたように勢いきおいよく入って来た。

「失礼致しま………！」

　だが目の前に林檎が居る事に気付いた女子社員は、そのまま硬こう直ちよくしたように動けなくなってしまった。

　状じよう況きようを喩たとえれば、憧あこがれのアイドルと不意に接せつ近きん遭そう遇ぐうした感じだ。本来なら『キャー』とでも悲鳴を上げられれば、少しは冷静さを取り戻もどせるのであろうが、女子社員の仕事としての意い識しきがそれをさせない。

「お茶、お茶を……」

　結果、鏡の箱に入れられたガマの如ごとく、真っ赤になって脂あぶら汗あせを流しながらドモルしかないのであった。

「キミ、お客様はもうお帰りだ。お茶はもういいから」

　秘書は慌あわてて女子社員に駆かけ寄より、林檎から汚きたない物でも隠かくすように二人の間に割わって入った。

「まったく、どうしてこんなに遅おそくなったのかね？」

「す、すみません」

　真っ赤になってうなだれた女子社員を見て、林檎は袖そでで口元を隠かくし、小さく笑った。

　普ふ通つうの人間が樹雷皇眷族と対面する機会など、有りはしない。それこそトップアイドル以上に間近で見る事のできない『やんごとなき方』を見るチャンスである。おそらくドアの外で、誰だれがお茶を持って行くかで、一大バトルが繰くり広げられていたのであろう。

「ありがとう。今日は急ぎますから、また次の機会があればご馳ち走そうになるわ」

　林檎はニッコリと女子社員に微笑ほほえみかけ、秘書に見送られて出て行った。




「あの……社長、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　見送りを終え、部屋に戻って来た秘書は、自分の手を見つめたまま、呆ぼう然ぜんと立ちすくむイアンに声をかけた。

「ん？　ああ、何でもない」

　イアンが驚いたのは、林檎が汗をかいた彼の手を、嫌いやがらずに握り返した事ではなく、一見して女性らしい、柔やわらかそうな彼女の手が、特とつ権けん階級の女性らしからぬ『仕事をしている』手だったからだ。イアンはその手の感かん触しよくに覚えがあった。

『……おやじとおふくろの手』

　イアンも他の多くの若わか者ものと同じく、苦労を嫌きらい故こ郷きようを捨すてた。そしてチャンスと成功を求めてアカデミーへやって来た。それは人の集まる場所ではありふれた過か去こ話だ。

────以前は大嫌いだった手。

　しかし、いつしか自分も同じようになっていた手。

　苦労を知らない小こ娘むすめに、権力を振ふり翳かざされて、横取りされたのではない事が嬉うれしかったのだ。

「あの……社長、あの条じよう件けんで本当によろしかったのですか？」

　少し不満げな表ひよう情じようの秘ひ書しよが話し始めたのを無む視しするように、イアンは林檎から手て渡わたされたプレートメールを開かい封ふうした。

「……確たしかに手の内を知られていたとはいえ、もう少し交こう渉しようの余よ地ちはあったのではないかと……はい、考える次し第だいで……？」

「フッ……フフ……フハハハ」

「しゃ、社長！　私は会社のためを思いまして……」

　はぐらかされたと思った秘書が、ムッとしたようにイアンを睨にらむ。その秘書にイアンは無言でプレートメールを押おし付けた。

「？…………こ、これは!!」

　プレートメールを見た秘書は、そのままの表情で固まってしまった。

「まったく大した報ほう酬しゆうだ。俺には真ま似ねできん」

　イアンは秘書の固まった手から、プレートメールを引き抜ぬくと、少々複ふく雑ざつそうな表情でそれを見つめた。

「あ、あの……それは一体……」

　秘書の様子を不思議そうに見ながら、ボディーガードの男が尋たずねた。

「これはな……ＭＭＤ財ざい団だんへの推すい薦せん状じようだ」

「ＭＭＤ財団？」

「元は哲てつ学がく士しのパテント料を管理するために設せつ立りつされた財団でな。お前も話くらいは聞いた事があるだろう？　哲学士の持つパテントというのは、銀ぎん河が連れん盟めい内の特とつ許きよ登録の三十％にも及およぶといわれている。哲学士ってのは、研究用に出て行く金も半はん端ぱじゃないが、入ってくる金はもっと半端じゃない。惑わく星せい規き模ぼ経けい営えいの中ちゆう堅けん銀行なら、哲学士一人の契けい約やくの有う無むで経営状況が左右されてしまう程ほどなんだ。そして伝説の哲学士、白はく眉び鷲羽わしゆうともなれば、彼女の資し産さんひとつで中堅所が一気にメガバンクになっちまうんだぞ。当然、各銀行は血ち眼まなこになって営えい業ぎようをかけるだろう」

「す、凄すさまじそうですね」

「……で、営業競争の激げき化かが問題になって、一いつ括かつ管理する財団が創つくられた。まあ当然の結けつ論ろんだろう」

「はあ……それで、集まった金はどうするんです？　株かぶか投とう資しにでも……」

「それじゃあ財団を設立した意味はない。投資はアカデミー内に限げん定ていされ、アカデミーの奨しよう学がく基き金きんや学生の研究資金援えん助じよを、哲学士達の推薦で行うようになったんだ」

「はあ……しかしそれと今回の推薦状とどう関係するんです？」

「何をのんきな事を言ってるんです！」

　と、突とつ然ぜんようやく正気に戻もどった秘書が割わり込こんで来た。

「哲学士の推薦が必要って事は、哲学士が認みとめたモノって事です」

「趣しゆ味み性せいの高い、変な物も多かったそうだがな」

「そんな事はどうでもいいです！　たとえ一部であろうとも、その研究結果が後に莫ばく大だいな利り益えきを生むようになったんです。アカデミー奨学生だって卒業後、その優ゆう秀しゆうさを発はつ揮きして企き業ぎようや政せい府ふ要人になった人は多いんです」

「もしかして一いつ般ぱんにも援えん助じよ対象が広がった……んですか？」

「フッ……お前も少しは分かるようになったな。ただし、現げん行こうの銀行を潰つぶす可か能のう性せいの高い超ちようメガバンクだからな……融ゆう資しを受けるには会員にならなきゃならん。しかも他の会員の推薦が必要なんだ」

「しかし……うちに認められるような事業ってあるんですか？」

　それはボディーガードの、冗じよう談だん半分の何気ない一言であった。しかしイアンの高こう揚ようした気分にブレーキをかけるには十分であった。

「融資企き画かくの有無より、ＭＭＤの会員であるって事が重要なんです。ここの会員であるというだけで、どんな大企業とだって取引ができるんですよ」

　だが秘書は、突とつ然ぜん舞まい込んだ幸運に狂きよう喜き乱らん舞ぶであった。

「そりゃ、すごいですね」

「ＭＭＤの信しん頼らい度どは絶ぜつ大だいですからね」

　そんな二人とは対照的に、イアンの高揚した気分はどんどん冷めて来た。そして冷静さを取り戻した彼は、日の暮くれかかった窓まどに映うつる自分の姿すがたに気付いた。

（信頼度……か）

　樹雷皇眷族──いや、立木林檎という本物を見、その手を知った今、そこに映る自分はあまりにもみすぼらしく思えた。それはイアンの近くではしゃいでいる二人にも言える事だった。

「早さつ速そく会員登録の手続きを行いましょう。そうすれば我わが社しやも一いち躍やく一流企業の仲間入りができます…………ど、どうしたんですか？」

　秘書は苦く笑しようしているイアンの表情に気付き、訝いぶかしげに様子を窺うかがった。

（こんな感じで本物達の中に入っていくのは、あまりにも場ば違ちがいだな）

　もちろん秘書の事ではなく、それを自分に重ね合わせているのだ。

──お付き合いできるよう、願ってますわ。

──次の機会があれば。

　唐とう突とつにイアンは、先さき程ほど林檎が自分と女子社員になにげに言った言葉を思い出した。その言葉は、裏うらを返せば『今のままでは無理』という事だ。ウィドゥーレポートの件けんで、その事はクリアーしたと思っていた。今後も樹雷との取引が可能であると……。

（そうか！）

　イアンはその手にした、推すい薦せん状じように目をやった。

（推薦状は、あくまで入会審しん査さを受けられるだけのものだ。入会が確かく実じつにできるとは限かぎらない……）

　イアンには現げん在ざいの自分がＭＭＤに入会できるとは、到とう底てい思えなかった。

（だとすれば何のために彼女は俺おれに推薦状を渡わたしたんだ？　彼女ほどの人間が入会できない人間を推薦するなど……まるで試験されているみたいだな…………あっ！）

　その時イアンは、林檎が置いていった、もう一つの宝たからに気付いたのだ。

「………やめだ」

「は？」

「こいつは当分お預あずけだ」

　そう言うとイアンは推薦状をシュレッダーへ放ほうり込んだ。

「なっ、なななな何をするんです！」

　慌あわててシュレッダーへ駆かけ寄よる秘書の襟えり首くびを摑つかみ、

「そんな事より仕事だ。彼女の持って来た見積書は宝の山だぞ。あれにある流通先に営えい業ぎようをかけられないか検けん討とうしろ！　あのコレクション同様、再さい利り用ようできる物があるはずだ」

　林檎の試験に正せい解かいを出した──そう確信したイアンの心は高揚感でいっぱいだった。




「お帰りなさいませ、姫ひめ様さま。例の物は指定の場所に到着したそうです」

　林檎の船『穂ほ野の火か』の転送ポッドから出て来た林檎を出で迎むかえた老執しつ事じ、東とう堂どうは、彼女の後ろに回って脱ぬぎかけた上着を受け取った。

「そう、ご苦労様。こちらも予定通りです」

「それはようございました。しかし、あのような会社など如い何か様ようにも処しよ理りできますのに……しかもわざわざご自分から……」

「瀬戸様の経けい理り部員としての仕事なら、そうしたでしょうね」

　そう言うとスッと振ふり向き、毅き然ぜんとした表ひよう情じようを東堂に向けた。

「東堂。先の作戦で使用された経費は莫大でしたが、ほとんどゼロに近い損そん耗もう率りつ、予想をはるかに上回る作戦遂すい行こう率りつ……その費用対効こう果かは奇き跡せき的なモノです。それだけではありません。あの作戦がもたらした多くの利り益えきは、樹雷のみならず銀ぎん河が連れん盟めいにとっても多大な恩おん恵けいとなったのです。作戦で使用するはずであった戦費の六割わりと、海かい賊ぞく達捕ほ縛ばくによる報ほう奨しよう金きんをすべて余よ剰じよう機き密みつ費ひとする事が出来たという事は、よほどの非ひ常じよう事じ態たいでも起こらぬ限かぎり、今後の活動費の問題が解かい決けつしたに等しいものです」

「はい、さようでございます」

「あの時は直ちよく接せつ的な捕縛は樹雷が行ったため、西南様への報ほう奨しようは隠いん蔽ぺいが可か能のうでした。しかし今回は事情が違ちがいます。ウィドゥーの資し産さんは以前から、途と轍てつもない額がくが予想されていましたし、公的に彼女にかけられていた懸けん賞しよう金や報奨金も莫ばく大だいな物です。ウィドゥー逮たい捕ほが発表され、裁さい判ばんともなれば、ウィドゥーレポートは唯ゆい一いつ絶ぜつ対たいの証しよう拠こ品となります。そして彼女は『山田西南によって捕とらえられた』という証しよう言げんを翻ひるがえす事はないでしょう…………となれば、どんなに隠かくそうとしても、莫大な資産がどこに行くかは、容よう易いに想そう像ぞうする事が出来ます」

「申し訳わけありません。私の考えが至いたりませんでした」

　膨ぼう大だいな報奨金が西南に行く事をイアンが知れば、直ちよく接せつそれを妨ぼう害がいしたのは樹雷でも、その恨うらみは、はるかに立場の弱い西南の方へ行く可能性は高い。もちろん他の者達の妬ねたみも買うであろう。

「山田西南様は、特に確かく率りつの偏かたよりが高い方です。少々の金きん銭せん的な損をしたとしても、あの方に害が及およぶ事は、少しでも避さけなければなりません。今一度その事実を徹てつ底てい的に認にん識しきなさい」

「承しよう知ちいたしました。しかし今回の相手は大だい丈じよう夫ぶなので？」

　東堂の問いに、林檎はニッコリと笑えみを浮うかべた。

「推薦状の反はん応のうが消えましたから、思ったより賢かしこい相手のようです。お金目的の相手だったら………ウィドゥーレポートに少々高い金額を払はらう事になったでしょう」

「そして西南様に対するスケープゴートに……という事でございますね」

　小さな会社がうまく立ち回って、膨大な報奨金の一部を手に入れたとなれば、欲よくにかられた連中は、樹雷やアカデミーに守られた西南より、そちらに群むらがる可能性は高い。一時的な熱ねつ狂きようはその事で冷める事だろうし、西南のガードも分散した方がやりやすい。

「あの様子ならうまく露つゆ払はらいをしてくれるでしょう。もしかしたら今後、西南様の役に立ってくれる事があるやもしれません。それよりレポートの入手ルートの調ちよう査さの方はどうなりましたか？」

「はい、それは美み守かみ様の諜ちよう報ほう部ぶへ管かん轄かつが移うつりました」

（あのレポートは、刑けい事じ部へ提てい出しゆつされた一部ではなく、ほぼオリジナルそのままの物だった……いったい？…………いや、調査担たん当とうが美守様となった以上、私が詮せん索さくしても仕方がない）

　林檎には急いでやらなければならない仕事がある。

「……では後はあちらにお任まかせ致いたしましょう」

「それにしても、あの唯一の証しよう言げんさえなければ、こんな苦労をされなくても済すんだのでしょうが……」

　東堂の口から、愚ぐ痴ちともいえる言葉が出る。西南への報奨金交こう渉しよう工こう作さくは、瀬戸から許可を受けているとはいえ、それはあくまで私わたくし事ごとである。緊きん急きゆうを要する西南の仕事と通つう常じようの業ぎよう務むとを並へい行こうして行わなければならない。ましてや経けい理り部の主しゆ任にんである林檎は、通常時であってもその仕事量は多い。ここ数日間、ほとんど眠ねむっていない林檎を、東堂は心配しているのであった。

「そうね…………」

　東堂の言いたい事を知りつつも、あえてそれを無む視しするように、林檎はウィドゥーと美守が対面した、あの場に同席した時の事を思い出していた。

「……クッ」

　ただそれだけの事で、林檎の肌はだには鳥肌が立った。慌あわててその記き憶おくを追い出すように頭を振ふり、できるだけ冷静に、ウィドゥーを分ぶん析せきしようと努つとめた。

　一人の人間に自分の莫大な資産の半分が行く、という意味をウィドゥーが想そう像ぞうできないはずはない。まず間ま違ちがいなく、その人間の人生は大きく歪ゆがめられる事だろう。そしてそれに群がる多くの人間も同じ事である。

「……でもそれがわかっていても……いえ、わかっていて、あえて彼女はその証言を行った……」

　ウィドゥーの言葉は、西南と共に在あろうと願ったもの。

「あの言葉はウィドゥーにとって、一番大事な言葉。たとえ西南様を破は滅めつに追いやりかねないものであっても、撤てつ回かいなどしないでしょうね」

「まさにウィドゥーという名の通り、というわけでございますね」

「……もっとも、彼女は西南様の破滅を予想しているようには見えませんでしたが」

「いやはや、恐おそろしいお方で。その直感力というのは……どうも私の想像の範はん疇ちゆう外の事こと柄がらのようですなぁ」

「そうね、その辺の感覚は瀬戸様達に似にているわ」

「私など直接、山田西南様と面めん識しきはございませんが、映えい像ぞう記録で拝はい見けんする限り、ごく普ふ通つうの少年にしか見えませんが……」

「フフッ、その形けい容ようは当たっているかもしれませんね」

「ただの少年に、瀬戸様やウィドゥーが何を見み出いだしたのでしょう？」

　もちろん、西南の飛び抜ぬけて高い『確かく率りつの偏かたより』という特とく殊しゆな能のう力りよくを評ひよう価かしている事は確たしかだが、今まで東堂が見聞きして来た経けい緯いを振り返るなら、評価基き準じゆんはそれだけでは無いのも確かだ。

「瀬戸様達のような……特に能力に優すぐれた方達は、たった一つであろうとも自分が敵かなわないモノや、自分に無いモノを持っている人間を、私達が思う以上に高く評価し、尊そん敬けいする傾けい向こうがあるようです。ウィドゥーは……西南様の純じゆん粋すい性せいを凶きよう器き、と形容していました」

「凶器？　疫えき病びようや死神の如ごとく恐れられた女が『凶器』と称しようする純粋性……でございますか……」

「彼女達のような人間にとって、それは猛もう毒どくなのでしょう」

　と、林檎がそう言った時であった。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　突とつ如じよ、林檎達の後方から、とてつもない叫さけび声が聞こえて来た。

「あっ、いけない」

　手で口を押おさえ振り向いた林檎の視し線せんの先には、樹雷では珍めずらしいワウの女じよ性せい、ネーネがムンクの『叫び』にも似た表ひよう情じようで立っていた。本当であれば、さっさと入浴して着き替がえるつもりだったのだが、つい東堂と話し込こみ、彼女の事をすっかり忘わすれていたのだった。

「林檎様、林檎様、林檎様、林檎様、林檎様ァ～～～～!!　何です何です何ですかァ～～～この臭におい!!」

「ま、待て。落ち着きなさい！」

　止めに入ろうとした東堂を軽く突つき飛ばし、ネーネは林檎にしがみつくようにその臭いを嗅かいだ。

「臭くさい場所の臭い奴やつらが、いっぱいいっぱい林檎様の周りにまとわりついて。あ～～～～～～！　なになに、安い香こう水すい付けた女が汗あせだくで………」

　ネーネは林檎の周りを、衛えい星せいみたいにぐるぐる回りながら、先さき程ほどあった出来事を、まるで見て来たようにほぼ正せい確かくにしゃべり始めたのだ。彼女は嗅きゆう覚かくが鋭するどく、その残り香がから林檎がどこを通り、どんな人間と会い、その人間がどんな感かん情じようを抱いだいていたかすら分かってしまうのだ。もちろん多少の臭いで動ずる事はないが、さすがにあのスラムのゴミ溜だめの臭いは彼女の許きよ容よう範はん囲いを超こえていたのだ。

「こんなバッチィ不ふ潔けつで臭い危き険けんな所に行かれるのに、なんで私を連れて行って下さらないんですか！　何で何で何でですゥ～～～～！」

　そしてひとたび許容範囲を超えると、錯さく乱らん状じよう態たいとなってしまうのであった。

（だから連れて行けないのよ）

　と、言っても今のネーネに通じるはずもない。

（仕方ないわね。ごめんねネーネ）

　涙なみだながらに訴うつたえるネーネの鼻先に、林檎は霧きり状じようの物を吹ふきかけた。

「んぎゃっ！」

　嗅覚に集中していたネーネは、突如浴びせられた柑かん橘きつ系けいの香水にショックを起こした。その隙すきを突いた東堂は、彼女を羽は交がい締じめにして部屋から連れ出した。

「……やはり連れて行かないで正せい解かいだったわ」

　ネーネをコンテナスラムに連れて行けば、必ずその臭しゆう気きに錯乱し、コンテナごと焼き払はらう暴ぼう挙きよに出たことだろう。

「いけない。急がないと、東堂を振り切ってまたやってくるかもしれないわ」

　林檎はその場から逃にげ去るように、自室へ急ぎ移い動どうした。再ふたたびネーネに捕つかまれば、衣服は焼しよう却きやく処しよ分ぶん。身体からだは浴室で、それこそ皮ひ膚ふが無くなるくらいこすり洗あらいされ、そしてそのままの勢いきおいで、職しよく員いん全員を巻まき込んだ艦かん内ないの大おお掃そう除じが始まってしまうだろう。

　自室に入った林檎は、侍じ女じよの挨あい拶さつを制せい止しし、

「ネーネが来るわ。洗せん濯たくと後処しよ理りをお願い、それからすぐ次の目的地へ」

　それだけ言うと服を乱らん暴ぼうに脱ぬぎ捨すて、浴室へと駆かけ込んだ。

　侍女は苦く笑しようをしながら林檎の服を、敷しかれた樹雷絹の絨じゆう毯たんごと丸めて持っていった。




　消しよう臭しゆうを終え、シャワーポッドから出て来た林檎は、高台に造つくられた広い露ろ天てん風ぶ呂ろにつかり、思いっきり身体を伸のばした。

（東堂から何の連れん絡らくもないところをみると、ネーネは正気に戻もどったようね）

　そう考えながら、上体を起こすと視線を景色の方へやる。眼がん下かには一面に広がる深い森や草原と河かわや湖、畑や牧場と建けん築ちく途と中ちゆうの家が見えた。そして中央には他の『皇おう家けの船』と比くらべるとかなり小ぶりではあるものの、それでも高さ一キロ近い巨大な樹が、その偉い容ようを誇ほこっていた。それは『皇家の船』の中に造られる典型的な庭園形式だった。

「空間も、かなり安定して来たようね」

　林檎の船『穂ほ野の火か』は本来、第四世代であったが、鷲羽による改かい造ぞうを受け、第三世代に匹ひつ敵てきする力を得ていた。そして……、

『リンゴ！　リンゴ！　ママカラ』

　ハートのような形の双そう晶しよう状じようクリスタルが林檎の目の前に現あらわれ、そこから穂野火の嬉うれしそうな声が聞こえて来た。彼女は魎りよう皇おう鬼きと同じクリスタルコアを与あたえられる事によって明めい確かくな意い志しを芽め生ばえさせていた。

「ありがとう、繫つないでちょうだい」

　林檎は湯ゆ浴あみ着の乱みだれを整え、サッと直立不動状態となった。その次の瞬しゆん間かん、

『ごくろうだったね、林檎殿どの。例のコンテナは受け取ったわ』

　林檎の前に、にこやかな表ひよう情じようの鷲羽が映うつったモニターが現れた。

「荷物の中に、お探さがしの物は見つかりましたか？」

『まあ、立ち話も何だから座すわった座った。身体が冷えるよ』

　と、鷲羽のモニターは、湯面に近くまで下がった。

「ありがとうございます」

　林檎は湯面を乱さないよう、ゆっくりと優ゆう雅がに温おん泉せんにつかった。

『ママ、マ～マ』

　その場の空気が和なごんだのを感じたのか、林檎の肩かたにいた穂野火が、鷲羽が映ったモニターの周りを嬉しそうに飛び回る。穂野火にとって本来の母親は第三世代の樹であるが、皇家の樹には母親という概がい念ねんはあまりない。だが絶ぜつ対たい的存そん在ざいの始祖樹である、津つ名な魅みの姉神という理り屈くつを、意志が芽め生ばえ始めた穂野火に刷すり込み、鷲羽は自分をママと呼よばせているのだった。

『穂野火ちゃんもだいぶん、感情が豊ゆたかになったね』

「ええ、最近ではこちらの言う事も、かなり理解出来るようになったみたいで…………ねえ穂野火ちゃん。これから鷲羽様と大事なお話があるの、だから少しの間、席を外していてくれない？」

『スコシノアイダ？』

「そう。何かあったら、呼びに来てちょうだい」

『……ウン、ワカッタ』

　穂野火はちょっとションボリした声でそう言うと、それでも林檎の言いつけ通りに、その場を離はなれていった。

『…………ふむ。なかなかいい感じだね。感情の揺ゆらぎも少ないし……とはいえ第四世代のクラスチェンジはあまり現げん実じつ的じゃないね』

「では他の子達はあまり……」

『ああ、全員実験は中止した…………大だい丈じよう夫ぶ。あの子達に後こう遺い症しようはまったくないから』

　林檎の不安げな表情が、他の樹達の事だと気付いた鷲羽は、優やさしく付け加えた。

「そうですか、良かった」

『結局、成功例は穂野火ちゃんだけになりそうだ。やはり強化するとしたら、もともと意志のある第三世代の方になるね』

「ノイケ様の『鏡きよう子こ』様ですね」

『もう実戦に耐たえられるから……っと、話が脱だつ線せんしたね。そうそう探していたモノは荷物の中で確かく認にんしたよ。いや～～本当、助かったよ、ご苦労だったね』

「いえ、鷲羽様のお役に立てて光栄ですわ」

　林檎には鷲羽が何を探していたのか、具体的には知らされていない。知っている事はただ『それ』が例のコレクションに関係する、という事だけだ。

『ったく……コレクターって奴やつは、どこからあんな物を見っけて来るのかねぇ？』

「クスッ、鷲羽様がそれをおっしゃるのですか？」

──変な趣しゆ味み人──という意味では、鷲羽はその頂ちよう点てんに居いると言ってもいいからだ。

『クックック、褒ほめ言葉だよ、褒め言葉。で、報ほう酬しゆうは林檎殿の口こう座ざでいいね？』

「いえ、ＭＭＤ財ざい団だんの、いつもの口座にお願いします」

　林檎の言う、『いつもの口座』というのは、瀬戸の活動資し金きんの裏うら母体となっている口座である。ＭＭＤの機き密みつ性せいは、国家レベルをはるかに超こえている上、保ほ有ゆうする資産は途と轍てつもない額がくである。緊きん急きゆうで、しかもどれほど高額な金額であろうとも、会員の要望があればすぐさま用意する事が可か能のうであるため、機密活動費を扱あつかうには絶ぜつ好こうの場所なのだ。

『そっちはそっちでちゃんとしておくからさ。こいつは林檎殿個こ人じんへのお礼だよ』

「今回はあくまでついで、ですから。どうぞお気になさらないで下さい」

　正せい規きの報酬は受け取っている以上、個人的な報酬は口止め料の意味合いも持つ。だからそれを受け取る事は林檎のプライドが許ゆるさないのだ。もちろん鷲羽にとって、林檎の考えるような意図はなく、その報酬はあくまで好意にすぎない。いわば『子こ供どもにお駄だ賃ちんをあげる』感覚なのだ。しかしだからこそ、それを受け取る事を林檎は拒きよ否ひしているのだ。

『いま林檎殿がプライベートでやっている仕事……西南殿の報ほう奨しよう関係なんだよね？　直ちよく接せつの面めん識しきはなくても、西南殿とは無関係ってわけじゃないしね。そのちょっとした手助けって事で、活動費の一部でも負ふ担たんさせちゃくれないかい？』

「わかりました。そこまでおっしゃるのでしたら……報酬代わりに、鷲羽様に質しつ問もんをさせて頂いただいてよろしいでしょうか？」

　すでに伝説と化した鷲羽は、アカデミーだけでなく銀ぎん河が連れん盟めい内でも、その知識においては神に等しい存そん在ざいだ。その鷲羽に質問ができるという事は、林檎にとって千金に値あたいする事である。

『質問ねえ……別に、報酬代わりでなくたって、聞いてくれてかまわないんだけどね』

「鷲羽様への私し的てきな質問は、瀬戸様より厳げん重じゆうに禁きんじられていますし……それに哲てつ学がく士しへの相談料は高額ですから、そういうわけにもいきませんでしょう？」

『何を水くさい事言ってるの？　友達なら無料さ』

「！……あ、ありがとうございます」

　鷲羽に友達と言われ、林檎は感動で身み震ぶるいをする思いだった。

『そうでなくても、林檎ちゃんにはいろいろと雑ざつ用ようをして貰もらってるんだから』

　鷲羽はいまだ公的には行方ゆくえ不ふ明めい扱いである。そのため活動時には瀬戸の経けい理りや、一部側そつ近きんが補ほ佐さを行っている。経理部長の林檎は、その立場上、一番多く鷲羽と接せつして来た。

『もっとも私に分かる事なら……だけどさ。で、聞きたい事って何？』

「はい実は……以前から経理部で話題になっていた事なのですが……」

『ふむふむ』

「ＭＭＤ財ざい団だんのＭＭＤというのはどういう意味なのでしょう？」

『へっ？』

　どういう質問が来るかと身み構がまえていた鷲羽は、一気に身体からだの力が抜ぬけてしまった。

「鷲羽様でしたら、創そう設せつに関かかわってらっしゃるでしょうから、ご存ぞんじでしょう？」

（やれやれ……眷けん族ぞくといっても、やっぱり林檎ちゃんも、樹雷皇族だぁねぇ。この妙みような感かん性せいは皇族共通のモノだわ）

「あの……」

『クックック。こりゃまた随ずい分ぶん妙な質問だね』

「ところが、これがあちこちの部ぶ署しよを巻まき込こんだ大論ろん争そうになりまして。瀬戸様にお聞きしても、『私が知るわけないでしょ！　知らないわ！　知らないわ！　知らな～～い！』と怒おこられましたし……ＭＭＤ会長にもお聞きしたのですが『ワ、ワシは知らん！』と、けんもほろろに……」

『なるほどねぇ』

「もし何か不都合な事でもあるのでしたら、お答えにならなくてかまいませんが……」

　と、言いつつも林檎の目は、飼かい主に散歩を要求する子犬のように輝かがやいていた。

『確たしかにこいつは、報酬に値する質問だね………いいだろう。ただし他言無用！　でないと、後こう悔かいする事になるからね』

「は、はい」

　結けつ構こう何気ない質問のつもりだったのだが、鷲羽の意外な反はん応のうに林檎は緊きん張ちようした。

『よろしい』

　鷲羽は林檎の答えに満足げに頷うなずくと、大きく息を吐はいた。

『さて何から話そうかね…………そうだ！　林檎殿、ＭＭＤの初代理事長は誰だれか知ってるかい？』

「たしか夷い隈くま様というお方と聞いていますが？　鷲羽様の教きよう師しでもあったお方ですね」

『ああ、よく知ってるね。私と凪な耶じやの恩おん師しさ』

「瀬戸様からも、うかがった事がありますし……それに伝説と化した鷲羽様達ほどではありませんが、その次の……次くらいに有名なお方ですから」

　林檎が言い淀よどんだのは、鷲羽達の次に有名なのがクレーだからだ。

『クックック……あまり目立たないのは、いろいろと裏うら方かたに回って下さったからね。私と凪耶が今在あるのは夷隈教きよう授じゆのおかげさ……………』

　鷲羽は懐なつかしげな表ひよう情じようで呟つぶやいた。

「尊そん敬けいしてらしたんですね」

『ああ。私と凪耶にとって夷隈教授は、父親のようなものだよ。それでＭＭＤってのはその夷隈教授の、ＭＭＤ設せつ立りつのきっかけになった言葉から凪耶が付けたんだよ』

「まあ、そんな重要な事から……」

　少し感動した林檎であったが、すぐさま鷲羽の言葉の違い和わ感に気付いた。

「でもそんな重要なお言葉でしたら……ましてや設立時の理念でしたら、なぜ公表されないのですか？　ＭＭＤ本部に大きなプレートにでも彫ほり込んで、飾かざるくらいの事をしても良さそうですのに……」

『アハハハッ、プレートか……クックック』

　鷲羽は困こまったような、かなり意味ありげな表情で笑った。それを不思議そうに見ていた林檎だったが、

「あの…………どんなお言葉だったのです？」

　鷲羽の次の言葉を待ちきれず、間合いを計ってそう聞いた。

『コホンッ。…………みんな無む駄だ遣づかいしちゃ駄目だぞ！』

　一つ咳せき払ばらいをした後、鷲羽は目を閉とじ、夷隈のマネをして声高らかに言った。

「…………………………」

　ゆうに五分────林檎はキョトンとした顔で、鷲羽を見つめた。彼女は当初、それが何を意味するのか理り解かいできなかったのだ。

『聞こえた？　林檎ちゃん』

「みんな……無駄遣いしちゃ……駄目だぞ？」

　鷲羽の言葉をゆっくり反はん芻すうするように呟く。何か深い裏の意味を読みとろうと必死に考え込む林檎だったが、どこをどう考えても言葉通りの意味しか思い浮うかばない。

『深く考えるだけ無駄だよ。言葉の通り、その頭かしら文も字じをとってＭＭＤ』

「ご冗じよう談だん、ですよね？」

『マジ♡』

「本当に？」

『本当の本当。クックック、凪耶らしいバカなネーミングセンスだよねぇ』

「バカとかそういうレベルでは…………。もちろん凪耶様の冗談だったのでしょう？」

『いや、本気！』

　腕を組み、有無を言わさぬ迫力できっぱりと断言する。

「本気……ですか」

『そう、本気』

「まあ確たしかに、朱あか螺ら凪耶様の記録を見ると、それらしい妙みような事じ件けんの記き述じゆつはたくさんあるのですが……」

　偉い人じんというのは、行った業ぎよう績せきとその過か程ていのみがピックアップされ記録として残るものである。その人の隠かくれた日にち常じようや趣しゆ味み嗜し好こうなどはなかなか記録としては残らない。たとえ残っていても、そしてそれが常じよう識しき的に考えて奇き異いなものであろうとも、彼らの偉業の前では好意的に扱あつかわれがちである。だが記録として読むのと、鷲羽から直じかに聞くのとでは生々しさが段だん違ちがいだ。

『でもね、現げん在ざいでこそＭＭＤって有名な財ざい団だんかもしれないけどさ、設立当初はただの金管理の私し的てき機関だったんだよ』

「銀行の経けい営えい状じよう況きようを左右しかねない集団の、ですけど」

『金きん額がくの多た寡かは関係ないさ。当時の哲てつ学がく士し連中の感覚じゃあ、夷隈教授の言葉通り……言うならば、母親に小遣いの管理をされるのと同じなんだから』

（あの天文学的な金きん銭せんが子こ供どもの小遣い感覚だなんて……ハタ迷めい惑わくな集団）

　ケラケラ笑う鷲羽を見た林檎は、アカデミーの伝でん統とう的気き質しつのルーツがどこにあるかを理解した。だがアカデミーとは本来、創そう造ぞうが最優先される場所である。哲学士達のほとんどの感覚としては、その創造が副次的に莫ばく大だいな金を生むだけなのだ。

「しかし鷲羽様のおっしゃる通りであれば、由来を隠さなければならない理由が、今一つ理解出来ないのですが？」

『う～～～ん、それなんだけどね。実はその事を知った夷隈教授が怒おこった怒った。いきなり凪耶をひっ抱かかえて、お尻しりペンペンと…………あっ、もちろんスカートの上からだよ』

　啞あ然ぜんとなっている林檎に気付いた鷲羽は、急いで補ほ足そくした。

「スカートの上、ですか…………。ハア、凄すごいですね。その行こう為い自体もそうですが、伝説の哲学士にそういう事が出来る人間がいた事も驚おどろきです」

『夷隈教授にとっちゃ、私達は娘むすめみたいなもんだからねぇ。でもこの事が、秘ひ密みつにされたのはもう一つ理由があってね。ほれ、さっき林檎殿が言ったプレートに……』

「ああ、はい。設せつ立りつ理念であれば、言葉の内ない容ようはどうであれ、プレートに彫ほって飾かざるくらいの事はしてもいいのではないかと……」

『そうそう、それ。いやね、実はやっちゃったんだ……凪耶が』

「やっちゃった？」

『夷隈教授に内ない緒しよで、ＭＭＤ設立会にその言葉を彫り込んだプレートの除じよ幕まく式しきをやろうとして……んで、今度はスカートをズリ下げられて生尻に直ちよく接せつペンペンと……』

「……うわ……」

　あまりの衝しよう撃げき的事実に、林檎は意い識しきを失いそうな感覚を覚えた。

（……そういえばこの感覚は、以前、お父さまから見せて頂いただいた……）

　現樹雷皇、柾まさ木き・阿あ主ず沙さ・樹雷が瀬戸に伴ともなわれ、初めて樹雷に来た時のパレード中に起こった、あの『クソババア』発言の記録映えい像ぞうを見た時の事と、同じくらいのインパクトがあったのだ。

（あの時は、国中が凍こおり付いたそうだけれど……そんな感じかしら？）

『凪耶の場合、それ以前にもいろいろとやらかしてたからねぇ。まっ、自じ業ごう自じ得とくってとこなんだろうけどさ』

「すごくあっさり自業自得っておっしゃいますが……セクハラ、いえ下手をすれば暴ぼう行こう罪ざいじゃありませんか！」

『さすがにお尻は客席と反対側だったけどねぇ、ハッハッハ！』

「……そういう問題ではないかと」

『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　当の凪耶本人が、来席者に口止めして回ったから問題なし！』

「口止めって……結けつ構こうたくさんの方がいらっしゃっていたのでしょう？　それにそんな噂うわさをそう簡かん単たんには……」

『林檎殿。哲学士を、『朱螺凪耶』という奴やつを甘あまく見ちゃ駄だ目めだよ。たとえ宇う宙ちゆうの果てででも、その事件について話そうものなら……』

　途と端たんに、鷲羽の雰ふん囲い気きが、まるで怪かい談だんでもする時のような、おどろおどろしいモノへと豹ひよう変へんした。それはモニター越ごしでも凄すさまじいプレッシャーであった。

「…………」

　林檎はもの凄い息苦しさを感じ、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。

『……んでね。その事件は結局、凪耶自身の手で無かった事になったのさ』

「確たしかに、公こう衆しゆうの面前でペンペンされたら、凄すごく恥はずかしいでしょうねぇ……」

『ん？　んにゃ。生なま尻じりペンペンされて、凪耶が大人しくしてたのは、え～～っと……最初の三か月ほど、だったからねぇ』

　と、直前のおどろおどろしい雰囲気もプレッシャーもどこへやら、鷲羽はあっけらかんとそう答えた。

『それに大人しかったと言っても、噂話の消火に駆かけ回ってて、姿すがたを見てなかったからだし……ちょっと見ないなって思ってて、帰って来たらすっかり元通りだったからねぇ』

「どういう神しん経けいをなさってるんです？」

『クックック。似にたようなのだったら、周りに何人かいるだろ？』

「そ、それは……」

　とりあえずそれは『瀬戸』と『アイリ』の事だ。ちょっとランクを下げれば、その数は数十人に達するだろう。もちろんそれは天然系けいを除のぞいた話だ。

「はあ……でも、朱螺凪耶様が亡なくなられ……あ、いえ、行方ゆくえ不明になられて随ずい分ぶん経たちますが、なぜ未いまだに隠かくそうとなさるのでしょう？」

『林檎殿、哲学士の恐おそろしさってのは、いないから無くなるってレベルのものじゃないんだよ。たとえば今ここでこんな話をしていて……』

　プツッと、唐とう突とつに鷲羽との接せつ続ぞくが途と絶だえてしまった。

「鷲羽様？…………鷲羽様！　どうなさったのですか？　答えて下さい！」

『……っていう具合に、何かあるかもねぇ』

　鷲羽のモニターが表ひよう示じされていた辺りへ駆け寄よる林檎の目の前に、唐突に映うつし出されたのは瀬戸であった。どアップで、ご丁てい寧ねいに下から光を当てた怪談バージョンのライティングに、思いっきり雰囲気を出した表ひよう情じようは、子供だったら、ひきつけでも起こしそうな迫はく力りよくだった。

「きゃああああああああっ！」

　驚いた林檎は思わず後ろへ飛とび退のき、岩いわ風ぶ呂ろの角へ後頭部をしたたかに打ち付け、林檎は後頭部を押おさえてうずくまった。

『あらあら、結構思いっきりぶつけたわね……大丈夫？』

「………お、驚かさないで下さい、瀬戸様」

　林檎は目め尻じりに涙なみだを浮うかべ、痛いたみと怒いかりを必死で堪こらえながら唸うなるように言った。

『最後がちょっと減げん点てんだけど、なかなか慎つつしみ深い仕草でよろしい。八十五点』

　グイッと親指を立て、瀬戸は満足げにうなずいた。

「な、何のことですか？」

『もうアイリ殿どのなんて大おお股また開いて、すっかりオヤジ。それはそれで刺し激げき的と言えばそうなんだけど、はしたないのよねえ。やっぱりちょっとした裾すその乱みだれとか、胸むねの谷間に入り込こんだ湯面のラインとかがそそるのよねぇ』

「！」

　林檎は慌あわてて、少しまくれ上がっている湯ゆ浴あみ着を直し、胸に手をやって隠す。

「瀬戸様のそういうところもオヤジっぽいですが」

『オヤジっぽいってさ』

　ムッとしている瀬戸を押しのけるように、鷲羽が画面に入って来た。

「……今までの話は、私をからかうための冗じよう談だんだったんですね」

『話の流れからそう思うのは仕方ないけど……全部本当の事なのよねぇ。凪耶が隠いん蔽ぺいしようとしたのはお尻ペンペンの件けんだけだったんだけど、ＭＭＤの件は夷隈教授からストップがかけられてね。まあ頭かしら文も字じでの登録は済すませちゃって、稼か働どうし始めていたから黙もく認にんして下さったんだけど、プレートの方はね……』

「お尻の件が衝しよう撃げき的だったせいもありますが、ＭＭＤの方はどうしても隠したいという感じではありませんね」

　林檎は苦く笑しよう混まじりに言った。

『普ふ段だんだったら、その程てい度どで怒おこるような人じゃないんだけどね。哲学士ってのは本来、科学技ぎ術じゆつの使用倫りん理りを司つかさどる人間だから……さすがに凪耶の悪ノリを放ほう任にんするわけにはいかなかったのさ』

「なるほど……普段の言動に倫理観がなければ、対外的にもまずいでしょうから……確かにそれなら納なつ得とくがいきます」

『リンゴ、リンゴ。トードーガネ、ジカンデス。ダッテ』
















「そう、わかったわ。では鷲羽様、私、次の仕事がありますのでこれにて失礼させて頂いただきます。有ゆう意い義ぎなお話をありがとうございました」

『くれぐれもこの話は内ない密みつに、ね』

「はい」

『ママ、ママ！』

　林檎と鷲羽の話が終わったのを待ちかねたとばかり、穂野火は鷲羽の映うつし出されたモニターの前に割わり込んだ。

『ちゃんと待ってて、偉えらいわね』

「ウン！　ホノカ、オリコウ？」

『ええ、お利口さんだ。じゃあまた定期検けん診しんの時にね、穂野火ちゃん』

『ウン♡』

　二人のやりとりを見み届とどけると、林檎は湯船から立ち上がった。







　　２「ガッチリ買いまショウ」







　クルーザーのコアブロックで西せい南な達は霧きり恋この説明を聞きながら、半はん畳じようほどのテーブルを囲んで座すわっていた。六畳間ほどのコアブロックには窓まどが一いつ切さい無く、しかもほとんど内ない装そうといえるモノもない。まるで西南が生体調整後に目覚めた緩かん衝しようルームのようであった。

「……と、これがあの夜、起こった出来事よ。本来であれば西南君のような、いち学生に知らせるべき事ではないのだけれど、アイリ様のご判はん断だんで、ここに集まった人間は全すべての 情じよう報ほうを共有する事に決定したの」

「じゃあ、あのコンピュータートラブルって、俺おれのせいだったんですね……」

　寮りようを脱だつ走そうした夜の事実を知らされた西南は、少なからずショックを受けていた。

「あの脱走騒さわぎがきっかけとなったのは事実だけれど、あそこまで騒ぎが広がったのは、各部ぶ署しよの複ふく合ごう的なミスよ」

「でも……やっぱり俺が脱走を止やめていれば……」

　霧恋がどうかばってくれようとも、西南は自分を責せめた。西南にとって、アカデミーというのは自分を受け入れてくれた場所である。いつしかそれに甘あまえ、自分の特とく性せいが他人に迷めい惑わくをかける、という事を忘わすれていたからだ。

「やっぱり俺って……どうしても誰だれかに迷惑をかけちゃうんだな……」

「寮脱走はアカデミー伝でん統とう行事よ。現に中央司令部だって、それが理由で放置してたんだから」

　ますます落ち込む西南を励はげますように、雨あま音ねは努つとめて明るい調子で話しかけた。

「雨音さんの言う通り。それに……あそこまで被ひ害がいが広がった根本原げん因いんは、古いシステムをそのままにしていた人達の怠たい慢まんです。それがこの騒ぎのおかげで、複ふく雑ざつだったシステムは統とう一いつされ、しかも多くの犯はん罪ざい者を捕つかまえられたんですから、そちらのメリットの方がはるかに大きいですし。それに、この手の騒ぎはアカデミーの歴史の中では、さほど珍めずらしい事じゃありませんしね」

　雨音と同様にエルマも明るい口調で話に加わった。二人に先を越された霧恋は、何やら置いてけぼりをくったように感じ、慌あわてて西南に対して何かを言おうとした。

「！………」

　一いつ瞬しゆん、霧恋の表ひよう情じようには狼ろう狽ばいと戸と惑まどいが浮うかんだが、彼女はゆっくりと目を閉とじるとそれを押し殺した。雨音とエルマが、霧恋が担になっていた役やく割わりを受け持ってくれるならそれでいいと思ったからだ。

（私は一度西南ちゃんから逃にげたんだ）

　霧恋はあの岸がん壁ぺきで、今度こそ西南から逃げるのは止やめようと誓ちかった。西南が宇う宙ちゆうにいるという事は、多くの災さい厄やくに見み舞まわれるという事、それを回かい避ひするため一歩引いて大局的に物事を判断しようと思ったのだ。

「？……そうそう。現げんに西南の周りの人間は、けっこう平静だったでしょ？」

　霧恋の反はん応のうの鈍にぶさを不思議そうに横目で見ていた雨音は、それでも西南の気持ちが沈しずまないよう、話を切らさずにたたみ掛かけた。

「えっ……はあ」

　西南は、街中がお祭り騒ぎだった、あの夜の事を思い返し……、

「……確たしかに、ケネス達はあのお祭り騒ぎが、通つう常じようだって言ってたけど……」

「あの空中戦や艦かん隊たい戦騒ぎも、終わってみれば祭りの余よ興きようって感じですからね」

「フフッ、さしずめ西南は祭りの御み輿こしってところか」

「クスッ、そうですね」

「……もう、あなた達、笑い事じゃないわよ。結果が良かったといっても、実じつ際さいの被害は甚じん大だいだし、いまだにいろいろな所で支し障しようをきたして……」

　さすがに呆あきれた霧恋が、静かな口調でたしなめた。

「すみません」

「あっ、別に西南ちゃん……西南君の事を言ってるんじゃないわよ。雨音達があまりに不ふ真ま面じ目めだから……」

　だが突とつ然ぜん西南に謝あやまられ、驚おどろいた霧恋はいつもの口調に戻もどってしまった。

「そうそう。反省しろよ、エルマ。この中で一番悪いのはあんたなんだからさ」

「ええっ!?　なぜ私？」

　いきなり話題を振ふられたエルマは、心外、といった表情をしたが……、

「…………そうね、よくよく考えれば確かにその通りなのよね～～～。アハハハ。ごめんね、西南君」

「あっ、いえ、そんな」

「でもね、あそこで我われ関せず、って顔してる誰かさんは二番目なのよねぇ」

　と、エルマは意味ありげに霧恋を見た。

「？」

　西南と雨音もエルマの視し線せんを追い、霧恋の方を見る。

「な、なに？　私は別に何もしていないわ」

　三人の視線が集中した霧恋は、戸と惑まどったように身を引いた。

「あら、何も知らないとでも？　あのね西南君達の乗ったパトカーが、01コールを発したのは、霧恋さんがコントロールしていたクレープローブのせいなのよね」

「…………ええ！　あれをコントロールしていたのは……」

　一瞬、エルマの方を見てキョトンとしていた西南は、どこか異い様ような行動をしていたプローブ達の事を思い出し、霧恋の方を見た。

「な、なぜそれを……うっ！」

　霧恋はエルマがアイリの秘ひ書しよ官だという事をすっかり忘わすれていた。西南が宇宙に出てからというもの、大事じ件けん続きだったため、霧恋の冷静さはかなり疲ひ弊へいしていたのだった。

「ち、違ちがうの！　私は西南ちゃんが街に出たら危あぶないから！」

　軽くパニック状じよう態たいになった霧恋は、真っ赤になって滑こつ稽けいなくらい大おお仰ぎような仕草で言い訳わけを始めた。

「……西南、てなわけで複ふく合ごう的なミスっていうのはこういう事だ」

　ポン、っと雨音は西南の肩かたに手を置いた。

「はあ……わかりました」

　霧恋の慌てぶりがもの凄すごく、これ以上この話題にこだわって、霧恋を追い詰めるのは気の毒だと思った西南はそう答えた。

「それにしてもエルマ、あんたもよくこの程てい度どの罰ばつですんだものね」

　西南の答えと霧恋の様子に満足した雨音は、話題を変えた。

「表向きには、鷲羽わしゆう様の隠かくしサーバーの防ぼう衛えいプログラムの暴ぼう走そうだもの。だから私の罪つみは無かった事になってるわ」

「なるほどね」

「本当に、緊きん張ちよう感かんがないんだから！　いい事、もう一度念を押おしておくけれど、他言無用が無む罪ざいの絶ぜつ対たい条じよう件けんなのよ。ちょっとでも喋しやべってご覧らんなさい……」

　霧恋の言葉に、エルマは首に手刀を当てる仕草をし、霧恋は無言で小さく頷うなずいた。

「まあ当分は関係者全員、監かん視し付きだし、私は西南君の特とく異い確かく率りつの偏かたよりを、チェックする任にん務むを言いつかったし」

「なるほど……証しよう拠こ隠いん滅めつする間、中心人物をまとめて隔かく離りしておこうってわけか」

　意味ありげに雨音は、霧恋をチラッと見た。それは霧恋が監視役だったからだ。

「自じ業ごう自じ得とくでしょ。私だって嫌いやなんですからね」

「嫌、だってさ」

　雨音が口を尖とがらせ、エルマの方を見る。

「私達がお邪じや魔まなんですね」

「せっかく二人っきりになれると思ったのにィ、ってか？」

　雨音はエルマと顔を見合わせ、頰ほおに手を当て身体からだをくねらせながら言った。

「二人とも大人しくして、手をかけさせないでね」

　霧恋は目を閉とじたままサラッと流した。

「？」

　冷めた霧恋の反はん応のうに、雨音とエルマは不自然さを感じ、顔を見合わせた。

「なあ、どうもさっきから霧恋のノリが悪いよな」

「いいところまでは行くんですけれどねぇ」

　ヒソヒソと話しながら霧恋を見る。

「さあ、話に結けつ論ろんが出たところで、ちょうど着いたみたいね」

　雨音とエルマの視線に気付いたのか、霧恋は追い打ちをかけられないよう、話を断たち切きって立ち上がった。

「着いたって……この船、動いてたんですか？　でもＧがかかったって感じは全然しなかったんですが……」

「静せい穏おん航行をしていたからよ。それにこのブロックは特別製せいなのよ。それより急ぎましょう。いろいろと買わなきゃならない物も多いしね」

　霧恋はみんなを急せかすようにそう言うと、外へ飛び出すように出て行った。




「す、凄い……これ全部、売り場なんですか？」

　エレベーターから降おりた西南の眼がん前ぜんには、アメリカなどにある巨きよ大だいなショッピングモール並なみの広大な商品フロアーが広がっていた。西南の正面には中央通路が真まっ直すぐ延び、向こうの壁かべらしきものは、まったく視し認にんできないほどである。

「……えっと」

　慌あわてて振ふり向いた西南は、大型エレベーターにある階数表ひよう示じを確かく認にんする。そこには百階層そう以上の数字が表示されていた。つまり、同じような規き模ぼのフロアーがそれだけあるという事だった。

「このフロアーはね、入学や就しゆう職しよくで新生活を始める時に必要になる物だけをピックアップして置いてあるから、商品数としてはさほど多くないけど、超ちよう高級ブランド品から一いつ般ぱん向けまでのロングセラー品を専せん門もんスタッフが選より集めているから、どれを買っても外れがないって評ひよう判ばんなのよ」

　霧恋は目の前に並ならぶ、大型の自動キャリーに手を触ふれるとそのまま歩き始めた。するとキャリーは霧恋の後を追つい尾びし始めた。

「さほど多くないって……これがですか？」

　歩き始めた霧恋達を追いかけるように、西南は商品棚だなが並ぶ中に入っていった。三メートル程の高さの商品棚には、一つの種類だけでも多種多様のメーカーの商品が並べられていた。

「ここは実じつ際さいの商品を置いてあるから、どうしてもスペースが大きくなるの。たいていはカタログで選んで家に送ってもらうのだけど……でも実際に商品が並んでいるのを見る方が楽しいでしょ」

　霧恋は嬉き々きとした表ひよう情じようで言った。

「霧恋のそういうこだわりって、地球出身って感じだよな」

「あら雨音さん。そう言いつつ、けっこう楽しそうですけど」

　エルマが視し線せんを向けた雨音の大型のキャリーには、すでにけっこうな数の超高級ブランド品が入れられていた。

「まっ、買い物ってひとつの娯ご楽らくだしな」

「そうですね。確たしかに生活に必要な物を買う、というのは狩しゆ猟りようですからね。本来生物の持つ本ほん能のうを満足させる、ストレス解かい消しようの意味合いも持ちますし」

　雨音に負けじと、エルマも商品を選び始めた。

「はあ、なるほど……」

　雨音やエルマの様子を見ながら、西南は宇う宙ちゆうに上がってからの事を思い出していた。

「霧恋さん、何日間か生活して思ったんですけど。意外と宇宙の生活って、地球と変わらないんですよね」

　何度かした質しつ問もんではあったが、やはり地球出身の霧恋の意見が聞きたかった。

「そうね。……でも人が人の形をしている限かぎり、生活スタイルというのは変わらないものなのかもしれないわね。アイリ様のおっしゃっていた事だけれど……無む駄だを無くして便利にしていく事がベストとは限らない。無駄を作って不便にしていくのも進歩だそうよ」

「無駄……ですか」

「ここの商品もそうでしょ？　機き能のうのみが必要なら、こんなに種類は必要ないもの。それに、この世界の科学力を以もつてすれば、極きよく論ろん、肉体も不要なものよ。でも外見は地球人となんら変わりはない……。結局は人の形をしていたい、と望んでいる人が多いって事でしょうね。それより西南ちゃん。次に行くわよ」

　霧恋は一つの商品をかごに入れると、西南の手をとり、引ひっ張ぱり始めた。

「どうやらいつもの霧恋に戻もどったようね」

「そうね」

　楽しげに、率そつ先せんして歩き出す霧恋を見て、雨音とエルマは顔を見合わせた。

「……それにしてもこんなに種類が多いんじゃ、選ぶだけで大変ですね……もう見てるだけでお腹なか一いつ杯ぱいって感じです」

　千種類はゆうに越えるであろう石せつ鹼けんを目の前に、西南は少々閉へい口こう気味であったが、霧恋はいくつかの商品をキャリーの棚に並べて嬉々としていた。

「これもいいし、こっちも悪くないわね……。西南ちゃんは、どっちが好このみかしら？」

「あ、どっちでも……」

「どっちでも、じゃダメでしょ。西南ちゃんが使うものなんだから、西南ちゃんが決めてちょうだい」

　霧恋に言われ、西南は並べられた商品を見み比くらべてはみたが、どれも西南が見たことも聞いたこともないメーカーのものである。しかも無む香こう料りようタイプとくれば、あとは固形か液えき体たいか、容よう器きの形けい状じようとかの外見での比ひ較かくしか出来ない。だが西南にはもっと重要な選せん択たく基き準じゆんがある。

「じゃあとりあえず……安くて量の多いやつで……」

　雨音達と違ちがい、西南の資し金きんは限られている。例の食肉売ばい買ばいによる臨りん時じ収しゆう益えきがあったとは言え、無む駄だ遣づかいは出来ない。だが実際に西南は、このデパートごと買い占しめたとしても、問題ないくらいの資産を持つ。

（西南ちゃん……別にそんな基準で決めなくても問題は無いんだけど…………でも、そうね、無駄遣いはしない方がいいものね）

　少し困こん惑わくの表情で西南を見た霧恋だったが、西南の言う通りの基準で商品を選んだ。だがそんな二人のやり取りを、雨音とエルマはクスクス笑いながら見ていた。

「な、なによ。何が可お笑かしいの？」

　霧恋は、気味悪そうに二人の方を睨にらんだ。

「霧恋、まるで新しん婚こんさんみたいよ」

「えっ？……あっ！」

　このフロアは新生活を始めるのに必要な物を売っている場所であるため、新婚カップルも大おお勢ぜいいた。雨音にそう指し摘てきされ、霧恋はようやく自分達の様子が、他人からどう見えているのかに気付き、真っ赤になってうつむいた。

「これは負けてはいられませんね」

　霧恋の初うい々ういしい様子に触しよく発はつされたのか、エルマは西南の手を引っ張って別のコーナーへ連れて行くと、霧恋と同じように商品を並ならべ、

「ねえ西南君、入にゆう浴よく剤ざいはどれがいい？　配合されている香料や成分も精せい神しん安定だけじゃなくてェ、逆ぎやくに精神を高こう揚ようさせる、というのもあるのよ」

　と悩なやましげに西南にすり寄よった。真っ赤になる西南に間かん髪はつ入れず、今度は雨音が西南をエルマから引ったくるように抱だき寄せた。

「西南ァ。それよりさァ、バスローブ見にいこう。私のは西南に選ばせてあげる。あっ、でも、なんにも着てない……方がいい？」

「そ、そんな……」

　霧恋とエルマ、そして最後にシャレにならない美女、雨音の全開新婚妻づまモードに、西南はパニックを起こし涙なみだぐんでしまった。

「まだ石鹼を選んでる途と中ちゆうなのよ！　香料もバスローブもわたしが選びます！」

　新婚発言の衝しよう撃げきから立ち直った霧恋は、二人を西南から引き離はなした。しかし雨音とエルマは、さらに面おも白しろがって、西南に身体からだを寄せて行った。

「霧恋だけずるいわよね」

「そうそう」

「ず、ずるいって…そんなんじゃないわ。これから片かた付づけとか忙いそがしいから、あまり時間をかけられないから、私が選んでいるんじゃない」

　自分の行動が、雨音達を煽あおっている事に気付かず、霧恋はムキになって引き離す。

「別に選ぶだけだったら、わたし達でもね」

「だいたい幼なじみっていっても、一いつ緒しよに暮くらしていたわけでもないでしょ」

　引っ張り合いは霧恋を苛いら立だたせ正せい常じような判はん断だん力を奪うばい、雨音の挑ちよう発はつ的な口調と表ひよう情じようは霧恋のプライドを刺し激げきした。

「一緒に暮らしていたようなものよ！　子こ供どもの頃ころからお風ふ呂ろにだって入れてあげてたし、食事の好みだって全部分かってるんだからァ～～～！……………………はっ！」

　雨音達の挑発に乗ってしまったと気付いても後の祭りだった。雨音もエルマも、してやったり、といった表情でニンマリと微笑ほほえんでいる。

「ほっほぉ～～～聞いた？　エルマ」

「ええ、この耳でしかと」

　霧恋は真っ赤になったまま、言い返す気力も失うせ、ガックリとうなだれてしまった。

「霧恋さん」

「ねえ西南君。私達とも全部分かり合いっこしましょ」

　霧恋に駆かけ寄ろうとする西南の手を両側から摑つかみ、エルマと雨音は楽しそうに身体をすり寄せる。

「そうそう。あたしもエルマもみんなひとつ屋根の下なんだからさ……」

「許ゆるさん許さん！　そんな事は断だんじて許さ～～ん！」

　と、その時、雨音達の後ろから、静せい竜りようの悲鳴に近い怒ど鳴なり声が聞こえて来た。

「チッ、いいところなのに」

　ウンザリとした表情で、雨音達が振ふり向いた先には、海から這はい上がって来たそのままの静竜が、潮しおの香かおりをさせながら立っていた。

「ハッハッハ、そうだ。いいところだ！　辺へん境きようの原始人に襲おそわれる美しき婚約者……彼女を助けるこの天てん南なん静せい竜りよう…………いいシーンだ」

　雨音の神しん経けいを逆さか撫なでするかのように、静竜は思いっきり自分に都合の良い方向へ曲きよつ解かいしたセリフを声こわ高だかにしゃべり始めた。しかし雨音はその精神的苦く痛つうに耐え、あえて静竜に好きに喋しやべらせていた。

「雨音。私も誇ほこり高きＧＰの一員だ。優ゆう秀しゆうな生徒も、とてもそうとは思えない生徒も、等しく戦力にしなくてはならない事は重々承しよう知ちだ！　しかし雨音のような優秀な教官はそれに見合った、優秀な生徒のみを教える事こそが道理ではないか？　幸いそうとは思えない山田西南……君には自ら保ほ護ご者をかって出る、お人ひと好よしの正木先生がいる事だし……」

「あ～、しつこいね。私は好きでやってるんだ！」

　静竜の意い識しきに弛たるみを感じた雨音は、静竜の言葉を遮さえぎった。そして思いっきり甘あまえた表情で、西南に擦すり寄った。

「……なんたって私と西南は、キスもした間あいだ柄がらなんだから」

「なっ！」「え？」「え？」「え？」「え？」

　鉄てつ壁ぺきの無神経、天南静竜もその言葉には愕がく然ぜんとなった。しかしそれは静竜だけではなかった。霧恋、エルマ、そして当の本人である西南の声も見事にハモり、一いつ瞬しゆんの後、全員の視し線せんが西南に集中した。

「フン！」

　対ガーディアン用ソルレットを装そう着ちやくした雨音は、無む防ぼう備びと化した静竜の脇わきに素す早ばやく回り込こみ、ロー、ミドル、ハイと一瞬のうちに蹴けりを入れた。

──ギャイィィィィィンン。

　嫌いやな金きん属ぞく音と共に、静竜のガーディアンは砕くだけ散ちり、防ぼう護ごが無くなった。さらに腹ふく部ぶへと蹴りを入れられた静竜は、梱こん包ぽう所の壁かべに備そなえ付けられた大型廃はい棄き物処しよ理り用シュートへと蹴り飛ばされ、そのままその中へと飲み込まれたのだった。

「の、飲み込まれた？　対人用の安あん全ぜん装置は……あっ、なるほど天南特例ってわけね。でも凄すごいわね……普ふ通つう、対人安全装置まで無む効こうにする？」

「あいつはゴミだ！　ゴミはゴミ箱へ！」

　何やら標語のようなセリフを吐はきつつ、満足そうに西南達の方へ振り向く雨音の目の前では、霧恋と西南による別の修しゆ羅ら場ば（？）が繰くり広げられつつあった。

「キスって……どういう事なの？　怒おこらないから正直に言ってちょうだい」

　怒らないから、と言って怒らない人間は、まずいない。ましてや霧恋の鬼おにのような形相から考えれば尚なお更さらだ。

（すでに怒られているように感じるのは気のせいですかぁ～～～）

　その西南の叫さけびはまったく声にならなかった。ただ泣き出しそうな表ひよう情じようで、必死に首を横に振るだけだった。トラブル慣なれした西南でさえ、霧恋のプレッシャーはパニックを引き起こすのに十分の圧あつ力りよくを持っていたのだ。

「私は西南ちゃんのご両親から、あなたを預あずかっている立場として、断だんじてそういう事を黙もく認にんするわけにはいかないの。だから…………、ねっ」

　霧恋は西南が何も言わないと見ると、急に表情を和やわらげ、声も優やさしげに、子こ供どもを説得するような口調になった。だからこそ『ねっ』という優しげな念ねん押おしは、腰こしが砕けそうになるくらい恐おそろしかった。

（この時点で有ゆう罪ざい確かく定ていですかぁ～～～～。だいたいキスなんて、嬉うれしいイベントが、俺おれの今までの人生において…………いや、将しよう来らいにおいても、そういう機会が来るなんて想そう像ぞう出来ません！）

　西南の場合、悲しいかな『有り得ない』と断だん言げんする方が確かく率りつは高い。第一、そのような事実があれば、記き憶おくに残らないはずはない。西南は必死で可か能のう性せいを探さぐった。

（待てよ……でも運の悪さゆえの事故だったら……たとえば、ぶつかった拍ひよう子しに口が付いちゃうとか……）

「西南ちゃん！」

　クイズの時間切れブザーのような霧恋の無情な声。この時、西南にもう少し余よ裕ゆうがあれば、一つの可能性に到とう達たつ出来ただろう。

「……俺、そんな事した覚えは全然ないんですが」

　西南はついに諦あきらめ、潔けつ白ぱくを証しよう明めいしてくれる事を期待して、すがりつくように雨音の方を見た。

「あらひどい、忘わすれちゃったの？」

　だが西南の期待も虚むなしく、事じ態たいをさらに悪化させるかのように、雨音は悲しげな表情を作りつつ、西南にしなだれかかって来た。

──ビキッ！

　霧恋のこめかみに、ぶっとい血管が浮うき上がる。

　それは明らかなる危き険けん信号だった。西南は過か去こ、こういう表情をした霧恋を何度も見て来た。だがその怒いかりの対象は、いつも西南を虐いじめる者達へのものだった。

「ああああああ、雨音……さん」

　その激はげしさ危険さを熟じゆく知ちしている西南は、もう駄だ目めだとばかりに、逃にげ出そうとした。しかし雨音は西南をがっちりと、しかも今度は上着を脱ぬいで逃げられないよう、しっかりと首に手を回して摑つかんだ。だがその体たい勢せいは、端はたから見れば、雨音が西南に熱い抱ほう擁ようをしているのと同じであった。

──ビキッ！　ビキッ！

　霧恋の怒りの内ない圧あつがさらに高まった。

「ほらぁ、あの時にぃ……」

　艶つやっぽく西南に寄よりかかり、雨音の細い指は西南の顎あごを撫なで、肩かたから胸むねをゆっくりとまさぐった。

──ビキッ！　ビキッ！　ビキッ！

　霧恋の内圧はさらに高まって行く。我が慢まん強づよい分、その内圧は途と轍てつもなく凝ぎよう縮しゆくされ、一度爆ばく発はつしてしまえば、凄すさまじい被ひ害がいが及およぶであろう事は、誰だれの目にも明らかであった。

（そうだ！　エルマさんは……………）

　その時、西南は仲ちゆう裁さいをしてくれそうな、もう一人の事を思い出した。だがその期待も虚しく、エルマは西南達から少し離はなれた棚たなの陰かげに避ひ難なんし、他人のふりをしていた。

　そしてついに彼は一番してはならない──運を天に任まかせる──という結けつ論ろんを出したのだった。

────ビキッ！

　だが最後の堰せきが崩くずれかけたその、絶妙のタイミングで、

「……してあげたでしょ。人・工・呼こ・吸きゆう」

　霧恋の方に目をやり、雨音はニンマリと笑えみを浮うかべそう言った。

「あっ！」

　瞬しゆん間かん、霧恋と西南は同時に、それが地球の柾まさ木き家で起こった事だと気付いた。一気にその場の緊きん張ちようが弛し緩かんして行くのが感じられた。

「ホッ……」

　当面の危き機きが回かい避ひされた事に、安あん堵どする西南であったが、それはあくまで表面上の事でしかなかった。一人、霧恋に内包されたストレスは出口を求めて暴あばれ狂くるっていた。

「……雨音……いい加か減げんにして」

　怒りのはけ口を西南から、雨音へと向けたその時、

「恐きよう縮しゆくですが、全くその通りでございます。お客様」

　霧恋の後ろから、丁てい寧ねいだが、ある意志に満ちた声がしたのだった。

「えっ？」

　その声の方向を向いた三人が見たものは、自分達を遠とお巻まきにして見ている買い物客と、店員達、そしてその上司らしき男だった。

「お客様。誠に申し訳わけありませんが……他のお客様のご迷めい惑わくになりますので」




　定食屋ナーシスの一番大きなテーブルで、霧恋はモニターを起動させ、買かい損そこなった日用品を通信販はん売ばいで選んでいた。その隣となりには西南、そして向かいにはエルマが無言のまま気まずそうに座すわっていた。そして雨音は少し離れたカウンターテーブルに避難していた。

「なあ、そろそろ機き嫌げんを直してくれよ、霧恋ってばぁ」

　沈ちん黙もくに耐たえられなくなった雨音は、猫ねこ撫なで声で霧恋に話しかけた。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　あなたのせいで追い出されたのよ！………けっこう好きなお店だったのに、もう恥はずかしくて行けないわ」

「…………悪かった。この通り！」

　雨音は霧恋に向かって素す直なおに頭を下げた。

「…………」

　だが霧恋は無言のまま、モニターに見入っていた。さすがのエルマもこのまま膠こう着ちやく状じよう態たいを続けるのは嫌いやなのであろう、雨音に助け船を出す形で霧恋に話しかけた。

「ねえ霧恋さん、もう許ゆるしてあげて下さい。悪いのは私も同じなんですから」

「雨音のは度を超こしてるわ」

「……私達がこれから一いつ緒しよに暮くらすのは、命令だからなんですけど……でも私、その命令を受けた時……みなさんと一緒に暮らすって考えた時、なんだかちょっと楽しいかなぁ、って思ったんです。だからちょっとはしゃいじゃって……」

　エルマは照れくさそうに頭をかきながら言った。

「…………」

　エルマの言葉を聞いた霧恋は、チラッと横にいる西南を見た。案の定、『一緒に暮らすのが楽しみ』と言われた西南は嬉うれしそうであった。『こっちに来ないで』と言われるのが常つねであった西南にとって、エルマの言葉は、何よりも嬉しい事なのだ。アカデミーに、宇う宙ちゆうに居いたい、という一番の理由は人に受け入れられる、必要とされる場所だからだ。

（クッ……エルマったら、こちらの弱いところを～～っ！）

　霧恋の抵てい抗こうも、西南のすがるような視し線せんが自分へと向けられるまでであった。

「分かったわ。もういいわよ」

　霧恋は諦あきらめたように小さなため息をついた。結局、霧恋も西南と同様に、彼を受け入れてくれる人間と一緒に暮らすのが楽しみなのだ。たとえ自分自身がからかいのネタになろうとも、西南の嬉しそうな顔を見るのが幸せなのだった。

「でも雨音の場合は、ただでさえ目立つんだから、もっと自じ重ちようしてもらわないと西南君に迷惑がかかるんですからね」

「分かった、分かった、了りよう解かい。とにかくお詫わびの印に、ここは私がおごるからさ」

　雨音は主人に呼よばれた子犬みたいに、小走りに霧恋達のいるテーブルへ向かい、トンとエルマの横に座った。

「じゃあ、さっそく食事にしましょ。あ～、西南君。厨ちゆう房ぼうに行って、おばちゃんにオーダーをとりに来るように伝えてくれる？」

「ちょっ、雨音！」

「いーからいーから。西南、ここのおばちゃん耳が遠いから、大きな声でおばちゃん、って呼ばないと分かんないからね」

「わかりました……？」

　立ち上がった西南は、そのやり取りにわずかな疑ぎ問もんを感じ、霧恋の方を見るが、

「そうね……お願い」

　霧恋はちょっとためらいがちにそう言うと、さっさとモニターの方へ視線を移うつした。

　西南はそれ以上考えず、席を離はなれるとカウンターの向こう側にある厨房へ向かった。カウンター上には透とう明めいなケースがあり、そこには湯気を立てた野菜や魚、肉などの煮に物ものや焼き物などの、お総そう菜ざいが並ならんでいた。

（うわ……美お味いしそうだ）

　店に入って来た時は、気まずい雰ふん囲い気きであったため気付かなかったが、どれも素そ朴ぼくで食しよく欲よくをそそるものばかりだった。

（何か懐なつかしい感じのする料理だな…………あ！）

　総そう菜ざいに見入っていた西南は、カウンターに背せを向け、割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたの女じよ性せいが忙いそがしそうに働いているのに気付いた。

「あの……すみません。おばさん、オーダーをお願いします」

　だが、その女性は聞こえないのか、作業の手を止める事はなかった。

「あっ、そうか…………すみませ～～ん。おばさん、オーダーを……」

　先さき程ほどの雨音の言葉を思い出し、少し声の音量を上げた。と、その割烹着姿の女性は手を止め、西南の方へゆっくりと顔を向けた。
















「お～～ば～～さ～～ん？」

　地の底から響ひびいてくるような声を上げ、西南の方を振ふり向いた女性は、怒いかりの形相のアイリだった。

「！」

　咄とつ嗟さに振り向いて逃にげようとした西南の肩かたに、細い白しら魚うおのような、しかし途と轍てつもない力を秘ひめた手が、がっしりと食い込こんだ。その衝しよう撃げきはまるで悪あく魔まに心しん臓ぞうを摑つかまれたような感じであった。

　西南が助けを求めようとしたテーブルでは、雨音は手を叩たたいて大だい爆ばく笑しよう、エルマはニコニコしながら手を振り、霧恋はモニターを凝ぎよう視ししたままだったが、おそらく笑っているのであろう、肩が小こ刻きざみに震ふるえていた。

「ねえ……西南君」

　西南のすぐ横に、ゆっくりとアイリが顔を近付けてくる。しかしあまりの恐きよう怖ふに、その目を見る事ができない。ただアイリの真っ赤な唇くちびるだけが印象的だった。

「……今、おばさんって言った？　じゃあ、おばさんじゃないって事、教えてあげる」

　アイリの囁ささやき声は心を凍こおらせるほど冷たく、そしてその笑えみはとてつもなく優やさしげであった。




　顔中キスマークだらけにされた西南は、小学生の罰ばつのごとく『もうおばさんと言いません』と何百行にも亘わたって書かされていた。

「酷ひどいです」

　ムッとした表ひよう情じようで、西南は恥はずかしそうに視線を逸そらす霧恋を見た。

「ご、ごめんなさい……なぜか自分を抑おさえられなくって……」

「ごめんね西南君。アイリ様に対するこの手のイタズラって……つい、やりたくなるのよねぇ」

　エルマは手を合わせ、小声で西南に囁いた。

（……まあ、あのギスギスした雰ふん囲い気きより、死にそうな恐怖を味わう方がマシか）

　と、西南がそう考えていたところに、さんざん西南を弄もてあそびスッキリ顔のアイリが、お総菜やご飯を載のせた大きなお盆ぼんを運んで来た。

「……でも、どうして理事長が定食屋さんなんかやってるんです？」

　反省文の手を動かしつつ、西南はアイリを見上げた。

「昔、お世話になった人にお店を継ついでって頼たのまれてね。それに料理は趣しゆ味みなの」

「はあ……趣味、ですか？」

「もともとこの店をやっていた人に『おいしい料理が作れればどこでも生きていける』って言われてね。それ以来、どんなに忙しくても料理だけは続けてるの」

（アカデミーの理事長であり、少なくともお店ができるくらいの腕うで前まえ……有ゆう能のうで家庭的って事だよな…………はあ、あの性せい格かくさえなければ……）

「……ふ～～ん。何か凄すご～～く失礼な事でも考えてるって顔ね」

　西南のため息を目ざとく見つけたアイリは、嬉うれしそうに西南を見た。

「あっ！……いえ、理事長職しよくで忙しい上に、お店もやるなんて、凄いと思って……」

「フフッ、まあ誉ほめ言葉の部分だけ受け取ってあげる。反省文はそれくらいでいいから、テラスの席へどうぞ」

　アイリに言われ、西南達は移い動どうを始めた。そして店内からテラスに出た西南は、そこに広がる偉い観かんに圧あつ倒とうされた。

　高さ七百メートルもの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきは不自然なほどなめらかなで、とても風化による浸しん食しよくとは思えなかった。そして西南のいる位置からは断だん言げんできないものの、その絶壁は直径数十キロ程ほどの円形に削けずり取られたモノのようだった。そして幾いく本ほんものチューブ状じようの道路が中央の建物に向かって延のびていた。

「どう、すごいでしょ？」

　アイリはそう西南に声をかけると、テラスの一番良い席に料理を並ならべ始めた。

「これ、なんなんですか？　なんだかちょっと不自然な地形……」

　西南の言葉を遮さえぎるように、目の前に衛えい星せいからの映えい像ぞうモニターが現あらわれた。

「…………この円形のが、ここなんですか？…………クレーター？」

　そこには海岸線付近に、真円の入いり江えが映うつし出されていた。

「クレーターといっても、隕いん石せきのじゃないわ。これね、ある人の実験の暴ぼう走そうで出来ちゃったのよ。『鷲羽わしゆうの毛け穴あな』って呼よばれてるわ」

　とてつもない偉観を、さらっと説明しながらアイリは手て際ぎわよく料理を並べていた。

「鷲羽の毛穴？　鷲羽って……」

　そこまで言って、西南は慌あわてて口をつぐんだ。

（鷲羽ってもしかして天地先せん輩ぱいの……）

　西南は天地関係は話してはいけない事を思い出したのだ。そしてその考えを肯こう定ていするようにアイリが頷うなずく。

「でも、毛穴ってレベルじゃないですけど」

「まあ、この程てい度どはたいした失敗じゃないって言いたいのよ。さあ、その話はそこまで。それより料理が冷めないうちに召めし上がれ」

「あ、はい」

　風景を気にしつつ、椅い子すを引いて迎むかえてくれるアイリに会え釈しやくし、テーブルにつく西南の目の前には、美お味いしそうな料理が並んでいた。お腹なかが空すいていた事もあり、西南の興きよう味みは風景から料理へと移うつった。箸はしを手に取り、野菜の煮に物ものに手を伸のばす。

「いただきます……」

　西南の一口目に、全員が注目する。

「どう？　ちょっと味が薄うすいかもしれないけれど……」

「おいしいです、味付けは……すごく食べ慣なれた感じです」

　西南がそう言うと、霧恋が意味ありげに微笑ほほえんだ。

「あっ！　これ……霧恋さん家の料理の味だ」

「正せい解かい。正木の味付けの基き本ほんはアイリ様のだもの」

「へえ……そうだったんですか」

　アカデミーの食事は十分美味しかったが、やはり食べ慣れた味に出会うというのは嬉しいものだ。その味付けのルーツがアイリだという事実は、西南の中で彼女の存そん在ざいを、ただのトラブルメーカーから、より身近な存在へと変えた。

「さあ、どんどん食べてちょうだい」

「はい！」

　霧恋、雨音、エルマの笑え顔がおに囲まれて、西南は幸せそうな顔で料理に箸を伸ばした。だがそんな幸せも長くは続かなかった。

　突とつ然ぜん、西南は自分の顔に、何やら湿しめっぽいモノがぶつかる感かん触しよくを覚えた。しかしそれが白い手て袋ぶくろであるのを認にん識しきするよりも、それがどこへ落ちて行くかの方が重要だった。

「あっ！」

　全員がそう叫さけんで、料理の上に落ちかけた手袋を摑つかもうと手を伸ばした。しかし無む情じようにもその異い臭しゆうを放つ手袋は料理の上に落ちてしまった。

「!!」

　そして次の瞬間、全員が同時に手袋が飛んで来た方向を見た。

「山田西南、貴き様さまに決けつ闘とうを申し込む！」

　そこには真しん剣けんな表情だが、ゴミまみれで異臭を放つ静竜が立っていた。

「生体強化をした以上、条じよう件けんは同等。手て加か減げん無しで叩たたきのめしてくれる。辺へん境きよう生まれで辺境育ちの貴様には断だんじて、雨音は渡さ……」

「そんななりで食い物屋に入って来るヤツがあるかっ！」

　一番早く動いたのはアイリだった。

──ギャイィィィィンン！

　静竜の鳩尾みぞおちにアイリの拳こぶしがめり込み、静竜のガーディアンは甲かん高だかい金きん属ぞく音と共に砕くだけ散った。そしてアイリはどこから出したのか、重そうな大理石製せいの麵めん棒ぼうで、静竜の後頭部を一いち撃げきした。

「んが！」

　静竜は一いつ瞬しゆんにして意い識しきを失い、その身体からだはゆっくりと崩くずれかかった。

「とどめ！」

　デパートの時と同じく、雨音は対ガーディアン用アンクレットを最大出力にし、渾こん身しんの勢いきおいを込めて静竜にキックを叩き込んだ。

「フギャ！」

　弾はじけるように飛んだ静竜は、そのまま店内を横切り、レジ横の壁かべに設せつ置ちされたテイクアウト用自動梱こん包ぽうシステムの蓋ふたを破は壊かいして入り込んでしまった。

──キュイィィィィン。

　自動梱包装そう置ちはその衝しよう撃げきにもかかわらず、正せい常じように稼か働どうし瞬時に静竜を箱はこ詰づめにした。

「デリバリー先は？」

　アイリは平然と雨音に向かって尋たずねる。

「冷れい凍とうパックにして、配達可か能のう地ち域いきで一番遠い未開惑わく星せいに衛えい星せい軌き道どう上から投下してください」

「毎度ありぃ」

　ピー、という音と共に、梱包はどこかへと転送されていった。

「じゃあ、替かわりの料理を持ってくるから、座すわってて。そうだ、この汚よごれた総そう菜ざいはあのバカと一いつ緒しよにパッキングしておきましょう」

　アイリはおしぼりで西南の汚れた頰ほおを拭ふき、手て袋ぶくろの落ちた料理を回かい収しゆうして店内に入っていった。海からの心地ここちよい風が、先さき程ほどの悪あく臭しゆうをあっという間に吹ふき飛ばし、再ふたたび爽さわやかな空間と静せい寂じやくが戻もどった。

「さっ、害虫退たい治じも終わったし、食べましょう」

　雨音はストンと座って、無事だった料理を食べ始めた。

「そうだ、雨音、荷物の転送番号を教えてくれない？　一いち応おう、荷物は私のクルーザーに転送して貰もらうようにしているけど、結けつ構こう量があるからクルーザーから家の方に直ちよく接せつ搬はん入にゆうは難むずかしいと思うの」

「向こうに着いた時でいいだろ？」

「ええ。食事が済すんだら、すぐに帰りましょう。予定外の時間がとられたから、急がないと今日中に片かた付づけが終わらないわ」

　霧恋はみんなを急せかすように、食事のスピードを上げた。それを見た雨音はちょっと迷めい惑わくそうに眉まゆをひそめた。

「今日買った荷物の整理だけなら、そんなにかからないだろ？　霧恋達の引ひっ越こし荷物なら、もうハウスキーパーが片付けているはずだし……」

「ハウスキーパー!?　何でそんなのが？」

　霧恋は食事の手を止め、もの凄すごく驚おどろいたように雨音の顔を見た。

「うちはオートキーパーの施し設せつが無いからな」

「な、何でそんな当たり前のモノがないのよ！」

「雨音さんの家は超ちよう高級アパートですから、ハウスキーパーを雇やとうのが普ふ通つうなんです。フロントには専せん用ようの人が居ましたし、それが富ふ裕ゆう所得者のステータスですものね」

「もったいない……家の管理なら私ができるのに」

「私らは学校の仕事もあるし、大して広くはないといっても霧恋一人じゃ無理だよ。それに雇こ用よう資し金きんは私が出すんだからさ」

「……あの……ハウスキーパーって、なんです？」

「ん？……ああ、分かり易やすく言えばメイドさんだ、メイドさん」

「メイドさん？」

　男にとって『メイド』は憧あこがれの単語の一つである。西南の口調が少々嬉うれしそうなものであったとしても責せめられないであろう。しかしその口調に気付いた霧恋は、ちょっと不ふ機き嫌げんそうな表情になり、そして雨音はそれを見み逃のがさなかった。

「フッフッフ……メイド服ならいろいろ選べるわよ。何だったら西南が選ぶ？」

　と、西南の目の前にメイド服のサンプル画が像ぞうが現あらわれた。

「ちょっと！　私達がなぜ一か所に集められたか、忘わすれたの？」

　霧恋はバンッとテーブルに手を叩たたき付けるように立ち上がり、片手をモニターから遮さえぎるように西南の目の前にやった。

（メイドさん……）

　怪あやしげな喫きつ茶さ店てんにいる庶しよ民みんのささやかな代だい償しよう行こう為いではない、本物のメイドさんが雨音の家に居る。そしてそのコスチュームを選べるという夢ゆめのような状じよう況きよう。それは非ひ常じように心惹ひかれるサンプル画像ではあったが、霧恋がダメ出しをしたのでは諦あきらめるほか無い。西南はさっさと食事へと興きよう味みを切り換かえた。ありがたい事に空くう腹ふくとアイリの食事は、それを忘れさせるに十分なものだった。

「なあ霧恋、そこは王おう侯こう貴き族ぞくや、一国の元首の所にもメイドを派は遣けんしている会社だから大だい丈じよう夫ぶだって。私の知り合い関係にも定てい評ひようがあるし、万が一にも問題にはならないよ」

「でも西南ちゃんの確かく率りつ問題があるでしょ」

「そこを使うよう指し示じしたのは美み守かみ様なんだけど」

「み、美守様ぁ!?」

　何やら嫌いやな予感を感じた霧恋だったが、それが的中したと知ったのは雨音邸ていに帰った時であった。







　　３「メイド・イン・雨あま音ね邸てい」







「お帰りなさいませ、ご主人様」

　クルーザーから降おりて来た西せい南な達を、質素で古風なメイド服を着た珀はく蓮れん、玉ぎよく蓮れん、火か煉れん、翠すい簾れんの四人が恭うやうやしく礼をして出で迎むかえた。

「……やっぱり」

　霧きり恋こはその場で頭を抱かかえてへたり込こんだ。

「さあ、お疲つかれでしょう」

　珀蓮達を指さして何か言おうとした西南に、珀蓮は優ゆう雅がに近付いて手を引き、

「西南様、私達が樹じゆ雷らいの人間である事はご内ない密みつに」

　と、小声で囁ささやく珀蓮に、西南は無言で頷うなずいた。

「凄すごっ……雨音さんと同じくらい綺き麗れいな人は初めてです」

　エルマは四人のメイド達、特に玉蓮を見て、啞あ然ぜんとした表ひよう情じようのまま呟つぶやいた。だが雨音は意外と冷静であった。

「私より綺麗なんじゃないか……へえ、居いるもんなんだなぁ」

「あら、ライバル意い識しきはないんですの？」

「昔ならいざ知らず、私はそういう事に関係ない職しよく種しゆを選んだんだよ」

　雨音はさほど気にする様子も無く、笑いながら言った。だがエルマは明らかに気まずそうに口を押おさえた。

「あっ……ごめんなさい」

「いいって。それにしても、さすが美み守かみ様が推すい薦せんするだけあって、全員雰ふん囲い気きあるよな。皇おう族ぞくの宮きゆう廷ていに居てもおかしくないわよ、彼女ら」

「でも西南君にはちょっと目の毒じゃないかしら？　あの手の服ふく装そうって、ちょっとそそるものが有るし、ナーシスで話をしていた時も、結けつ構こう興きよう味みを持ってたみたいだし」

「大だい丈じよう夫ぶ、相手はプロだ。主人との必要以上の関係は御ご法はつ度とだって事は承しよう知ちしている……まあ、一人不安そうなのが居るけど」

　雨音はちょっと不安げに玉蓮を見、エルマも無言で頷いた。

「まっ、優ゆう秀しゆうな番犬が居るから大丈夫か」

　雨音の言葉通り、怒いかりのオーラを纏まとった霧恋が、玉蓮に向かって接せつ近きんしていた。

「家事の役割分担について相談したいから、ハウスキーパーの方々はちょっと集まって頂いただけないかしら？」




　四人を引き連れ、台所へ入った霧恋は、辺りを窺うかがうと同時に声を荒あららげた。

「どういうつもり!?」

「あら……怖こわい顔」

　睨にらむ霧恋に対して、玉蓮はそれを逆さか撫なでするような挑ちよう発はつ的な目で見つめた。その雰囲気を敏びん感かんに感じた珀蓮は、慌あわてて二人の間に割わって入った。

「玉蓮は黙だまっていて！　ねえ霧恋、いえ、霧恋様。今さらご説明の必要は無いと思いますが？」

「瀬せ戸と様の命令で西南ちゃんの護ご衛えいって言いたいんでしょ？　だからといってこんな形じゃなくても！」

「入学式で発覚した件けん……報告を受けてますね？　その上で昨日の誘ゆう拐かい事件となれば、こういう形での護衛も致いたし方ないと存ぞんじますが」

「うっ」

　霧恋は入学式での爆ばく発はつ事じ故こと、それによって発覚した脳のう改かい造ぞうされたスパイの事を思い出した。

「現げん在ざい、樹雷では第三世代以上の皇おう家けの樹を持つ方々が中心となって、まず自分達の側近……もちろん私達も例外ではありませんが、調ちよう査さをしています。霧恋様も美守様にお話を伺った時にチェックされたはずですが？」

「！」

　霧恋はトレーラータイプの会議室の事を思い出した。あれは秘ひ密みつを守る目的ではなく、緊きん急きゆう時に霧恋を隔かく離りするものだったのだ。

「重要度の高いポストから最優先でチェックをしていますが、西南様の場合、残念ながら優先度はかなり低いのです」

「それは……私よりも、という事？」

「はい。西南様のこれからの可か能のう性せいについては、ほとんどの者が期待をしていますが……極きよく論ろんで言えば、もう十分役目を果たした、という事です」

「将来よりも今が重要、というわけね」

「はい。ですからこの派は遣けんは、瀬戸様と美守様の個こ人じん的な依い頼らいという事です」

「…………」

　事の重要性を確かく認にんした霧恋は黙だまり込んでしまった。

　西南は多くの可能性を秘ひめているが、それはあくまで『諸もろ刃はの剣つるぎ』である。現げんに西南による事件の多くは多大な成果をもたらしたが、多くの災さい厄やくもまた、引き起こして来た。急きゆう激げきな変へん革かくはそれなりの覚かく悟ごが必要だ。一気に事が解かい決けつする代わりに、多大な労力と利り権けん的犠ぎ牲せいを伴ともなう。そしてそれを良しとしない人間は案外、高い地位の者に多いものだ。ましてや、今は自分達の足元が危あぶない状じよう況きようである。西南の将しよう来らいに期待するより、西南の今までの功こう績せきのみで良しとしようというわけだ。

「お二人の配はい慮りよに感かん謝しやしなくちゃね……でも」

「霧恋様の懸け念ねんは理解できます。ですから玉蓮が抱かかえていたトラブルはここに来る前に、ちゃんと解決していますし、私達の下にサポート部隊も控ひかえています。その娘むすめ達にも見み張はるように言ってありますから大丈夫です………………たぶん」

　珀蓮は、霧恋と同じく玉蓮を見ながら少々自信無さげに言った。

「酷すごいわよねぇ。私は別に何もしていないのに」

「やかましい！　男限げん定ていのウィドゥーが」

「プッ」

　火煉の言葉に、全員が思わず吹ふき出してしまった。とにかく玉蓮はその類たぐい希まれな美び貌ぼうから、男性関係のトラブルが多い。ちょっとした視し線せんや、立たち居い振ふる舞まいで男を狂くるわせてしまうのだ。

「それはなかなか言い得て妙みようね」

「私は何もしていないのに」

「何かしたら大おお事ごとだ！　あんたこの前の休みの時、新しん婚こんカップル満まん載さいの宇う宙ちゆう船せんで何をやらかした？」

「えっ、なになに？　休みってもしかして火煉がフラフラになって帰って来た時？」

　火煉の言葉に興きよう味みを示した全員が寄より集まり、その場で井い戸ど端ばた会議が始まった。

「微笑ほほえましい光景だったから、ちょっとからかっただけよ」

「そのちょっとでツアー旅行が終わる頃ころには、数百のカップル全組離り婚こんに追い込んだでしょうが！」

「あら、五組ほどは問題なかったわよ」

「私が止めなきゃ、その五組もどうなっていたか」

「たぶん一組は大だい丈じよう夫ぶだったはずよ。西南様はその一組のタイプだから安心して」

「…………」

　予想を超こえた惨さん事じに、全員が呆ぼう然ぜんとなった。玉蓮の話はいつもこうである。

「も、もういいわ……西南ちゃんの護衛に関しては、瀬戸様と美守様のご配慮に甘あまえるとして……とにかく、玉蓮はここにいる限かぎり、意図的に男性関係のトラブルを起こすのはもちろん、男性の視し界かいに入らないようにして」

　興味を持った事を後こう悔かいしつつ、霧恋は頭を抱かかえながら力無く言った。

「西南様は？　でなければ仕事ができないわ」

「……不本意ながらそれは許きよ可かするわ。ただし！」

「はい。霧恋様が怒おこるような事は一いつ切さいしません」

「……ッ！」

　突とつ如じよ、霧恋は全身が総そう毛け立だつような感覚に襲おそわれた。

　玉蓮の場合、真面目な表情をしている時が一番美しさを感じるのだ。神こう々ごうしいと言ってもいい。そしてその感覚を覚えたのは霧恋だけではなかった。

「いいから少し力を抜ぬけ……」

　鳥肌を立てながら、火煉は玉蓮の頰ほおを引ひっ張ぱった。途と端たんに彼女の神々しい威い圧あつは消え、霧恋達は安あん堵どのため息をついた。

「とにかく玉蓮は非ひ常じよう時じ以外、西南ちゃんの部屋には近付かないでちょうだい！」

　霧恋はヘタった自分に活を入れるように、すこし乱らん暴ぼうにそう言うと、台所から居い間まの方へと向かった。







　先さき程ほどまで西南達がいたナーシスには、その味と雰ふん囲い気きを愛する常じよう連れんが多く、その数は長い歴史の間に蓄ちく積せきされかなりの人数に達していた。当然、ナーシスの店内規き模ぼや、通うための距きよ離り的な障しよう害がい等の理由もあり、全員がナーシスで食事が出来るわけではない。そのためアイリが店長を引き受けた頃ころから、特別な会員制せい度どを設せつ立りつし、宅たく配はい業ぎよう務むを行い始めたのだった。

　ここ、ナーシスの第二厨ちゆう房ぼうでは数十人もの調理人が、忙いそがしそうに夜の仕込みを行っていた。第二厨房は食品工場並なみの規模があり、そこでデリバリー用のお弁べん当とうを作っているのだが、ここ数日のコンピュータートラブルのせいで休業中の店も多く、通つう常じよう営えい業ぎようをしているナーシスにはいつもの三倍もの注文が殺さつ到とうしていた。

「こんなに忙しくなるんだったら、うちもコンピュータートラブルだって言えばよかったかしら？」

　精せい密みつ部品製せい造ぞうの高度無む菌きん無む塵じん室しつで着る、ピッタリとしたスーツを着たアイリは、そう愚ぐ痴ちりながら、漆うるしの重箱に入れられた特注弁当をチェックしていた。

　細かな並びを直し、形の悪い具材を交こう換かんしながら、最後の重箱の所へ移い動どうする。

「アイリ様の所がトラブルなんて、ここの常連さんはそんな話、信じませんよ」

　アイリの横に付いて、再さい確かく認にん作業をしているフロアチーフは笑いながら言った。

「くそっ！　それが分かってて、わざとこんな手間のかかる物を注文してきやがる奴やつもいるしね…………よし、ＯＫ。じゃあ配送の手続きと、夜の店番は任まかせたわよ」

　一礼する調理人達に軽く手を振ふり、アイリは殺菌防ぼう疫えき室を兼けん任にんした転送ゲートへと向かった。

　理事長室の下にある自室の転送ゲートから、下着姿すがたのまま出て来たアイリは、ソファーにどっかと腰こしを下ろすと、メールの確認を始めた。

　アカデミー理事長ともなると、一日に来るメールの数は半はん端ぱではない。それをアイリの秘ひ書しよ達が重要度別に分け、アイリの決けつ済さいが必要な最さい低てい限げんのみを一日に三回ほど、転送するのだが、それでもそこに表ひよう示じされた件けん数すうは百を下らなかった。アイリは彼女特とく製せいのフィルターで再度それをチェックし、いくつかに分類されたメールを全く読まず、口頭で答えを添てん付ぷして送り返して行く。

「引き続き、鋭意努力をお願いします」

「うるさい、さっさとやれ！」

「いい加か減げんにしろ！」

「殺すぞ！」

　である。そして最後に一つのメールが残った。

「…………ライレーザ？　おやまあ珍めずらしい人からね。雨音ちゃん関係かしら？」

　と、メールを開こうとしたその時、水みな穂ほからの通信が入った。

『元気？　お母さん』

「あら水穂……あなたの方こそ変わりはない？　今日は何か用なの？」

『西南君が引ひっ越こしをしたって聞いたから、ちょっとお祝いをね』

　水穂はアイリの部屋にある、転送ゲートを指さす。するとそこへ衣い装しよう箱ばこほどの生せい鮮せん食料品用のケースが転送されて来た。

『西南君へ、って船穂様が下さったの。手打ちの蕎そ麦ばとうどんよ』

「船穂様が？　なんで??」

『天地君のお友達だし、それにご自分の境きよう遇ぐうと似にておいでだしね。ほら西南君って、特例第二号でしょ？』

「なるほど。でも、だったら別にうちじゃなくて直ちよく接せつ……そっか、あそこへは例のチェックが済すまないうちは通信も制せい限げんされているんだっけ」

『ええ、本当なら直接雨音さんの家にお邪じや魔まできればいいんだけれど、こちらも忙しくて手が離はなせないし……』

「で、どうなの？」

『鷲羽わしゆう様のおかげで、本星と重要拠きよ点てんのチェックは意外と早く終わったわ。現げん在ざいはチェック範はん囲いを広げている所だけれど……』

「やはり震しん源げんはここか……まあ、どちらにしろ、ここであれこれ考えても仕方がないわ。じゃあ、あの荷物は私の方から直接西南君に渡わたしておくから」

『あまり霧恋ちゃんや西南君の邪魔しちゃダメよ』

　そう水穂は軽口を叩たたくと、反はん撃げきされないうちに通信を切った。

「……邪魔なんかしてないわよ～～っだ」

　アイリはとても母親とは思えない、大人げない表ひよう情じようと格かつ好こうでモニターの消えた空間へ悪あく態たいをついた。だがその時、その視し線せんの先に誰だれかの足が見えるのに気付いたアイリは、ゆっくりとその視線を上へと向けた。

「……ぬ、盗ぬすみ聞きなんて、良くない趣しゆ味みよ。美み守かみ校長」

「ノックはいたしましたけど。それより下着のまま応おう対たいに出られる娘むすめさんも気の毒ですわねぇ。ホホホ」

「…………いいじゃない、親子なんだし女同士なんだから」

　プクッと頰ほおを膨ふくらませたアイリは慌あわててあぐらを解といて、座すわり直した。

「それにしても船穂様もそうですけど、水穂さんも西南君の事は、かなり気にかけているみたいですね。私の所にも、その荷物の事で連れん絡らくが来ましたよ。『もしお母さんが西南君の所で迷めい惑わくをかけたら止めて下さい』ってね」

　笑いながら美守は、のし紙が巻まかれた少し縦たて長ながの柄え樽だるを持ち上げた。

「くっ！　おのれ、あの小娘！　母親をなんだと思ってやがる！」

「これまでアイリ様に持たせたら、向こうで大暴あばれしかねませんからね。実に的てき確かくな判はん断だんですけど」

「チッ、そんな気配りができるんだったら、いい加減に嫁よめにでも行けばいいのに……ったく兼かね光みつ君家ちの希望も断たたれたし……本当、霧恋ちゃんや月つき湖こちゃんが居いなきゃ、西南君に押おっつけるんだけどねぇ」

「樹雷は青田刈がりがお好きです事。うちの美み咲さ生おもやられましたし」

「でも九く羅ら密みつにはいま、適てき当とうなのいないでしょ？　美み星ほしちゃんは天地ちゃんの所だし」

「あら、私だって独どく身しんですわよ」

　美守の目は、老人とは思えない艶つやっぽいものだった。

「…………気が付いてる？　貴女あなたけっこう本気の表情をしてるわよ。あいつと会って、影えい響きようを受けた？」

「！」

　美守は驚おどろいたようにアイリを見た。〝あいつ〟というのはもちろんウィドゥーの事だが、アイリとの会話で彼女の話題はタブーだった。しかしアイリにとってそれはすでに過か去この事になりつつあった。

「そう……かもしれませんわね」

　美守はウィドゥーと出会った時の事を思い出し、慎しん重ちように答えた。

「彼女と出会った衝しよう撃げきは、瀬戸様とお会いした時を思い出させます。ただ彼女の場合、なんというか……人の欲よく望ぼう部分が特化されている感じですから」

　ウィドゥーの特とく性せいはその感情を伝でん播ぱさせる事だ。身み震ぶるいを感じた美守は、それ以上思い出す事を止やめた。

「ごめんなさい。この話はもう止めましょう。でも貴女が参戦するんじゃ、水穂でも役不足だわ……やはりここは私が対たい抗こう馬ばとして……」

「ホホホ、そういうセリフを心配したから、これを私に預あずけたんでしょう？」

「フンッだ！」

「それにしても不思議ですよね。水穂さんなどは良いお嫁さんになりそうですのに」

「やんちゃだった妹の方が先に、だものね。まあ大人しいから貧びん乏ぼうくじを引くってパターンなのかもね。ノイケちゃんなんかも、危あやうくそうなりかけてたし……」

　と、その時、未み処しよ理りのメールが警けい告こくを表ひよう示じした。

「おっと、いけない」

　アイリはライレーザのメールを開かい封ふうして読み始めた。美守はメールを読むアイリの表情の変化を見み逃のがさず、すぐさま残していた緊きん急きゆうの事務処理を始めた。

「…………ねえ美守様。夕食には、まだ早いわよね？」

　メールを読み終えたアイリがそう聞いた時には、美守は全すべての残ざん務む処しよ理りを終え、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「ええ、そうですわね」




　部屋に届とどいていた日用品の整理を終えた西南は、真新しいイスの感かん触しよくを確たしかめるように座り込こんだ。

「ふう……こんなものか」

　大きな伸のびをした西南はふと、小さな映えい画が館のスクリーンほどもある巨きよ大だいな窓まどを見た。雨音の家は、島の一番高い位置にあるため、西南の部屋からも海と本土が見えていた。

「ここも結けつ構こうな絶ぜつ景けいだけど……あの光景は凄すごかったな」

　西南はナーシスのテラスからの光景を思い浮うかべた。大隕いん石せきの衝しよう突とつで出来たクレーター並なみの景観は、通つう常じようの自然では滅多に見られない造ぞう形けいである。その圧あつ倒とう的な違い和わ感かんのある景色は巨大な建造物並の迫はく力りよくがあった。

（そういえば『鷲羽の毛け穴あな』って言ってたよな……鷲羽さんて、天地先せん輩ぱいの所にいる人なんだよな……）

　西南は一いつ瞬しゆん、何かを考えるような素そ振ぶりを見せ、

「えっと……どうやって起動させるんだっけ？……………あ、そうか、まだショートカット設せつ定ていしていないんだっけ」

　と、西南は自分のＩＤカードを取り出し、そこからモニターを起動させた。ありがたい事に、キーボード入力に必要な知ち識しきは、地球を出た日、最初の記き憶おく形成時に基き礎そ知識としてインストールされていた。ブラインドタッチとはいかなくとも、素早いキータッチで必要なデータを表示していった。

「なんか感動するよなァ。自分のパソコンを持てる日が来るなんて。しかもちゃんと起動するし……あれ、なんだこれ？」

　そこには見覚えのない、フォルダーが一つ表示されていた。

「あっ、そういえば、ケネスが何か言ってたのはこれかな？」

　そのフォルダーを開こうとした西南だったが、嫌いやな予感を覚え、その手を止めた。

（止めとこ……ケネスの事だから、どうせエロ関係だろうし……そりゃ見たいけど、ここにいる間は絶ぜつ対たいまずいよな……）

　万が一にも、霧恋にそんな物を見ている所を見つかったら……。

　西南はそれと似にたような状じよう況きよう────以前、海かいが手に入れたエロ本を、一いつ緒しよに見ていた時の事を思い出していた。

（そういえば初めて手に入れたエロ本を海と見てた時は、月湖おばさんに見つかったんだっけ……海の奴やつ、感かん情じようがモロ表情に出るから、月湖おばさんには何か隠かくし事しているのがバレバレだったんだよなぁ）

──そっか……西南ちゃんもこういうのに興きよう味みがある年になったのね。

（月湖おばさん……とても悲しげな顔をしていたっけ……そして）

──海……これを誰から手に入れたの？

（そう言いながら海を締しめ上げてたな……後ろ姿すがただったから月湖おばさんの表情は分からなかったけれど、海の顔色がどんどん土つち気け色に変色していって……………海は今まで生きて来たうちで、一番恐おそろしいモノを見たって言ってたっけ……）

──キャアアアアアアアア、ごめん月湖さん、許ゆるしてぇ～～～～！

（その後、居い間まの方から凄すごい打だ撃げき音が十分ほど続いて、絶たえ間なくおじさんの悲鳴が聞こえて…………それから二年ほどおじさんの姿を見なかったっけ）

──ねえ西南ちゃん……。

（確たしか、その後で月湖おばさんが海の部屋に来て…………そういや海はとっとと俺おれを置いて逃にげて、俺はいつも通り逃げ遅おくれて……震ふるえていたっけ）

──ねえ西南ちゃん……怖こわがらないで。

（震えている俺を、月湖おばさんは優やさしく抱だきしめてくれて……）

──もし西南ちゃんが、……見たいなら……………、

（あれ？　そう言えば、見たいなら……なんて言おうとしたんだろう？　結局、月湖おばさんの胸むねに抱きしめられて、顔が完全に埋うもれて窒ちつ息そくしかかって……途と中ちゆうから意い識しきがなくなったんだよな）

　西南はその時の胸の柔やわらかな感かん触しよくを思い出しつつも、窒息しかかった時のトラウマも同時に思い出していた。

「……ハア！　ハァハァハァハァ……ハァ～～～……」

　急に息を乱みだした西南は、大きく息を吸すった後、ゆっくりと呼こ吸きゆうを落ち着け、びっしりと額ひたいに浮うかんだ汗あせを拭ぬぐった。

「とにかく、霧恋さんは月湖おばさんに性せい格かくがそっくりだから、万が一にでも見つかったら……」

　打撃音のパターンはないとしても、先さき程ほどの買い物の時の例もある。叱しかられるより、何やら言いしれぬ気まず～～い雰ふん囲い気きになる方がよほど恐ろしい。たぶんそういう状じよう況きようになっても、誰も助け船を出してはくれない……というより、出しにくい類たぐいの話題だ。

　とてつもない不安感を感じ、西南はそれ以上考えるのを止めた。

「だいたい考えてみれば、他にもたくさん女の人が居るんだものな……。それより、鷲羽さんの事について調べるんだっけ……え～～っと、検けん索さく方法は、っと……」

　西南が、検索ワードのフレームに鷲羽の名を入れた途と端たん、凄すさまじい量のモニターが部屋中を埋うめ尽つくさんばかりに、びっしりと起動した。

「うわっ！　な、なんだ？」

　慌あわててそれを消そうとしていた時、

「西南君、どうしたの？　居間までモニターだらけになってますよ」

　と、エルマはまるで泳ぐようにモニターをかき分けながら入って来た。

「すみません、ちょっと調べ物をしようとしたら」

「ちょっと失礼」

　西南のメインモニターを覗のぞき込み、キーボードを軽かろやかに叩たたくと、部屋中のモニターが一気に整理された。

「一いち応おう、一番オーソドックスな設せつ定ていにしておきましたけど、あとは西南君の使い易やすいようにカスタマイズしていってね」

「ありがとうございます、助かりました」

「ふ～～ん、白はく眉び鷲羽について調べていたのね」

「今日、あの景色を見て……ちょっと興きよう味みがあって……」

「このアカデミーにいれば、何かと名前を聞く、一番有名な人ですものね。でも調べるといっても漠ばく然ぜんとじゃ大変よ。なにしろ一万五千年分の履り歴れきがあるんですもの」

「い、一万五千年!?」

「五千年前に行方ゆくえ不明になったから……それを入れると二万年ね」

　地球でいえば考古学的な時間感覚を、さらりと事も無げに言うエルマを、西南は驚きよう愕がくの目で見た。

「本当に人間なんですか、その人」

「あら、普ふ通つうの人だって千年くらいは生きるわよ。今の最新技ぎ術じゆつなら、特とく殊しゆな処しよ理りをすれば、ほぼ無む限げんに生きられるし、西南君だって生体強化をしたから、二千年は大だい丈じよう夫ぶよ」

「にっ、二千……」

　その現げん実じつ味みのない数字に、西南は呆ぼう然ぜんとなった。そしてその数字を少しでも実感できるような数字を探さがした。

（そうか、二千って西せい暦れきとほぼ同じなんだ。霧恋さんが言っていた、普通の生活が出来なくなるって、こういう事なんだな）

　西南はこの時、初めて自分が地球人では無くなったと感じたのだった。

「不安？」

「えっ？　ええ……ちょっと」

「霧恋さんが相談相手になってくれますよ。何と言っても彼女も経けい験けん者しやなんですから。でも西南君はこちらの世界へ来たんですから、あまり気にしない事ですよ。ここでは周りの人達も同じような寿じゆ命みようを持つんですから」

「そうですね……でも、それでも鷲羽さんの二万年という数字は、普通じゃないと思うんですが……」

「延えん命めい技術が一いつ般ぱんに降おりて来たのはここ最近ですけれど、彼女は哲てつ学がく士し、このアカデミーでも最高の科学者でしたからね。聞いた話ですと、その当時ですら現げん在ざいの民間レベルの医い療りよう技ぎ術じゆつなど問題にならないレベルの技術を持っていたそうですから。現に今でも白眉鷲羽の教え子だった人達が存命ですし…………あっ、不審なフォルダー発見！」

「えっ？　そ、それは！」

　西南が止めるよりも早く、エルマはそのフォルダーを開いてしまった。そこには西南が想そう像ぞうした通り、エロ関係の映えい像ぞう画像データが満まん載さいされていた。

「あらら、やっぱり♡」

　エルマは逃にげだそうとした西南の首根っこをガッシリと捕つかまえ、引き寄よせた。

「そ、それは友達がくれて……」

「分かってます。宇う宙ちゆうに来たばかりの西南君が、こんなに集められるわけないもの」

「あの……だから削さく除じよしてもいいですから」

「あら、気にしなくていいのよ。西南君だって健全な男の子なんですもの、正せい常じような欲よつ求きゆうを抑おさえちゃダメですよ」

　そう言いながらエルマは、そのフォルダーを、何かのプログラムへと放り込こみ、そしてチラッと西南の方を見た。

「本当は、誰だれか相手をしてくれる女じよ性せいがいれば一番いいんですけれど……パーソナルの疑ぎ似じでよろしければ、私がお相手してもかまいませんよ」

「そっそそそ、そんな！　そこまでしていただかなくても」

　エルマに艶つやっぽい表ひよう情じようでそう言われ、西南の心しん臓ぞうは早はや鐘がねのように鳴動し、顔はさらに紅こう潮ちようし、みるみる間に汗あせが吹ふき出して来た。

「ん～～～……そうね。西南君はまだ未成年だし、霧恋さんにバレたら頭を砕くだかれそうですしね」

　エルマがペロッと舌したを出し、恥はずかしそうに笑った時、ピッという音がモニターから聞こえて来た。

「何をしてたんです？」

　恥ずかしさから解かい放ほうされた西南は、汗を拭ぬぐいつつ、モニターを覗のぞき込んだ。

「西南君の友情フォルダーに入っていたモノの選別ですよ」

「ゆ、友情フォルダーですか」

「男同士の友情フォルダーです」

「はあ…………で、選別ってなんです？」

「私にも一いち応おう、西南君の保護育成の義ぎ務むがありますから、不ふ適てき切せつな映像やパーソナルデータ等の使用を許きよ可かする事は出来ないわ。君のお友達、結けつ構こうディープな趣しゆ味みしているみたいだから年ねん齢れい制せい限げんのかかっているモノや、まだ時期尚しよう早そうと思われるモノにはプロテクトをかけさせてもらったの」

「はあ……それは別にかまいませんが……そんなに凄すごかったんですか？」

「違い法ほう性せいのある疑似セックス用パーソナルデータは削除しましたけど、他は西南君が視し聴ちよう可か能のうな年齢になったらプロテクトは解かい除じよされますから。ああ、それともう一つ……」

　エルマはインストールの終わったプログラムを起動した。そこには、建物らしい立体映像が浮うかんでいた。

「これはこの家のセキュリティー情じよう報ほうの一部なんですけど、どこに人が居いるか分かるようになってますから、人に見られたくない事をする時にどうぞ」

「…………」

　ありがたいやら、ありがたくないやら。その少々微び妙みような配はい慮りよに、西南の顔は再ふたたび真っ赤になった。お礼を言うべきか迷まよっていた時、

『西南、それにエルマも居たら、ちょっと居間に来てくれないか』

　と、いいタイミングで起動していたモニターから雨音の声が聞こえて来た。

「了りよう解かい。じゃあ西南君、行きましょう……あ、そうだわ。ずいぶん脱だつ線せんしてしまいましたけど、白眉鷲羽について興きよう味みがお有りなら、良い検けん索さくサイトを後で教えてあげます。何しろ彼女の情報はあまりにも膨ぼう大だいですから、漠ばく然ぜんと調べたら、いくら時間があっても足りませんしね」

　西南の部屋を出て、すぐ目の前にある居間へと続く階かい段だんを下りると、珀蓮達と霧恋、そしてソファーに座すわる雨音がいた。夕日に照らされた広く静せい寂じやくな室内に、彼女達が佇たたずむ光景は幻げん想そう的てきでもあった。

　雨音の家は地球で言えば現げん代だい風建けん築ちく物ではあるが、その広さと贅ぜい沢たくな造つくりは、メイド姿すがたの女性が居ても違い和わ感かんのないものであった。珀蓮達は高級な樹雷正しよう絹けんで作られたメイド服を自然に着こなし、優ゆう雅がにそして微び動どうだにせず立っていた。惜おしむらくは雨音のラフな服ふく装そうだが、その美び貌ぼうと育ちの良さが滲にじみ出る立ち居振ふる舞まいは、富ふ豪ごうの女主人と表現するにふさわしい貫かん禄ろくがあった。

（あっ……でも……）

　しかし一人、不ふ機き嫌げんそうな霧恋だけが、その場の雰ふん囲い気きから思いっきり浮ういていた。

「西南、こんどこの家の管理をしてくれるハウスキーパーの娘むすめ達よ。向こうから珀蓮、玉蓮、火煉に翠簾」

「よろしくお願い致いたします、西南様、エルマ様」

　彼女達は二人に向かって恭うやうやしく礼をした。

「いや～～ぁ、全員凄い美人揃ぞろいだよなぁ。私達も加えて、大おお勢ぜいの美女に囲まれて幸せだな、西南！」

　西南の緊きん張ちようを和やわらげるためか、その場の幻想的な雰囲気をたたき壊こわすように、雨音は豪ごう快かいに笑いながら西南の背せ中なかをバンバンと叩たたいた。

「普ふ通つう、さほど綺き麗れいじゃない人が言うから、ギャグと認にん識しきできるんですけれど……全くその通りの場合、どう判断したものやら……ねえ霧恋さん」

　エルマは買い物時の二の舞まいはごめんとばかりに、不機嫌そうな霧恋に近付き、彼女の怒りを和らげようとした。その気持ちを察してか、霧恋も諦あきらめたように小さくため息をついて目を閉じた。

「ご主人様って呼ばれて、変な気を起こしちゃダメよ、西南君」

　雨音にしても、軽いギャグのつもりであった。しかし……、

「私は構いません」

「え！」

　発言の主である玉蓮に、全員の凍こおり付いた視線が集中した。

　最悪のタイミングで最悪のセリフだった……が、霧恋が爆ばく発はつする一瞬前に、火煉達三人は玉蓮を押おさえ込んでいた。

「あ、あの……すぐさま仕事を始めても構わないと、いう事ですわ」

　珀蓮達は平静を装よそおいながら、玉蓮を引きずるようにゆっくりと台所方面へと逃とう避ひを始めていた。しかし彼女達の努力の甲か斐いもなく、霧恋は無表情のまま玉蓮の顔をガシッと鷲わし摑づかみにした。その手の迫力は、獲え物ものに食らいつく大型肉食獣の顎あごのようであった。

「きゃ！」

　まるで突っ込んでくるトラックの如ごとき、霧恋の腕の迫力と圧力に、珀蓮達は飛び退のくように玉蓮から距きよ離りを置いた。

「そうねぇ～～、早速始めましょう。雨音～～、後をよろしく～～～」

　霧恋はニッコリと微笑ほほえんでそう言うと、珀蓮達には目もくれず、そのままズルズルと玉蓮を引きずって行った。

「だ、だめ。顔はやめて」

　玉蓮のどこか喜んでいるかのような声は、妙に悲ひ痛つうさを感じさせた。そして彼女は呆然と見つめる西南達の目の前で、巣す穴あなに引きずり込まれる獲物のように、ドアの向こうに消えて行った。

「意外ねぇ……彼女、ああいう迂う闊かつな発言をするタイプには見えないけれど」

　霧恋が居なくなって緊張が解けた雨音は、珀蓮に向かってそう言った。

「厳げん重じゆうに注意致いたしますので、お許ゆるし下さい雨音様」

「構わないわよ、面白いから。それよりこれから大変だと思うけれど、よろしくね」
















「こちらこそ、至いたらぬ点はあると思いますが、よろしくお願い致します」

　珀蓮達三人は深々と礼をすると、霧恋達を追うように居間を出て行った。

「じゃあ、西南はこれから訓練…………どうしたんだ」

　雨音は、玉蓮が連れて行かれた方向を凝ぎよう視しし、複ふく雑ざつな表情をしている西南とエルマを不思議そうに見た。

「危あぶない危ない」

　西南は噴ふき出る汗あせを必死で拭ぬぐい、エルマは毛が逆さか立だった尻尾しつぽを必死で撫なでていた。

「何が？」

「別に……何でもありません。それより雨音さん。ちょっと用意をしますから少し待ってて下さい」

　エルマは居間の隅すみに置いていた、小さなトランクを開けると、モニターとキーボードを起動させた。トランクに入っていたのはゴルフボールほどの金きん属ぞく球で、それらが空中に浮うかび上がると床ゆかの四隅と天てん井じようの四隅へと移い動どうしていった。

「お待たせ。始めてもいいですよ」

「雨音さん、訓練て……具体的に何をするんです？」

　四方に散った金属球を見ながら、西南は緊張し、身を硬くした。

「坊ぼうやにいい物を用意しているの。気に入ってくれると嬉うれしいわ」

　雨音は赤ん坊ぼうにでも言い聞かせる母親のような口調で、ソファー前にある、長方形のテーブルを指さす。と、全く継つぎ目のないそれが長方形、正方形などの小さなパーツへと分解した。

「な、なんです？……これ？」

「君の訓練用具よ」

「訓練用具？……なんだか……積み木みたいですが」

　西南は床に散らばったパーツの一つを拾い上げた。それは硬こう質しつで金属的な光こう沢たくがあり、見た目の印象とは違い、意外に軽かった。

「当たり」

　積み木が置かれている場所から、四メートルくらい離れた場所に、半透とう明めいの城しろのような映えい像ぞうが浮うかび上がる。

「こちらのパーツをあちらに、指し示じ通りに組み立てなさい」

「はあ……」

　凄すごい特訓を想像していた西南は、少々拍ひよう子し抜けといった表情で雨音を見た。

「まあ、やってみなさい。じゃあ、まずは五十％負荷から」




　玉蓮は霧恋に摑つかまれた顔を冷やしながら、ハウスキーパー達の控ひかえ室で寝ねていた。

「頭ず蓋がいが割われるかと思った……」

「バカかあんたは。あそこであんな事を言えば、霧恋様が怒おこるに決まっているだろ」

　濡ぬれタオルで顔が半分隠かくれたまま寝ている玉蓮と、その周りに立っている自分達の様子は、まるで臨りん終じゆうの病室のようだと感じつつ、火煉は吹き出したいのを堪こらえながら言った。少々不ふ謹きん慎しんではあるが、玉蓮がこれ程ほどやられている姿を見る事は滅めつ多たにない。

「そのつもりはなかったんですけどねぇ……クスクスッ、西南様の顔を見ていたらついムラムラと」

「うっ！」

　半分顔が隠れているとはいえ……いや、そうだからこそ、玉蓮の唇くちびると言葉にはいつも以上に艶つやっぽさが感じられ、火煉はその艶なまめかしく動く唇に恐きよう怖ふすら感じていた。

「ったく、いつか霧恋様に殺されるぞ」

「…………ああ、そう言えば……霧恋様のあの手、獣けものの顎あごのような真っ白な手」

「獣の顎？……ああ、確かにあんたの顔に食らいつくような迫力だったな」

「昔、城の地下迷めい宮きゆうで友達が食べられるのを見せられた時……」

「待て！　なんの話をしている！」

　ビクッとなり、火煉は身構えた。

「だからアルビノの大型蛇へびが友達を食べちゃった話。……はあ……けっこう可愛かわいい娘こだったのに顔半分をいきなり食いちぎられて……その時のそいつの口が霧恋様の手の感じとよく似にていたわ」

「わあああああああああああああああ、あんたの昔話は聞きたくないって、何度言わせれば気が済すむの！」

　一番、この手の話が苦手な火煉は部屋の隅へと逃げ出し、耳を塞ふさいだ。

「ちょっと思い出しちゃって、クスッ」

「そんなモノを思い出さないように、霧恋様を怒らせないようにしろって、話をしてるんでしょうが！」

「火煉の言う通りよ……玉蓮にしては随ずい分ぶん迂う闊かつな発言だったわね」

　火煉と同じように恐怖を押し殺すように、珀蓮は目を閉とじたまま言った。

「そうね。西南様の表情が……何かが、私の感覚を微び妙みように狂くるわせているのだと思うわ」

「確かく率りつの偏かたより、か……玉蓮にそう言わせるんだから凄いわ」

　彼女達四人の中で、玉蓮はいろいろな意味で突とつ出しゆつしている。もちろん瀬戸や鷲羽といった、さらに上をいくバケモノも存そん在ざいすることは確かではあるが、やはり一番つき合いが長い玉蓮の言葉には説得力があった。

「玉蓮……念押しするけど、だからといって意図的に騒さわぎを起こしちゃダメよ」

　一人、薄うすら笑みを浮うかべた玉蓮に気付いた翠簾が珍めずらしく発言をした。

「もちろん努力はするわ。私だって、霧恋様を刺し激げきするのが、どれだけ危険か分かったつもりよ」

「努力って…………あのな、霧恋様を刺激する事もそうだけれど、それより他の方達に私達の素す性じようを知られるわけにはいかないのよ」

「火煉……瀬戸様は『できるだけ』とおっしゃったのよ。『絶ぜつ対たいに』ではないわ。少なくとも雨音様にはきっちりバレてるもの」

「あの方、勘かんが鋭するどそうだものね」

「クスッ、そうね」

「翠簾や珀蓮まで……ったく、笑い事じゃないだろうに…………。でも雨音様って、間近で改めて見て思うけど……本当、マジで綺き麗れいな人だよなァ」

　火煉は少し顔を赤らめながら、ため息をつくように言った。珀蓮と翠簾も同意するように頷うなずく。

「タイプはかなり違うけど、玉蓮並なみで…………しかも性せい格かくも良さそうだしィ」

　火煉はさっきの仕返しとばかり、思いっきり嫌いやみを込こめて言った。

「そう思う？　だとしたら認識不足よ。今は多少の不満はあれ、それなりに満ち足りているから表に出ていないだけで、何かを本当に欲ほしいと渇かつ望ぼうすれば、あの方……途と轍てつもない悪あく魔まになるわよ」

「!!」

　玉蓮の放つ言葉のプレッシャーに、火煉達は全身が総そう毛け立だつような嫌けん悪お感を覚え、背せ中なかには冷や汗が、滝たきのように伝わり落ちるのが感じられた。もちろん先程の火煉の嫌みに対する仕返しだ。

「もっともかなり許きよ容よう範はん囲いは広そうだから、そんな事にはならないでしょうけど」

「…………そういうのを性格が良いって言うんだよ！」

「クスクス、そうね。………あら珀蓮、どこへ行くの？」

　玉蓮は、翠簾を伴ともない逃げるようにドアの方に向かう珀蓮を呼び止めた。

「そろそろ業ぎよう務むに就つくわ」

「また私が玉蓮のお守り？」

　口ではそう言いつつ、結局、冷静に考えれば火煉と玉蓮、珀蓮と翠簾の組み合わせが一番バランスがとれているという結論になるのだ。火煉はいつものように、十秒ほど頭の中でシミュレーションを行い、いつも通りの結論に達すると諦あきらめたように大きく頭こうべを垂たれつつ、深くため息をついた。

「じゃあ火煉、後をお願い。この任務には、私達の未来もかかっているんだから」

「ああ、わかってる」




　居い間まで、背丈ほどもある城しろを組み立てている西南の顔には、びっしりと玉のような汗が浮かんでいた。積み木は強く摑つかみすぎると砕くだけて液えき状じよう化かし、元の場所へと戻ってしまう。しかし弱すぎるとうまく摑めないし、摑めたとしても今度は積み上げる作業がある。

「クッ……」

　その繊せん細さいな作業に、手や足はもとより、全身の筋きん肉にくが悲鳴を上げていた。それは巨きよ大だいで重い斧おので、繊細な彫ほり物をしているような感覚だった。しかもちょっと歩くだけでも、床と足の摩ま擦さつを意い識しきしていないと、氷上を歩くみたいに滑すべるか、飛び上がってしまうのだ。

「そうそう、上手上手。別に全部組み立てるのが目的じゃないから気楽にね」

　雨音はのんびりとソファーに座すわり、雑ざつ誌しを読みながら横目で西南の様子を見ていた。その様子はとても指し導どうといえるモノではなかったが、さりとて横に立ってじっと見られながら熱血指導をされても、変なプレッシャーで気が焦あせるばかりである。

「どう？」

　西南の気を散らさないように、そっと居間に入って来た霧恋は、エルマのモニターを覗のぞき込んだ。

「がんばってますよ、西南君。あの様子なら、すぐに慣なれると思いますよ」

「そちらは心配していないわ。それより確率変動の方は？」

「まだ始めたばかりですし、もう少しデータが集まらなければ何とも言えませんが……それより、西南君の確率異い常じように対たい応おうする力は大したものですよ」

「どういう事？」

「予想通り、積み木にバグが発生して、パーツの加圧破は壊かい数すう値ちがどんどん変わっているんです。それを西南君が無意識の内に修しゆう正せいしているらしいんです……ほら」

　西南が拾おうとしたパーツの加圧破壊数値が異常な数値低下を示しめした。しかし西南はそれを避さけ、別のパーツを拾ったのだ。

「偶ぐう然ぜんじゃ？」

「もちろんそれを結論付けるには、まだデータ不足ですが、加圧破壊数値の変動が起こったパーツを取らない確率は今のところ１００％。もっとも、それ以上の確率で……」

　西南が運び始めたパーツの加圧破壊数値が急激に低下し、パーツは砕けてしまった。

「こんな感じです」

「そういえば寮りようの脱だつ走そうの時も、こちらの意図的なトラップは避よけてたわね。ハア…………でもこれじゃあ、いつまでたっても完成しないわ。プログラムバグの修正をした方がいいんじゃない？」

「これはあくまで訓練ですよ」

「うっ！」

「それに、このバグが、いい具合に揺ゆらぎを起こして、西南君の訓練にはプラスに働いていますしね」

「せ、西南ちゃんのお部屋、片かたづけてこなくっちゃ。着き替がえもいるでしょうし」

　霧恋はこれ以上墓ぼ穴けつを掘ほる前に、そそくさとその場を逃げ出し、西南の部屋への階かい段だんを駆け上がっていった。

（霧恋さんて……本当、可愛かわいい）

　その後ろ姿を見てエルマは微笑ほほえんだ。

「あっ、雨音さん。西南君の筋きん力にく疲ひ労ろう値が、急激に上昇を始めました。まだ続けるのでしたら、一度休きゆう憩けいを入れるかして下さい」

「そうね……じゃあ今日はこれまでにしようか」

　雨音の言葉と同時に、積み木は液体と化し、再ふたたびテーブルへと変化していった。

「あ、ありがとうございました」

　再び服に負荷がかかるのを感じた西南は、床に崩くずれ落ちるように倒たおれ、そのままリビングで大の字になった。

「まあ、辛つらいのは最初の三日程てい度どだからさ。それを過すぎれば、身体からだを使う感覚も以前と同じになるはずよ」

「はあ、でも全身のコントロールがバラバラで、どうしていいやらよく分からないんですが……」

「これはリハビリでも筋力トレーニングでも無いのよ。たとえば西南君の場合、生体強化する前の握あく力りよく測そく定ていの結果では、六十キロ弱あったけど、柔らかい物を握り潰つぶさないように持つ事もできるでしょ？　つまり君はゼロから六十までのコントロールをしていたという事になるわ。その幅はばがちょっと広がるだけだと考えればいいのよ」

「そう言われれば、けっこう簡かん単たんな事のように思えますが……。でも力が強くなればちょっとした事でも、相手を怪け我がさせたり、物を壊したりだって……」

「神経系の強化時に、脳のうに幾いくつかリミッターをかけているから、滅めつ多たな事は起きないわ。それよりすぐにマッサージをしましょう」

　雨音は西南の腕うでをとってそのまま引きずって行く。

「えっ？　マッサージならここでも……」

「汗もかいてるでしょ、ほらいらっしゃい」

「……ま、まさか！」

　連れて行かれる先の予想の付いた西南は、逃げようともがき始めた。しかし予想以上に疲労している手足は思うように動かず、雨音に加勢したエルマの前に、為なす術すべもなく引きずられて行ったのだった。




「もう西南ちゃんたら………」

　霧恋は西南の部屋を呆あきれ顔で眺ながめていた。

　西南のために買われた家具や生活用品の大部分は、部屋の入り口付近にまとめて置かれたままで、必要最さい低てい限げんの品物だけが、机とベッドを中心にすぐ手の届とどく範はん囲いで、約六畳じようほどの空間に配置されていたのだ。

「なんだか動物の巣みたい。…………まあ気持ちはわかるけど」

　霧恋は苦く笑しようしながら、再び広い部屋を見み渡わたした。霧恋は入り口に置かれた梱こん包ぽうから、いくつかの包みを取り出し、部屋の奥おくへと歩きだした。

　荷物の梱包を解いた霧恋は、手て際ぎわ良よくベッドメイキングを始めた。シーツをピッタリと敷しき、枕まくらにカバーを付け、毛もう布ふと掛かけ布ぶ団とんを整えた。そして真新しいパジャマを広げ、嬉き々きとした表情でそれを眺めた。

──まるで新しん婚こん妻づまみたい。

　雨音やエルマがいれば、そう言うに違ちがいない。しかしここには霧恋をからかう彼女達はいない。今、ここは霧恋だけの空間だった。

「クスッ」

　霧恋は小学生の頃ころから、何かと忙いそがしい母に代わって、家事の殆ほとんどと弟や西南の面めん倒どうを見て来た。霧恋の個人的時間といえばせいぜい学校と家での勉強時間くらい、友達と遊ぶ事も自分の趣しゆ味みに費ついやす時間もない霧恋にとって、西南の喜ぶ姿すがたが最大の生き甲が斐いであった。

「うん、部屋らしくなったわ」

　最後にベッド周りにだけ柔やわらかなスポット光があたるよう調整した。満足げにその空間を見つめる霧恋の目に涙なみだが滲にじみ、そしてそれは頰ほおを伝った。

「あ、あれ？」

　やっと自分が泣いているのに気付いた霧恋は、急に糸の切れた操あやつり人形のように、その場にしゃがみ込んでしまった。

「なぜ泣いているの……私？……なぜ……」

　目の前の景色は、霧恋を不安にさせた。その時ふと、彼女は地球を離はなれ宇う宙ちゆうに上がった日の事を思い出した。

　水穂と共に水み鏡かがみのブリッジで小さくなって行く地球を見た時、霧恋は大きな解かい放ほう感を味わった。それは母に指し摘てきされ気付いた、西南の悪運から逃のがれられたという安あん堵どから来るモノであった。

『不安？』

　その時の表情を見た水穂はそう言って、優やさしく霧恋の手を握にぎってくれた。

（不安？……そう不安だったのは事実だわ。だってあの時の私は、地球を守らなきゃならないって思っていたんだから……それが私にとって、西南ちゃんから逃げ出すための対価……いえ、口実だったんだもの）

　その不安を解消するため、霧恋は瀬戸の元でがむしゃらに修しゆ行ぎようを行った。少しでも早くいろいろな事を覚えるために、志し願がんして加速空間でのカリキュラムを積極的に行った。

──宇宙からやって来る脅きよう威いから地球と西南を守るため──

（そうね。水穂様が心配して下さるくらい忙いそがしく働いたわ）

　自分でも少しは納なつ得とくのできる実力が身に付き、仕事にも慣なれると同時に霧恋の不安感は薄れていった。だがそれと同時に霧恋の中には、ポッカリと大きな穴あなが開いたような喪そう失しつ感が広がっていった。それを埋うずめようと、地球ではできなかった友人達との遊ゆう興きよう、欲しいと思った物も買った。そして男性との交際も……。

（でも、それで満たされる事はなかった…………それはそうよね……忙しく働いたのは全部自じ己こ満足でしかなかったんだもの）

　ポッカリ空いた穴の中に、何か分からないモヤモヤが溜たまり、どうしようもなくなった霧恋はたまらず地球に戻もどり、西南が無事である事を確かめた。だがそれは宇宙に出た行為を、自分の中で正当化させるためでしかない。自らの選せん択たくに間違いがない事を自分に信じ込ませようとしていたのだ。しかしそれでモヤモヤは無くなったが、喪失感が消える事はなかった。それどころか地球に帰るたびにそれは強く大きくなっていった。

　そして西南が宇宙に来た日、霧恋にあったのは恐きよう怖ふだった。もちろん西南の身の安あん否ぴへの恐怖もあったが、それ以上に昔の生活に戻る事の恐怖が大きかったのだ。

（本当、嫌な女…………クッ！）

　自己嫌けん悪おに押おし潰されそうになった霧恋は、溺おぼれた者が空気を求めて水面を目指すように、顔を上げた。そこに光に照らされた空間が飛び込んで来た。

「ハア、ハア、ハア……………。!!」

　荒あらい息の中、その空間を見た霧恋に再び涙なみだがこぼれ落ちた。

（そうか！……そうだったんだ）

　そして光に吸すい寄よせられる虫のように、霧恋はヨロヨロとその場所に近付き、ベッドに倒たおれ込み、声を押おし殺しながら泣き始めた。

（私、帰りたかったんだ。あそこが好きだったんだ）

　霧恋はその薄暗い中に浮うかんだ空間が、自分の中に開いた大きな穴を埋めるピースだと気付いたのだった。

　霧恋が本当に恐おそれたのは、自分が西南の悪運から逃げ出した事以上に、自分が傷きず付つけた場所へ戻りたいと思っていた事だった。一度は逃げておきながら、それが大事だと気付いて戻ろうとする自分への嫌悪と西南に対する不ふ義ぎ、そんな自分が西南の前に居る事が許ゆるせなかったのだ。

────真ま面じ目めねえ、あなたは。それに不器用。

────だからあなたが悩なやむ必要なんてないのよ。あなたはあなたの幸せを考えればいいの。

　瀬戸と母の言葉の真の意味に気付き、霧恋は泣いた。

──空を飛ぶ術すべを知らない小鳥に、それを教える。

　それは西南への贖しよく罪ざいのはずだった。しかし霧恋にとって西南との生活は贖罪ではなく、願望だったのだ。西南のためではなく自分のためだったのだ。

　だがそれは西南に対する負い目をさらに深くし、西南の側に居るために自ら作り上げた理由を崩ほう壊かいさせた。

「……どうしよう……私、ここに居たい」

　泣きながら、そうつぶやく霧恋だったが、それに答えてくれる人は誰だれもいない。それを誰かに相談する勇気も無かった。

「どうしよう…………………………」

　しばらく泣いて少しはすっきりしたのか、霧恋はゆっくりと身を起こした。そして窓まどに映うつる自分の顔に気付いた。

「酷ひどい顔。…………ねえ、どうしよう？　どうしたらいいの？」

　霧恋は自分の右手に向かって話しかけた。そしてその先にある、涙と化け粧しようで汚よごれた布ふ団とんカバーに気付いた。

「いけない！」

　霧恋は勢い良く立ち上がると、包みの中から予よ備びのカバーを引き出し、再びベッドを整えた。それが終わると、今度は涙でグショグショになった化粧を直し始めた。

「……そうね。結局私がどう考えようと、選せん択たく肢しは一つしかないんだものね」

──空を飛ぶ術を知らない小鳥に、それを教える。

　そう決意した以上、西南の側に居なければならない。逃げ出す、という過あやまちを再び犯おかすわけにはいかない。

「でもけじめは着けなくちゃ…………西南ちゃんが、私が居なくてもやって行けるようになれば、その時は……」

　霧恋のその結けつ論ろんは、瀬戸と月湖に同じセリフを言わせるに違いない。だがそうでもしなければ、霧恋の気持ちが収おさまらないのだ。

「そうだ！　そろそろ食事の用意をしなきゃ」

　頰ほおを叩たたき、大きく深しん呼こ吸きゆうをし、落ち込んだ気分に活を入れた霧恋は、入り口の所にある荷物から着き替がえを取り出し、小走りに西南の部屋から出た。

「あら、もう今日のカリキュラムは終わったのかしら？」

　階下への階かい段だんを下りる霧恋は、居い間まに西南達が居ない事に気付いた。

「せっかく着替えを……………あっ!!」

　と、霧恋は着替えを握にぎりしめると、西南が引きずられて行った方向に向かって脱だつ兎との如ごとく走り出した。




　まるで温室のような浴場には、多くの熱帯系けい観葉植物が植えられ、壁かべや天てん井じようはほとんどがガラスで構こう成せいされていた。浴室内にもかかわらず、結けつ露ろは無く、夜空と星がハッキリと見えた。

「……それにしてもおかしいわね？　あれだけ確かく率りつに偏かたよりのあるはずの西南君の、確率異い常じよう値ちが予想値よりかなり低い……いえ、殆ほとんど無い？」

　エルマはいくつかある湯船の中で、床から少し高い位置に設せつ置ちされたモノに浸つかり、思案顔でモニターと、浴室に引きずられて来た西南を見み比くらべていた。

「マッサージなら自分でできますから、お願いです勘かん弁べんして下さい！」

　西南はタオルを腰こしに巻まき、最後の場所を死守しながら雨音に懇こん願がんしていた。しかし脱がす気満々の雨音相手に、ハッキリ言ってそれは逆ぎやく効こう果かだった。

「一人じゃ、ちゃんとしたマッサージはできないでしょ？　気にしなくても、これも職しよく務むだから」

　何やら異様に嬉しそうに、雨音は西南のタオルを引き剝はがそうとしていた。

「だったら、服を着たままでもいいじゃないですか！」

「地球では服を着たままお風呂に入るの？」

「そりゃ脱ぎますけど、お風呂の後でマッサージをすれば同じ事じゃ……」

「生体強化の時に、全部見られたんだから、今さら恥はずかしがる事もないでしょ？」

「あの時は意識がなかったし……って、雨音さん、わざとやってるでしょ！　だいたい見られたのは俺おれの方で、雨音さんじゃないじゃないですか！」

「これからしばらく一いつ緒しよに暮くらすんだし、別に西南なら見られてもいいけど」

「……………」

　ごく当たり前の事のように言われ、西南は考え込んでしまった。

（大騒ぎをしている俺の方が変なのか？　エルマさんも平然と入ってるし……宇う宙ちゆうじゃ、それが当たり前なのか？）

「じゃあとりあえず、身体からだを温めて」

　西南の一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、雨音は西南からタオルを奪うばうと、一番大きな浴よく槽そうへ蹴けり落とした。そして自分も羽は織おっていたローブを脱いで後に続いた。

　体温より少し高いくらいの、乳にゆう白はく色しよくのぬるま湯が西南の身体を包み込み、そのままの勢いで、浴槽の床へとぶつかった。咄とつ嗟さに身を硬かたくする西南だったが、床は柔やわらかく、まるで風船のような弾だん力りよくがあった。

「くっ！」

　その頼たよりない感触に手足を縺もつれさせた西南は、空気を求めて手近にあった柔らかなモノにしがみつきながら、浮うかび上がった。

「ハア、ハア………………あっ」

　西南がしがみついたモノは、雨音の裸ら身しんだった。慌あわてて離はなれようとする西南の足が、急に力を入れたため痙けい攣れんを起こしそうになる。すぐさま力を抜き、痙攣を回避したものの、その隙に雨音に捕つかまってしまった。

「ほら、落ち着いて座すわって」

　雨音は西南の首を小こ脇わきに抱かかえるように引き寄せ、湯船の中のイス状になった所へ腰こしを下ろした。

「身体の力を抜いて、ゆっくり深しん呼こ吸きゆうをして」

　雨音の優しげな声と、乳白色のお湯が湯船の中を見えなくしていたため、西南は少し冷静さを取り戻した。しかし隣にいる雨音が裸だという意識は、彼女が動いた時に触ふれるお湯の流れでさえ、電気が走ったような衝しよう撃げきを感じさせた。

　西南はゆっくりと雨音から少し距離をとった。

「やれやれ、そんなに緊張されたんじゃ、お風呂に入った意味がないか」

　雨音はお湯の中からスッと手を出し、西南の目の前に持って来た。と、雨音の手に黒い膜まくのような物が広がり、それは雨音の胸むな元もとの方までを覆おおったのだ。

「これで少しは恥ずかしくないでしょ？」

　雨音はちょっと不ふ機き嫌げんそうに、西南の前に立つと、乱らん暴ぼうに彼の右足を摑つかんでマッサージを始めた。

「…………すみません」

「どっちを謝あやまってるのかな？　マッサージをして貰もらってる方？　それとも私達とお風呂に入るのを恥ずかしがっている方？」

「だって……俺……」

「冗じよう談だんよ。あんまり恥ずかしがるから、ちょっと意地悪しただけ」

　その言葉と同時に、雨音のマッサージの手つきも優しくなった。

「私ね、モデルの仕事をしていたせいか、職務って意識があると、人に裸を見られるのってあまり気にならないのよね。採さい寸すんとか着替えって全裸になる事も珍めずらしくないから…………ああ、ちょっとそこに座ったまま動かないで」

　雨音がそう言った次の瞬間、西南が座っている部分が盛もり上がり始めた。反はん射しや的に立ち上がろうとする西南の肩かたを押おし止とどめ、西南にタオルを渡す。湯船の底は西南が寝ねそべられる広さで、湯面近くまで盛もり上がった。

「じゃあうつ伏ぶせになって」

　雨音に言われるがまま、タオルがずれないよう慎しん重ちようにうつ伏せになった西南の身体に合わせ、再び床は変形した。

　整体と丁てい寧ねいなマッサージのせいか、鉛なまりのようだった西南の手足は驚くほど軽くなって来た。その心地ここちよさと疲ひ労ろうで、いつしか眠ねむってしまった西南に、エルマはそっと近付いて来た。

「あら、西南君眠ったようですね？…………うわ！　近くでよく見ると、西南君の身体、古い傷きずだらけじゃないですか」

　西南の背中には、全体に無数の傷きず跡あとがあり、命に関わるような、かなり大きな傷すら一つや二つではなかった。雨音はその一つ一つを痛いた々いたしい表情で指で辿たどる。

「霧恋って、西南がこれだけの怪我をして来たのをずっと見て来たのかな？」

「だとすると……霧恋さんが西南君の事であんなに神しん経けい質しつになるのも、仕方のない事かもしれませんね」

「それにしても………………西南の肌はだって、結構キメが細かくって綺き麗れいだな」

「いきなり話題が飛びますね。傷の話をしていたんじゃなかったんですか？」

「入学式前日の夜に霧恋と飲んでてさ……つい寝ね過すごして遅ち刻こくしそうになったから、慌てて霧恋と一緒にシャワーポッドに入ったんだけど。あいつの肌も本当にスベスベしてて綺麗だったなぁ」

「あ、雨音さん……まさか？」

　何やら恍こう惚こつとした表情で話す雨音に、エルマは疑ぎ問もんの目を向けた。雨音の場合、その容よう姿しとは裏うら腹はらに男性に関する浮ういた話が全くなかったからだ。

「私、そっちの気けはないから男の方がいい。だから今ちょっと……クスッ、いけない気分になってるの♡」

　エルマの言葉の意味を理り解かいした雨音は、きっぱりとそれを否ひ定ていし、そして西南の背中を艶なまめかしい仕草でゆっくりと撫なで始める。

「フフッ、無む防ぼう備びに寝ねている姿すがたを見ると、確かにちょっとそそられちゃいますね。西南君て意図的じゃなく、自然の中で鍛きたえられた良い筋きん肉にくをしてるんですよ。生体強化の時も、全体のバランス調整を一いつ切さい行わないで済すんだんですから」

「仰あお向むけじゃないのが残念」

「いえいえ、男は背中ですよ」

　雨音とエルマの二人は、次し第だいに撫でるだけでは飽あき足らず、頰ほおずりやら胸むねを押し付けたりと、競争するようにその行為をエスカレートさせて行った。

「しかしこんな所を霧恋に見られたら大変だよな」

「クスクス。分かっちゃいるけどやめられない、て感じで…………あら？」

　エルマは西南の身体からだが急に緊張したのに気付いた。背中を女性二人にキャアキャア言われながら、あれやこれやいじり回されたり、何やら柔らかな物を押し付けられたのでは、さすがに疲れて眠っていたとしても目が覚めてしまう。そして自分の置かれた状況を把は握あくした西南は、緊張で身を硬かたくしてしまったのだ。

「………な、何をしてるんでしょうか？」

「マッサージ♡」

　西南の問いに雨音とエルマが同時にそう答えた時、何やら途と轍てつもない殺気を感じた三人は、同時に浴場入り口の方を向いた。そしてそのまま三人の表情は、恐きよう怖ふで固まってしまったのだ。

「ハァハァハァハァ……」

　全力疾しつ走そうで来たのだろう、汗あせを滲にじませ肌を紅こう潮ちようさせ、髪かみは乱みだれ、目を見開いた霧恋の姿はナマハゲのようだった。

「……な、なんだ霧恋、遅おそかったじゃない。…………どう？　アンタも一緒に西南のマッサージでも……」

　浴室の温度が一気に下がったような悪お寒かんを感じつつ、雨音は必死で平静さを装よそおい、さりげなくそう言った。その時、霧恋の姿がカゲロウのように一瞬揺ゆらめいた。

「！」

　雨音は咄とつ嗟さに危き険けんなものを感じ、西南から離れた。その次の瞬間、雨音は顔の横を途轍もない勢いで、何かが通り過ぎて行くのを感じた。

　ギャイィィン、バコーン！

　最初は霧恋の投げた木もく製せいの湯ゆ桶おけが、雨音のガーディアンにぶつかった音。次はそれが西南の顔面にヒットした音だった。

　雨音のガーディアンを実体化させてしまうほどの威い力りよくを持った湯桶は、何の予よ備び動作もなく投げつけられた。雨音の類たぐい希まれな鋭するどいカンがなければ、それは確実に彼女にヒットした事だろう。

　無言のまま、乱らん暴ぼうに戸を閉しめて出て行く霧恋の方を、雨音とエルマはしばし呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　コ──ン、カラカラ～～ン。

　西南にぶつかり、跳はね飛んだ湯桶が長い滞たい空くう時間の後、床ゆかに落ちて派は手でな音を立てた。その音で我われに返った雨音とエルマは、同時に西南の方を見た。

「お、おいっ西南、無事か!?」

　雨音はグッタリと突つっ伏ぷしたままの西南を抱だき起こし、エルマはすぐさま湯桶がぶつかったあたりを確かく認にんした。

「大だい丈じよう夫ぶみたいですね」

「本当か？　私のガーディアンが起動したんだぞ」

　西南は見事な木目跡あとを顔に付けて気を失っていた。

「そのガーディアンが、木桶のスピードを緩ゆるめたんでしょう。ちょっとした打だ撲ぼくと脳のう震しん盪とうです。それに生体強化もしていますから」

「運が良いんだか悪いんだか」

　雨音は再び西南をゆっくりと浴槽の台に寝かせた。

「でも困こまりましたねぇ、どうしましょう？」

「どうしましょうって言われても……はっきり言って、あのままさっさと出て行ってくれてホッとしている所なんだから、今後の事なんか考えられないわよ」

「う～～～ん……確かに、マジで殺されるかと思っちゃいました。でもいつまでも、このままってわけにも……」

「エルマ、あんたあのドアの外へ行く勇気ある？」

　雨音はムッとした表情で、浴槽入り口のドアを指さした。

「……猛もう獣じゆうの潜ひそむ夜の密みつ林りんへ入って行くような感じがします」

「今度はそう簡かん単たんに許ゆるしてくれそうもないよな……」

　渋しぶい顔で考え込こむ雨音は、遠くで来客のベルが鳴るのに気付き、顔を綻ほころばせた。

「来客か……はてさて、それは救いの神か、新たなる災わざわいをもたらす悪魔か？」

「は？」

「ここに来るお客といったら、限かぎられるでしょ？」

「なるほど」

　顔を見合わせ頷うなずく雨音とエルマの下で、気き絶ぜつしていた西南が意い識しきを取り戻した。

「……うっ……う～～～ん」

「気が付いた？　じゃあ行くわよ！」

　西南の両りよう脇わきを支ささえながら、雨音とエルマは浴場の出口へ向かって早足で歩き出した。




　西南に桶を投げつけた霧恋は、とてつもない自じ己こ嫌けん悪おに呵さいなまれていた。

（何をしてるの私は！　西南ちゃんが誰だれと何をしようと、私がどうこう言う資し格かくは……でも雨音達のは明らかにやり過ぎよ！　ああああああああ、でもだからって桶を投げつけるなんて暴力的な事をする理由にはならないわ！………しかも…………）

　霧恋の勢いは急激に失速し、その場にへたり込んでしまった。

（しかも、西南ちゃんに当たっちゃってたしィ……）

　自己嫌悪という名の超ちよう重力に押おし潰つぶされそうになっている所へ、玄げん関かんから呼よび鈴りんの音が聞こえた。

「あっ……」

　反射的に立ち上がり、霧恋は玄関に向かった。彼女が玄関に到とう着ちやくした時には、すでに珀蓮と翠簾が客を出で迎むかえた後だった。

「ア、アイリ様！　それに美守様？」

「あっ、霧恋ちゃんただいま。じゃあ夕飯の支し度たくするからね♡」

　アイリはそう言うと、さっさと霧恋の横を通り過ぎ、台所へ向け突進していった。




「あらまあ～～。なんだか、お通夜みたいね」

　ダイニングの風景を見回しながらアイリは平然と、蕎そ麦ばを食べていた。

　彼女は霧恋が呆然としている間に台所を占せん領りようして、珀蓮と翠簾を助手に蕎麦とうどんを茹ゆで、ナーシスで下した拵ごしらえした総そう菜ざいを調理し、食しよく卓たくを調ととのえたのだった。

「なぜアイリ様がここに？」

　霧恋は不満げにアイリを睨にらんだ。しかし、アイリの来訪を迷めい惑わくがっているのは霧恋一人だけで、雨音とエルマは、お風ふ呂ろの件けんがうやむやになった事を歓かん迎げいしていた。

「あら引ひつ越こし祝いわいにお蕎麦とうどんを持ってきてあげたのに、随ずい分ぶんな言われようね。しかもこれは船穂様用の最高級品を、船穂様が水穂を通じて西南君にって、特別に送って来て下さったモノなのよ。あっ、ありがとう」

　そう言いながら、アイリは珀蓮が運んで来た、お酒の入った湯飲みを呷あおった。

「ふう……やっぱりお蕎麦には日本酒よね」

「ご厚こう意いは大変ありがたいのですが……なぜ美守様もここにいらっしゃるのですか？」

　この場合の『なぜ』は、なぜアイリを止めてくれなかったの意味だ。

「ホホホ、お酒は私の方に送られて来たからよ」

　美守の一言で、水穂の意図を理解した霧恋は黙だまってしまった。どうせ止めても放っておいてもアイリはいつか押おしかけて来る。ならば下手に機き嫌げんを損そこね、ストレスを溜められた暴ぼう発はつ状じよう態たいで来らい襲しゆうされるよりはマシ、という事だ。

「それにしても、初日から大変そうですね、西南君」

　美守はアイリとは対照的に、切り子グラスに入ったお酒を優ゆう雅がに飲んでいた。そしてまだ霧恋が投げた桶おけの跡あとがついた西南をちらりと見た。

「えっ、いや、これは……」

　慌てて西南は顔を隠かくすように押さえ、霧恋は真っ赤になってうつむいた。それを見たアイリは不満げに頰ほおを膨ふくらませた。

「チェ、いいなぁ楽しそうで……私もここに住んじゃおうかなぁ」

「若わかい子達の邪じや魔まをしちゃダメですよアイリ様」

「私だってまだ若いわよ！」

「片あぐらをかいて湯飲み酒を呷る姿は、とてもそうは見えませんよ」

　美守にそう指し摘てきされたアイリは慌てて足をおろし、大きく息を吸い込むと、楚そ々そとした態度で蕎麦を食べ始めた。

（うわ……）

　西南はただそれだけで、急にその場の雰ふん囲い気きが変わった事に驚いた。

　もともと真しん珠じゆのような白い柱が並ならび、高い天てん井じようまでガラス張りの、少し細長い形状の食堂は神しん殿でんのような雰囲気を持っていた。そして一流レストランのような調度品と雰囲気のある照明に、居並ぶ美び貌ぼうのメイド。さらにアカデミー理事長アイリ、アカデミー校長にして名門九羅密家の美守、元トップモデルで名門の家か系けいの雨音、アイリの秘ひ書しよのエルマ、霧恋だとて樹雷皇家の眷けん族ぞく、正木家の人間である。

（オレ一人、えらい場違いだよな……）

　まるでお通夜の席に子こ供どもが一人だけ混まじった時のような、そんな居い心地ごこちの悪さを西南は感じた。

「こら西南、ちゃんと食べないとダメだぞ」

　そんな西南の気持ちを敏びん感かんに察した雨音は、明るい口調で言った。

「そうよね。やっぱり、お蕎麦を静かに食べるなんて肩かたがこっちゃうわ」

　アイリはチラッと美守の方を見て、少し当て付けるように、ズーッという音を高らかに立てながら蕎麦をすすり始めた。

「ホホホ、私はお蕎麦の食べ方を注意した覚えはありませんよ」

「ふう……」

　一気に和なごんだ空気に、西南は安あん堵どのため息をついて、食事を再さい開かいした。

「まあ、とにかく今日は西南君の、家族の内輪の集まりみたいなモノなんだから、堅かた苦くるしいのは無しにしましょう」

　その言葉に、西南は驚おどろいたようにアイリを見た。

「家族の……内輪？」

「本当は、入学式前にしてあげられれば良かったんだけれど、海かい賊ぞく騒さわぎで到とう着ちやくが遅おくれた上に、あの騒ぎだったでしょ？　でもいろいろとドタバタがあったけれどアカデミーの混こん乱らんも良い方向に収おさまりつつあるし、ＧＰアカデミーも三日後には通つう常じよう状じよう態たいに戻れるしね。まあ今日は西南君の正式なアカデミーへの入学祝いってところかしら」

「ようこそＧＰアカデミーへ、山田西南君」

「あ、ありがとうございます。アイリさん、美守校長」

　西南は立ち上がって深々と頭を下げた。その声は涙なみだぐんだせいか、少し鼻声混じりであった。今までアカデミーでは多くの嬉うれしい言葉を受けて来たが、プライベートといえる場所で、改まって言われると嬉しさもひとしおである。

　パチパチと全員から拍はく手しゆが起こる。

「スタートラインに立った少年の未来に祝福を」

　アイリは湯飲みに入ったお酒を優雅に呷あおった。

「…………」

　その言動に全員が尊そん敬けいに似にた眼まな差ざしを送った……が、

「ああァん、アイリ酔よっちゃったァん。西南君のお部屋に泊とめてぇ♡」

　一時間後、さんざん食べ物を食い散らかし、こも樽だるをカラにしたアイリは居間のソファーで、西南の膝ひざにしなだれかかっていた。

「ちょっと見直したらこのざまか！」

「まったくアイリ様ときたら、集中力が子こ供ども並なみなんだから」

「こうなるとは思っていたけど……」

　雨音、エルマ、霧恋の三人は、呆あきれ果てた様子でアイリを見下ろしていた。

「ホホホ、西南君のお部屋へは、私も付いて行きますから安心なさい」

「はあ……でしたら……………えっ？　なぜ美守様が？　なぜ西南ちゃんの部屋へ行かなきゃならないんですか？」

「美守様も西南の部屋に泊まるんですか!?」

「説明が足りなかったわね。正確には西南君に用があるのではなくて、西南君に配給されたＮＢに、ですよ」

「ＮＢ？」

「西南君、ちゃんと起動させてないでしょ？　その調整をするんですよ。それからセキュリティーの関係上、西南君の部屋には他の方は遠えん慮りよしてくださいね」

　美守は老人とは思えない力強さで、西南からアイリを引き剝はがすと、猫ねこの子を運ぶように彼女の襟えり首くびを摑つかんで引きずって行った。



















「ではあなた方はここまでにして下さい」

　美守は廊ろう下かまで付いて来た霧恋達にそう言うと、ドアを閉しめてロックをかけた。

「へえ、けっこうちゃんと片かたづいてるじゃない」

　アイリはフラフラと立ち上がると部屋を見回した。

「霧恋さんがやってくれて……」

「わ～～～い」

　西南の答えを聞かずに走り出したアイリは、プールにでも飛び込むように、西南のベッドにダイブした。

「ねえあなたァ早くゥ」

　そして冗じよう談だんでもギャグ調ではなく、やる気満々！　マジに鼻にかかった色っぽい声で、甘あまえたように西南を手て招まねきした。

「西南君、ＮＢはどこに？」

「あっ、こちらです」

　美守と西南の二人は一いつ切さいアイリの方を見ずに、さっさとＮＢを置いてある場所へと向かった。

「ちょっと！　無む視ししないで、ツッコミくらい入れてくれたって…………クックック、ツッコミだなんて、西南君のエッチィ」

　布ふ団とんをバンバンと叩たたきながら、アイリはベッドの上を器用に転がっていた。

「アイリ様は使い物になりそうにもありませんから、私が調整しましょう」

「美守校長が、ですか？」

「私にも多少の心得はありますよ」

　ＮＢを桐きり箱ばこから取り出すと、美守はキーボードを起動させ、素す早ばやい指の動きで操そう作さを始めた。あっと言う間にＮＢの周りに幾いく重えものモニターが起動した。

「さて、これだけはアイリ様に手伝って貰もらわないと……アイリ様、起きて下さい」

「眠ねむい……」

　独ひとり相撲ずもう的ボケ突つっ込こみで疲つかれたアイリは、そのままベッドに仰あお向むけに寝ねていた。

「仕方ありませんね。西南君、アイリ様を支ささえていて下さい」

　美守に言われ、仕方なさそうに西南は弛し緩かんしたアイリの上半身を、後ろから抱くように支えた。

「やだぁ～～、西南君ったら大だい胆たん……クスクス」

　アイリは身体からだの力を抜ぬき、西南に寄よりかかる。ズルズルと身体が沈しずみ込み、お腹なかの辺りで支えていた手が、胸の方へと近付いて行く。そしてついに西南の腕うでに、アイリの量感のある胸が乗る感かん触しよくが伝わって来た。

「！　アイリさん、そんなに寄りかからないで、身体に力を入れて下さい」

「キスしてくれなきゃ、い～～や」

　アイリは目を閉じて西南の方へ唇くちびるを突き出す。

「美守校長、何とかして下さい！」

「これ以上ゴネられても面めん倒どうなだけですから、しておあげなさい。霧恋さんもいない事ですし。ホホホ」

「そんなァ」

　困こん惑わくの表情で美守を見る西南に、彼女は自分の額ひたいにトントンッと指を当てた。躊躇ためらいがちに西南は軽くアイリの額にキスをした。

「ん？」

　不満げに目を開いたアイリだったが、真っ赤になっている西南を見て、少し満足したのか、沈み込んでいた身体に力を入れ、上半身を起こした。

　起動したモニタープレートにアイリが両手を置くと、身体スキャンが始まる。

「しょしょ証しよう城じよう寺じ、しょうじょうじの庭は、つ～つ、月夜だ、み～～んな出て来い来い来い」

　と、アイリはいきなり『証城寺の狸たぬき囃ばや子し』を歌い始めた。

「な……なんですか？」

「静かに。プロテクト解かい除じよの音声認にん証しようよ」

　驚おどろく西南に、美守は口に手を当て小声で言った。

──ピピッ！

　アイリの歌が終わると、電子音と共にＮＢのプロテクトが解除された。

「あとは任まかせた」

　アイリは再び目を閉とじると、脱だつ力りよくし西南に寄りかかる。

「あっ、西南君。ちなみに証城寺であって処しよ女じよの自じ慰いじゃないから……クックック」

（…………導どう火か線に火のついた爆ばく弾だんを持たされた感じだ）

　これ以上アイリが何か言わない事を祈いのりつつ、西南はベランダへと向かうガラス一枚のドアを見た。そのまま視線を窓まどに移うつすと、暗い木々のシルエットの隙すき間まから、美しい星空と月明かりが反はん射しやして、キラキラ光っている海が見えていた。

（いっそこのままあそこへ……）

　西南のストレスは、いつもであれば絶ぜつ対たい考えもしない、不ふ穏おん当とうな事を実行したい欲よく望ぼうを抱かせた。しかしさすがに核かく廃はい棄き物ぶつのような危き険けん物ぶつを、この美しい自然の中へ不法投とう棄きする事は躊躇われ、縋すがるような目で美守を見た。

「ホホホ、後は簡かん単たんな作業ですから、もう少し我が慢まんして下さい」

　美守もアイリにかまうのは面倒なのだろう、彼女はやんわりと西南の希望を断ことわり、流れるようなキータッチで作業を始めた。

「うわ……」

　その見事さに、思わず声が漏もれる。

「お婆ばあちゃんが何もできないと思ったら大間ま違ちがいよ。美守校長は昔、瀬戸様にも喧けん嘩かをふっかけてた、暴あばれん坊ぼう当主だったんだから」

「えっ!?」

「大昔のやんちゃだった頃ころの話ですよ。私にだって若わかい頃というのはありますから」

　それは老女とは思えない、今、西南にもたれ掛かっているアイリが子こ供どもに思えるほど艶つやっぽい瞳ひとみと声だった。

（やっぱりこの人も普通の人じゃないんだ）

　西南は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで美守を見つめた……。と、流れるような美守の指の動きがピタリと止まった。

「…………西南君、本当は、一度初期化した方がいいのですが、いろいろと大事なものもあるようですし……」

　微笑ほほえむ美守の表情を見て、それがケネスの『友情フォルダー（命名エルマ）』の事だと気付いた西南は真っ赤になってしまった。

「メインプログラムに支し障しようを来きたすようなものだけ、排はい除じよしておきますね」

「……お願いします」

「何？　何があるの？」

　瀬戸とつき合って来たせいか、人が嫌いやがる事を嗅かぎ付けるアイリの嗅きゆう覚かくは抜ばつ群ぐんだ。秘ひ密みつの臭においを嗅ぎつけたアイリはガバッと起き上がると、美守の所へ向かった。慌あわてた西南はアイリを後ろから捕つかまえようとして、そのまま二人でベッドに倒たおれ込んだ。

（まずい！）

　それは端はたから見れば、西南がアイリを押おし倒しているような体たい勢せいだった。案の定、アイリの目が潤うるみ、ゆっくりと足を絡からめてくる。

（このままではアイリさんがロクでもない冗談……いや、この人の事だから、冗談でそのまま最後まで突っ走ってしまいかねない）

　だが西南はその体勢のまま動けなかった。慌てて離はなれれば怒おこったアイリに『友情フォルダー（命名エルマ）』を見られてしまうからだ。

（きゅ、究きゆう極きよくの選せん択たく…………でもないか。どうせあれはエルマさんにも見られたし、美守校長にも）

　そう考えた西南はさっさとアイリから離れた。案の定、ムッとしたアイリは美守の所へ向かった。

「…………ふ～～ん……なるほど」

　モニターを覗のぞき込んだアイリは、半目のまま無表情で西南を見た。咄とつ嗟さに身み構がまえる西南だったが……、

「まあいいでしょう。君のお友達の友情に免じて、見なかった事にしておいてあげるわ。確かに、いきなり私のような知ち性せい溢あふれる美び貌ぼうのナイスバディー、熟うれ熟うれのお姉様と初体験したんじゃ、先の楽しみも無いしね」

　アイリはエルマと同じような表現と、『それ誰だれの事？』というツッコミを許さぬ、実に的確な表現を口にして、呆あつ気けないくらいあっさりと引き下がった。

「作業終了。あとは西南君が初期登録を行えばいいだけですよ。手順は……」

「ねえねえ、登録なら今から私とそのベッドで手取り足取り……」

「いきなり知性溢れる美貌のナイスバディー、熟れ熟れのお姉様と初体験では、先の楽しみが無いんじゃありませんでしたか？　それにそろそろ部屋を出ないと、廊ろう下かでイライラしている霧恋さんが乱らん入にゆうしてきますよ。西南君、後の手順はＩＤカードを差し込めば済すみますから」

　美守はアイリの襟えり首くびを摑つかむと、西南の部屋まで連れて来たのと同様に、ジタバタと暴れるアイリを軽々と引きずって出て行った。

　ドアが閉まるとそれまでと一転、部屋の中は途と轍てつもない静せい寂じやくが支配した。一気にプレッシャーから解とき放たれた西南は、崩くずれるようにベッドに倒れ込んだ。

「疲つかれた…………ＮＢは明日にして、今日はもう着き替がえて寝ねよう……」

　西南は、最後の気力を振ふり絞しぼるように起きあがると、霧恋が用意したパジャマに着替え始めた。しかし楽な服ふく装そうになったのと、着替えで身体からだを動かしたせいか、少し余よ裕ゆうの出て来た西南は、机つくえに置こうとしたＮＢを見て考え込んだ。

「……せっかく美守校長が直してくれたんだし、今日やっちゃうか」

　ＮＢを机に置くと、せり出したままのスロットにＩＤカードを差し込んだ。するとＮＢの目のような部分が光り出し、身体スキャンが始まった。ＮＢの目の部分には、身体スキャンデータのチェック項目が凄すごい勢いでスクロールをしていたが、ほんの十秒ほどでそれは終わってしまった。

「使用者、山田西南……貴方あなたをマスターと確かく認にん致いたしました」

「うわっ、アイリさん？」

　急に流りゆう暢ちような口調で喋しやべり出したＮＢの声はアイリのものだった。

「アイリ？　マスター、それは私をアイリと命名するという意味ですか？」

「えっ？　あ、いや……声が知っている人と同じだったんで……って俺おれの言う事が分かるの？」

「はい。ただし完全というわけではありません。今後データの蓄ちく積せきが進めば、マスターの微び妙みようなニュアンスも理り解かいできるようになるでしょう。現在使用中の音声は基き本ほん設せつ定ていによるものですが、マスターの好みに合わせて変へん更こうする事は可か能のうです。命名も併あわせて、今から設定変更を行いますか？」

「……いや、今日はもう疲れているから、明日にするよ」

「了解致しました。ではマスターのスケジュール管理はいかが致しましょう？　公的スケジュールはインストール済みですが、詳しよう細さいなスケジュールを教えていただければ、秘ひ書しよ的な使用も可能です。その詳細なスケジュールに沿そって、必要事項の提てい示じ、実務行動……具体的に申し上げれば、起き床しよう予定時間に起こす事も、着替えや朝食の準じゆん備びも出来ます」

　西南の目の前に、おおまかなスケジュールが記き載さいされたモニターが浮うかび上がる。そこにはＧＰアカデミーのカリキュラムが、二年に亘わたって事細かに記載されていた。そしてそこから、今日のスケジュール表らしいものが浮かび上がり、秒単位に区切られた表は、時間が過すぎると暗くなって行った。

「本日、今夜の予定は無し。明日の予定は自じ宅たく訓練のみ決定されています」

「わかった。でも今は詳細なスケジュールは分からないんだ。たぶん明日になれば、いろいろと分かると思うから、その時にね。とにかく今日はもう眠ねむりたいんだ……ああ、それから朝は、起こさなくていいから」

「了解致しました。では当機はスリープモードに移い行こう致します。お休みなさいませ、マスター……」

「おやすみ」

　ＮＢから光が消えた事を確かく認にんした西南はベッドに倒たおれ込こみ、安あん堵どのため息をついた次の瞬しゆん間かん、深い眠りに落ちた。

　西南の就しゆう寝しんを判はん断だんしたのか、部屋のライトはその光量を落とし、その場を暗くら闇やみと静寂が支配した。と、その時、机に置かれたＮＢがうっすらと光り始めた。そして球形だった形状が膨ふくらみ、人の形を取り始めたのだった。

　まるで磁じ器きの人形のようになったＮＢは、ベッドに突っ伏して寝ている西南の身体を軽々と抱き上げると、慎しん重ちように布ふ団とんの中へ寝かしつけた。

「オハヨウゴザイマス、オメザメデスカ？」

　ＮＢからはアイリとは違う別の女性の声が聞こえて来た。それはチューニングの微妙にずれた外国の放送のような感じだった。

「ショクジノヨウイガデキテイマスカラ、サキニカオヲアラッテキテクダサイ」

　弾はずむ幸せそうな声は、ＮＢが再ふたたび球状へと姿すがたを変えると共に聞こえなくなった。




「ご主人様、お目覚めですか？」

　客間ではメイド服を着たアイリが、姿見の大型鏡に向かって楚そ々そとした態たい度どで、そこに映うつった自分に話しかけていた。

「うん！　なかなかいいじゃない。これで明日の朝、西南君……もとい、西南様を起こして差し上げたら驚くわよね」

　姿見には、それこそ樹雷皇おう宮きゆうにいてもおかしくない、上品で品格あるメイド姿のアイリが静かに微笑ほほえんでいた。

「ホホホ、西南君の心しん臓ぞうが止まっちゃうかもしれませんね」

「それ以前に、そんな格好で西南様のお部屋にいたら、霧恋様に息の根を止められちゃいますよ」

「それにそんな格好のアイリ様を黙もく認にんしていたって知られたら、私達の身が危あぶないわ」

「と、言うわけですから、とっとと脱ぬいじゃって下さい」

　少し離れた場所でアイリの様子を見ていた美守、火煉、玉蓮、翠簾が絶妙の間合いでアイリにツッコミを入れた。

「え～～っ、なんで？　ちゃんとした格好、してるじゃない」

「ちゃんとしてるから、冗じよう談だんにならないんです！………もちろん明日の朝、その格好で西南様を起こしに行かれるのなら、それは仕方のない事だと思いますが、私達はちゃんとお止めした、という事で自じ己こ責せき任にんにおいてご判はん断だん下さい」

　最後に珀蓮が代表してそう宣せん言げんすると、引き継つぎの終わった玉蓮と火煉を残し、翠簾と美守と共に玄げん関かんへと向かった。

「フンッだ！　霧恋ちゃんなんか怖こわくないんだから」

　珀蓮達が出て行ったドアに向かってそう言うと、アイリは再び鏡に向かってポーズを取り始めた。だがその後ろでドアが音も無く開き、背せの低い誰かが入って来た事をアイリは気付かなかった。




「美守様、今日はありがとうございました」

　玄関で待っていた霧恋とエルマ、雨音は深々と頭を下げた。

「私の方こそ楽しかったわ。アイリ様は置いていきますけど、明日はどんなにグズッても必ず出しゆつ勤きんさせて下さいね。ああ、見送りはここで結けつ構こうよ」

　玄関前の庭を歩きながらエレベーターの所まで来た美守は、付き添そおうとした霧恋を押し止とどめた。

「じゃあ、お休みなさい」

　直通エレベータのドアが閉まり、その数十秒後、一階エントランスへ到とう着ちやくしたエレベーター内へフロントスタッフが乗り込んで来た。

「美守様、お待ちしておりました」

　フロントスタッフが乗り込んですぐにドアは閉まり、エレベーターはさらに下へと降おりて行った。だが瞬まばたきをする間もなく、丸いプレートのみとなったエレベーターは、柔やわらかな光が注ぐ五十メートルほどの半球状ドームへ降りて行った。一礼するフロントスタッフに見送られ、美守はそのドーム内へと足を踏ふみ出した。

　一見、樹じゆ木もくの茂しげる庭園のようではあったが、そこに生えているモノは植物ではなく、いろいろな鉱こう物ぶつの巨きよ晶しよう群ぐんだった。ビロードのような不思議な感かん触しよくの緩ゆるやかな階かい段だんを登ると、巨大な水晶の柱に囲まれた庵いおりに、瀬戸と鷲羽が待っていた。

「お忙いそがしい所わざわざ申し訳わけありません。どうぞお座すわりになって」

　周りを見み渡わたしながら、美守は瀬戸の指し示しめす場所に座った。

「いつの間にこのようなモノを、お造つくりになったのです？」

「もともと私の実験施し設せつの一つだったんだけどね。場所的に都合が良さそうだったから、急きゆう遽きよ最低限の設せつ備びを付け加えたってわけ。まさか勝手に名めい義ぎ変へん更こうされて、リゾート開発されているとは思わなかったけど、ハハハハ」

「アリウ公国の、鷲羽様の教え子だった方ですよね？」

「あいつは昔ッから、狡こすっ辛からい奴やつだったからね。まあ例の海かい賊ぞく騒そう動どうついでに、たっぷり脅おどかしてやったから、ハッハッハ。すっきりしたけどね」

「なるほど、それで私に……」

　瀬戸に頼たのまれた美守は、この島一帯を美守関連の企き業ぎように買ばい収しゆうさせ、そして職しよく員いん、住人を瀬戸と美守、そしてアイリの関係者に入れ替かえたのだった。

「西南君達の事もありますし、ちょうどいい隠かくれ家がになりましたね」

「どうぞ」

　と、話をしている美守へ近付いて来た人物が、美守の目の前に、そっとお茶と茶ちや菓が子しを置いた。

「あらアイリ様、やっぱり捕つかまりましたか」

　美守の前には先程のメイド服を着たアイリが、すっかり酔よいも覚めた様子でションボリと俯うつむきながら立っていた。雨音邸ていの使用人の私室には、持ち主の雨音にすら秘ひ密みつ裏りに、ここや他の場所への転送ゲートが設置されていた。

「何だか面白そうな格好をしてたから、そのまま拉ら致ちって来ちゃった、アハハハ」

「ホホホ、珀蓮さん達の忠ちゆう告こくを素直に聞いてらっしゃればよろしかったのに」

「ほら、とっととお茶を配って、説明を始めなさい」

「はい、瀬戸……いえ、ご主人様」

　アイリは涙なみだ目めで、各々にお茶と茶菓子を配り終えると、円えん卓たく上にモニターを起動させ、立ったまま説明を始めた。

「まずスパイ判別チェックの進しん行こう状じよう況きよう報ほう告こくですが、この時点で重要箇か所しよのチェックは全すべて終しゆう了りようしました。ただ各部ぶ署しよにいくつかのダミーを流していますので、表向きにはまだ調ちよう査さは終了していない事になっています。集まった報告を精査した結果、一番危き惧ぐされた樹雷や九羅密中ちゆう枢すうへのスパイ侵しん入にゆうは確認されませんでしたが、アカデミーには予想以上の人数が、かなり意図的に配置され潜せん入にゆうしている事が判明しました。その年ねん齢れいやＧＰへの入隊経けい歴れきから推すい察さつすると、かなり昔から少しずつ潜入させていたようです。以前起こった、九羅密美み星ほしさんの関わった事じ件けんとの関連性は不明ですが……」

「ああ、それだけどね。基き礎そ技ぎ術じゆつは同じものだけど、その発はつ展てん途と上じように明らかな差さ違いが見られるから……まあ今の段階では断定はできないけど、今回の事例との直ちよく接せつ的な繫つながりがある可か能のう性せいはほとんどゼロね。でもここまで迅じん速そくに対たい処しよ出来たのが、あの事件のおかげってのが皮肉だけどさ」

　そこまで話すと、鷲羽はアイリに報告を続けるよう合図を送った。

「今回の事例と似た報告は、美星さんの事件以外にはありません。近年になって、潜入人員の急きゆう激げきな増ぞう加かが見られますが、一つにはＧＰの入隊希望者の著いちじるしい増加が原因と考えられます。しかし計画の露ろ見けんの可能性が高くなる事を考こう慮りよすると、最悪の場合、敵の計画実行が近付いたとも考えられます。ただ、ここ数年間の潜入者には、以前の者達とは明らかに違う処しよ理りがなされているので、これをどう見るかですね」

　アイリは一通りの報告を終え、席に着いた。

「あくまで私見だけど……誰だれかが計画を引き継ついだか横取りしたか、だろうね」

「鷲羽ちゃん、何か気になる事でもあるの？」

　瀬戸は鷲羽の口調に、微び妙みようなニュアンスがあるのに気付いた。

「いや、本気でアカデミーで何かやらかす気があるのかな？……と思ってね」

「それはどういう意味です？」

「人員の増加が始まる前の潜入者は、明らかに情報収集の補ほ佐さを意図したものだ。だけど今は、ただ雑ざつ多たなだけ。これだけの数の人間が何らかの工作を行うとしても、じゃあ実際問題、致ち命めい的な被ひ害がいが出るかというとそうでもない。何かその場限りの享きよう楽らく的な感じがするんだよねぇ」

　鷲羽はお茶菓子の大だい福ふくを指で突き、その感触を楽しみながら言った。

「鷲羽ちゃんの言う通り、確かに作戦意図の変更があったのは間違いないわね。この配置で出来るのはせいぜい攪かく乱らん程てい度ど。外部勢力がアカデミーを破は壊かいするなり占せん領りようするつもりだったのなら、あまりにずさんだわ。これだけの人数を潜入させたのなら、もっと効こう果か的な配置も可能だったでしょうに……」

「鷲羽様、以前と比くらべて計画を指し揮きしている者の能力はどうなんでしょう？」

「ふむ……たぶん、今の奴やつの方が狡こう猾かつだろうね。大量の人員を潜入させて、今まで気付かれなかったんだからさ」

「計画を握にぎっている人間は以前同様、外部の者だとすれば、その者はこの計画に大して興きよう味みは無く、内部の協力者に対するパフォーマンスという可能性が高いのではないでしょうか？」

　美守のその言葉に全員が頷うなずいた。

「内部協力者に関してはまだ調査中ですが、西南君のおかげでかなり人員の余よ裕ゆうができましたから、近日中には尻尾しつぽくらいは見えてくると思いますわ」

「だけど…………そいつがアカデミーに興味が無い理由は何かな？　そっちの方が何か引っ掛かかるんだよね」

　ポツリと鷲羽の呟つぶやいた一言に、全員がハッと息を吞のんだ。あらゆる技ぎ術じゆつの集積地であるアカデミーに興味を持たない人間はいない。特に軍事のパワーバランスを重じゆう視しするのであれば、ここの技術は必要不可欠である。

「とにかく今は、アカデミーの掃そう除じが先決だし、連中がいつ入れ替かえられたかのデータが集まれば、他の条件での侵入者の予想も可能になる。どちらかと言えばそちらのデータの方が重要だ。そうなれば、連中の目的も分かるかもしれないし」

「アストラルリンクでもできれば一発で分かっちゃうんだけど。ねえ鷲羽ちゃん、それができるバイオメモリー作れないかしら？」

「リンクできるほど高度なやつをかい？　行動監かん視しならともかく、過か去この行動をチェックするとなるとアストラルメモリーを読まなきゃならないからね。結局相手に知られずにそれをやろうとすりゃ、五十％以上の同形質アストラルを形成しなきゃ必要な情報は検けん索さくできないだろうし……直接、記き憶おくの精せい密みつスキャンをした方が早いよ」

「やっぱり無理か。……じゃあアストラルコピーをして……」

「そのコピーと維い持じにどれだけのパワーが必要か知ってるでしょ？　あの大量な人員のチェックをするには、魎りよう皇おう鬼きタイプか第二世代クラスの皇家の樹でもなきゃ無理だし、どちらにしろ秘密裏にってわけにはいかないわ」

「瀬戸様、それ以前にあまりアストラル海をいじるのは危険ですよ」

　瀬戸に意見をするにしても、アイリの怯おびえようは普ふ通つうではなかった。瀬戸は諦あきらめ切れない様子で、チラッと鷲羽を見た。

「念を押おしておくけど、天地殿という結果を得たとしても、私は頂神としてこの世界に関かかわる気はないわよ。それは津つ名な魅みも訪と希き深みも同じ。それとも瀬戸殿はテストのカンニングがお好みかい？」

「もう……鷲羽ちゃんたら意地悪なんだから」

「やれやれ、難むずかしいお話は勘かん弁べんして頂けませんか？　みなさんは哲てつ学がく士しですからいいのでしょうけど、私はただの老人ですよ。幸い、西南君のおかげで判別条件も分かった事ですし、余よ剰じよう人員による調査と監視の強化も図られましたから、そちらで対応するのが現実的ではありませんか？」

「アハハハ、悪い悪い。確かにこの時点で連中の奇き襲しゆうは、ほぼ失敗に終わってるのは間違いない。あとはいつ大掃除をするかだけさ」

「まったく西南殿どのの場合、ＧＰ内でどこに配はい属ぞくされるべきか、もう決まったようなものよね」

「ホホッ、できれば今すぐにでも配属したいくらいですわ」

「でも……だからこそ学生生活ってのは大事なのさ」

　鷲羽の言葉に全員が真顔で頷いた。

「普通より柔じゆう軟なんで強きよう靭じんな精せい神しんをしているといっても、まだまだ不安定で多感な少年だからね。それに西南殿には一つの欠点があるからねぇ」

「それは今、私達がどうこうできるものじゃないわ。それより問題は西南殿の周りの人間達よ。あの子をモノ扱あつかいすると、霧恋ちゃんが怖こわいのよねェ。水穂ちゃんや経けい理り部の連中の士気にも関わりそうだし」

　瀬戸は困こまったように手を広げ、大きくため息をついた。

「さっきもそうだったんですが、霧恋ちゃんたら西南君がらみになると、パラメーターが一気に瀬戸様並なみになっちゃうんですよ」

「恋こいのニトロでブースト状じよう態たいってところね」

「フフッ、うちは天地殿だね。あと砂さ沙さ美みちゃんもかな？　でもそうなりゃ、自動的にほぼ全員が連動するだろうし……」

「それは鷲羽ちゃんも、っていう事？」

「私は一応中立の立場よ。でなきゃ、母親にモノ扱いされたノイケ殿が可哀かわい想そうだもの」

「ホホホ、そうだとしても、単たん純じゆんな武ぶ力りよくで言えば宇う宙ちゆう最強軍ぐん団だんですわね」

「私一人が悪者になって終わりでしょ。どうせ私は嫌きらわれ者よ」

　瀬戸はムッとした表情で愚ぐ痴ちった。

「他の人間が言えなさそうだから、私が代表して言うけど、自じ業ごう自じ得とくでしょ」

「鷲羽ちゃんの意地悪。もういいわ……それよりアイリちゃん、西南殿の監視に押し付けたＮＢが面おも白しろい事になってるんだって？」

　このまま反はん論ろんを続けても、鷲羽を論ろん破ぱする事は出来ないと判断した瀬戸は、とっとと話題を変えた。

「あ、はい。ここに来る前にライレーザさんから連れん絡らくがありまして……実はＮＢに西南君のパーソナルと家出した『キルシュ』が居る事が判わかったんです」

「ありゃま。そりゃ面白そうだね」

「で、美守様とライレーザさんと彼女を訪たずねたんですが……」

　　　　×　×　×

　仮か想そう空間内にあるキルシュ家の居間で、アイリ達とキルシュは対たい峙じするようにソファーに座すわっていた。

「私、あの方の事を愛してます！」

　長い沈ちん黙もくの後、キルシュは目に涙なみだを浮うかべながらそう言った。アイリはいきなり異い性せいに告白された少女のように、頰ほおを染そめ俯うつむいた。

「あら、いきなりそんな可愛かわいらしい事を言われると、胸むねがドキドキしちゃう」

「えっ、あの私は別に……」

「ホホホ、要するにオバサンが、初うい々ういしい貴女あなたの事を羨うらやましいって言っているのよ」

「は、はあ」

　キルシュは恥はずかしそうに真っ赤になって俯いた。それは先程のアイリのものとは明らかに違ちがい、とても初々しく可か憐れんだった。

「く、くそっ……可愛いじゃねえか。でも西南君への愛情なら私だって負けないわよ」

　　　　×　×　×

「いきなり愛人宅たくへ乗り込こんだ正妻、ってセリフよねぇ」

「いやあ、私にはとてもマネできないわ」

「瀬戸様、鷲羽様……これはちょっとした冗じよう談だんで……というより話し始めたばかりでいきなり話の腰こしを折らないで下さい！」

「いいから続けて続けて」

　　　　×　×　×

「ねえキルシュさん。それより貴女が家へ帰りたくないという理由を、聞かせて頂いただけないかしら？」

「!!……それは……」

「お父さまの事、お嫌きらいなの？」

　キルシュの動どう揺ようを見たアイリは、その時点で彼女の家出の理由に気付いていた。

「いえ！　私は、父の事を嫌いではありません……けど……けど父の事をそれ以上には……」

　キルシュは俯き、泣くのを堪こらえるように手で口を押さえた。

「そう……よく分かったわ、ごめんなさいね。私達としても一応確かく認にんしておかなければならない事だったから」

「アイリ様、これは彼女が見せてくれた物なんですが」

　ライレーザはキルシュが見えない位置で、アイリと美守にいくつかのデータを見せた。「違い法ほう義ぎ体たいの培ばい養よう経けい過か報ほう告こくと振り込み記録……それに偽装出生書ですね。ちょっと待って下さい、これはもしかして………」

「あら」

　アイリと美守は何かに気付いたように、同時に自分のコンピューターへのアクセスを始めようとキーボードへと手を伸のばした。しかし一いつ瞬しゆん、アイリの手が早く、美守はそのまま手を止め、モニターを凝ぎよう視しした。そして一つのデータが表ひよう示じされ、二人はそれを食い入るように見つめた。

「……これ、のようですわね」

　それは西南の入学式騒そう動どうでの逮たい捕ほ者しやから押おう収しゆうしたデータだった。ライレーザも二人の後ろからモニターを覗のぞき込んだ。

「書式や使用機材から判はん断だんすると、キルシュのデータと合がつ致ちするわ」

「では、彼女の証しよう言げんは本物だと証明できますわね」

「まあ、よくある話だわ。たとえ人工知能であっても、アストラルが生じれば、ちゃんとした人権が認められる……そして人権の認められたＡＩは、申しん請せいがあれば培養された生体へと移うつされ、人として生きていく事ができるわ。でもそれを違法で極ごく秘ひ裏りに造つくり、偽装の出生書を手に入れているとなれば理由は一つ」

「ＡＩの作成者、あるいは所有者はアストラルの派は生せいしたＡＩとの婚こん姻いんは認められない……ですね」

「まあ気持ちは分からないでもないけどね。自分の造り上げた最高傑けつ作さく、それに対する思いは並なみじゃないでしょうからね。ましてや彼女はアイドルになるほどのＡＩだし」

「アイリ様。それより人身売買の可か能のう性せいは？」

「それはこれから詳くわしく調べてみなけりゃ、何とも言えないけど……とりあえず流通の裏情報には、それ以上の事は流れていないようだから、可能性は低いんじゃない？　まあ百年ほど別居すれば、他人と認められるんだから、それまで我が慢まん……できないわよねぇ」

　アイリはキルシュを見てため息をついた。彼女は女性から見てもとても愛らしい女性である。ましてや男性から見れば、女性の理想像の一つである事は間違いない。

「わかったわキルシュ。貴女あなたに関してはこちらで何とかできるけど……でも」

「!!」

　キルシュはアイリが何を言おうとしているのかに気付き、身を硬くした。

「嫌、嫌です……あの人と別れるのは……それくらいだったら！」

「貴女がしている事は、貴女のお父さまのしている事と何が違うの？」

「どういう事です!?」

　キルシュにしては珍めずらしく、顔を歪ゆがめアイリを睨にらみ付けた。だがアイリはその表情を、キルシュの想おもいを好意的に感じていた。

「自分でも分かってるんでしょ？　彼は西南君のパーソナル。アストラルがあるわけでもない、ただのコピー」

「止やめて！　止めて下さい！　たとえそうであっても私にとっては」

「西南君の人じん権けんはどうなるの？　違法にコピーされた人じん格かくを弄もてあそばれて」

「弄んでなんか……そんなつもりは……そんな……」

　涙をポロポロと流しながら、キルシュはソファーにへたり込んだ。

「意外と物分かりはいいようね。てっきり逃にげ出そうとしたり、抵てい抗こうしたりするのかと思っていたけど。自分のしている事の自覚はあるのね」

　アイリは立ち上がると部屋の中を改めて眺ながめ回した。広めの部屋に質しつ素そで数は少ないが品の良い調度品、そしてキルシュの手作りであろうソファーやテーブルのカバー。窓まどから見える庭には青々とした芝生しばふと小さな花か壇だん、そして一本の大きな木。真っ白な洗せん濯たく物ものが日の光を浴びて緩ゆるやかな風になびいている。

　　　　×　×　×

「愛する二人を引き裂さくなんて酷ひどい！　アイリちゃんたら悪あく魔まよね」

「いやあ、私にはとてもマネできないわ」

「はいはい、どうせ私は悪者ですよ。だから話の腰を折らないで下さい！」

　　　　×　×　×

　キルシュの家からは、ささやかな幸せを望む彼女の気持ちが痛いたいほど伝わって来た。アイリは泣いているキルシュの肩かたに優やさしく手を置いた。

「ねえキルシュ、貴女は何？　貴女はプログラム？………………いえ違うわ、貴女は人間なのよ。だったらなぜ堂々と西南君をものにしようとしないの？」

「えっ？」

　アイリの意外な言葉に、キルシュは心底驚おどろいたように顔を上げた。彼女自身、自分が人だという自信が持てなかったのだ。

「バーチャルではなく、リアルな西南君をものにしなさいって言ってるの！　あそこにいるパーソナルと西南君をダイレクトに繫つないであげる。リアルにいる彼が眠ねむっている間は貴女のものに！」

「アイリ殿、それって堂々なのかえ？」

「ハンデよハンデ。その代わり精神保護のため、西南君の記き憶おくにはプロテクトをかけさせてもらうわ。そして……」

「そして？」

「西南君の護ご衛えいと監かん視しと報ほう告こくをお願いしたいの。どうせ暫しばらく熱ほとぼりを冷まさなきゃならないだろうし。その代わり、貴女のお父さまとの交こう渉しよう事は責せき任にんを持つわ」

　　　　×　×　×

「……アイリの言葉に、キルシュは小さく頷うなずいた……ってわけね。で、嫌いやなら父親に居場所を通報する…………酷い取引ねぇ、この悪魔！」

「いやあ、私にはとてもマネできないわ」

「そんなに言うんでしたら、アクセス禁きん止しにしますよ」

「さすがアイリちゃん、天才！」

「いやあ、私にはとてもマネできないわ」

「はいはい」

　いろいろと引っかかる言い方ではあるが、アイリはそれ以上の賛辞を引き出そうとすれば、いろいろと厄やつ介かいな条じよう件けん、制せい約やくを科せられそうなので止めた。藪やぶに手を突つっ込んで出てくる蛇へびが地上最大のアナコンダだからだ。

「とにかくこれからは連れん絡らくを今まで以上に密みつにしましょう。何かが大きく変わるような気がするの……」

「今まででも十分大騒ぎですけど」

　アイリの言葉に、全員が本当に可お笑かしそうに、心の底から笑った。

「そうだ、アイリちゃん。例の彼女の意い識しき調ちよう査さも忘わすれないでね」

「それは明日にでもネタ振りをするつもりです。では、私はそろそろ上に戻もどります」

「霧恋ちゃんの方は、あまり刺し激げきしちゃダメよ」

「わかってます」

　瀬戸達から解かい放ほうされるのが嬉うれしいのか、アイリは満面の笑えみで子こ供どものように手を振りながら階かい段だんを下っていった。

「アイリ殿が居いなくなると急に静かになるわよね。まるで昔の誰だれかさんを思い出すよ」

　アイリが居なくなったのを確かめ、鷲羽は瀬戸を見ながら当て付けるように笑った。

「ホホホ、あんな人が二人もいたら大変ですよ」

「あら、美守殿が人の事を言えるの？　政せい治じはそろそろ弟さんに任まかせて、現げん役えき復ふつ帰きなさったらいかが？」

「やれやれ、二人とも年相そう応おうに枯かれりゃいいのに。こんなのが上に居るんだから、下の連中は大変だわ」

　その言葉に、瀬戸と美守は『お互たがい様』と言いたげに鷲羽を見た。しかし鷲羽は平然と言葉を続けた。

「ところで美守殿。ウィドゥーの引き渡しはいつ頃になりそう？」

「そうですね……本来であれば裁さい判ばん終了までは無理なのですが、刑けいは確かく定ていしているようなものですし、彼女のレポートさえあれば、調査に支し障しようはありませんから……二十四時間以内には」

「そりゃありがたい」

「こちらとしても、彼女を出来るだけ他の人間と接せつ触しよくさせたくはありませんから。裁判自体も隔かく離り状じよう態たいのままで行われますし……。しかし大だい丈じよう夫ぶなのですか？　ウィドゥーのアストラルをコアに使うなんて……」

「あれをアストラル海へ霧む散さんさせるのは惜おしいからねぇ。それに意外とうまく行きそうな感じがするんだよ」

「ホホッ、七百年前の再さい現げんにならなければいいのでは？　という意味ですわ」

　美守は確認するように瀬戸を見た。

「まあ、たまにはああいったイベントも必要だわ。もっとも今、それが起こるのはありがたくないけれどね。鷲羽ちゃん」

「そのイベントがどこで起こるかが問題なだけだろ。もっともその指向性の鍵かぎは西南殿だけど……どうする？　『樹雷の鬼おに姫ひめ』殿としてはさ？」

　鷲羽は挑ちよう戦せん的な笑みを瀬戸に向けた。それを受けて、瀬戸は同意を得るように世せ二に我わ代表、九羅密美守を見た。

「最高の船を創つくってちょうだい。鷲羽ちゃん」

　美守が微笑ほほえむのと同時に、瀬戸はきっぱりとそう言った。




　雨音家玄げん関かんの小さなエントランスを抜ぬけると、少し大きな多目的ホールがある。そしてそこには、三階分はあろうかという吹き抜けの小さな庭園があった。島を構こう成せいする岩がん塊かいをそのまま使った、天てん井じよう近くまで伸のびた細長い巨きよ大だいな水石には苔こけや木が生え、そして中央付近からは水が溢あふれ出し小さな滝たきを構成していた。

　全員が自室に戻り、人気の絶たえた深夜、天井のドームから降ふり注ぐ月明かりの中で、雨音は一人、ワインを飲みながら物思いに耽ふけっていた。

「あら、雨音さん、こんな時間にどうしたんです？」

　薄うす暗ぐらい闇やみの中から、その声は聞こえた。
















「ちょっと考え事を、ね。それよりエルマこそどうしたんだ？」

「西南君のデータ解かい析せき報告書をまとめ終わったんですが、まだ寝るには早いので、ちょっと台所で何か失しつ敬けいしようかと……」

「じゃあ、一いつ緒しよにやらないか？」

　雨音はワイングラスを持ち上げ、エルマに向かってウインクをし、

「なあ、珀蓮と翠簾もそんな所に突っ立ってないでこっちに来いよ」

　と、視し線せんだけを別方向へ向けた。

「!?」

　エルマは身体からだを緊きん張ちようさせ、雨音の言葉と共に現あらわれた気配の方向を向いた。

「あなた方の雇やとい主としては、いろいろと知りたい事もあるしね」

「お答えできる事は殆ほとんど無いと思いますが、せっかくのご提てい案あんですから。では簡かん単たんなおつまみをご用意致いたします」

「……いつの間に」

　台所の方へと向かう珀蓮と翠簾の後ろ姿すがたを見送るエルマは、大きく息を吐はいた。

「翠簾は私に、珀蓮はエルマに付いて来てた。初めて見た時から普ふ通つうのメイドじゃないと思っていたけど、西南の護ご衛えいと私らの監かん視しも兼かねてるってところかな？　まあ私らがここに集められた経緯いきさつを考えれば当然だけどね」

「でも、あまりいい気分ではありませんね」

「だからちょっとした親しん睦ぼく会でもやろうと思って声をかけたの。ねっ珀蓮、翠簾」

　雨音は台所からワインとグラス、そしてつまみをキャスターに載のせて戻って来た珀蓮と翠簾に向かって言った。

「私共は、あくまでここでの皆みな様さまのお世話と護衛が職しよく務むです。ですから不ふ快かいにお感じになったのであれば謝しや罪ざい致します」

「いいのいいの、気にしない。それより、暫しばらくは顔を突き合わせるんだから、お互たがいに仲良くやろうよ、なあエルマ」

「えっ？　ええ、もちろん。ちょっと驚いただけですから」

「ありがとうございます」

　珀蓮は一礼をすると、グラスにワインを注ぎ始めた。

「ねえ、珀蓮さんはさっき私達の世話と護衛って言ってたけど、やっぱり美守様の依頼なの？　それとも……」

「まあその話は乾かん杯ぱいしてからにしましょ。ほら、珀蓮も翠簾もそこに座すわって」

　雨音はワインの注がれたグラスをエルマと珀蓮達に渡した。

「じゃあ、この集まりに乾杯」

　雨音は勢いきおい良く、グラスのワインを飲み干ほした。

「それにしても霧恋の奴やつ、こんな美人のメイドが四人もいたら気が気じゃないだろな。特にあの玉蓮って娘こは尋じん常じようじゃなく綺き麗れいだし、それ以上に雰ふん囲い気きがあるからね」

「彼女のあれは、ちょっとした悪ふざけレベルですから、今のところは問題は無いと思います。ただ……」

「西南の悪運に翻ほん弄ろうされているって感じだよな」

　何気ない一言だったが、雨音の鋭するどい洞どう察さつ力に珀蓮は多少の戸と惑まどいを見せた。

「……はい、そのようです。本人も少々戸惑っている様子ですが、それより霧恋様の懸け念ねんは私達よりも、雨音様やエルマ様、そしてアイリ様だと思いますが。特に雨音様は玉蓮に慣なれた私達でさえ、見み惚とれてしまうほどですから」

　珀蓮はすぐさま心理的態たい勢せいを立て直し、攻こう勢せいに転じた。

「霧恋とはつき合いは長いのかい？」

　雨音自身は珀蓮達の素す性じようを探さぐるつもりはなかった。しかし雨音は衆しゆう人じん環かん視しの下もとで暮くらす事には慣れているが、エルマはそうではない。この飲み会を催もよおし、問答を仕掛けたのはエルマの不安を少しでも和やわらげるためだった。もちろん珀蓮達と話し、仲良くなるだけで監視が緩ゆるむわけでも、無くなるわけでもないが、彼女達が側にいる事を不快に思うか思わないかは精せい神しん衛えい生せい上、大きな違ちがいがある。

「申し訳わけありませんが、禁きん則そく事じ項こうに触ふれますので、私共のプライベートや過か去この職務履り歴れきについてお話しする事はできません」

「そう、じゃあしょうがないね」

　雨音はそれ以上追つい及きゆうする事なく、チラッとエルマの方を見た。

（そうか……雨音さん、私が彼女達の事を気にしていたから、わざと……）

　エルマは雨音の方を見て納なつ得とくしたかのように、小さく頷いた。

（余よ計けいな詮せん索さくはしても無む駄だって事ね）

　そう自覚すると、逆にエルマの気持ちは軽くなった。

「あの、それより西南様の事をお聞かせ願えませんか？　聞くところによると、西南様がＧＰに入るきっかけを作ったのは雨音様だとか……」

　その場の空気が和らいだのを感じた珀蓮が、共通の話題で差し障さわりのなさそうなモノを選んで話しかけた。

「西南の？」

「いいですね。私もそこの詳くわしい話は興きよう味みありますし、聞かせてもらえません？」

　エルマや珀蓮達の期待に満ちた眼まな差ざしを受け、雨音は小さく頷き話し始めた。

「そうね……まず地球には現樹雷皇の第一皇おう妃ひ、船ふな穂ほ様の特区があってさ、そこには特区を管理している人達……霧恋なんかもそうなんだけど、その人達が普ふ通つうに地球人として生活してるんだ。それでその人達の子こ供どもは成人したら、一度は宇う宙ちゆうへ上がる決まりになっていてね。それで毎年、進学就しゆう職しよく用ようのパンフレットを持っていくんだけど…………」

　だが雨音は唐とう突とつに言葉を切り、そのまま考え込こむように黙だまり込んだ。

「雨音さん？　何か話したらまずい事でもあるんですか？」

「…………そうだな考えてみりゃ、あれも西南の運の悪さだったんだろうな」

　不安げに雨音を見るエルマ達に微笑ほほえむと、再び口を開いた。

「私が西南を初めて見たのは、シャトルの逆制せい動どう時じの衝しよう撃げき波はで気き絶ぜつして、池にうつ伏ぶせでプカプカ浮うかんでた時だったんだ」

「あっらぁ……それはまた、らしいと言えばらしい出会いですね」

「だろ？　だから、もうそれを見た時はビックリしてさ。慌あわてて池から引っ張り上げて、すぐに人工呼こ吸きゆうをして……」

　雨音自身、気付いてはいなかったが、彼女はそう話しながら自分の唇くちびるに手をやり、何ともいえない艶つやっぽい表情をした。

「!!」

　エルマと珀蓮、それに無表情だった翠簾までもが、雨音の雰囲気と表情にあてられ、真っ赤になってしまった。

（クッ、やっぱりこの人、玉蓮と同類だ！）

　背せ筋すじに走る快かい感かんにも似にた悪お寒かんに耐たえながら、珀蓮達三人は同時にワインを呷あおった。

「たぶんよほど慌あわててたんだろうな。ちゃんと救命ツールがあるのに口くち移うつしの人工呼吸をさ……アハハハッ、西南にしっかり口くち紅べにの跡あとを付けちゃって、後で霧恋といろいろあったみたい」

「……はあ……それは、その状じよう況きようが目に浮うかぶようです」

「で、呼吸が安定したから怪け我がの有う無むを確かめようと服を脱ぬがして……そういや、あいつの古ふる傷きずだらけの身体からだ、あの時に見てたんだっけ」

「傷って、もしかして西南君の古傷のことですか？」

「ああ。ったく迂う闊かつだったなぁ…………でもあの時は、その傷に重要な意味があるなんて思いもしなかったんだ」

　雨音は頭に手をやり、苛いら立だたしげに髪かみを搔かき毟むしった。

「西南君が宇宙に来るきっかけを作った事、後こう悔かいしているんですか？」

「もう起こった事に後悔しても意味はないわよ。ただね……霧恋に対してちょっと無む神しん経けいだったかな？　って思っただけ」

　雨音の言葉に、その場は静まりかえり、少しの間、全員が無言で今までの無神経な自分達の行動を省かえりみていた。

「……確かに、これからは少し注意する必要はありますね。それに……迂闊にからかったら、命の危き険けんもありそうですしね」

　エルマの言葉に、雨音と珀蓮と翠簾は微笑ほほえみ、同意するように頷うなずいた。

「でもなぜ西南君に、ＧＰのパンフレットを渡わたしたんですか？」

「西南と会ったのが特区内でさ、もともとパンフレットを渡す相手の知り合いだったもんだから、てっきり関係者だろうと思って、ＧＰアカデミーの入学案内書を渡しちゃったんだよねぇ～～。後は知っての通り」

「パンフレットの入学手続きにしても、いくつものチェック機き構こうがあるはずなのに……なるほど、それが西南様の確かく率りつの偏かたよりゆえなのですね」

「なあ珀蓮、あんた達は西南の事をどう思ってるの？」

　雨音はあえて抽ちゆう象しよう的な言葉を選び、その問いにいろんな意味を含ふくませた。その事に気付いた珀蓮は慎しん重ちように言葉を選びながら、自分達と瀬戸の思惑おもわくを告げた。

「そうですね……私共が存じ上げているのは、あくまで西南様が宇宙に上がられてからの記録だけです。確かに私共も、西南様の偉い業ぎように期待する側ではありますが、しかしその偉業が意味する重要な事は、分かっているつもりです」

　珀蓮はそこで言葉を切ると翠簾の方を見た。

「私共はそのために最さい善ぜんを尽つくします」

（つまり、樹雷としては西南の能のう力りよくを生かすための、最大限のバックアップはするつもりって事か……それにしても）

　雨音は珀蓮と翠簾、そして火煉と玉蓮の今までの一挙手一投足を思い返した。

（それにしては妙みような人材を押おしつけて来たなァ……すごく優ゆう秀しゆうなのは間違いないけど、どこかプロフェッショナルって感じがしないんだよな。普通、こんなに目立つ人間を使わないだろうし……どこか意図的に選んだような）

「雨音様、いかがなさいました？」

「あ？　ああ、なんでもない。とりあえずお互たがい聞きたい事も聞いたし、今夜はこれでお開きにしましょ」

　軽く手を上げると雨音は立ち上がろうとして、少しよろけた。珀蓮はスッと雨音の側に寄り、彼女の体を支ささえた。

「ではお部屋まで、私が」

「ああ、ありがとう。じゃあ、エルマお休み」

　雨音は珀蓮に付き添そわれ、自室へ向かう階段へと向かった。







　　４「つかの間の平へい穏おん」







　天てん井じようから降り注ぐ朝の光は柔やわらかく、開け放はなたれた窓まどから入ってくる空気は微かすかな海の香かおりと相まって、甘あまく清すが々すがしいものだった。小鳥のさえずりと微かな波の音以外聞こえない、静まりかえった朝の家の中で最初に目を覚まし、人の営いとなみが始まるのは台所だ。そしてそれは宇う宙ちゆう、異い星せいであろうと同じだった。

　キッチンから聞こえるトントンと、包ほう丁ちようとまな板のリズミカルな音と鍋なべの沸ふつ騰とうする音、焼き物の身や油の弾はじける音。その伴ばん奏そうに合わせるように、エプロン姿すがたの霧きり恋こは鼻歌を歌いつつ、火か煉れんと共に朝食の準じゆん備びをしていた。

　ピピピッと、演えん奏そうを中ちゆう断だんさせるようにタイマーのアラーム音が聞こえ始める。

「そろそろ時間ね。火煉、西せい南なちゃんを起こしてくるから、後をお願い」

「はい霧恋様」

「……様付けで呼ばれるのって、肩かたがこるわ」

「仕事上での公こう私し混こん同どうはできません。それに霧恋様も皇おう眷けん族ぞくなんですから、本来であれば日にち常じよう的に敬けい称しようを付けるべきなんですよ」

「それはそうかもしれないけど……。じゃあ、後をよろしくね」

　霧恋はそそくさと、逃にげ出すようにキッチンを出た。

（皇眷族か…………私はただの霧恋で十じゆう分ぶんなのに）

　霧恋は小走りに階かい段だんを駆かけ上がり、西南の部屋の前に着いた。

「西南ちゃん、西南ちゃん……」

　ドアをノックするが中から反はん応のうはなかった。

　西南は何かの緊きん急きゆう時じのために、決して自室に鍵かぎはかけない。返事がなければすぐに部屋に入って直ちよく接せつ起こせばいいのだが、霧恋は西南の寝ねている部屋に入る事を躊ちゆう躇ちよしていた。それは自分から独立し、大人になりつつある西南に男だん性せいを意い識しきし始めたからであった。

「…………でも、そろそろ起きなきゃいけない時間なんだし、昨日はアイリ様のせいでかなり疲つかれていたみたいだから、自分で起きるのは無理よね。うん！　やっぱり起こしてあげなきゃ」

　入室しなければならない言い訳わけを作り、それを自分に暗あん示じをかけるよう言い聞かせ、霧恋はゆっくりとドアパネルに手を伸のばす。

　スーッと軽やかにドアが開き、小さく咳せき払ばらいをした霧恋は部屋の中に入って行った。高鳴る心しん臓ぞうを意識しないよう、できるだけ平静を装よそおい、西南の眠ねむるベッドへと近付く。

　薄うす暗ぐらい室内のベッドでは、西南が子こ供どものように身体からだを丸めて熟じゆく睡すいしていた。

「朝よ、西南ちゃん」

　と、霧恋は躊躇ためらいがちにそっと声をかけた。

「う、ううん……あと五分、あと五分だけ寝かせてよ……母さん………」

「……クスッ。母さん、か。まだまだ子供ね」

　霧恋は西南のあどけない寝顔と寝言に安あん堵どし、精せい神しん的優ゆう位いを取り戻もどした。そして霧恋は急にキリッとした姉の顔つきになると、

「ほら、西南君！　朝よ、早く起きなさい！」

　ぐいっと布ふ団とんを摑つかむと勢いきおいよく手元に引っ張ぱった。その勢いで、西南の身体からだは、霧恋の方へゴロンと仰あお向むけになった。

「！！！！！！！！！！！！！！！！」

　すっかり油ゆ断だんし、精神的武ぶ装そうを解いて弛し緩かんしきっていた霧恋は、西南の朝の見事な生理現象を目まの当たりにして硬こう直ちよくした。

「せっ、せっ……」

「…………あれ……霧恋さん、おはようございま……………！」

　布団を引きはがされ、ようやく目を覚ました西南は、硬直した霧恋の視し線せんが自分の股こ間かんに向けられている事に気付いた。

「こ、これは！」

　慌あわてて布団で股間を隠かくそうとした西南の手を、ガシッと摑つかんだ手があった。

「ププッ。あらあら朝から元気ねェ。若わかいっていいわ」

「でもお辛つらそうですわね」

　どこから湧わいたのか、アイリと玉ぎよく蓮れんが霧恋の両りよう脇わきから顔を出し、西南の手を押おさえて股間を覗のぞき込んでいた。

「ここはやはり彼の保ほ護ご者しやたる私が、責せき任にんを持って教えてあげなくちゃならないわね」

「あらアイリ様。ご主人様のお世話は、使用人たる私の役目ですわ」

「あん、ご主人様って響ひびき……とってもいいわ。やっぱり私もメイド服着ようかしら」

「ご主人様、アイリ様と私、どちらをご所望ですか？」

　玉蓮とアイリは恥はずかしそうに頰ほおを染そめ、チラッと西南を見た。

「…………いや、あのどちらって……何がですか？」

「アイリ様、ご主人様は少々決めかねているご様子ですので、ここは一つ、二人で順番というのはどうでしょう？」

「そうね」

　そう言いながらアイリと玉蓮は、霧恋を挟はさんでジャンケンを始めた。西南には二人の行こう為いが空くう腹ふくのライオンの前で、肉をちらつかせてるようにしか思えなかった。

──バチィィィン！

──ガシッ！

　案の定、次の瞬しゆん間かん、西南の頰に首が薙なぎ払はらわれるような衝しよう撃げきと共に平手が、アイリと玉蓮の顔には、霧恋のアイアンクローがライオンの顎あぎとの如ごとく食い込んだ。

「や、やめて。顔はやめてぇ～～」

　頰をおさえ、軽い脳のう震しん盪とうで呆ぼう然ぜんとする西南の目の前で、悲ひ痛つうな叫さけびをあげつつ、アイリと玉蓮は霧恋に引きずられ、部屋を出て行った。




「…………学習能力とか記き憶おく力りよくとかはないのか、あんたは」

　台所の簡かん易いベンチで玉蓮は昨日と同じく、顔を冷やしながら横になっていた。そしてアイリは少し離はなれた場所で、霧恋を前に正せい座ざをさせられていた。

「用がないのなら、とっとと帰って下さい」

　霧恋は冷たくそう言い放った。

「あのね、せめて西南君と朝食を……」

──ドン！　ドン！

　アイリの前にテーブル代わりのリンゴ箱、そしてドンブリ鉢ばちいっぱいの味み噌そ汁しるかけご飯が乱らん暴ぼうに置かれ、最後にポトッと焼きジャケの切り身が載のせられた。

　まるで犬の餌えさでも与あたえるような行為に、さすがにムッとなったアイリは、文もん句くを言おうと腕うでを組んで仁に王おう立だちの霧恋を見上げた。

「何か文句でも？」

　アイリを冷たく見下ろす霧恋の目は、瀬せ戸とに匹ひつ敵てきする威い圧あつ感を持っていた。西南がらみで怒おこらせると、一気にパラメーターが異い常じよう上じよう昇しようしてしまう事を思い出したアイリは、うなだれ小さく手を合わせ、

「……いただきます」

　と、蚊かの鳴くような声で言った。

（やれやれ、でも霧恋の頭が冷えるまで、ちょっと避ひ難なんでも……）

　火煉は霧恋の矛ほこ先さきがこちらに向かってくる前に逃げ出そうと辺りを見回した。その時、彼女はそっと台所を気にしながらダイニングへと向かう西南に気付いた。

（よし、台所の換かん気きでもするか）

　火煉はおかずとご飯、味噌汁の入った移い動どう配はい膳ぜん用のキャスターボックスを押おし、逃げ出すようにダイニングへと向かった。

「おはようございます、西南様。まだ皆みな様さまいらしてませんから、どうぞお好きな場所にお座すわり下さい」

「あっ、はい」

　火煉に促うながされ、テーブルの西南は台所から一番遠い、奥おくの方へ座った。

（なるほど）

　西南の真っ赤に腫はれた頰から、火煉はだいたいの状じよう況きようを理り解かいした。

　西南の前にある食器に、火煉はその男性的な容よう貌ぼうに似に合あわぬ優雅さで、手て際ぎわよくご飯や味噌汁を入れていった。

（そういえば……この人、火煉さんって以前会った時は、他の人を怒ど鳴なってばかりだったから、けっこうきつい人ってイメージがあったけど……）

　その家庭的な場面のせいもあるのだろう、西南はその様子を見ながら、火煉と霧恋のイメージが重なった。

（そうか面めん倒どう見みが良くて、真ま面じ目めなタイプなんだ）

「どうぞ」

　膳を差し出す火煉と唐とう突とつに目が合い、西南は真っ赤になってしまった。

「あ、ありがとうございます」

　西南は慌てて視線を逸そらし、うつむいてそう言った。その反応を見てつられたのか、火煉も頰を染めてしまった。

「ごゆっくりどうぞ。お代わりが必要でしたら、遠えん慮りよなくお申しつけ下さいね」

　火煉は西南から少し距離を置き、気付かれないように呼こ吸きゆうを整えた。その頃ころになってようやく、彼女の思惑おもわく通りに霧恋が躊躇ためらいながら台所から出て来た。

　火煉は西南と話し易やすいようにと、すぐ真向かいの膳を調ととのえ始めた。

（か、火煉たら、気が利ききすぎィ～～）

　火煉の意図……というより気配りに気付いた霧恋は、自分の態たい度どが子こ供どもっぽく思え、逆に彼女の用意した場所に座りにくくなってしまった。

「火煉、給仕は私がやるから……ご苦労様」

　霧恋は西南から少し離れた斜はす向むかいに座ると、視し線せんを逸そらしながそう言った。火煉はキャスターボックスを霧恋の横に着けると、一礼をして台所へと向かった。

「ふう」

　気まずい空気から解かい放ほうされた火煉は、台所へ入ると大きく息を吐いた。

「…………ああ、怖こわい小こ姑じゆうとにいびられる美しきお嫁よめさん。でも私、西南君のためにこの試練、耐たえてみせます。よよよよよ」

　台所では霧恋が聞いたら暴あばれ出しそうなセリフを吐はきながら、アイリが元気いっぱいにドンブリ飯をかっ込こんでいた。それとは対照的に、玉蓮はまだダメージが癒いえないのか、顔を冷やしながら座り込んでいた。

（何なの？　この人の、この異様な打たれ強さは……）

「あっ、火煉ちゃん、お代わり。汁だくでシャケ二枚ね」

　火煉に気付いたアイリは元気よくドンブリを差し出した。

（……霧恋様も大変だわ）

　火煉は、困ったようにダイニングの方を見た。

　ダイニングテーブルでは斜向かいに座った状態のまま、無言で霧恋は自分のお茶ちや碗わんにご飯をよそっていた。

（しまった……これじゃ、逆ぎやくにまだ私が怒おこってるみたいじゃない。火煉に居いてもらえば、話しやすい雰ふん囲い気きもつくれたのに）

　西南は人が何か作業をしている時は、相手の邪じや魔まをしないよう、あまり話しかけてこない事を思い出した。

（そ、そうだわ！　西南ちゃんがお代わりをした時に、いつものようにニッコリ笑って………だめだ、私が怒っていると思っているなら、お代わりなんかして来ないわ）

　チラッと西南の方を見ると、案の定、用意されたおかずを、今あるご飯で間に合うような配分で食べていた。話しかけるきっかけも摑つかめないまま、霧恋はガックリと肩かたを落とした。しかし……、

「美お味いしい」

　いつの間に来たのか、西南が箸はしでつかんだ肉じゃがに、エルマがバクッと食いついた。

「エルマ！」

「おはようございます、西南君、霧恋さん」

「エルマ、あなたの分はこっちにあるから」

　この時ばかりは、この乱らん入にゆう者しやを歓かん迎げいした。霧恋は文もん句くを言いつつ、ちょっと嬉うれしそうにご飯をよそい始めた。

「あらせっかく、気を利きかせて時間を遅おくらせてあげたのに。ずいぶん気まずそうな雰囲気でしたね」

　意味深に霧恋を見つめるエルマ。

「……別に喧けん嘩かなんかしてないわ」

「そういう意味じゃないんですけど……はい、西南ちゃん、あ～～ん」

　西南の口元へおかずを運ぶエルマ。西南は親鳥がエサを運んで来た子鳥のように、反はん射しや的に口を開けた。

「まあ、こんな感じで、新しん婚こんさんごっこしてると思ったんですけどね」

「冗じよう談だん言ってないで、早く食べてくれないと片かた付づかない……!!」

　だが視線を逸らした霧恋は、その視界に入って来た、もう一人の住人の姿を見て、持った茶碗を落とさんばかりに驚おどろいた。

「おっはよ～～」

　片手を上げ、ごく普ふ通つうにさわやかな挨あい拶さつをした雨あま音ねは、下着姿すがたのままだった。ダイニングに来る前にシャワーでも浴びたのか、上気した肌はだや湿しめった髪かみの毛が、いっそう彼女の色っぽさを際きわ立だたせていた。

「あ、雨音！　なんて格かつ好こうでうろついているの！」

　怒ど鳴なる霧恋を無視し、雨音は西南の隣となりにイスを移い動どうすると、それにどっかと座り、まるで医者のように西南の肩かたや腕うでの張はりを確かく認にんした。

「どう？　体の調子は？　筋きん肉にく痛つうとかはない？」

　優やさしく声をかける雨音から、西南は必死で顔を逸らせていた。

「ち、力を入れるとちょっと……痛いたいけど大だい丈じよう夫ぶです」

「ちょっと！　雨音！」

「マッサージして良かったろ……ん？　なんだそれ？」

　雨音は西南の頰ほおのくっきりと浮うかんだ手形に気付き、チラッと霧恋の方を見た。真っ赤になって口ごもった霧恋を見て、

「やれやれ…………せっかく気を利かせて時間を遅らしたのに。ねえ西南ちゃん、はい、あ～～ん」

　雨音は強ごう引いんに西南に顔をこちらに向けると、エルマが先さき程ほどやったのと、まったく同じ事をした。

「もう！　いいから前を隠かくしなさい!!」

　霧恋は雨音を強引に西南から引き離すと、下着を隠すように自分のしていたエプロンを着けさせた。

「クスッ……なんだかそっちの方が、いやらしいですわね」

　雨音の下着はエプロンでスッポリ隠れたが、逆にエプロン以外何も付けていないように見えたのだ。俗ぞくに言う、裸はだかエプロン状じよう態たいになった雨音は、下着姿より遥はるかにいやらしい姿になっていた。それは同性から見ても心しん臓ぞうの鼓こ動どうが高鳴ってしまうほどのものだった。現にエルマも霧恋も、真っ赤になって雨音に魅み入いられていた。

「なるほど、こういう格好の方がいいと……ねえ、西南ァ、口くち移うつし」

　女性でさえ魅入られてしまうのだから、異性たる男性は、ましてや少年にはその魅力に抵てい抗こうなど出来るはずもない。メデューサの目を見て石化した人間のように、西南は硬直して動けなくなっていた。雨音は海の苔りをくわえて、西南に艶なまめかしくすり寄よった。

「！！！！！」

　だが霧恋の怒いかりは雨音の魅力を凌りよう駕がした。

「……い、いい加か減げんに……」

「いい加減にしなさい！」

　霧恋が怒鳴るより早く、もっと威い厳げんに満ちた声がダイニングに響ひびいた。雨音の呪じゆ縛ばくを打ち消し、その場は冷水を浴びせかけられたように、静せい寂じやくが支配した。

「ア、アイリ様？」

「まったく。朝っぱらから何なのこのバカ騒さわぎは？」

　お腹なかが一いつ杯ぱいになったアイリは、ようやく理事長真ま面じ目めモードになったのだ。正気に……もとい、真面目になったアイリは、弛し緩かんしきった雰囲気を一気に正常に戻すほどの迫はく力りよくがあった。

「食事中に話をしちゃいけないとは言わないけれど、ちょっと度が過ぎるわよ。それに雨音カウナック！」

「は、はい！」

　威厳のあるアイリの声に、雨音は反射的に直立不動で敬けい礼れいをした。

「裸エプロンは本当に大切な人だけに見せる神しん聖せいな格好よ。しかもそれはラブラブカップルが二人っきりの閉へい鎖さ空間において、最大限の効こう果かを発動する特とく殊しゆ限げん定ていアイテム……他人が居る場所で、そんな格好してたら、ただのバカにしか見えないわ！」

　だが所しよ詮せん、アイリはアイリ。哲てつ学がく士しの伝でん統とうを受け継つぐ女である。

「ま、真面目なのか不真面目なのか分からない理り論ろんよね」

「西南君！」

「は、はい！」

「今から私の家に来ない？　裸エプロンの神しん髄ずいを教えてあげる」

　ふんぞり返ったアイリは、思いっきり真面目に言った。だが………、

──ガシッ！

　激怒した霧恋のアイアンクローが再ふたたびアイリの顔面にヒットした。

「みんな、急せかすようで悪いけど、アイリ様を着き替がえさせたら、さっさと出しゆつ勤きんするから急いで朝食を済すませてちょうだい」

「止やめて、顔はダメ！」

　そのままアイリは霧恋に引きずられながら、どこかへ消えていった。




　約十五分後、雨音達はアイリの見送りのため、屋上にあるシャトルポートにいた。

「私も、西南君の訓練したいなぁ。でもってお風ふ呂ろ場ばでマッサージを……」

「ダメです！　美み守かみ様から、アイリ様を必ず出勤させるよう厳げん命めいされていますから」

　懲こりないアイリに、霧恋の方が根負けしそうであった。グズっているアイリの襟えり首くびを持って、霧恋はクルーザーの中へと乱暴に放り込んだ。

「そうそう、西南のお守りはあたし一人で十分ですし、ここは私に任まかせて、とっとと仕事に行ってらっしゃ～～～い」

　雨音の嬉しそうな言葉を聞いた霧恋は、脱だつ兎との如ごとく見送りに出ていた火煉のもとに駆け寄った。そして火煉の手をしっかと握にぎりしめ、

「お願い火煉、あなただけが頼たよりなの。雨音をしっかり見張っていてちょうだい。引き継ぎ後は、珀はく蓮れんにお願いしてちょうだい」

　そう懇こん願がんした。そして火煉の無言の頷うなずきを確かく認にんすると、次に玉蓮の手を握り、今度は無表情のまま、

「お願い玉蓮、あなたは何もしなくていいから、西南ちゃんに近付かないでくれればいいから。でないと今度は手に余よ計けいな力が入っちゃうかもしれないわ」

　と、威い嚇かくするように言った。

「はい、わかりました」

「じゃあお願いね」

　火煉に念ねん押おしすると、霧恋は必死でアイリを抑おさえているエルマの加か勢せいに向かい、アイリをクルーザーへと引きずり込こんだ。ドアが閉しまらない内にクルーザーは音もなく動き始めた。

「やだぁ、やだやだ！　西南君と一いつ緒しよに訓練するのぉ」

　動き始めたクルーザー入り口のドアに、アイリは泣きながらしがみついていた。

「アイリ様、子こ供どもじゃないんだから」

　困こん惑わくするエルマとは対照的に、霧恋は冷たい表情で話しかけた。

「それよりアイリ様。ＮＢへのアクセスルートを教えて下さい。どうせ昨日いらっしゃったのもそれが目的なんでしょう？」

　霧恋の言葉に、アイリはピタリと泣き止んだ。

「……霧恋ちゃんったら、西南君の事になるとカン働きが瀬戸様並になるのよねぇ」

「やっぱり、何か仕し掛かけをしてるんですね？」

「そうね、あなた方に話もあるし、まずはコアブロックに行きましょう」

　アイリはすっくと立ち上がると、しっかりとした足取りで歩き始めた。




「じゃあ西南、五分後に居い間まに集合ね」

　クルーザーを見送った後、雨音は西南の部屋の前でそう言うと、そのまま階下の居間へと向かった。西南はすぐさま部屋に入ると、ベッドの横にある衣い装しよう入れへ向かった。

「マスター」

　西南が近付いたのを感知したＮＢは、西南が何か言う前に起動を始めた。

「うわっ！…………分かっていてもアイリさんの声ってのは、けっこう心しん臓ぞうに悪いや」

「マスターの脈みやく拍はくは正せい常じよう値ち、心臓にも欠けつ陥かんは見あたりません」

「そういう意味じゃなくて……」

「驚く、という意味でしょう。ちょっとした冗談です」

「そんな微び妙みような冗談も言えるのか……すごいな。でもいきなり声をかけるのは止めてくれないか？　霧恋さん達が居た時に起動しなかったんで、すっかり忘わすれてた」

「あの時は、少々複ふく雑ざつな状況でしたのであえて声はかけませんでした。もう少しデータが集まれば、トラブルを回かい避ひするのに効果的な判はん断だんが出来ると思います」

「そ、そう……期待しているよ……っと、いけない。急がないと雨音さんに叱しかられる」

「雨音という方はマスターの教官ですね。では今後のスケジュール確認の意味もありますので、私もお連れ下さい」

「わかった」

　手早く着き替がえを済すませた西南が持とうとするより早く、ＮＢは急に浮うき上がった。

「私を持ち運びする必要はありません」

「浮いた!?」

「飛行速度はマッハまで可か能のう、宇う宙ちゆうでの移動も出来ます」

「宇宙移動？」

「超ちよう空間航行機能はありませんから、時間はかかりますが、惑わく星せい間かん航行くらいまでなら可能です」

「そりゃ……すごいですね」

　その無茶なスペックに、西南は思わず敬けい語ごになってしまった。

「では急ぎましょう。あまり教官をお待たせしてはいけません」

「は、はい」

　西南はＮＢに引いん率そつされるように部屋を出、すぐさま階段を下りて行った。居間のソファーで本を読んでいた雨音は、西南が下りて来たのに気付き、顔を上げた。

「それって、昨日アイリ様が言ってたＮＢか？」

「教官殿どの、マスターのスケジュールについて確認したい事があるのですが、よろしいでしょうか？」

「うわ！　なんだそれ？　アイリ様の声？」

　大げさに驚いた雨音は、ＮＢに顔を近付け凝ぎよう視しした。

「昨日、起動したらこの声だったんです」

「はあ？……ったく、あの人もいい趣しゆ味みしてるよな」

「教官殿？」

　頭を搔かき、顔をしかめる雨音に、ＮＢは再さい度ど声をかけた。

「そうね……ＧＰアカデミーで西南のカリキュラムが発表になったら、その時にまた調整しましょう。しばらくは待機モードで西南の生活サイクルの情報収集でもしていて」

「了りよう解かい」

「じゃあ、西南は今日も昨日と同じ積み木からね。あっ、それから……なあ西南、こいつの名前は？」

「まだ考えてませんが」

「まっ、じゃあ決まるまでＮＢでいいか」

　興きよう味み深げにＮＢを見ていた雨音は、ＮＢを抱かかえてソファーに座り、何やらモニターを起動し、ＮＢをいじり始めた。

「雨音さん……ＮＢをどうするんですか？」

「いやね、この声のままじゃ紛まぎらわしいし、落ち着かないだろ？　ちょっとカスタマイズしてあげようと思ってね。ほら、ぼーっとつっ立ってないで始めた始めた！」

　雨音はＮＢを見たまま、ハエでも追い払はらうように手を振ふった。

「マスター、教官殿のカスタマイズを受け入れてよろしいのですか？」

「えっ……うん、かまわないよ」

「了解しました」

　そう言うと、ＮＢは雨音からのアクセスを受け入れた。パパパッといくつものモニターが起動し、雨音はキーボードを叩たたき始めた。

「ついでにいろいろ面おも白しろそうなソフトも入れといてあげるから、楽しみにしてなさい」

「お願いしま……あっ！　雨音さん、ちょっと待っっっっっうわっ！」

　ＮＢの中に入っている『友情フォルダー』の事を思い出した西南は、慌あわててＮＢを取り返そうと駆かけだした。しかし訓練用に負荷が落ちていた事を忘わすれていた西南は、雨音を飛び越こえて壁へき面めんへ激げき突とつしてしまった。

「何やってるの？……ははぁ、さては何やら見られたくない物が中に入ってるんだな」

　何やら嬉々としてＮＢのメモリー内ない容ようを調べ始めた雨音の後ろで、西南は『友情フォルダー』がすでに何人もの人に見られていた事を思い出していた。

（慌てる事なんてなかったんだ……でももうあれは削さく除じよしておこう）

「……ん？　なんだ、何も入ってないじゃない……ったく、期待させて。てっきり友達にもらった、エロッちぃ画が像ぞうやら映えい像ぞうやら疑ぎ似じパーソナルデータ満まん載さいの『友情フォルダー』が在あると思ったのに。西南、友達はちゃんとつくれよ！」

（『友情フォルダー』って、こっちじゃ定番なのか？　でも入ってないってどういう…………まあいいか、どうせ削除しておこうと決めたんだし）

「そういう事なら、私の友達関係にもらったやつを入れておいてあげよう。モデル仲間のやつだから、そうおいそれとは手に入らない……」

「いえ、いりません」

　西南はきっぱりと断ことわった。

（そんなものを雨音さんに貰もらったなんて事を霧恋さんに知られたら……下手をすると血の雨でも降ふりそうだ）

　そしてもう一つの理由は、雨音にそういうモノを貰うという事は、代わりを当てがわれているという事、男扱あつかいされてないも同然だからだ。しかもそれを使う事には非常に抵てい抗こうもあるし複ふく雑ざつな気分である。

「そうね、そういうものは、こっそりと手に入れて見るのが楽しいんだものね」

「まあ……そんな感じ……です」

「んでもって、こっちはある日突とつ然ぜん、掃そう除じか家や捜さがしをして見つけたエロ画像に『ほどほどにしなさい』とかいうメールを添てん付ぷするのが醍だい醐ご味みなのよね」

（アイリさんなんか絶ぜつ対たい、定期的にやりそうだな）

　ぶつけた頭をさすりながら、西南は積み木の所へと向かい、昨日と同じ訓練を始めようとしたその時、

「……毎度おおきに、新しん婚こんさん・いらっしゃーい」

　と、どこかで聞いたフレーズが、アイリの声で聞こえて来た。いきなり後頭部から殴なぐられたように、西南は脱だつ力りよくしてへたり込んだ。

「な、なんですかァ!?」

「ネエちゃん、いい乳ちちしてまんな」

「雨音さん！　何を入れたんですか？」

「えっ？　ＡＩキャラクターソフト『オヤジ百選・地球編へん』だけど」

「地球編って……思いっきり局地限定じゃないですか。しかも微び妙みようにいろいろ混まじってるし……そんな変なもの入れないで下さい！　だいたい声はアイリさんのままじゃないですか」

「アハハハ、違い和わ感ないのが凄すごいよな」

「そ、それは……！」

　一瞬、雨音の意見に同調しかけた西南だったが、何か嫌いやな予感を感じ、慌ててその言葉を飲み込んだ。

「こんなの連れて歩けませんよ。それにアイリさんに会ったら、どう言い訳すればいいんですか」

「……面おも白しろいのに」

「設定は雨音さんがしたって言っておきます」

「はいはい。キャラクターはノーマルにしておくから……それから声は男の方がいいでしょう？　この家、女の割わり合あいが増ふえたからさ」

　雨音は手早く設定を変へん更こうすると、もう興味を失ったのかＮＢを放り投げて雑ざつ誌しを読み始めた。




　クルーザーのキャビンで居間でのやり取りを見ていた霧恋とエルマは、アイリの前であるにもかかわらず、堪こらえきれない様子で腹はらを抱かかえて転げ回っていた。

「後で覚えてらっしゃい、雨音ちゃん！…………二人とも、笑いすぎよ」

　不ふ機き嫌げんそうなアイリは横目で霧恋達を睨にらんだ。

「す、すみません……でも……」

　関西弁べんとアイリがよほどツボにはまったのだろう、霧恋は涙なみだを滲にじませながらも必死で笑いを堪えようとした。

「それにしても西南君の『友情フォルダー』は誰だれが消したのかしら？　可哀かわい想そうに……もしかして霧恋ちゃん？」

「私は勝手に人の持ち物に細工なんかしません！」

　霧恋はピタッと笑うのを止め、アイリを睨んだ。

「だいたい可哀想ってどういう意味です。西南ちゃんはまだ未成年なんですから、そんな『友情フォルダー』なんか見るのは早すぎます！」

「でも今朝の西南君の生理的現象の事もあるしね。心はまだ未み成せい熟じゆくでも身体からだは大人よ」

「!!」

　霧恋はその言葉に顔を真っ赤にしてしまった。それを見たアイリは追い打ちをかけるように言葉を続けた。

「慣なれない家での同どう居きよ、周りには魅み力りよく的な女じよ性せいが、それも中にはトップクラスの美女も混じったご飯特とく盛もりの状じよう況きようでは、西南君の欲よつ求きゆう不ふ満まんの解かい消しようも、けっこう深しん刻こくな問題かもしれないわよ？　ましてや多感な時期ですもの、今朝や昨日のようなトラブルはあまり好ましくないわ」

「アイリ様も一役買っていたように思いますが」

　自じ業ごう自じ得とく、自分の行動が自分を追い詰つめる結果となった。しかしそこは百戦錬れん磨まのアイリ、表情一つ変えずに言葉を続けた。

「とにかく、西南君が一人になる時間を、うまく作ってあげないと」

「で、ＮＢで覗のぞきをしようと」

　さすがに霧恋もアイリとのつき合いは長く、少々の事で誤ご魔ま化かされる事はない。冷静にアイリを追い詰めて行った。誤魔化せないと知った途と端たん、アイリはあっさりと逆ぎやくギレして怒鳴った。

「きっ、霧恋ちゃんだって覗かないという保ほ証しようはないでしょ！」

「私はそんな事はしません！」

「オ～～～ホッホッホ。じゃあ今までしていたのは何なのかしら？　一度味わった蜜みつの味はなかなか忘れられなくてよ」

　アイリは瀬戸の高笑いと口調をマネながら言った。恐おそらくいつもされている事を霧恋にしているのだろう。

「あくまで保ほ護ごのための監かん視しです！　覗き趣味と一いつ緒しよにしないで下さい。だいたい、私が西南ちゃんの訓練をしていれば………」

　そこまで言うと、急に言葉の勢いが落ち、霧恋は脱だつ力りよくしたように無言でイスに座った。

「確かに、西南君もいつまでも子こ供どもじゃないんですし、私がずっと付いて、あれこれしてあげてちゃいけないのは分かります。ここなら西南君の運の悪さを嫌いやがる人はほとんどいません。でもだからこそもっと学校生活の中で自然な形で、恋れん愛あいをしてほしいんです」

「美み希き・シュタインベックさんとか？」

「私はあの子は嫌きらいです！　だいたいあの子は自分の父親のために西南君を利用したんですよ！」

「世話好きなだけよ。その目的も達成されたみたいだし、その対象が西南君に移うつってもおかしくないわ」

「あんな子に西南ちゃんは任まかせられません！」

「…………よく似にてるのよね。あの子と霧恋ちゃん」

「似てなんかいません！」

「そうね、じゃあ月つき湖こちゃんと似てるって言ったら？」

「なんでお母さんと………………………あっ！」

　霧恋の中で強きよう烈れつに、月湖と美希のイメージが重なった。霧恋と月湖はよく似ていると言われる。ならば必然的に霧恋と美希は似ていると言われるのは当然である。

「なんと言われようと、あの子は西南君に相応ふさわしくありません！」

「近親憎ぞう悪おってやつでしょうか？」

「違ちがうわよ！」

　霧恋はアイリに囁ささやくエルマを睨み付け、エルマは物音に驚おどろいた猫ねこのようにサッとアイリの陰かげに隠かくれた。

「それより問題は美希さんではなく雨音と玉蓮です！」

「玉蓮さんはともかく、雨音さんはさほど問題とは思えませんが」

「結局、誰とも嫌なのよのねぇ」

「西南君との同居といっても二週間ほどの予定ですし、その間は二十四時間監視態たい勢せいも致いたし方ありません」

「それがそうもいかなくなりそうなのよ。エルマ、これに目を通しておいて」

　アイリの陰に隠れていたエルマの目の前に、モニターが起動する。

「報ほう告こく書しよですか？…………………こ、これは！」

　エルマの顔色がサッと変わり、真しん剣けんな眼まな差ざしで報告書に見入る。読み進めていくうち、エルマの表情は険けわしく、固く握にぎりしめていた手が小こ刻きざみに震ふるえだした。それを確かく認にんするかのようにアイリは話を始めた。

「……例のスパイが、こちらの予想以上に入り込こんでる可か能のう性せいがあるの。アカデミー全体のチェックはこれからだから断だん定ていはできないんだけど、緊きん急きゆうに行われた中ちゆう枢すう部ぶのチェックで見つかった最古参のスパイと、新入生の割合から考えると、けっこうな人数になるかもしれないわ……だから西南君が寮りように帰るのは、もう少し先になると思うの」

「そんな!?」

「今年の新入生と主だった教きよう職しよく員いんは、幸い……といってはなんだけれど、あの入学式の時に、だいたいの判はん別べつが出来たわ。次に二年生だけど、こちらはコンピュータートラブルによる適てき性せいテストデータの破は損そんを理由に、今日から再テストを実じつ施し、その際にチェックをするから、霧恋ちゃんはその検けん査さ指し揮きをお願い。他の教職員に関しては、配置に応じてグループ分けをして、今後のカリキュラム等の進行説明を行う際にチェックをします。とにかく相手に悟さとられぬように行動する事が大事です」

「了解……もしかして西南君が寮に帰るのが遅れる理由って、チェック後のスパイの対たい応おうのためですか？」

　霧恋の言葉に合わせ、男子寮と女子寮の図が表ひよう示じされる。

「システム変更の名目で寮の設せつ備びを全改修、二年生は実じつ務む研修と共に寮から移い動どう、一年生は部屋を再配置させる事に決定したわ。あの寮の建物は史し跡せき指定を受けているから、保護職員名目で監視と護ご衛えいを常じよう駐ちゆうさせます」

「監視と護衛？」

　霧恋は嫌な予感を感じて顔をしかめた。

「珀蓮さん達が引き続きその任に当たるでしょうね」

　そのアイリの言葉を聞き、霧恋は大きくため息をついたものの、すぐさま思考を別のモノに切り換かえた。

「それにしてもずいぶん念入りですが、スパイはすぐさま拘こう束そくはしないのですか？」

「今回のスパイの目的は同時多発的なものと推すい測そくされるの。だから摘てき発はつはアカデミー、いえ、銀ぎん河が連盟全体で一気に行う必要があるわ」

「でもなぜ同時多発的って分かるのですか？」

「今回のスパイは、単一条じよう件けんによる記き憶おくの再さい構こう成せいによって活動を始めるタイプで、しかも潜せん入にゆうしている数が多くなりそうだとすると、どう？」

「一いつ斉せいに活動を始めるという事ですね……施し設せつ占せん拠きよか一斉強きよう襲しゆうによる殲せん滅めつ？　じゃあ目標はアカデミー！」

「たぶんね。エルマは霧恋ちゃんの補ほ佐さをお願いするわ。ＧＰアカデミーに関係者が集まり次し第だいブリーフィングがあるから、関係資し料りようは読み込んでおいて。その後、午後一で調査を開始すると思うから」

「了解しました」

　すぐさま返事をした霧恋とは対照的に、エルマは小さく頷うなずいただけで、無言のまま資料を食い入るように見つめていた。




「なるほど……アカデミー内との連れん絡らくが不通になっている間に、こんな事が起こっていたとはね」

　真っ暗な異空間に、リョーコ・バルタと身長百九十を超こえる巨きよ軀くの女性、コマチ・キョウが向かい合って立っていた。彼女は海かい賊ぞくギルド『ダ・ルマー』の最高幹かん部ぶの一人だった。

　コマチの前に映うつし出されているものは、霧恋達がアイリに見せられていた関係資料と同じものだった。

「ダ・ルマーギルドで行われている計画の中には、こいつに該がい当とうするモノはない。データからすると、十中八九タラントの組そ織しきが関かん与よしている事は間ま違ちがいないだろう。もっとも潜入員の身体データを見れば、奴やつの関与は疑うたがう余よ地ちがないがね」

　コマチの冷静な口調に、リョーコは苛いら立だったように視し線せんを逸そらした。

『やはり、そうですか』

「それで、この情報をどうするつもりだい？　リョーコに異い存ぞんがなければ、私の立場としては上に報告しなきゃならないけれどね。そうすれば当然……」

『私はタラントのやり方を好きになれません……いえ、認めたくないんです。これはもう戦いではありません！』

　あくまで冷静なコマチの言葉を遮さえぎるよう、リョーコは言葉を荒あららげた。

「奴はもともと樹じゆ雷らいに滅めつ亡ぼうさせられた、タラントギルド総そう帥すいの直ちよつ系けいだ。中規き模ぼだったとはいえ、かなり歴史の長い組織だったからね、奴がどれほどの戦力を隠し持っているかは我われ々われ最高幹部……いや総そう統とうですら把は握あくしきれてはいない。とはいえあいつの戦力は今のギルドには必要だ」

『必要悪、と？』

「少なくとも、奴の敵てきが我々と共通のモノである限りはね」

「……………」

　このような会話は今までも幾いく度どとなく繰くり返されて来た。リョーコとて全すべてをわかっていて、あえて言っているのだ。これはあくまでも自らの憤いきどおりを抑おさえ、ガス抜ぬきをする儀ぎ式しきのようなものだった。

「だが、確たしかに奴のやり方は、必要以上に我わがギルドへの敵対意い識しきを煽あおるものだし、それを懸け念ねんしている幹部は多い。奴にはやはり首輪が必要だな…………いいだろう、この情報は私預あずかりでいいね」

『はい！』

「引き続き情報の収しゆう集しゆうをお願いするよ」

　嬉々としたリョーコの立体映えい像ぞうが消え、真っ暗な空間にコマチだけが取り残された。だがこの決定は彼女の情に流されたものではなかった。

「……というわけだ、ご感想は？」

　コマチは何もない空間にそう言った。次の瞬間に、そこに現れたのは敵対しているはずの神かみ木き・瀬戸・樹雷であった。
















『合ごう格かくよ』

「あいつに何をさせたいのか、そろそろ聞かせて貰もらってもいいんじゃないか？……もっとも、あんたの返答次し第だいではこちらにも考えがあるけどね」

『相そう互ご利り益えき……そのための試験よ。今のところ彼女の回答には十分満足しているわ』

「相互利益？…………まさか、あんた！」

『その結論はまだ早いわ。今はタラントに首輪を付けるだけで十分。それから貴女あなたから依い頼らいのあった逮たい捕ほ者しやリスト、全員こちらで拘こう留りゆうする事になったわ、いいでしょ？』

　以前、西南の悪運に巻き込まれて捕つかまった海賊達の中には、いろいろな理由で他国からの引き渡し要求を出されている者も多い。そしてそのほとんどが身み柄がらを引き渡せば、口くち封ふうじ等の理由で即そつ刻こく処しよ刑けいされるのである。樹雷での拘留は海賊達の身の安全と、各国の秘ひ密みつ保ほ護ご、そして彼らを放ほう免めんする事による、さらなる被ひ害がいを防ふせぐ意味があるのだ。

「ああ、そうしてくれるとありがたい」

　体ていの良い人ひと質じちだが、処刑されるよりはマシである。そして樹雷の施し設せつで暮くらすという条件下であれば家族と生活する事も可能であった。

『じゃあ、またね』

「…………どこまで知ってるんだ樹雷の鬼おに姫ひめ？」

　瀬戸が消えた事を確認すると、コマチは独ひとり言のように呟つぶやいた。







　　５「悲ひ喜き交こも々ごも」







「ああ、いい天気」

　ブリーフィングを終え、午後からの役やく割わり分ぶん担たんも決まり、けっこうな空き時間が出来た霧きり恋こは気分転てん換かんの散歩がてら、控ひかえ室までの数キロの道を歩いていた。

　コンピューター関係のトラブルはほとんど解かい消しようされたが、まだ正式なカリキュラム始動には到いたっていないため、グラウンドには通常時よりはるかに多い学生達が、基き礎そ的な体力向上と捕ほ縛ばくや護ご身しんといった体たい技ぎ術じゆつ関係の授じゆ業ぎようを行っていた。

「早く通常状態に戻もどしてあげないとね」

　霧恋は生徒達を微笑ほほえましげに見つめながらそう呟つぶやいた。

　グラウンド横の通路から十段だんほどの階段を上がり、雪ゆき霞がすみの樹きが並ならぶ土手を歩き始めた霧恋は妙みような視し線せんを感じ始めた。

（もしかして……）

　霧恋は自分にファンクラブがある事を、西せい南なが誘ゆう拐かいされた時に初めて知った。

（私にファンクラブなんて、なんか変な気分ね……でもまずいわね、今後、裏うらの活動時には気を付けなくっちゃ）

　控え室のある校こう舎しやへ近付くにつれ増える視線に戸と惑まどいながら、しかし霧恋はそれ以上の事を考える事はなかった。階段を上がり、自分の控え室のドアを開けた霧恋は、部屋の奥おくにたたずむ人物を見て初めて、視線の意味に気付いた。

「ごきげんよう」

　部屋の奥にある窓まどから外を見ていた林檎りんごは、霧恋の方に向いた。

　柔やわらかな日差しをまとった林檎と物が積まれた雑ざつ多たな部屋。それは古い図書館に現あらわれた可愛かわいらしい精せい霊れいのような幻げん想そう的な風景だった。

「お久ひさしぶりですね、霧恋様」

　林檎はあどけない少女のような立たち居い振ふる舞まいで、優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「…………林檎様？」

　一いつ瞬しゆん、自分が居る場所の認にん識しきが出来なくなった霧恋は、辺りを見回した。その場所が確たしかに自分の控え室だという事を再さい認識した霧恋は、小さく安あん堵どのため息をついた。

「林檎様、いきなりこんな所へ……どうなさったんですか？」

「西南様にお目にかかって、お話ししたい事があったのですが……でも今は西南様の居い所どころはトップシークレットになっていますし、瀬せ戸と様は自分で探さがせっておっしゃるし……ですからここに来れば、と思ったのです」

「そうですか。ああ！　申し訳わけありません気付きませんで、どうぞお座すわり下さい」

　林檎が立ったままだと気付いた霧恋は、慌あわてて近くにあったソファーを指し示しめした。

「ありがとう」

　優雅にソファーに座る動作ひとつとっても、林檎はため息が出るほど可か憐れんであった。仕事中の林檎はハキハキとしたキャリアウーマン的な女じよ性せいだが、プライベートとなるとガラリと雰ふん囲い気きが変わる。いや、プライベートの林檎が本来の人じん格かくで、仕事時のそれは瀬戸の経けい理り部ぶという、毎日が締しめ切り間ま際ぎわの漫まん画が家かや小説家、アニメーターの如ごとき精神的劣れつ悪あくな労働環かん境きようの歪ゆがみによるものなのだ。

「しかしせっかくお越こしいただいたのですが、海かい賊ぞく捕縛の件けんでしたら、もう……」

「経理部の責せき任にん者しやとしては、一度正式にお礼くらいさせて頂いただかないと、部下にも示しがつきません……それと、これを」

　林檎は、オパール状じようの遊ゆう色しよくが浮うき出るＭＭＤカードを差し出した。

「これは!?」

「ウィドゥーの残した財ざい産さんの報ほう奨しよう分ぶん与よ金きんとその内訳です。私にできるのは西南様が受け取る報奨の上乗せ程てい度どですから」

「上乗せ程度って……」

　霧恋はプレートに表示された額がくを見て愕がく然ぜんとなった。それは海賊捕縛の報奨金など比くらべ物にならないくらいの金額であった。個こ人じんでこれだけの収しゆう入にゆうを得る事が出来るのは、恐おそらく哲学士くらいのものだろう。

「林檎様……こんな数字って、年度初期の国家予算試案でしか見た事はありませんが。でもご厚こう意いはありがたいのですが、このような無茶苦茶な物をいただいても……」

　それは銀ぎん河が連れん盟めいの一等星せい域いきにあるリゾート惑わく星せいを一つ買って維い持じする事も可か能のうな金額だった。辺へん境きようであれば太陽系けいクラスの領りよう域いきを所有する事も可能だ。実じつ際さいに、樹じゆ雷らいが了りよう承しようすれば、地球を含ふくむ太陽系を買う事も出来るだろう。

「でもそれが彼女の……ウィドゥーの願いでしたし。それに後々問題になるような事はできるだけ避さけましたから、霧恋さんが憂ゆう慮りよするような事じ態たいにはならないと思います。もちろんこの件に関して万が一問題が起こるようでしたら、私共で責任を持って対たい処しよさせて頂いただきます」

　それはきっぱりとした口調だった。多少強ごう引いんと思えるほどではあったが、林檎の言い分は正当なものだし、たとえ霧恋が西南の保ほ護ご者しやであったとしても、彼女の一存で断ことわる理由などない。しかしそれが正当な理由であろうとも、感情では割わり切れない事もある。林檎の提てい案あんを受け入れる事は、彼女と西南との接せつ触しよくを意味する。ただでさえ雨あま音ねにエルマ、そして珀はく蓮れん達四人がメイドとして来ているのだ。

（これ以上西南ちゃんの生活を乱みだす事は出来ないわ。西南ちゃんはこれから命に関わる仕事をするために、重要な事をいっぱい学ばなきゃならないんだもの。異い性せいとの付き合いは控えた方がいいわ）

　いや、それ以上に、林檎の愛らしい仕草が霧恋の心をかき乱していた。

　いま雨音の家に集結している女性陣じんは、芸能人も真っ青の美び貌ぼうの持ち主達である。そして美貌だけなら奇き跡せき的ともいえる雨音と玉ぎよく蓮れんも居る。だが林檎はその中に入っても、飛び抜けた、それこそどこまでも真まっ直すぐな超ちよう剛ごう速そつ球きゆうストレートのような愛らしさを持っているのだ。しかも眷けん族ぞくとはいえ『お嫁よめさんにしたいナンバー１』超究きゆう極きよく至し高こうブランドの家いえ柄がらに連なる者である。それこそよほど特とく殊しゆな趣しゆ味み嗜し好こうでもない限かぎり、彼女に言い寄よられて抵てい抗こうできる男はいない。

（西南ちゃんが、どこか辺境で隠いん遁とん生活でも送る気があるんだったら、それも良いかもしれないけど……）

　しかし西南はそんな事を望みはしないだろう。となれば、これからＧＰアカデミーで、身を守るための多くを学ばなければならないのだ。そんな時に過か度どのお金と女性は、西南の成長にとって障しよう害がいになるのは間ま違ちがいない。

（……それに西南ちゃんの悪運に巻まき込こんで、林檎様に苦く難なんの道を歩ませる事は出来ないわ）

　それは霧恋の、心に巣くった悪あく魔まの囁ささやきだった。

「分かりました。終わらせなければならない仕事がありますから、少々お待ち下さい。今お茶を淹いれますので」

「ありがとう」

「！」

　林檎の屈くつ託たくのない微笑ほほえみは、今の霧恋にとって猛もう毒どくだった。可愛かわいがっていた子犬や子こ猫ねこの頭をハンマーで殴なぐるような──そんなとてつもない罪ざい悪あく感と戦いつつ、霧恋は部屋の隅すみに設せつ置ちされた炊すい事じ場ばへと向かった。

（西南ちゃんと、林檎様のため）

　それを呪じゆ文もんのように繰くり返し、自らの中の正せい義ぎとハルマゲドンを行いつつ、霧恋は水みな穂ほから貰もらった取って置きの紅こう茶ちやを、最高の状態になるように慎しん重ちように手順を踏ふみつつ入れた。そして最後に小さな小こ瓶びんから液えき体たいを数すう滴てき注いだ。

「どうぞ」

「いい香かおりね。あら……でもこれ『神しん樹じゆの酒』じゃないの？」

「ええ、以前アイリ様にいただいた物を濃のう縮しゆくして、香料にしてみたんです」

　それは雨音と飲んだ、アイリが仕込んだナノマシン入りの『神樹の酒』だった。

「そんな貴き重ちような物を、ありがとう」

　嬉うれしそうにお礼を言う林檎のカップを叩たたき落としたい衝しよう動どうを抑おさえ、霧恋は握にぎりしめるあまり砕くだけそうなお盆ぼんを持って、自分の席へと向かった。

──ガチャン！

　十数秒後、林檎の手からカップが落ちた。霧恋は音もなくスッと林檎に近付いてその身体からだを支ささえた。

　霧恋達の控え室は、ちょっとした研究場所だったらしく、中規模の転送端たん末まつが設置されていた。

（ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい）

　霧恋は泣き出しそうなのを堪こらえ、心の中で呪じゆ文もんのように謝しや罪ざいの言葉を繰り返しつつ、林檎を時間凍とう結けつも可か能のうな貴重品用ケースへ横たえると、手早く梱こん包ぽうした。

「あとはこれを瀬戸様宛あてに……と。よし、転送」

　林檎を入れたケースが無事に転送され、受領通知が来たのを確かめると、霧恋は足早に入り口へと向かった。その控え室は普ふ通つうの教室並なみの広さがあったが、どこか息苦しさを感じたのだ。逃にげ出すように廊ろう下かへ出た霧恋は、大きく伸のびをして深しん呼こ吸きゆうをした。

　ホッと安あん堵どのため息をついたその時、

「正まさ木き先生」

「！」

　突とつ然ぜん横から声をかけられた霧恋は、反はん射しや的に五メートルほど横っ飛びをして距きよ離りを取った。そこには静かな笑えみを浮うかべた美み希き・シュタインベックが立っていた。

「美希……シュタインベックさん？」

　霧恋は美希のその笑みに見覚えがあった。

（見られた!?）

　霧恋は咄とつ嗟さにそう感じた。美希の表ひよう情じよう──それは母、月つき湖こが霧恋の噓うそを見み破やぶった時の表情そっくりだった。

（しまった！　この場所は……）

　たとえ人の密みつ集しゆう度どが少ない場所とはいえ、立木林檎は人目を引く。先程グラウンドに居た生徒達の視線は、林檎へのものだったのだ。そして霧恋達の控え室は、美希の父が地下に秘密の研究所を作っていたグラウンドのすぐ近くだ。

「ねえ美希さん。ちょっと場所を変えたいんだけど、いいかしら？」

「ええ、ここは人目がありますからね」




　雨音邸ていの居間で、雨音、ＮＢ、そして霧恋に言われ雨音の監かん視しをしている火か煉れん達に見守られ、西南は積み木の訓練を続けていた。積み上げられて行くスピードも高さも夕べとは段だん違ちがいだった。

「昨日より楽みたいね」

「ええ、力の抜ぬき方が何となく解わかって来たみたいで」

「マスターの疲ひ労ろう値ち、昨日より軽うなってまっさかい、負荷は通常時でも八十％でええと思います」

「じゃあ、昼食の前にお風ふ呂ろでマッサージでもしようか」

「では私もお供とも致いたします」

「ＯＫ。じゃあ行きましょう」

　雨音は西南とＮＢ、そして火煉を伴ともなって浴場の方へと向かった。そして数分後浴室からは、火煉のちょっと可愛かわいらしい小さな悲鳴が上がった。

「あ、雨音様……なぜ私まで脱ぬがなきゃ……」

「お風呂に入るのに服を着たままってわけにはいかないっしょ！」

「私は入浴するわけではありませんので、このままで」

「うるさい、脱げ！　あっ玉蓮、ちょうどいいわ、手伝って」

　可愛らしい悲鳴を聞きつけたのか、それとも面おも白しろそうな事が起こっているのを察知したのか、浴室に入って来た玉蓮に、雨音は声をかけた。

「はい、喜んで♡」

「ちょっと玉蓮！」

　火煉は鳥とり肌はだが立つような恐きよう怖ふに近いものを感じた。とてつもない美び貌ぼうと、彼女達の奥おく底そこにある狂きよう気きに近い何か……。叫さけび出したい衝しよう動どうを救ったのは西南だった。

「雨音さん、無む理り強じいをするのはよくないですよ」

　その声を聞いた途と端たん、火煉の恐怖と生理的嫌けん悪おは噓うそのように消えた。しかし玉蓮と雨音のダブル攻こう撃げきが止やむ事はなかった。

　あっと言う間に裸はだかに剝むかれた火煉は、西南と共に浴よく槽そうへ放り込まれた。

　一いつ瞬しゆんにして上下の感覚が奪うばわれ、軽いパニック状じよう態たいとなった火煉はすぐさま精せい神しんを落ち着け、その回かい復ふくを待とうとしていた。もちろんそれとて、ほんの一秒足らずの事だ。だが訓練を受けた火煉の回復より早く、彼女は力強い手に引っ張られるのを感じた。

（誰だれ？）

　三半規き管かんの回復と重力、浮ふ力りよくの方向から、その手が自分を浮うき上がらせようと、助けようとしているのだと気付いた火煉の心は、その力強さと判はん断だんの素す早ばやさに縋すがり付いた。

「ブハッ！」

　大きく息を吐はいた火煉は、そのままよろけるように、腕うでの主に抱だき付いた。




「何か言いたい事があるなら早く言ってちょうだい」

　人気のない林の中に移い動どうした霧恋と美希は黙だまったまま向き合っていた。沈ちん黙もくに耐たえきれずに話し始めたのは、霧恋だった。

「お父さんの様子を見に来て、まさかあんなものを見てしまうなんて、思いもしませんでした」

「あ、あれは」

「あれは……なんだとおっしゃりたいのです？」

　完全に主しゆ導どう権けんを握にぎられてしまった霧恋は黙ってしまった。

「先程の事、西南君に累るいが及およぶ事は無いんですね」

「あ、あたりまえよ！」

「でしたら、私から言う事は何もありません」

「ウッ……」

　この勝負は霧恋の完全な負けだった。元々の弱みは霧恋にあったとはいえ、西南に対する気配りを前面に出されてしまっては、反論のしようがない。しかも霧恋が苦手としている母、月湖と美希が似にているとアイリに指し摘てきされていたから尚なお更さらだ。

『ええっ！　あの雨音カウナックと西南君が同どう棲せい？』

　霧恋の膠こう着ちやく状態を破やぶったのは、林の入り口付近から聞こえて来た生徒の声だった。

　興味を惹ひかれた霧恋と美希は、合図をするでもなく、その声の方へと、まるで忍にん者じやのごとく無音高速移動を始めた。

「そうなんです先せん輩ぱい。生体強化後の日にち常じよう訓練という名目で、二人っきりで！」

　話をしていたのは西南のルームメイト、ケネスとラジャウ、そして美希のルームメイトの二人だった。霧恋と美希はその近くの茂しげみへ潜ひそんで、その様子を窺うかがった。

「でもそれだったら同棲って事はないんじゃない？」

「西南にはちゃんとアカデミーでの保ほ護ご者しやが別にいるんですよ。なのになぜ雨音先生が日常訓練を担たん当とうしなきゃならないかといえば……」

「なるほどねぇ、そりゃいかにも怪あやしいわね」

（下級生の子達を巻き込こんで変な噂うわさ話を……困こまった娘こ達ね……？）

　と、隣となりの霧恋から変な振しん動どうを感じた美希が横を見ると、霧恋がモニターを起動させて何かを見ていた。

（なっ！）

　思わず声を上げそうになった美希は、慌あわてて口を押おさえた。そこには火煉と一いつ緒しよに、浴槽の中で抱だき合っている西南の姿すがたが映うつし出されていたのだ。

　歯を食いしばり震ふるえていた霧恋は、低い姿し勢せいのまま獲え物ものに突進し始めたチーターのように走り始めた。




　雨音の家はメンテナンスを自動で行う、システム用の端末は付いていない。これは主に掃そう除じや整理整せい頓とんを、人の手で行わなければならないという事だ。しかし実際の所、雨音の家レベルにもなると、セキュリティーシステムの副次的効こう果かによって、汚よごれの原げん因いんとなる物はたいてい排はい除じよされてしまう上、一いつ般ぱん的な技ぎ術じゆつとして家具や調度品、建材にも汚れを分解する処しよ理りが施ほどこされているため、ほとんど掃除の必要はない。

　雨音達の洗せん濯たく物ものや部屋の片付けを終えた玉蓮は、控ひかえ室で浴場の西南達の様子を監かん視ししながら、退たい屈くつそうにあくびをした。西南に近づくなと言われた以上、火煉の服をひん剝むいて、浴槽に放り込んだ後は、さっさと仕事に戻ったのだ。

「いいわねぇ火煉、楽しそう。私ももう少し遊んでいたかったわ……っと、お客様？」

　チャイムの音と共に起動したモニターに映うつし出されていたのは、エレベーター前に立つ天てん南なん静せい竜りようだった。

「要注意人物レベルＡ、天南静竜……なるほど、入室妨ぼう害がいはかえって面めん倒どうそうね。まあ面白そうだし、入室許きよ可か」

　玉蓮はエレベーターの入り口を開けると、すぐさま玄げん関かんへと向かった。

　玄関の戸を開き、入り口に控ひかえるのと、エレベーター入り口のドアが開くのは同時であった。静かに、そしてもの凄すごい早足で玉蓮を無む視しし、玄関に上がろうとした静竜はピタリとその歩みを止めた。

「き、君は……」

　さすがの静竜も、玉蓮のその美び貌ぼうに素通りは出来なかったのだった。

──気に入ったモノは腕うでずく。

　その家訓を実行しようとした時、静竜は途と轍てつもない悪お寒かんを彼女から感じた。

　静竜は本来、西南と反対に幸運方面に確かく率りつの偏かたよりを持っていた。もちろん西南ほどではないにしろ、それは彼の生活に明らかなプラスとして認にん識しきできる程のレベルだった。しかし静竜はそれを無む効こうにしてしまう、懲こりないバカの本能も有していた。それは雨音に対する行動を見ても分かるが、そのバカの本能ですら彼女を危き険けんと判はん断だんしたのだった。

「いかがなさいました？」

　その何気ない言葉に、静竜の全身から冷や汗あせがドッと吹ふき出す。

「あっ……いやあ、西南君の訓練の方は順調かな？　ずっと彼の事が心配で思わず様子を見に来てしまったよ。ハハハハッ」

　蛇へびに睨にらまれたカエルのように、身動き出来なくなった静竜は、咄とつ嗟さに玉蓮から目を逸そらした。彼女の視線の威い圧あつから解かい放ほうされた静竜は逃げるように、雨音の家へ上がり込み、奥おくへ向かってズカズカと歩き始めた。普ふ通つう、それだけの危険を感じれば、そのまま逃にげ帰るものなのだが、あえてその場に止とどまるのがバカの本能なのだ。

　………………………………………で、

「ところで西南君はどこなの……かね？　それと雨音の姿すがたが見えないようだが？」

　五分ほど見当違いの場所を捜さがし回った後、玄関に戻もどって来た静竜は、玉蓮の目を見ないよう、顔を背そむけながらそう訊たずねた。

「雨音様なら、今、西南様と入浴中です」

「な、なんだと！」

「……しかも入浴してから、ずいぶん経たってますが、まだ出てらっしゃらないんです」

「もしや風ふ呂ろ場ばで!?」

「しかし、私としてはご主人様のプライベートに関わるわけにはいきません」

「だが、あの原始人に襲おそわれているとしたら！」

「悲鳴も、助けを呼よぶ声もしませんし……」

「し、しかしだ！」

　玉蓮が怖こわくて、風呂場に乱らん入にゆう出来ないでいた静竜は、何とか言い訳わけをでっち上げようと四苦八苦していた。玉蓮はそれを意図的に楽しんでいたが、風呂場に行く口実を作りたかったのは彼女も同じだった。

「しかし……もしかしたら、ご気分が悪くて倒たおれているかもしれませんね」

「そ、それだ！」

　彼女は静竜をからかうのを止め、うまく口実を与あたえるような発言をした。そして静竜はその餌えさに見事バックリと食い付いた。

「見に行かれますか？　ちなみに浴場はここです」

「うむ！」

　静竜はモニターに映うつし出された案内図を確認し大きく頷うなずくと、玉蓮と共に風呂場に向かって走り始めた。

　ズドドドド！────それは凄すさまじい勢いきおいだった。もちろん雨音に対する思いもあったが、後ろから付いて来る玉蓮への恐きよう怖ふもあった。

「雨音、無事かァァァァッ！　お前の愛いとしい天南静竜が助けに来たぞッ！」

　静竜は浴室のドアを蹴け破やぶるように開け、辺りを見回した。

「うぬ、うぬ～～う……いないぞ？」

「あら、おかしいですわね？」

「いかん急いで捜さがさねば！　もし浴よく槽そうに沈しずんでいたり倒れていたりしたら……」

　入り口に立っていた静竜は、上着とズボンを脱ぬぎながら浴室へ入って来た。そんな静竜に、

『……沈んでいたら、どうするんだ？』

　と、声がかかった。

「ハッハッハ！　当然、救命措そ置ちとして、人工呼こ吸きゆう！　心しん臓ぞうマッサーッジだっ！」

　そのイヤらしい表情と手付きを目まの当たりにすれば、重じゆう傷しようの要救助者であろうと、飛び上がって逃げ出すだろう。さんざんニヤけた顔で本ほん音ねを吐と露ろしたところで、静竜はようやく自分にぶつけられている殺気に気付いた。

「…………あっ」

　静竜の横には、格かく闘とう戦せんフル装そう備びの雨音が、薄うすら笑みを浮うかべて立っていた。

「や、やあ、雨音……無事で良かった。いやね、彼女が、雨音が浴室からなかなか出てこないと心配していたので……………あら？」

　浴室入り口には、ついさっきまで居いた、静竜の無実（？）の証しよう言げんをしてくれるはずの玉蓮の姿はなかった。次の瞬しゆん間かん、凄まじい打だ撃げき音おんと空気を震ふるわせる重い衝しよう撃げきが、浴室に響ひびき渡わたった。そしてそれと時を同じくして、霧恋の運転するエアカーは猛もうスピードのまま、雨音のペントハウスのある島の外周道路へ走り込んで来た。

──アギャアアアアアアアアアア。

　と、上空から悲鳴が聞こえ、霧恋の乗るエアカーのボンネットに静竜が落下してきた。霧恋は瞬時にそれが静竜だと気付いたが、彼女はスピードを緩ゆるめる事無く、見事なタイミングでフロントガラスの傾けい斜しやを利用して、静竜の体を海へとはじき飛ばした。

　浴室では、まだ戦せん闘とうの興こう奮ふんが冷めない雨音が、凄すさまじい表情で静竜が飛んでいった方を睨にらみ付けながら息を荒げていた。

　そこら中に砕くだけ散ったガラスは、すぐさま液えき状じよう化かし排はい水すい溝こうへと吸すい込まれて行き、窓まどのガラスはゆっくりと再さい生せいしていった。窓から吹き込んでくる風が収おさまった頃ころ、ようやく雨音は戦闘装備を解かい除じよし、真まっ裸ぱだかになって大きく息を吐はいた。

「あ、雨音さん、ちょっとやりすぎなんじゃ……」

　西南は仁に王おう立だちしている雨音の裸ら体たいから、視し線せんを逸そらしながら言った。

「あの程てい度どで死にゃあせん！…………ん？」

　雨音は西南が、戦闘時の破は片へん類から火煉を庇かばうように立っている事に気付いた。ガラスの類たぐいは人に傷きずを付けないようになっているが、それでも西南の顔や身体からだには、所々小さな赤いかすり傷が見えた。

「あっ、あっちゃ～～、しまった」

「西南様！」

　雨音と同時に火煉もその事に気付き、西南の傷を動物がするように舐なめ始めた。

「か、火煉さん!?」

「動かないで下さい」

　肌はだに当たる火煉の胸むねの感かん触しよくに戸と惑まどう西南を、がっしりと捕つかまえ、火煉はひたすら西南を舐め続けた。だがそれに驚おどろいているのは雨音も同じだった。

「こ、こら！　何やってるの火煉！」
















「えっ？…………あっ！」

　火煉は雨音に肩かたを揺ゆすられ、ようやく自分がしている事の意味に気付いた。西南から飛び退のいた火煉は、真っ赤になって頭を下げた。

「も、申し訳わけありません。つい……故こ郷きようにいる時の感覚で……あの、私の種族は唾だ液えきの抗こう菌きん作用が普ふ通つうより強いので、緊きん急きゆう時じなどはこうやって……」

「ホッホォ～～。どんな奴やつにでも？」

　雨音は意地悪そうに、火煉を追い詰つめた。

「………それは……」

「じゃあ私も負けてられないわね」

　と、雨音が西南に飛び付いた時だった。そこにいる三人は、途と轍てつもない悪お寒かんに襲おそわれた。そして雨音と西南はその感覚に覚えがあった。

「何をやっているのか説明してくれるわよね」

　浴室の入り口には、夕べの時よりさらに恐おそろしげなナマハゲがダブルで立っていた。

「き、霧恋さん！…………に、美希先せん輩ぱい？」

「えっ!?」

　西南の予想外の言葉に、霧恋の怒いかりは一いつ瞬しゆんで沈ちん静せい化かしてしまった。

「美希さん……い、いつの間に？」

「ＧＰアカデミーからずっとご一いつ緒しよしていました。でもそんな事より……西南君！　この状況を説明してくれるわね」

　啞あ然ぜんとなる霧恋を押おし退のけるように、前に出た美希は、ビシッと指をさし叫さけんだ。

「そ、それは……」

「それはもう御ご覧らんになった通り、組んず解ほぐれつの激はげしい愛のバトルですわ。やはりお若わかいだけあって濃のう厚こうで元気がよろしい事」

　見事なタイミングで現あらわれた玉蓮は、そう解説を始めた。そしてそれは鎮ちん火かしかかった火災現場に、ガソリンを満まん載さいしたタンクローリーが突つっ込こんで来るのに等しかった。

「……西南ちゃん………」

　沈静化していた霧恋の怒りに再び火が点つき、事態はさらに混こん迷めいを深めた。雨音と火煉は言い訳を言う気力も無くし、西南の陰に隠れた。しかしその行為は、さらに霧恋と美希の怒りを煽あおったのだ。

　霧恋と美希は、火山の噴ふん火か前の微び震しん動どうのように肩を震ふるわせ始めた。二人から発せられるプレッシャーは、瀬戸のそれを凌りよう駕がしていた。

「あっ、あああああああああああ」

　雨音と火煉は力なくその場にへたり込んで震え始めた。

「違うんです霧恋さん、美希先輩……誤ご解かいです」

「ほう、誤解なのか？」

　そのよく通る、威い厳げんある男性の声は、爆ばく発はつ寸すん前ぜんだったその場の空気を一変させた。

「あらあら、何やら大変そうですわね、ホホホ」

　そしてその上品で穏おだやかな女性の声は、張り詰めていた空気を和らげてしまった。

「お、おやじ……お母様」

　雨音は突然現れた、中年の男女を見て驚いたように言った。

「え？」

　浴室にいるのは全員ほぼ同年代の人間ばかりだ。その中に誰だれかの親が来る、というのは妙みような違い和わ感と気き恥はずかしさがあるものである。そして霧恋と美希が本来冷静なタイプである事も幸いした。

　あれほど険けん悪あくなムードが充じゆう満まんしていた浴室内は、シーンと静まりかえった。

「ではお茶の用意でもいたしましょう」

　ひとり嬉うれしそうな玉蓮は、そう呟つぶやくと浴室を出て行った。




　ペントハウスのリビングでは、一度は沈静化した気まずい空気が、さらに複ふく雑ざつさを増ましていた。その最大の原げん因いんは雨音と彼女の父親、真ま清すみ・カウナックとの対立であった。

　雨音の両親だけあって、二人共にかなりの美男美女ではあったが、雨音ほどではなかった。雨音の美び貌ぼうは父親似の部分、母親似の部分が神かみ技わざともいえるモンタージュによって生まれた自然の奇き跡せきだった。

（だけど……睨にらみ合ってる表情からすると、性せい格かくは父親似みたいだなァ）

　初めて会う雨音の両親を、西南は慎しん重ちように興味深げに見つめた。この気まずい空気の原因の中心は西南であったが、彼の位置的なものは台風の目のようなもの──とりあえず矛ほこ先さきが自分に来る前に状じよう況きようを把は握あくしているのだった。

（でもなんで美希先輩がここにいるんだろ？）

　美希の、いや霧恋と美希の視線を辿たどると、そこには気まずそうに立っている火煉の姿があった。

（火煉さんを見ている？……何で？）

　ＮＢによって自分がモニターされているなど、露つゆほどに思わない西南は不思議そうに彼女達を見ていた。

「どうぞ」

　そんな西南の思考は玉蓮によって中断された。この場で、ひとりだけフリー状態な玉蓮は、にこやかに雨音達の前にコーヒーカップを置いていった。その行為が膠こう着ちやくしていたその場の空気を動かすきっかけになった。

「で、何しに来たわけ？」

「母さんがどうしても、雨音の顔を見たいとうるさく言うものだからな、それで仕方なくここに来たんだ」

「噓うそをつけ」

　雨音の母、ナテュール・カウナックは雨音の言葉に同意するように笑顔で頷いた。真清はナテュールの行動に気付かないまま話を続けた。

「母さんはお前が家を出てからというもの、食しよく欲よくは無くなり、毎夜お前の写真を見ては悲しそうにしているんだぞ！　だから今日は絶対どうしても、お前を家に連れて帰りたいと切望しているんだ」

　力説する真清の横で、ナテュールは笑顔で首を左右に振って否ひ定ていした。

「お母様をダシにするなって、いつも言ってるだろ！」

「しかしなんだな、カウナックを飛び出してＧＰに入隊したかと思えば……」

　だが雨音の言葉を無視するように、真清は呆あきれたようにリビングを見回した。真清の言葉から、そろそろお鉢はちがこちらに回って来ると感じた西南は、身体からだを緊きん張ちようさせた。案の定、真清は最後にジロッと西南を見た。

「こんなみすぼらしい家に男と住んで……」

「あの俺おれ、いえ僕ぼくはただの……」

　何とか真実を伝えようとした西南の努力は、雨音のぶっきらぼうな言葉によって瓦が解かいしてしまった。

「だからどうした」

「えっ!?　ほんとに同どう棲せいしてるのか!?」

　真清のそれまでの険けわしい表情はいきなり崩くずれ、狼ろう狽ばいし悲しそうな声を上げた。

「う、噓だよね？　噓に決まってる！」

「残念でした。本当の事ですよォ～～～っだ！」

　何やら問答が子こ供ども染じみてきた。

「お父様、ちがうんですよ。雨音さんと西南君は教きよう師しと生徒の関係で……」

「メイド込みで一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入って、全身、後ろから前からマッサージをしたり舐なめ合ったりする関係ですわ」

　霧恋がたまらず西南に出した助け船を転てん覆ぷくさせたのは、横に控ひかえていた玉蓮だった。

　ギッ！　っと霧恋と火煉が睨にらみ付けた時には、玉蓮の姿はそこに無かった。

「う、噓だろ、雨音ェェェ！」

　ついに泣き出す真清に、火煉もたまらず弁べん解かいを始めた。

「お話に口を挟はさんで恐きよう縮しゆくですが、あれはあくまで生体強化後の慣かん熟じゆく訓練でのケアと傷きずの消毒でして……」

「本当かい？」

　真清が火煉の説得に縋すがり付こうとした時、

「私にはとてもそうは見えませんでしたが！」

　美希が押おしてはいけない一押しをしてしまった。

「雨音ェ～～～!!」「美希さん！　貴女あなたも話をややこしくしないで！」「正直な感想を言っただけです」「時と場合によるでしょ！」

「もう！　うるさいわよ、外野！」

　雨音の一いつ喝かつに、その場は水を打ったように静まりかえった。雨音は全員を威い嚇かくするように見回し、全員が所定の位置に着いたのを確かく認にんすると、再び真清の方を見た。

「これだけは、はっきり言っておくわよ。私はもうカウナックに帰る気はないの」

「か……帰る気はないって……帰る気はないって……」

　真清は、涙なみだを堪こらえつつ、

「昔はあんなに素す直なおで可愛かわいかったのに……見るかい？　昔の雨音」

　涙なみだを拭ふき拭き、真清はポケットから携けい帯たい端たん末まつを取り出した。その端末から立体フォトが浮うかび上がる。それを見た全員が息を吞のんだ。

「……可愛い」

　そこには、フリルのいっぱい付いた豪ごう華かなドレスを身に纏まとった、長ちよう髪はつで十歳くらいのシャレにならないくらい可愛い、人形のような雨音が写うつっていた。

「お父さま……お気持ちはお察しいたしますが、雨音様もいつまでも子供のままではありませんわ。ひょっとしたら、もう破は瓜かも済すませて……」

　雨音の少女時代の立体フォトの威力で、何やらその場が萌もえ状態になりかけたその時、いきなりそれをぶち壊こわすようにしゃべり始めたのは、アイリ声のＮＢだった。

　ドゴッ！　雨音は力任せにＮＢをテーブルに叩たたき付け、霧恋は弾はずんだＮＢを摑つかむとそのまま台所へと走り去った。

「あっ！　おい君、まだ聞きたい事が。特に終わりの方！」




　ＧＰアカデミーにある霧恋の控ひかえ室から、エルマは困こん惑わくの表情で出て来た。

「おかしいわね、霧恋さん、どこへ行ったのかしら？　連れん絡らくもとれないし……」

　階下へ降りて来たところで、エルマは美希の友人達と教室へ戻ろうとしていたケネスとラジャウを見つけた。

「君達、西南君のルームメイトね。ねえ霧恋先生、見なかったかしら？」

「ああああああああ、エルマさん！　お久ひさしぶりです！」

　主人を見つけた子犬のように、ラジャウはエルマのもとへすっ飛んで来た。だが走って来たのはラジャウだけではなかった。

「うわぁ、本当に白毛なんだ！　それに美人～～」

「そうでしょ先せん輩ぱい」

「あの私、カリーチといいます。よろしくお願いします」

「そ、そう……私はエルマ。よろしくね」

「ほらカリーチ、エルマさんがビックリしているでしょ」

　もう一人の友人は、カリーチの首根っこを捕つかまえてエルマから引きはがした。

「すみません。この娘むすめの故ふる郷さとでは白毛のワウは神の使い、幸運の象しよう徴ちようなんです。ああ私はミランダ・マーチスです」

「そうなの……ねえ正木霧恋先生を見なかったかしら？」

　ミランダの礼れい儀ぎ正しい応おう答とうに、エルマは安心したように訊たずねた。

「正木先生でしたら、小一時間前に、美希と一いつ緒しよに走って行きましたよ」

「美希さんって……もしかして美希・シュタインベックさん？」

「ええそうです」

「そう、ありがとう。いまは急いでいるのでこれで失礼するわね」

「ああエルマさん！」

「ほらお前も邪じや魔まするなって。そろそろ教室に戻らないとメシ、食いっぱぐれるぞ」

　ミランダと同じく、ケネスもエルマを追いかけようとするラジャウの襟えりを摑つかんだ。ジタバタと藻も搔がくラジャウとカリーチを摑んだケネスとミランダは、それぞれの集合場所へ向けて歩き出した。

「美希さんの居い場ば所しよなら分かるかもしれないわね」

　霧恋の控え室へ飛び込こんだエルマは、モニターを起動させ、教員用の管理システムへアクセスし、美希の居場所をサーチした。ほんの数秒で彼女の位置が表ひよう示じされた。

「あら、おかしいわね、ここってアカデミー敷しき地ち外………って、ここ雨音さんのペントハウス!?」

　一瞬、状じよう況きようの判はん断だんが出来なくなったエルマは、軽く自分の頰ほおを叩くと、今朝、アイリに教えられたＮＢの視覚野へのアクセスを行った。

『アイリ様！　ＮＢ使って何やってるんですかァ!!』

　丁ちよう度どモニターに映し出されたのは、凄すさまじい形相で怒ど鳴なる霧恋のドアップだった。それは出会い頭にダンプカーとぶつかったような衝しよう撃げきだった。

「ニギャン!!」

　驚おどろいて後方へ跳とび退のいたエルマは、派は手でに機材の山に突っ込んでしまった。




「ええっ！　アイリ様はＮＢを操そう作さしていない？」

　エルマからの緊急連れん絡らくで、霧恋は自分の携帯を隠おん密みつモードにしたままだという事に気付いた。美希と話をする時に無む意い識しきの内に設せつ定てい切り替かえを行っていたのだ。

『それより、なんでそんなところに居るんです。そろそろ集合の時間ですよ』

「いけない！……忘わすれてた」

『美希さんも午後のカリキュラムがあるんですから、ちゃんと連れ帰って下さい』

「そ、そうなんだけど……ちょっとこっちもいろいろと取り込んでて」

　居間の方の展てん開かいを気にしながら、霧恋は困こまったように言った。

『霧恋ちゃん。だめよ』

　と、唐とう突とつに通信に割わり込んで来たアイリは、真ま面じ目めな表情できっぱりと言った。

「ア、アイリ様！　しかし西南ちゃん、いえ西南君の重大な……」

『状況は理り解かいしています。しかし貴女あなたの行こう為いは重大な職しよく務む放ほう棄きです。いかに西南君に関わる事とはいえ、こちらの優ゆう先せん度ど以上とは認みとめません。正木霧恋先生、美希・シュタインベックを伴ともないＧＰアカデミーへ来なさい。これは最優先事項よ』

「りょ、了りよう解かい」

　アイリにそう命令された以上、逆さからえないし、それを覆くつがえす口実もなかった。

「あの、霧恋様」

　ガックリと肩かたを落とす霧恋に、怖おず怖おずと火煉が近付いて来た。

「浴室の件けんでは、私の不注意でした。西南様と雨音様の監かん視しをしようと浴室へ同行したのですが、浴室では服を脱ぬぐよう言われまして……その、いきなり西南様と一緒に浴よく槽そうに放り込まれて、それで……」

　主人に叱しかられてしょげた子犬のような火煉を見て、霧恋は小さくため息をついた。火煉が真面目で誠せい実じつな人間だという事を思い出した霧恋は、彼女なりに職務を果たそうとしてくれた結果、ああいう状態になったのだと気付いた。すぐにこの場を離れなければならない以上、やはり一番信しん頼らいできるのは火煉なのだ。

「わかったわ、お願い」

　霧恋は微笑ほほえんで、火煉の肩に手を置き、居間にいる美希のもとに向かった。

「美希さん。すぐＧＰアカデミーへ戻るわよ」

「しかし、あのまま西南君を放っておくのですか？」

　見事に先程までの霧恋と同じ反応だ。美希の視線の先には、相変わらず嫌いやな緊張感を漂ただよわせたカウナック父娘おやこと、緊張感のない笑えみを浮うかべた母、そして居い心地ごこち悪そうな西南が座すわっていた。

「……ここでこれ以上話をしてても時間の無駄だ。西南、外で訓練をしよう」

　雨音は西南の手を取り立ち上がった。

「ならば教きよう師しと生徒として、ちゃんと訓練をしているのか確かめさせて貰もらおう」

「邪じや魔まだ、さっさと帰れ！」

　そう言い放ち、雨音は西南と共に居間から、庭へと出て行った。それを追いかけようとした美希の腕うでを、霧恋は力を込めて摑つかんだ。

「さあ、戻るわよ」

「それは教師としての命令ですか？」

　美希のその表情は、どこか軽けい蔑べつしているかのようだった。霧恋は彼女が何を言いたいか察し、

「西南ちゃんの事を気にしてくれるのはありがたいけど、ここから先は、美希さんには関係ない事よ」

　教師としての権けん限げんではなく、霧恋は偽いつわらざる感情を口にした。

「そういう事でしたら、今日の所は引き下がりましょう」

　美希はあっさりとそう言うと、玄げん関かんの方へと歩き出した。そのあまりに大人びた冷静な反応に、霧恋は苦く笑しようしながら彼女の後を追った。




「ったく、みっともない。さっさと帰れ、クソ親父おやじ」

　居間の窓まどにへばり付くようにこちらを見ている真清を、雨音は横目で見て忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「……あの、雨音、先生」

「ああ、ごめん………じゃあ、こんどはちょっと複ふく雑ざつな作業をしてもらうわね」

　庭先には煉れん瓦がが山と積まれ、その他に園芸用の土や花、芝生しばふが置かれていた。そして積み木の時と同じように、半透とう明めいの完成予想図がフォログラフで表示されていた。

「まずは軽く穴あなを掘ほって煉瓦の土台を固定する作業からね」

　完成予想のフォログラフは最初の手順である、穴を開ける場所を表示した。西南はスコップを持ち、恐おそる恐る穴を掘ほり始めた。

「あっ！」

　そこは昔の力なら、刃先が数センチほどしか入らないくらいの堅かたさだが、西南のスコップは予定の深さを超こえ、あっさりと柄えの所まで突つき刺ささった。

「焦あせらないで。これも完成させる事が目的じゃないんだから」

「は、はい」

　西南はスコップを引き抜くと、土を浅く削けずるように掘り始めた。

「どうぞ、お座りになってはいかがです？」

　火煉は窓まど際ぎわで立ったままの雨音の両親の所へ、予よ備びのソファーを移い動どうさせて来た。二つのソファーの間に小さなテーブルを置き、そこに玉蓮がアイスティーを置いた。

「ありがとう。……なあ君……彼はどういう男なんだね？」

「どう、とおっしゃいますと？」

「その、なんだ……あの男の……」

　さすがの真清も玉蓮の美び貌ぼうに圧あつ倒とうされたのか、視し線せんを逸そらしながら言った。

「申し訳わけありません。私の立場では、主人のプライベートをお話しするわけにはまいりませんので」

　と、何な故ぜか玉蓮はＮＢを真清に手て渡わたすと、台所の方へ消えていった。

「おおっ、これは先さき程ほどの……もしかして、こいつに聞けという事かな？」

　ＮＢを持って困こん惑わくげな真清は、妻、ナテュールの方を見上げた。

「あなたお名前は？」

　真清の問いに答えず、ナテュールはＮＢに直ちよく接せつ話しかけた。

「とりあえず暫ざん定てい的にＮＢと呼よばれてます。あんじょうよろしゅうに美しい奥おくさん」

「まあ、ありがとう」

「なあ君。さっきの質しつ問もんなんだが……彼はどういう男なんだね？」

「山田西南。現樹雷皇第一皇おう妃ひ、柾まさ木き・船ふな穂ほ・樹雷様と同じく辺へん境きようの地球出身……」

「いや、そうでなくてだな……」

「分かっとりま。実はあの旦だんさん、この家に住む女性全員と関係がありますのや」

「なっ！」

　ＮＢの言葉に、真清は驚きよう愕がくの表情でＮＢを見た。だがナテュールは平然と、子犬にでもするように、ＮＢの頭を撫なでた。

「あらあら、いきなりずいぶん砕くだけた回答ね」

「で、ではやはり雨音は騙だまされているのか!?」

「もう雨音はんは、旦さんにぞっこんでな、今朝も裸はだかエプロン、口くち移うつしで朝飯食べさせたり、風呂にも一緒入ってな……」

「なんだって！　わっ私なんか五歳の時から一緒に入ってくれなくなったというのに……まだ自分すら養えない未成年の学生のくせに……」

「せやけどあの旦さん、アカデミーに入る途と中ちゆう、海かい賊ぞく捕ほ縛ばくでえらい手て柄がらを上げよって、あの『樹雷の鬼おに姫ひめ』神かみ木き・瀬戸・樹雷様にも目をかけられとるし、先だっても大勢の犯はん罪ざい者しやとあのウィドゥーを逮捕したＧＰ期待の星やで。しかもその時の報ほう奨しよう金きんで億おく万まん長者にもなっとるし」

「……お、男として許ゆるせんタイプだな」

「一いつ般ぱん的に見れば、お父はんもそうでっしゃろ」

「オホホホ、それもそうよね」

　雨音の両親の後ろで、火煉はＮＢの怪あやしげな回答を止めるべきか迷まよっていた。

「あ、あの……僭せん越えつではありますが、西南様の名めい誉よにも関わる事ですので言わせていただきますと……そのＮＢの説明には少々誇こ張ちようが含ふくまれています。西南様とこの家の女性との関係と申しましても……」

「大だい丈じよう夫ぶ。それは、あなたやあの子を見ていれば分かりますよ」

　ナテュールは火煉に微笑ほほえみかけた。

「いや、私は信じないぞ！　君や先程の彼女のような美人メイドに囲まれて、あのような若わかい男が冷静でいられるわけがないではないか！」

「あなた。たとえそうだとしても、だから何だとおっしゃるの？」

「な、何だと言われても……」

　真清だけでなく、火煉もナテュールの言葉には少々啞あ然ぜんとなってしまった。

「ごらんなさいな、西南さんを見ている時のあの子の顔……」

　ナテュールは庭にいる雨音の方を見た。

　つい先程まで、真清の方を睨にらんでいた雨音は、すっかり穏おだやかで優やさしげな表情になり、時折、西南と言葉を交かわしながら楽しそうに笑っていた。

「とても自然で、楽しそう。あなたと会うといつも不ふ機き嫌げんそうなのに、西南さんを見ているあの子はどんどん優しげな表情になって」

「……女らしく……なった」

　雨音を見つめる真清の目に涙なみだが滲にじんで来た。ナテュールの言う光景を見た真清は、雨音が完全に自分から巣立ってしまった事を実感するしかなかったのだ。

「ウフフッ」

「だが、ちと若すぎないか？」

「まだそんな事を考えるのは早いですわよ。でもあなたが選んだ方々よりは可か能のう性せいは高いですわね」

　ナテュールはハンカチを取り出して、真清に手渡した。彼はそれを受け取り、こっくりと子供のように頷うなずき、ハンカチを目め尻じりに当てた。

「あの娘の元気な顔も見られましたし、そろそろお暇いとまいたしましょう」

「ではお帰りになる事を、雨音様にお知らせしてまいりますので、少々お待ちを」

　しょげ返っている真清を哀あわれに思った火煉は、少々お節介とは思いつつ、雨音に両親の見送りをしてくれるよう、頼たのみに行こうとした。

「いいえ、私達はこのまま帰ります」

「しかし……」

「気にして下さってありがとう。あの子の近況を確認しただけで十分です。今後ともあの子をよろしくお願いしますね」

「はい承しよう知ち致いたしました」

　深々と礼をした火煉は、真清を支ささえるように歩き出したナテュールに続いて玄げん関かんへと向かった。




　両親が乗る黒くろ塗ぬりのリムジン型エアカーを、雨音は庭の柵さく越ごしに複ふく雑ざつそうな表情で見送っていた。そんな雨音に声をかけようかどうか西南は迷まよっていた。これはあくまで家族の問題であり、西南は部外者だ。しかも雨音は自分より年上の大人の女性である。まだ人生経けい験けんの浅い年下の少年に意見されるのを快こころよく思わないかもしれないし、西南に的確なアドバイスが出来るわけでもない。

（やっぱり黙だまっている方がいいのかな？）

　そう西南は考えた。しかし…………、

「直ちよく接せつ、お見送りしなくて良かったんですか？」

　悲しげな雨音の表情をそのままにする事は、西南には出来なかった。

「……なんか、みっともないところを見せちゃったな」

　雨音は塀へいに手を付き、両親のエアカーが見えなくなったハイウェイから海へと、視し線せんを移うつした。勘かんのいい雨音は、西南の葛かつ藤とうを気配で察し、西南の心情を嬉うれしいと思うと同時に、年下の少年にそのような事を考えさせてしまった自分を恥はじていた。

「あ、いえ……そんな事は」

「親父おやじと会うといつもこうなんだ。…………フフッ……教師失しつ格かく、だよな」

「ちょっとビックリしましたけど……でも安心しました」

「安心？」

　ちょっと意外な言葉に、雨音は不思議そうな表情で西南を見た。

「どんなに科学が発達しようとも、俺の生まれた地球と同じように、みんな泣いて笑って……生きているんだなって」

　顔を上げた西南の目は、あまりにも純じゆん粋すいで朴ぼく訥とつで素す直なおなものだった。雨音はその眼まな差ざしに、心のモヤモヤを一気に吹ふき飛ばされた感じがした。

「私ね、モデルの仕事キライじゃないの」

　そう言って恥ずかしそうに笑った雨音の笑みは、父親が持っていた立体フォトに写っていた少女の頃ころの雨音と同じだった。

「でもどんなに必死でやっても、私がカウナックである限かぎり……それがどこまで本当の実力なのか判わからなくて……だからカウナックとは関係ない、ＧＰの仕事についたの」

「先生……ＧＰの仕事、好きですか？」

　西南の問い──それはＧＰの仕事を選んだ事を後こう悔かいしていないか？　という事を聞こうとしたモノでは無く、自分が雨音に迷めい惑わくをかけている事を、雨音がどう思っているかを訊たずねているものだった。

「必死でがんばって、やっと一級刑けい事じになれるかって時に、ＧＰアカデミーの講こう師しに格下げされちゃったりとか……いろいろままならない事も多いのよねぇ」

「す、すみません」

「でもさ……だからこそ面おも白しろいし、やりがいがあるのよね」

　項うな垂だれた西南の頭に手を置いて、雨音は満面の笑みで言った。

「……はい」

　顔を上げた西南は雨音の笑みを見て、嬉うれしそうに頷いた。

「それにしても西南の五分刈がり……手て触ざわりいいわね」

「あ、あの……美み兎と跳と様にもそう言われました」

「ん？……アハハハ、何となく解わかるわ。あの人にかかっちゃ、悪運を引き寄せる西南も子犬同然ってわけだ」

　だがその時、和なごやかな雰ふん囲い気きをぶち壊こわすように、西南の顔に濡ぬれた白手て袋ぶくろが投げつけられた。

「雨音、私が来たからにはもう安心だ。山田西南！　貴き様さまに決けつ闘とうを申し込こむ！」

　白手袋が飛んできた方向には、お約束のように海草を巻まき付け、海水を滴したたらせた静竜が西南を睨にらんで立っていた。そしてビシッと西南を指さし叫さけぶ静竜の方へ、雨音は微笑ほほえみのままゆっくりと近付いて行った。

「おお雨音！　助けに来た……ぞっンゴ!!」

　嬉しそうに手を広げ、近付く雨音を抱きしめようとした静竜の腹ふく部ぶに、雨音の重そうな右みぎ拳こぶしがめり込んでいた。

「ゲハッ！」

　そのまま倒たおれ込む静竜を、雨音は軽く五メートルほど先に蹴けり飛ばした。そしてどこから出したのか、二メートルはあろうかというレールガンを静竜に向け、容よう赦しやなく連れん射しやし始めた。

　シュシュシュシュシュシュシュシュシュン！

　発射音は意外なほど小さなものだったが、着ちやく弾だんする度たびにゴム鞠まりのように跳はね回る静竜の身体からだを見れば、途と轍てつもない威い力りよくを秘ひめている事が理解出来た。

「あ、雨音先生……」

　西南の言葉に耳を貸かす事無く、雨音は無言のまま、ボロ雑ぞう巾きんのようになった静竜を園芸用品が入っていたケースに放り込んだ。そして静竜を埋うめるように、硬こう化か剤ざいを混まぜた土をケースに詰め始めた。

「クスッ、相変わらず静竜様には容赦無し、ね」

　雨音の両親の見送りを終え、居間に戻って来た玉蓮は火煉に言った。

「良い雰囲気を台無しにされれば当然よ…………それより……」

　火煉は横でプカプカ浮ういているＮＢを見ながら、

「西南様のＮＢに何をしたの？」

「あら、気付いていたの？」

「朝のダイニングでの出来事なんか、ＮＢが知っているわけ無いもの。あまり変な事をすると霧恋様に本当に殺されるぞ」

「フフッ……その緊張感が良いのよ。それよりあの男、少々邪じや魔まよね。暫しばらく帰って来られないようにしましょう。これもメイドとしての務つとめよ」

　玉蓮はスッと目を細め、火煉が凍こおり付くような笑みを浮うかべた。庭では雨音が土をケース一いつ杯ぱいにし、厳げん重じゆうに封ふうをしているところだった。

「いいところを邪魔しやがって！　玉蓮、火煉。こいつをこの星で一番深い海かい溝こうにでも沈しずめてきて！」

「はい、承しよう知ちいたしました」

　叫ぶ雨音のもとに玉蓮は嬉々として駆かけ寄よって行った。




　アカデミーに戻った霧恋は、校長室のオペレートルームでエルマと共に、各部ぶ署しよから送られてくるデータを整理していた。ただ作業手順はプログラム済ずみなので、二人の役やく割わりはほとんど監視だけだった。

　エルマは退たい屈くつそうに大きく伸のびをし、スッと立ち上がると近くに置いてあるポッドを操そう作さし、二つのカップにコーヒーを入れ始めた。そしてそれを飲みながら、もう一つを霧恋の横に置いた。

「思ったより早く終わりそうですね」

「ありがとう。まあ調ちよう査さ自体は簡かん単たんなものだしね。でも大変なのは、その後の追つい跡せき再調査の方よ」

「それは私達の仕事じゃないでしょ。それより……あの美希・シュタインベックとはどんな話をしたのかな？」

「……別に何も。終始無言のままよ」

「あらあら。それはもしかして宣せん戦せん布ふ告こくかしら？」

　霧恋が怒おこり出したらすぐさま逃にげられるよう、少し距きよ離りを置いていたエルマだったが、霧恋の反はん応のうが意外と冷静だったため、興きよう味みには勝てず顔を近付け訊ねた。

「そんな大げさなものじゃないわよ。結局、これは当人同士の問題だし、彼女が本気なら私の関知する事ではないわ」

「今朝とはずいぶん美希さんへの評ひよう価かが変わったんじゃない？　もしかして彼女が霧恋さんのお母様に似にているって言われたのが原げん因いん？」

「彼女への評価は変わってないわ。ただ西南君に関わって傷きずつくとしても、それは彼女の自由、でも西南君を傷付ける事は許ゆるさない……それだけよ」

　霧恋の言葉を聞いたエルマは途と端たんに表情を曇くもらせた。

「西南君を傷付ける事だけは許さない、か…………そうね、それでいいんじゃない？」

「何よ、変なエルマ。もしかして西南君を厄やつ介かい事ごとに巻き込んだ事を気にしているの？　だったらこれから注意してくれればいいわよ」

「んっ……そうね、これから気を付けるわ、っと、いけない」

　校長室のドアが開いた音に気付いたエルマは、慌あわてて自分の席に着いた。

「調査結果はどうかしら？」

　美み守かみは一直線に、霧恋とエルマのいるメインオペレートブロック端たん末まつの所へ歩み寄り、モニターを覗のぞき込みながら言った。

「はい、各部署から送られて来たデータの整理をしているところですが、今のところ問題はなさそうです。生徒達のチェックも、今日中に終了させられそうです」

「結構。では明後日には正せい常じようなカリキュラムを行えそうですね」

「はい。そちらは明日中に、全員に通達します」

──ピピッ！　その時、霧恋のモニターから小さな警けい告こく音が響ひびいた。

「こ、この娘！」

　モニターを確認した霧恋が突然、声を上げたため、エルマは席を立って霧恋のモニターを覗き込んだ。

「その生徒がどうかしたの？……美希・シュタインベック……これは!?」

　そこに表示されたパーソナルデータを見たエルマも驚きの声を上げた。

「ああ、その娘はいいのよ」

　しかし意外にも美守は冷静にそう言った。

「美守様、この娘の事をご存ぞんじだったのですか？」

「入学式の時にね。でもアイリ様が面おも白しろそうだから放っておけって、ホホホ」

「わ、笑い事ですか？　これは明らかに」

　霧恋が指し示しめすデータは、美希の頭ず脳のうが人工物である事を示していたからだ。

「アイリ様も技ぎ術じゆつ者しやとして敬けい意いを表したのでしょう。アカデミーならではの童話ね」

　そう言うと、美守はもう一つのデータを表示した。

「これは……アストラル！　じゃああの娘、ピノッキオ」

「うわぁ。本物を見るのは初めてです」

　霧恋とエルマは食い入るように、そのデータを見ていた。

「そういう事情でね。霧恋さんには少々複ふく雑ざつな感情もある事でしょうけど」

　アストラルが派は生せいした人工知ち能のうには人じん権けんがある。キルシュ同様、彼女は人として扱あつかわれるのだ。

「分かりました。そういう事なら、私はただ今まで通り対応するだけです」

「では、作業の続きをお願いしますね」

　そう言うと美守は自分の机つくえへ向かい、校長の業ぎよう務むを始めた。少しの間、霧恋の表情を窺うかがっていたエルマも、納なつ得とくしたように自分の席に戻り、監視を再さい開かいした。

──でも娘さんがいたとはねえ……それ以前に結けつ婚こんしてたなんて知らなかったけど。

　霧恋は美希のデータを見ながら、月湖の言葉を思い出していた。

（そりゃ、母さんに似ているのも当然だわ）

　過か去こ、母と美希の父、博司との間にどういう事があったか、大方の見当が付いた霧恋は心の中で大きなため息をついていた。

「…………あら？」

　意識を作業に戻そうとした時、霧恋は小さなモニターが起動している事に気付いた。

（受領完了通知？…………あっ！）

　それは貴き重ちよう品ひんの受け渡しを完了したという、ＧＰ宅配部からの通知だった。そして霧恋がそれを受け取ったのと同じ頃、林檎は見み慣なれた風景と喧けん噪そうの中で目を覚ました。

「あら、目が覚めた？」

　もの凄すご～～～く嬉うれしそうな表情で、林檎を覗き込んでいたのは瀬戸であった。

「……せ、瀬戸様！」

　反はん射しや的に起きあがった林檎は、その場所が水み鏡かがみのブリッジである事と、自分の周りには瀬戸と、彼女とは対照的に気の毒そ～～な目で自分を見ている水穂以下、林檎の同どう僚りよう＆部下達がいる事を、とりあえず認知した。

「リンゴ、リンゴ」

　トンッと頭の上に穂ほ野の火かの端末体が乗った感覚で、林檎はようやく自分の置かれた状況を理解した。同時に現在の状況への推すい移いも朧おぼろ気げながら把は握あくした。

「もしかして、霧恋様が？」

「正せい解かい。仮かりにも恋こい敵がたきのいる敵てき地ちに乗り込こむんだったら、もう少し警戒しなくちゃねっ」

「……そう、あのお茶の中に」

　霧恋の控ひかえ室での状況から、今、自分がここに居る要因を導みちびき出した林檎は、『やられた』とばかりに、こめかみを押おさえた。

「それにしても霧恋ちゃんってば、やるわねぇ～～。しっかりあの時の状況を理解して、あれを確かく保ほしていたとは。さすが西南殿絡がらみになると全パラメーターが急上昇する女。こんな可愛かわいらしい娘に、こんな酷ひどい事出来るなんて……鬼おによね、鬼」

　言葉とは裏うら腹はらに、瀬戸はキャッキャと嬉しそうに、はしゃいでいた。ちなみに〝あの状況〟とは、入学式前日に雨音諸もろ共とも眠ねむらされた事。〝あれ〟とは、その原因となった神しん樹じゆの酒である。

「瀬戸様。いくら何でもそんなに笑うなんて、林檎ちゃんが可哀かわい想そうじゃありませんか」

　ガックリとうなだれる林檎を見て、さすがに水穂も瀬戸をたしなめた。だが瀬戸は予想通りその言葉を意にも介さず、水穂と林檎の方へ顔を近付けると、

「仕方ないでしょ、負けは負けなんですもの。それより、ねえ林檎ちゃん、霧恋ちゃんへのリベンジはどうするの？　まさかこのまま済すまそうってわけじゃないわよね？」

「西南様に直接お礼を申し上げられなかったのは残念ですが、今回はウィドゥーの資し産さんをお渡わたしするのが目的でしたから」

「ええっ、それでいいの？」

「霧恋様を刺し激げきして、珀蓮さん達のお邪じや魔まになっても困こまりものですし……それに緊急を要する仕事もたまっているようですから。西南様とはご縁えんがあれば、またお会いする事もあるでしょう」

　そうニッコリと笑みを浮うかべて言う林檎は、とてつもなくいじらしく痛いた々いたしかった。瀬戸以外の全員が涙なみだを堪こらえる事が出来ず、周囲からはすすり泣きの声が漏もれ始めた。

「な～～んだ、つまんない」

　だがその場の雰囲気をぶち壊こわすように、瀬戸は頰ほおを膨ふくらませながらそう言った。全員の非ひ難なんの目が瀬戸に集中し、水穂も瀬戸を睨にらんだ。だが『蛙かえるの面つらにションベン』、そんな程てい度どで瀬戸が怯ひるむはずもなく、

「もうちょっと面白くなると思ったのにィ」

　平然と瀬戸はそう言い放った。

「瀬戸様！…………林檎ちゃん？」

　たまりかね、瀬戸をたしなめようとした水穂を押し止とどめ、林檎はにこやかな表情でスックと瀬戸の前に立った。

「ところで瀬戸様。経けい理りスタッフからの報ほう告こくに、いくつかの使し途と不明金が記き載さいされていましたが、これの詳くわしい内ない容ようをぜひ、ご説明願えませんか？」
















　林檎の表情は、愛らしい日常のものから、経理部主しゆ任にんの業務モードへと怒ど濤とうの如ごとく切り替かわった。

「えっ？」

　一いつ瞬しゆんにして瀬戸の表情が青ざめた。犬で言えば、ブンブン振ふり回していた尻尾しつぽが、股またの間に垂たれ下がってしまったようなものだ。

「えっ？　じゃありません。この使途不明金が瀬戸様のモノだという事は分かっているんです。さあ……説明して下さい。西南様のおかげで余よ裕ゆうが出来たとはいえ、無む駄だ遣づかいは塵ちり芥あくたほどであろうとも許ゆるしませんから」

「えっ、ええええええええっ！」

「さあ、納なつ得とくできる説明をして下さい」

　途と轍てつもなく冷ややかな表情で詰つめ寄よる林檎に、今度は瀬戸が泣き出しそうになった。

（わ、忘わすれてたわ……この娘、お金絡みになると……）

　そう、林檎はお金絡みになると一気にパラメーターが上昇するのであった。

「ミナホ、ミナホ。リンゴ、コワイ～～～」

　林檎の豹ひよう変へんに驚おどろいた穂野火は、水穂の肩かたの後ろに隠かくれた。小さく震ふるえる穂野火の震動を感じながら水穂は優やさしく、穂野火を撫なでた。

「仕事が終われば元の優しい林檎ちゃんに戻るから、お船に戻って待ってなさい」

「ウン」

「みっ水穂ちゃん、助けて～～」

　助けを求める瀬戸に背を向け、水穂は穂野火を連れて転送ゲートへ向かった。そして周りにいた女によ官かん達も、冷ややかな眼まな差ざしで、さっさと瀬戸を見み捨すてて持ち場へと戻ったのだった。







　　６「美み希きと西せい南な・余よ波は」







　その朝、西南は三週間ぶりに制せい服ふくの袖そでに手を通した。

「ＧＰアカデミーへ行くのも久ひさしぶりだな……」

　生体強化後の日にち常じよう訓練も問題なく終しゆう了りようし、今日からＧＰアカデミーへの通学を再さい開かいするのだ。もっとも通常のカリキュラムは通信で、実じつ技ぎ等は雨あま音ねや霧きり恋こがアカデミーの授じゆ業ぎよう段だん階かいに併あわせてみっちり教え込んでくれたので、授業の遅おくれは全くない。

「一番問題だった体力問題が解かい決けつしたんだから、これからがんばらなくちゃ」

「じゃあ旦だんさん、そろそろ時間でっさかい、行きまひょか」

　制服を着た西南に、ＧＰ帽ぼうを上に載のせたＮＢが言った。

「ＮＢ……お前、学校では変な事言うなよ。ここの事は秘ひ密みつなんだからな」

「分かってます。ちゃんと禁きん則そく事じ項こうになっとるさかい、言いとうても言えんようになっとるから、安心しぃ」

「時々変な事言うんだよな、お前……まあ、エルマさんも問題は無いって言うから大だい丈じよう夫ぶなんだろうけど」

　不安げにＮＢを見たその時、

「西南ちゃん、今日から通学なんだから、あまりノンビリとはできないわよ」

　そう言いながら、霧恋は移い動どう用の食品ケースを押おして入って来た。

「お早うございます、西南様」

　霧恋に続いて、玉ぎよく蓮れんと火か煉れんが入って来ると、収しゆう納のうから大型のテーブルを取り出し、朝食の用意を始めた。準じゆん備びが始まった頃ころにエルマ、少し遅れて雨音が来るのがほぼ毎朝の定番だった。

　雨音の両親が訪たずねて来た日をピークに、雨音邸ていの生活は落ち着き始めた。もちろん天てん南なん静せい竜りようやアイリに美希といった、イレギュラー的なトラブルの元となる来らい訪ほう者しやが来なくなった、という事も大きな要よう因いんだったが、お互たがいに生活のパターンが分かって来たという事もある。

　もちろんトラブルという意味では、最大の原因は西南の存そん在ざいであったが、ともすれば集しゆう団だん生活のノウハウを心得ているが故ゆえ、少なくなりがちな各自の交流の機会を増ふやす、鎹かすがいとなっているのも事実だった。通信による通常授業が始まった頃から、雨音と霧恋、そしてエルマが、それぞれの得意分野で西南の授業補ほ佐さを行うようになり、いろいろな用を言いつけられる珀はく蓮れん達メイドも、西南の部屋に頻ひん繁ぱんに出入りするようになった。結局、お互いの監かん視しという理由から、なし崩くずし的に西南の部屋は、居い間ま代わりにみんながたむろする場となってしまい、そして朝食は西南の部屋で食べるのが決まりになったのだった。

（なんだか、家族みたいだな）

　ほんの三週間ばかりではあったが、朝食時の雰ふん囲い気きは西南にそう思わせるに十分なモノだった。

「西南ちゃん、あと一週間ほどすれば寮りようの方の配置換がえが始まるから、持っていく物の準じゆん備びはしておいてね。他に必要な物があれば、言ってくれれば買っておくから」

「あっ……いえ、こちらに来た時と同じ物を持っていけば大丈夫ですから」

「寮とこことは近いんだから、必要な物がありゃ、取りに来ればいいだろ？　アカデミーでの西南の家はここなんだからさ。なあ西南、何かあったら何い時つだって戻もどって来ていいんだからね」

　何やらその言いぐさは、雨音の父、真ま清すみによく似にていた。そこにいる全員が同じ感想を持っていたが、それを指し摘てきすると雨音が怒おこり出すのは明白だった。

「雨音、あなたはＧＰアカデミーの講こう師しでしょ！　生徒のやる気を削そぐようなマネをしてどうするのよ。それよりそろそろ時間よ。エルマ、お願いね」

「はい、じゃあ行きましょう西南君」

　エルマは、残ったコーヒーを飲み干ほすと立ち上がった。




「行ってらっしゃいませ」

　玉蓮と火煉の見送りを受け、エルマの運転するエアカーは駐ちゆう車しや場じようから島の外周道路へ、そして島と本土を結ぶハイウェイへと出た。快かい晴せいの空、朝日に輝かがやく緑色を帯びたアクアマリンのような鮮あざやかな南国の海と珊さん瑚ご礁しようは、一流のリゾート地のような絶ぜつ景けいであった。

「あの家、西南君が居なくなるんじゃ、ちょっと寂さびしくなるわね」

　エルマはハイウェイの中ほどまで来ると、窓まどの外を眺ながめている西南に話しかけた。

「俺おれも……あの家、好きです。エルマさんはこれからもずっとあそこに？」

「ええ、前に住んでいた場所は引き払はらったしね。それに家や賃ちんタダ、食事は作らなくていいし、いろいろ雑ざつ用ようをやってくれるメイドさん付きで、住じゆう環かん境きようが最高となれば、引っ越こす理由がないわ。それに私、同年代の人達と一いつ緒しよに居た事ってないから、とても楽しいの」

「同年代のって……学校とかでは一緒だったんでしょ？」

「私、育ててくれた人達の……仕事の関係で、あちこち移動していたから、学校って行った事がないの。仕事仲間の子こ供どもと会う事はあっても、すぐにお別れだしね」

「そうだったんですか」

「でもあまり寂しいって、思った事はないのよ。みんなちょっとガラは悪いけど、とっても可愛かわいがってくれたからね」

　エルマは笑ってそう答えた。周りの、多くの人達から敬けい遠えんされて来た西南と比くらべれば、幸せだと思ったからだ。

「たまの休みには帰ってきて下さいね……あっ、でも友達とどこかへ遊びに行く方が楽しいかな？」

「暇ひまを見つけて、できるだけ帰るようにします……あそこは、俺の家だから」

　西南は嬉うれしそうに、山やま間あいに隠かくれて見えなくなった島の方を見た。そこで二人の会話は途と切ぎれ、暫しばし無言のまま時間が過すぎていった。

　十分ほど経たった頃、道路先の歩道にＧＰアカデミー生の一いち団だんが見えて来た。その中にラジャウとカリーチの姿すがたを見つけたエルマは、エアカーを少し離はなれた路ろ肩かたへ、気付かれないよう静かに停車させた。

「ごめんね、西南君。ちょっと騒ぎになっちゃうかもしれないからここでね」

「送ってくれて、ありがとうございます」

　西南はＮＢを抱かかえると車外へと出た。

「じゃあ気を付けてね」

　エルマは片かた手てを上げてウィンクをすると、エアカーをＵターンさせ、小さな横道へと入っていった。ラジャウとカリーチが凄すごい勢いきおいで走って来たのはエルマのエアカーが見えなくなるのと同時だった。

「西南君!!　今の車に乗っていたのはエルマさんですね！」

「ちょっと、何で行かせちゃったのよぉ！」

「……えっと、ラジャウ、この人は…………ゲッ！」

　カリーチの事を聞こうとした西南は、二人の後方から、血相を変えた生徒達が津つ波なみのように押おし寄よせて来るのに気付いた。

（わ、忘わすれてた！　俺、雨音さんと霧恋さんと同どう居きよしてるんだった）

　先頭を走るエルロイとフィングを視し認にんした西南は、その一団が雨音と霧恋のファンクラブ員だと気付き、慌あわてて逃にげだそうとした。しかし、しがみついているラジャウとカリーチのせいで逃げ遅おくれ、大量の生徒達に取り囲まれてしまった。

「さあ、もう逃がさないぞ。この三週間の出来事を洗あらいざらい白はく状じようしてもらおうか！」

　目は血走り、こめかみにぶっとい血管を浮うき上がらせた顔は、可愛がっていた娘が結けつ婚こんしたいと言って連れて来た、父親としてはとても容よう認にんできない、思いっきりダメ男に見せるような表ひよう情じようであった。それは一いつ触しよく即そく発はつ、ちょっとした衝しよう撃げきで爆ばく発はつしそうな爆弾に取り囲まれたようなものである。

　だがその時、それすらも上回るような凄い響ひびきと共に突とつ然ぜん横の森から、数万頭の柴しば猪いのししの大集団が飛び出して来た。生徒達の喧けん噪そうで気付くのが遅れ、そこにいた全員がその津波の直撃を受けてしまった。生徒達の阿あ鼻び叫きよう喚かんも全すべて柴猪達の蹄ひづめの音と鳴き声、そしてもうもうと立ちこめる土つち煙けむりに飲み込こまれて行った。




　三時間後────グラウンドに急きゆう遽きよ設せつ置ちされた、軍用の大型医い療りようユニットに運ばれた生徒は五百九十六人。それが大型展てん示じ場じようほどもある室内に設置された、肉体修しゆう復ふく用ポッドで治療を受けていた。ＧＰアカデミーの教官は大たい抵てい、準じゆん医療看かん護ごの資し格かくを持っているため、霧恋やエルマ達はもちろん、近くの基き地ちから駆かり集められて来た、ＧＰの医療スタッフや軍医、民間医、ついでに何な故ぜかＮＢまでが緊きん急きゆう動員され、その場はさながら野戦病院のようであった。

「やれやれ、数十年に一度の芝猪の集団暴ぼう走そうに巻き込まれるなんて……全員、命に別べつ状じようはないのが幸いだったわね」

　美み守かみはその光景を見ながら大きなため息をついた。その隣となりには、ほとんど無む傷きずで立っている西南が困こん惑わくの表情で項うな垂だれていた。

「それにしても……あの暴走の中心にいて、西南君だけ軽けい傷しようというのは、さすがと言うべきなのかしらねぇ」

「す、すみません」

「ホホホ、褒ほめているのですよ」

　何度も頭を下げる西南に、美守は苦く笑しようしながら言った。

『美守校長、全員収しゆう容よう完かん了りよう致いたしました』

「分かったわ。今行きます。とにかく無事で何よりです」

　美守は西南の肩かたをポンと叩たたくと、一段上にある中央司令所へ上がっていった。

　美守が居なくなったのを見計らい、少し離はなれたところで待っていたケネスとミランダ、そして美希が近付いて来た。

「この惨さん状じようを見てると、西南が帰って来たって実感が湧わいたよ、ハッハッハ！」

「みんなには悪いコトしちゃったな」

「気にしない気にしない。バカ共にはいい薬よ」

　ミランダはそう言うとケネスと一いつ緒しよに、豪ごう快かいに笑い出した。

「彼女の名前はミランダ。私のチームメイトよ」

「じゃあ、もしかしてラジャウと一緒にいたワウの人も……美希先せん輩ぱいの？」

「そう。向こうで寝ねているのがカリーチよ」

　美希が指さす方には、先さき程ほどラジャウと共に突進して来たワウの少女が眠ねむっていた。そしてちょうどカリーチのカプセルの所で、何やら調整作業をしている男に、西南は見覚えがあった。

「あれ、あの人……美希先輩のお父さん？」

「一いち応おう、生体工学の博士号と医い師し免めん許きよも持っているから、駆り出されたの。まあ、たまには役に立ってもらわなきゃね」

「はあ……でも……」

　西南の知る博ひろ司しは、どこかコミカルでマッドな科学者であったが、今の彼の表情は、いかにも名医といった精せい悍かんさと、素人しろうとが見ても、見事な手て際ぎわで次々と作業をこなしていた。現に、それは西南だけの印象ではなく、近くにいる医師達も博司の手際を感心したように見ているのだ。

「……美希先輩のお父さん、結けつ構こう凄すごいんじゃないですか？」

「いつもああだったら良いんだけれどね。それより何い時つまでもここにいても邪じや魔まになるだけだから、外に出て、ちょっと早いけど昼食にでもしましょう……ねっ！」

　西南に父を褒められた美希は、嬉うれしそうにそう言うと、まるでこちらを意い識しきしている霧恋に当て付けるよう、西南の腕うでに自分の腕を絡からめ、外の方へと引っ張ぱって行った。

「あら～～、美希さんの会心の一撃ってところですね。あれから音おと沙さ汰たがないので、諦あきらめたのかと思いましたけど」

　作業をしつつ横目で美希を見ている霧恋に、何気なく近付いて来たエルマは、独ひとり言ごとのように言った。ムッとしてエルマを見上げる霧恋を、押し止とどめるように、

「ああ、私の作業は終わりましたから」

　と、勝ち誇ほこったように腕を組んだ。

「作業終了！」

　霧恋は手早く医い療りよう設せつ定ていを済すませると、さっさとその場を立ち去ろうとした。

「あら、追いかけないんですか？」

「まだ仕事中でしょ」

　プイッと視し線せんを逸そらした時、霧恋は美希の父、博司がこちらを見ているのに気付いた。霧恋が何気なく一礼をすると、博司は真っ赤になった顔を隠かくすように、不自然なまでに大きく頭を下げて礼をすると、慌あわててカプセルの陰かげに隠れるように作業を再さい開かいした。

「もしかして霧恋さんに気でもあるんでしょうかね？　娘は西南君、父親は霧恋さん？」

「私じゃなくて、私の母よ。昔の知り合いらしいわ」

　エルマに余よ計けいな勘かんぐりをされる前に、霧恋は必要な情じよう報ほうを開かい示じした。

「ほう、なるほど」

　霧恋をからかうネタが無くなったエルマは、つまらなそうに口を尖とがらせた。しかしすぐさま博司の方を見て、小声で囁ささやいた。

「でもあの手際を見れば……美希さんの事、少しは納なつ得とくもできますね」

「そうね」

　霧恋は博司の姿すがたの中に西南に似にたものを感じていた。それは同時にアイリの言った、美希の世話好きの対象が、父親から西南へと移うつる可か能のう性せいも示し唆さしていた。

　霧恋は西南達が出て行った方向へ向かおうとしたが、

（……本当、みっともない話。あの娘こが生体強化訓練中の西南君の邪魔をしなかったんだから、これくらいの事は認みとめてあげなくちゃ）

　霧恋はすぐさま歩みを止めると、方向を変え、美守のいる中央司令所へと向かったのだった。




「じゃあ俺達、お弁べん当とうもらってくるから、先に行ってて場所の確かく保ほよろしく」

　ケネスはミランダを伴ともなって、転送ポートの方へと向かった。

「さあ私達はこっちよ」

　美希は西南の手を摑つかむと、林の中に続く遊歩道へ向かった。

「これからやる手順を覚えておいて。別に難むずかしくはないから一度で覚えられるはずよ。まずは……」

　遊歩道は大きな敷しき石いしが二列に並ならべて造つくられていた。美希はその二列の右側を歩き始めた。十メートルほど進むと、二列だった敷石は一いち枚まいの大きな敷石へと変わった。

「この一枚敷じきの石を目印に、今度は左側を歩くの。次の一枚敷きの石があれば今度は右というように、交こう互ごにあの先の広場まで行くのよ」

　と、美希は西南の手を離はなし、軽かろやかにスキップをしながら先行し始めた。

「フン、フフン……右」

　木こ漏もれ日の中を、ハミングをしながら踊おどるように歩く姿すがたは、森の妖よう精せいのようであった。西南は暫しばしその姿に魅み入いられたように立っていた。

「何してるの？　早くいらっしゃい」

　よく通る凜りんとした声に、慌あわてて西南は美希の後を追った。追いついた西南の手を美希は再ふたたび握にぎり、

「もう、手を引っ張ってあげなきゃダメなの？」

　まるで子こ供どもにでも言うような口調の美希の表情は、昔の霧恋のそれとそっくりだった。西南の表情の変化を敏びん感かんに読みとった美希は、ちょっと拗すねたように、西南の顔を覗のぞき込んだ。

「ねえ、今……正木先生の事、考えてるでしょ？」

　美希はそう言うとプイッと、顔を背そむけ西南を引っ張るように歩き出した。

「えっ！」

　急に図星を突つかれた事もあり、西南は足をもつれさせた。西南の体重が掛かかっても、美希の歩みは乱みだれる事無く、西南の手も摑んだままだった。

「す、すみません。その……霧恋さん……正木先生の事を考えたのは……」

「よく似にているみたいね、私と正木先生」

「はい、雰ふん囲い気きとか……ちょっとした仕草なんか……」

　美希の声に怒ど気きが無い事に気付いた西南は、ホッと胸むねを撫なで下ろした。

　だが、よろけた自分を平然と支ささえていられる手は、子供だった西南と霧恋の関係そのままである。それに気付いた西南は少々複ふく雑ざつな気分だった。

「実はね、私も正木先生を見た時にね、ちょっとビックリしちゃったの。たぶん他の人達が思っているよりずっとね」

　美希は西南の手を引きながら、広場前まで来るとピタリと止まった。広場は直径十五メートルほどの円形で、中心に五メートルほどの円えん状じようの石、その周りをアナログ時計の文字盤ばんのように、放ほう射しや状じように組まれた細長い石せき版ばんで構こう成せいされていた。美希は西南の手を引き、再び歩き始めた。

「さあ、ここから時計回りに移い動どうして……」

　美希は約二時方向の石いし畳だたみの所で止まり、西南の手を離すと、そこから中心の円に向けて歩き始めた。円に入った途と端たん、美希の姿はフッと消えた。

「美希先せん輩ぱい！」

　慌てて続いた西南は暗くら闇やみに包まれ、転送時の浮ふ遊ゆう感を感じた。次の瞬しゆん間かん、眩まばゆい光と共に通つう常じよう空間へと放ほうり出された。

「到とう着ちやく」

　美希は振ふり向いて西南を見ると、ニッコリと笑えみを浮うかべた。美希の立つ向こうには幾き何か学がく的に造つくられた、かなり広いヨーロッパ風の庭園が見えていた。

「美希先輩……ここは？」

　美希はあちこち見回している西南の手を取ると、反対側にある数すう段だんの階段を登り、広い石畳のテラスへとやって来た。

「うわ………」

　テラスの柵さくの所へ近付いた西南の眼がん下かには、ＧＰアカデミーの全景が広がっていた。

「驚おどろいた？　ここはアカデミーにいくつかある浮遊島の一つよ」

　美希は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで景色を眺ながめている西南の表情を見て、満足げに説明を始めた。

「浮遊島はアカデミーの哲てつ学がく士しが造ったものでね。航空機での接せつ近きんも着陸も許ゆるされていないの。ここへ来る方法は転送装そう置ちでのみ。それもさっきみたいに特とく殊しゆなキーパターンを知っている人だけがここに来られるってわけ」

「へえ……凝こっているんですね」

「キーパターンは先輩から親しい後こう輩はいへと代々受け継つがれるの。アカデミーにはそんな特殊な秘ひ密みつのゲートがいっぱいあるわ」

「じゃあ、ここは美希先輩の秘密の場所なんですね」

「クスッ、ここは比ひ較かく的メジャーな場所よ。ほら」

　美希は柵に寄よりかかるように後ろを向いた。西南もそれに続くように後ろを向くと、高台に来たせいか、植え込こみの陰かげや木の下にかなりの生徒が居るのが見えた。

「私の秘密の場所、知りたい？」

　美希は西南の耳元で、息を吹ふきかけるように言った。

「えっ！……あ、あの」

「ウフッ、アハハハハ」

　真っ赤になった西南を見て、美希は笑い始めた。

「……………………」

「ごめんごめん。なんか西南君の反はん応のうを見てると面おも白しろくって……ん？」

　無言のまま真っ赤になっている西南に謝あやまる美希は、転送ゲートにケネス達が現あらわれたのに気付いた。

「出前が到着したみたいね。行きましょう、西南ちゃん」

　美希は顔を赤らめてムッとしている西南の手を摑つかむと、まるで拗すねた子こ供どもに母親がするように、少し強ごう引いんにケネス達の方へと引っ張ぱり始めた。




「実じつ務む研けん修しゆうですか？」

　西南はテラスのベンチで昼食を終え、お茶を一口飲むと、そう美希に聞き返した。

「ええ、二年になると半年間、実じつ際さいの現げん場ばで働くの。そこで最終的な適てき性せいを見て、いくつかの配はい属ぞく候こう補ほが確かく定ていされるの。残り半年はまたＧＰアカデミーへ戻もどってきて、配属毎ごとの専せん門もん知ち識しきを習って卒業なの」

「いいよなあ、俺おれも早く現場に出てぇ」

　ケネスは立ち上がって銃じゆうを撃うつポーズをとった。

「ケネス君は刑けい事じ課か志し望ぼうなの？」

「当然ッすよ。一級刑事になって悪あく党とう共を一いち網もう打だ尽じん！」

「……その一網打尽の経けい験けん者しやに質しつ問もんがあるんだけど。ねえねえ西南君。何百もの海かい賊ぞくに追われた気分ってどんなだった？　瀬せ戸と様ってどんな方？　ウィドゥーってどんな女じよ性せいだったの？」

　何と言っても目の前にいる山田西南は、数々のスクープ級事じ件けんの当事者である。ミランダは堰せきを切ったように質問を始めた。

「いっぺんに聞いても答えられないわよ。落ち着きなさい」

　興こう奮ふんして、西南に食いつかんばかりに近付くミランダを、美希は羽は交がい締じめにして引き剝はがした。

「実は海賊に追われた時って……よく覚えてないんです。ただ必死で逃げていただけで、結局、樹じゆ雷らいの艦かん隊たいに助けてもらっただけですから」

「その時に瀬戸様とお会いしたんでしょ？　水み鏡かがみの中にも入ったって聞いたわよ」

「後でいろいろ調べたんですが、俺が見てきたのは、ほとんど一度は公開された事のある部分ですし……。ああ、ただ瀬戸様は噂うわさで聞くよりずっと優やさしい人でしたよ、俺が宇う宙ちゆうに居られるのも瀬戸様のおかげだし」

「映えい像ぞうで見るのと、招まねかれて直ちよく接せつ見るのじゃ大違いよ。そんな雲の上の方と知り合いだなんて、うらやましいわ」

「西南自身も、もともと樹雷第一皇おう妃ひ、船ふな穂ほ様と同じ星の出身っすからねぇ」

　ケネスはまるで自分の事のように得意げに言った。たぶん西南が居ない間も、こうやって西南を肴さかなに盛もり上がっていたんだろう。

「瀬戸様と直接お会いしたというのも凄すごいけど、ウィドゥーと会ったっていうのが、これまた凄いわよねぇ。しかも西南君が自首させたって言うんだから。西南君は居なかったから知らないでしょうけど、ねえケネス君」

「ああ、西南が雨音先生ん家ちに行ってから五日後くらいにさ、ＧＰアカデミーにスゲエ数の記者が押おし寄よせて来たんだ。もうそれから一週間ぐらいは、俺やラジャウまで追いかけ回されてさ」

「そうだったんだ…………ごめん、迷めい惑わくかけちゃったね」

「気にするな、俺達ゃチームなんだからよ。でも悔くやしいよなぁ、あの時、腹はらの具合さえ何ともなけりゃ、俺とラジャウもウィドゥーと接せつ近きん遭そう遇ぐうしてたんだよなァ……」

「それでウィドゥーってどんな人だったの？」

　ミランダは興奮して、再び西南に詰め寄った。

「どんなって……普通の人……」

　それは西南自身、ミランダ達の望む答えとあまりにもかけ離れている、凄く間抜けな答えだと自覚していた。当然、それを聞いた三人の反応も、

「はあ？」

　と、不思議な物を見るような目で、西南を見つめたのだった。

「でも……普通の人にしか見えなかったんだ」

　西南はその時の事を、できるだけ詳しよう細さいに思い出そうとした────あの時、急に声をかけられ、違い和わ感を感じ、そして巨きよ大だいな構こう造ぞう物ぶつが落下して来て…………。

「!!」

　考え込む西南の雰ふん囲い気きが、その周りの空気を突とつ如じよ変化させ、美希達三人は言い様のない異い質しつ感に襲おそわれた。それは急に無重力状じよう態たいに放り込まれ、全身にムカデが這はいずり回るような、おぞましさがあった。

「ちょ、ちょっと……西南君」

　玉のような汗あせを浮うかべ、美希は慌あわてて西南を揺ゆさぶった。

「えっ？」

　西南が意い識しきを表に出した途と端たん、その感覚は霧む散さんした。美希達は異質さから解かい放ほうされ、大きく息を吐はいた。

「もうウィドゥーの説明は結構。何となく解わかったから」

　美希の言葉に、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった顔をしたケネスとミランダが頷うなずいた。

「……そう、ですか？　わかりました」

「そういえばミランダ先せん輩ぱいや美希先輩は、実務研けん修しゆうはどこへ決まったんですか？」

　ケネスは異質な空気に気け圧おされて緊きん張ちようした身体を解ほぐすため、猫ねこが伸のびをするように大きく身を乗り出し、話し始めた。

「私とカリーチは宅たく配はい課かの事じつ務む。そして美希は……なんと囮おとり課よ」

「えっ！　囮課……あの？」

「そう。美希だったら、どんな所にだって……それこそ刑けい事じ課だって余よ裕ゆうなのに、何でそんな危き険けんな部ぶ署しよに行くのか分からないわ」

「危険？」

　ケネスとミランダの言葉に、西南は不安そうな表ひよう情じようで美希を見た。

「あのね、うちの学校はＧＰアカデミーなのよ。銀ぎん河がの警けい察さつ機き構こうよ。危険って言うんだったら、刑事課の方がはるかに危険よ」

　美希は平然と、西南の不安を払ふつ拭しよくするように大きな声で言った。

「そりゃそうだけど……囮課って、危険って言われている割わりに、何だか地味な印象なのよねぇ……こう、華はなやかさが無いというか……」

「地味って……あのね、確たしかに囮課って、犯はん罪ざい者しやを捕つかまえるとか目に見える明めい確かくな業ぎよう績せきはないけれど、宅配業務にとっては大事な部門なんですからね」

「アハハハ、そうよね、ごめん。でも残念よね、せっかく西南君達と知り合えたのに、すぐにお別れだなんて」

「すぐ？　先輩達、実務研修へはいつ出発なんですか？」

「私とカリーチは一週間後だけど、美希は……明日なの」

　ミランダはちょっと悲しげにそう言った。

「えっ！　そんなに急に」

　ケネスと西南は驚おどろいて美希を見た。

「もともとコンピュータートラブルがなければ、もっと早かったんだから。それより、そろそろ戻もどらないと」

　ミランダとは対照的に、美希は平然とした表情でそう言うと、弁べん当とうのケースを持って立ち上がった。

「美希先輩……」

「半年なんてすぐよ。じゃあね」

　何かを言おうとした西南に、あっさりとそれだけ言うと、美希はミランダを引っ張ぱるように、足早に転送ゲートへ消えていった。

「明日、みんなで見送りに行く事になってるから、その時にちゃんとお別れを言えばいいさ。それに先輩の言う通り、半年なんかあっと言う間さ」

　ケネスは、美希達が消えた転送ゲートを呆ぼう然ぜんと見つめる西南の肩かたに手を置くと、西南を慰なぐさめるように明るく言った。

「うん、そうだね。じゃあ、俺達もそろそろ教室に……」

「帰りは教室側のゲートへ直ちよく接せつ行けるんだ。過か激げきな連中は今朝の事じ件けんで全ぜん滅めつしたけど……それでも他の連中の質しつ問もん攻ぜめはごめんだろ？　俺達はギリギリまでここにいようぜ」

　ケネスは時間を確かく認にんし、そのまま伸びをしながらベンチに寝ねそべった。

「だけど、ミランダ先輩の言葉じゃないけど、せっかく知り合えたのに、しばしのお別れなんてなァ……」

「ねえケネス。囮部門て何をする所なの？　美希先輩はたいした事は無さそうに言っていたけど……」

　西南は心配そうな顔で、ケネスが寝ころんでいる隣となりに座すわった。

「ん？　そうだな……実じつ際さい、宇う宙ちゆうで海かい賊ぞく達が輸ゆ送そう船せんを見つけるってのは大変なんだ。もちろんある程てい度ど、輸送航路は決まっているから不ふ可か能のうってわけじゃないけど、何の情じよう報ほうもなけりゃあ、遭そう遇ぐうの可能性なんてゼロに近い。そのために連中は綿めん密みつな情報収しゆう集しゆうを行ってるのさ。その情報を全すべてシャットアウトできりゃあ、囮なんて必要はないんだけど。海賊もＧＰへの対たい抗こう上、情報収集はかなり組そ織しき化されているし、海賊に情報を流す奴やつもいる。だったら、ダミー情報を流して連中を誘さそった方がいい」

「それが囮部隊ってわけか」

「まあ意図的に情報を流すわけだから、通つう常じよう業務と比くらべれば当然、海賊との遭遇率りつは高くなる」

「じゃあ、やっぱり危険なんじゃ……」

　西南はケネスの顔を不安げに覗のぞき込こんだ。ケネスは片方の目だけを開いて西南の顔をチラッと見、再び目を閉じると小さく笑った。

「あのな、まだ実務研修中のヒヨッコを危険な所にやるわけないだろ。それに囮部隊と言っても、実務から事務までいろいろあるんだ。万が一、囮艦かんに乗ったとしても、海賊連中にもちゃんと参加賞があるから、滅めつ多たに戦せん闘とうでの被ひ害がいは出ないんだよ」

「参加賞？」

「擬ぎ装そう用の空コンテナ。特に囮用に使うのは、貴き重ちよう品ひん輸送にも使うけっこう高機能の良いやつだし、資材にも建材にもできる、もちろん裏うらルートでの売ばい却きやくもできるってぇ優すぐれものだ。その場合のお客はたいていＧＰだけどな」

「盗とう品ひんを買い戻すの？」

「新しん規き建けん造ぞうするより安いし、積み荷を奪うばわれた時の違い約やく金きんとかと比べりゃ微び々びたるもの……とラジャウが言ってた。……ん？　そろそろいいかな、行こうぜ、西南」

　足を大きく上げ、その勢いきおいで立ち上がったケネスは、西南の肩をポンと叩たたいて転送ゲートへと向かった。

　ケネスの思惑おもわく通り、控ひかえ室へ入ったのは授じゆ業ぎようが始まる寸すん前ぜんだった。




　午後の最初の授業が終わり、短い休きゆう憩けいが始まった時だった。

「さすがにこの短い休み時間じゃ、連中も襲おそって来ないだろ」

　ケネスが西南にそう言いながら笑っている所へ、

「ね、ねえケネス……ちょっと話があるんだけど」

　あのリョーコファンクラブのデビッドがパーティションの陰かげから、小声で手て招まねきをしていた。彼はチームメイトのエルロイとフィングとは違ちがい、今朝の騒さわぎに巻まき込まれてはいなかったのだ。

「俺？」

　不思議そうにデビッドの所へ向かうケネスを横目に、西南はモニターからメールの受信通知音がしたのに気付いた。

（誰だれかな？……美希先せん輩ぱい！）

　辺りに人が居ないのを確認した西南は、急いでメールを読み始めた。

「ほう、なるほどなぁ……」

「えっ、ＮＢ！」

「あ、あかん！」

　ＮＢがメール表ひよう示じを消した次の瞬しゆん間かん、授業の始まる合図と共にケネスが飛び込むように帰って来た。

　その授業開始の合図を聞きながら、雨音は自分の控え室で大きな欠伸あくびをしていた。

「まだ仕事中でしょ。弛たるんでるわよ」

「今朝の騒そう動どうで、午後も授業中止になったんだからしょうがないだろ……それより霧恋、例のあの娘こ、研けん修しゆうにどこを希望したか知ってる？」

「知ってるわ。囮おとり部門でしょ」

「今回、急に志し望ぼう部ぶ署しよを変へん更こうしているよな……だとしたら、こりゃあやっぱり……」

「西南君目当てね、間ま違ちがいないわ！」

　突然、二人の後ろに現あらわれたアイリが、拳こぶしを握にぎり締しめ怒ど鳴なった。

　もう慣なれたのか予想していたのか、霧恋と雨音はさほど驚おどろく様子もなく、逆ぎやくに呆あきれた目でアイリを見ただけだった。

「アイリ様、お仕事の方はいいんですか？」

「あのね、少しは驚くってのが、お約束ってものでしょ！」

　コントみたいに、霧恋と雨音の驚くリアクションを期待していたアイリは、不満そうに口を尖とがらせた。

「仕事中ですから」

「ふ～～～ん。じゃあ、美希・シュタインベックが西南君と逢あい引きするって聞いたらどうかしら？」

「なっ!?」

　その情じよう報ほうには、雨音はもちろん、さすがに霧恋も仕事の手を止め、引き攣つった表情でアイリを見た。だが霧恋は次の瞬間、その情報がＮＢからのものだと気付き、反はん射しや的に雨音を見た。そのほんの僅わずかな時間が命取りとなってしまった。

「さっきＮＢから報告があってね。今日の午後…………あっ」

　自じ慢まんげにそこまで話したところで、アイリは雨音がＮＢにスパイ機能が搭とう載さいされている事を知らないのを思い出した。

「まあ、アイリ様がわざわざＮＢの正せい常じよう起動にいらしたのと、二日目に霧恋が乱らん入にゆうして来た時点で、なんか仕し掛かけをしているとは思っていましたけどね」

　雨音は薄うすら笑えみを浮うかべた呆れ顔で、アイリと霧恋を見た。

「そんな些さ細さいな話より、最重要課題なのは西南君の事よ！　とりあえず行動妨ぼう害がい！　不ふ適てき切せつな異い性せい交遊行動を取る前に補ほ導どう、という事でどう？」

　アイリは拳を握り締め、強ごう引いんに問題を保ほ留りゆうしてしまうと、これまた、捲まくし立てるように問題提てい起きを行った。

「了～～解！」

　雨音がニッコリと笑みを浮かべ、了りよう承しようしたのを合図に、三人はモニターを起動させ、各々が『西南と美希の逢い引き妨害作戦』を開始したのだった。




　授業終了の合図と共に、西南は起動させていたモニターを停止させ、ＮＢを持って立ち上がった。

「なあ西南。この後、ちょっと付き合ってくれないか？」

　それを引き留とめるように、ケネスは西南の腕うでを摑つかんだ。

「ごめん、ちょっと急ぎの用があって……!?」

　人の気配に振ふり返った西南の目の前には、控え室ブースの外の通路にびっしりと、西南の逃にげ道を塞ふさぐように友人達が立っていた。

「どうやらあの匿とく名めいメールの情報は本当だったようだな」

「フッフッフ。美希先輩と会うのは諦あきらめて、俺おれ達のインタビューに答えてもらうぞ……山田西南君」

「な、なぜそれを」

「タレコミがあったのさ……俺達クラスメート全員にな」

　デビッドは勝ち誇ほこったように腕を組んで微笑ほほえんだ。

　しかし西南はその後ろ、通路の吹ふき抜ぬけになっている柵さくの所には誰も居いない事に気付いていた。階かい段だん入り口へは通路を通らなければ行けないが、柵を越こえれば、すぐ下には階段がある。だが問題は着地するのが階段という不安定な場所だという事だ。

（俺の事だからなぁ、こけて転がり落ちそう…………そうだ、あの柵！）

　柵は太いパイプの格こう子し状じようで、人ひとりなら十分に潜くぐり抜けられそうだった。西南はＮＢを抱かかえ一気にダッシュすると、足からスライディングをし、床ゆか部分の隙すき間まを潜り抜けた。下へ落下する寸すん前ぜんに、西南は床の端はしを摑み体たい勢せいを整えた。

（よしっ！）

　床からぶら下がった西南の足あし下もと、五十センチ足らずの所に階段はあった。瞬間に目もく測そくをした西南は、手を離はなして階段へ無事着地した。

『西南君、そのまますぐ傍そばの転送ゲートへ、急いで！』

　間かん髪はつ入れず、西南の耳に美希の通信が聞こえて来た。西南はその指し示じに従したがい、階段を下りると、階下にある転送ゲートへ飛び込んだ。

「しまった！」

　西南の素す早ばやく予想外の動きに、啞あ然ぜんとなっていた生徒達は、その時になってようやく西南の後を追いかけ始めた。

　　　　×　×　×

「ちっ、ヒヨッコ共めが！　使えないったらありゃしない」

　ＮＢをモニターしていたアイリは、机つくえに拳こぶしを叩たたき付けて叫さけんだ。耳に赤ペンを挟はさみ、西南捕ほ獲かくの計画書を握にぎりしめた姿すがたは、競馬場で見かけるオヤジそっくりだった。

「アイリ様。そりゃ酷こくってものじゃないですか？　対象目的次し第だいですけど、あれだけ初動が早ければ、プロだって出し抜かれますよ」

「行き先は分かっていますから、先回りして待ち伏ぶせをさせます」

　霧恋は冷静に、どこかへ指示を出していた。モニターには、西南の位置を示しめす光点の進行上に、待ち伏せ要員を示す幾いくつかの光点が現あらわれた。

「よろしい！　フッフッフ、西南君。絶ぜつ対たい逃がさないわよ」

「あら？　ＮＢの……いえ、西南君の進行経路が急に変わったわ。まさか待ち伏せに気付いた!?」

　西南の光点はモニターに表示されている目的地と、そこまでの経路予想を逸いつ脱だつして動いていた。それを見て考え込こんでいた雨音は、何かに気付いたように顔を上げた。

「そういや霧恋さぁ。あの日……うちのクソ親父おやじが来た日に、なんで美希さんも一緒だったんだ？」

「えっ？……それは…………ああっ！」

　雨音の言葉に、重要な事を思い出した霧恋は声を上げた。そしてそれと同時にＮＢの反はん応のうが消失した。

「どういう事？　なんでなの??」

「も、申し訳わけありません。あの娘こも……ＮＢの事、知っていたんでした」

　霧恋は嚙かみ付きそうな勢いきおいで顔を近付けたアイリから視し線せんを逸そらし、気まずそうな表ひよう情じようでそう呟つぶやいた。

「なっ、なんですってぇ!!」

「あらまっ……やられちゃったな。アハハハ」

「笑い事じゃないわよ！　あ、あの小娘めぇ～～！　捜さがすわよ、アカデミーの第一種警けい戒かい網もうを使おうとも、ＧＰ職しよく員いん総そう出動させようとも、西南君を美希・シュタインベックの魔まの手から救い出すのよ！」

　と、アイリが激げつ昂こうしているその時、控ひかえ室のインターフォンから声がした。

『正木霧恋様、お届とどけ物で～～す』

「はい、今行きます」

　霧恋はアイリから逃にげ出す口実が出来、ホッとしたようにドアを開けた。

「ご苦労様、誰からかしら？…………あっ!!」

　ＧＰ宅たく配はい員から提てい示じされた配送表を見た霧恋は、慌あわてて受じゆ領りようサインを済すませ、宅配員が抱えていた、三十センチ四方の貴き重ちよう品ひん特とく殊しゆ移い送そう用の梱こん包ぽうケースを引ったくった。

　不思議そうな表情の宅配員がドアを閉しめたのを確かく認にんした霧恋は、箱に幾いく重えにも施ほどされた厳げん重じゆうな封ふう印いんを解といた。

「え、えらい目に遭おうてもうたァ。あの小娘、ワイを箱はこ詰づめになんかしよってからに」

　そう大おお騒さわぎをしながら、中から飛び出して来たのはＮＢであった。

「こら！　な、なぜお前がそこにいる！　ええぃ、この役立たずがぁ！」

　怒おこったアイリはＮＢに向かって、手当たり次し第だいに物を投げつけ始め、

「しゃあないやろ！　ワイかて不意を突つかれたんや」

　と、ＮＢも応おう戦せんを始めた。

「あ～～あ、見事にやられたな……って、おい霧恋、どうした？」

「えっ？　いえ、何でもないわ」

　そう言ったものの、霧恋の表情は明らかに引きつっていた。

（宅配の箱に詰つめられ、送り付けられたＮＢ……これはもしかして、林檎りんご様の……？）

　その時、霧恋はケースの中に小さなメッセージカードが入っている事に気が付いた。

──正木先生がご心配なさるような事はいたしませんから──

　そこには手書きの文字で、そう書かれてあった。

（あの娘……まったく、ここまでしてやられると逆ぎやくに清すが々すがしいくらいね）

　霧恋は急に可お笑かしくなってしまった。

「くそっ、くそっ、あの小娘め！　こうなったら、アカデミー全ぜん域いきの高位監かん視しシステムを使って、必ず西南君を捜さがし出してやる！　霧恋ちゃん、オペレートの補ほ佐さをお願い！」

「アイリ様、もう止やめましょう。これ以上は……無ぶ粋すいですよ」

「へっ？」

　霧恋の言葉に啞あ然ぜんとなるアイリに、雨音も賛さん同どうした。

「そうかもね。まあしゃあない、西南の青春を見守るのも教きよう師しの役目だものね」

「う、裏うら切ぎり者ォ～～」

「人の事が言えるんですか？　あまりゴネると、水みな穂ほ様生せい誕たんの理由を暴ばく露ろしますよ」

　霧恋はアイリの耳元で囁ささやいた。

「!!…………そうよね。青春は二度と来ない季節だものねぇ、アハハハハ」

　突とつ如じよアイリはコロッと態たい度どを変えて笑い出した。水穂誕生はアイリと柾まさ木き・遥よう照しよう・樹雷が学生時代にやっちゃった、純じゆん粋すいさ故ゆえの不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうの結果だからだ。

「……で、霧恋ちゃん、それを誰だれから……聞いたのかな？」

「水穂様ご本人からです。アイリ様がぐずったら使えって」




　美希は西南の先に立って、無言のままどんどん森の奥おくへと進んで行った。西南は不安げに辺りを見回しながら、美希の後ろを付かず離はなれず歩いていた。

「あの、美希先輩。ＮＢを箱詰めにしてどこへ送ったんですか？　それ以前に、なんでそんな事をしなきゃ……」

「今から行く場所は他の人には内ない緒しよだからよ。それがたとえ誰であろうともね」

「は、はあ」

　どこか釈しやく然ぜんとしない様子の西南に、美希は立ち止まって振ふり返った。

「クスッ。そんなに深く考えなくてもいいのよ。これはちょっとしたアカデミーの伝でん統とう的な学生のお遊び……その儀ぎ式しきみたいなものだから。それにＮＢは正木先生の所へ送っておいたから心配しないで」

　そう言うと、美希は再ふたたび歩き始めた。

（………ん？）

　美希は、後ろを付いて来る西南の足取りが少し変わった事に気付いた。それは森の中で草が茂しげっていなければ、もしかして気付かなかったかもしれないものだった。

　美希は森に入ってから、後ろから付いて来る西南の歩く時に出る、茂みをかき分ける音が少々気になっていた。それは美希と比くらべ格かく段だんに音が小さく、途と切ぎれ途切れなのだ。ともすれば、後ろから付いて来るのが、人では無いかのような錯さつ覚かくに陥おちいる事もあり、美希はその度たびにその不安を払ふつ拭しよくするように、後ろを振り返り、そこに西南がいるのを確認した。しかし今は音こそ小さいが、足取りは先程に比べればごく普ふ通つうであった。

（そうか……この音は、森で何度か出会った野生動物の……）

　美希は、西南のそれが辺りを警けい戒かいしながら歩いている音だという事に気付いた。

（じゃあ、さっき話をする前は、私を警戒していたのかしら？）

　美希は西南に気付かれないように、チラッと後ろを見た。西南は明らかに辺りを警戒するように、あちらこちらを見ながら歩いていた。ただ、それは緊きん張ちようしているふうではなくごく自然に行われていた。

「ねえ西南君、森の中、歩きにくい？」

「えっ？　いえ、俺、田舎いなか暮ぐらしをしてましたから、こういう場所には慣なれています。歩くのも別段、普通どおりですよ」

「そう。もう少しだから、頑がん張ばって」

　突然、木々が開け、目の前にあの遊歩道と同じ形に敷しかれた石が現あらわれた。その場所は森の中で朽くち果てた遺い跡せきのような感じで、苔こけと、石の隙すき間まから伸のびたままの雑ざつ草そうに覆おおわれていた。

「ここがそこへと通じる所なんですか？」

「違ちがうわ、ここもそこへと通じる道なの。あの遊歩道やここ以外にも、同じ形けい状じようをしたキーサークルは至いたる所にあるの。じゃあ、まずはあの浮ふ遊ゆう島とうへと行くのと同じ手順で、あの円形広場の手前まで行きましょう」

　美希は先頭に立ってその道を歩き始めた。そして円形広場の手前まで来ると、やはり同じように時計回りに回り始めた。

「前と違うのは、ここをもう一周余よ計けいに回って、今度は三時方向から中央へと入るの」

　と、転送された美希を追って、西南は中央の円えん盤ばんへと足を踏ふみ入れた。

　転送光が薄うすれ、西南が目にした物は先程の景色と同じような、ただの薄暗い森の中であった。他にある物といえば、西南が転送されて来た一メートルほどの円盤状の石と、美希の後ろに見える一メートルほどの高さの石柱だけだった。

「いろいろと遠回りさせてごめんなさいね。ここが目的地へ通じるゲートよ」

　美希は西南が疑ぎ問もんを口にする前に、説明をした。正直、もっと凄すごい場所を想そう像ぞうしていた西南は心の中で安あん堵どのため息をついた。

「クスッ」

　美希は小さく笑うと、右手を石柱の上に置いた。

──キィィン。

　クリスタルガラスで出来た風ふう鈴りんが鳴る時のような、澄すみ切った音と共にその石柱がほのかな光を発し始めた。

「西南君、私の手の隣となりに右手を当ててくれない？」

　美希に言われるまま、鏡のように磨みがかれた長方形の断だん面めんをした石柱の上へゆっくりと手を置いた。

「これは生体認にん証しよう登録をしているの。以前登録した人と一緒じゃないと作動しないの……認証が済すめばそのままジャンプするわ、ほら！」

　今までの転送とは違う、浮遊感────美希の手の感かん触しよくに気付いた西南はゆっくりと目を開けた。

　そこは先さき程ほどの森の中よりさらに暗い場所だった。上を見上げると細い稲いな光びかりのようなジグザグの光が見えた。

「さあこっちよ」

　優やさしい美希の声と温かで柔やわらかい手に導みちびかれ、暗い所を歩き始めた。先へ進む毎ごとにほのかな明かりが見え始め、それは次し第だいに強くなっていった。その時になって初めて、西南は自分がいる場所が、切り立った断だん崖がいの底の細い路地である事、天てん井じように見えたジグザグの光は断崖の上から見える空である事に気付いた。
















「細い線にしか見えないという事は、結けつ構こう高い崖がけなんだな」

　西南は反はん射しや的に、崖からの落下物に警戒をしていた。だが美希は握にぎった手から伝わってくる、その微び妙みような怯おびえにも似にた反はん応のうを楽しんでいた。それは心細げに震ふるえている子犬のように保ほ護ご欲よくを目め一いつ杯ぱいそそるのと同時に、ちょっと意地悪をしたくなるような加か虐ぎやく的欲よつ求きゆうをも刺し激げきした。

（西南君って、確かく率りつの偏かたよりがあるから、常つねに周囲を警戒するのがクセになっているのね。森に入った時は、たぶん……私も警戒の対象になってたんだわ。西南君を小さな頃ころから見ていた正木先生が、ちょっと神しん経けい質しつなくらい独どく占せん欲よくが強くなるのも頷うなずけるわ）

　美希は自分のお気に入りの場所を早く見せたい、という衝しよう動どうを抑おさえようと出口の手前で立ち止まった。西南にとって初めての場所で重要なのは、景色のインパクトより安全であるからだ。ましてや暗く見通しの悪い所から、強い太陽光のあたる、開けた場所に出るというのは瞳どう孔こうの調整にも時間がかかる。西南にとってその一いつ瞬しゆんが危き険けんなのだ。

　もちろん西南はそういった状じよう況きようへの対たい処しよには慣れている。しかし不必要な危険は避さけた方がいいに決まっている。

「さあ、着いたわよ」

　美希は西南の手を離はなし、ゆっくりと外へ出た。案の定、西南は路地の中で目が光に慣れるのを待っていた。

　西南の目が光に慣れると共に、細長いスリット状の隙間からは、草原と花の園そのが見えて来た。西南はゆっくりと慎しん重ちように歩を進め、外へと向かった。

「……うっ、わぁ～～」

　視し界かいが開けると同時に、和紙の短たん冊ざくに描えがかれた水すい彩さいの淡あわい画えのようだった景色に、鮮あざやかな色が付き始めた。ひんやりとした空気と草原の鮮あざやかな新緑をバックに、途と轍てつもなく多彩な花の鮮やかな色彩と、露つゆに反はん射しやした太陽の光が乱らん舞ぶしていた。

「ようこそ、山田西南君」

　こぼれんばかりの笑え顔がおで、美希はそう言った。鮮やかな景色の色彩と対照的な艶つややかな黒くろ髪かみが風になびく様は、桃とう源げん郷きようの天てん女によを思わせた。

「お、おじゃまします」

　よほど呆あつ気けにとられた間ま抜ぬけ面づらだったのだろう、美希は突とつ然ぜん、破は顔がん一いつ笑しよう、

「気に入ってくれてうれしいわ」

　そう言うと、西南の肩かたに頭を押おし付けるように笑い出した。

　西南は困こまったように、美希の笑いが止まるまで、辺りの景色を見回した。

　そこは、ほぼ垂すい直ちよくの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに取り囲まれた、巨きよ大だいな穴あなの底だった。しかし穴自体が山の斜しや面めんにあるのか、反対側に行くほど崖の高さは低くなっていた。そのために太陽の光は穴の底にまで十分射さし込こんでいた。

「綺き麗れいな花園ですね」

　笑いが収おさまって顔を上げた美希に、西南はそう言った。

「花園は花園なんだけどね。ちょっと見ていて」

　美希は近くにあった棒ぼうで、地面を突つき刺さした。棒はあっさりと地面に突き刺さり、そこから水がにじみ出て来た。

「水？　美希先せん輩ぱい、これって……」

　美希が棒で地面をかき分けるように移い動どうさせると、その下からは澄すみ切った水と、印象的な白い水みな底そこが日に照らされて光った。

「草原に見えるのは全部、湖の上に生えているの。ここはね、水すい棲せい植物の群ぐん生せい地ちなの。しかも今咲さいているクルールの花は、全部同じ種類なのよ」

「これ全部がですか？」

　美希にそう言われたものの、同じ種類だとは信じられないほど、花の形も色も大きさも違ちがっていた。もちろん地球にも同種異い形けいの植物や生き物はいる。しかしクルールの花は狭せまい範囲の中ですら、同じ物を探さがすのが難むずかしいほど多彩なのだ。

「美希先輩、クルールの花って……」

「詳しよう細さいは私も知らないの。でもここで重要なのは、綺麗だって事だけよ」

　美希は小さくウインクをした。美しい絵画を鑑かん賞しようする時に、画材が何とか、この色をどういう配合でとか──そんな事を言っているようなものだからだ。美希はあくまでここへは、美しい取って置きの場所として西南を案内しているのだ。

「すみません」

「いろいろと話したい事もあるから、少し落ち着くところへ行きましょう」

　美希は西南の腕うでを取ると、少し強ごう引いんに西南を引っ張ぱり、断崖に沿そって設せつ置ちされている幅はば二メートルほどの石の通路を歩いて行く。

　小さな岬みさきのような場所を曲がると、岸から二十メートルほど離はなれた水面に、かなり巨大で長細い岩が水面から顔を覗のぞかせていた。岩にはいくつかの木が生え、幽ゆう谷こく深山の水すい墨ぼく画がのような感じだった。

「もしかしてあそこへ行くんですか？」

「面おも白しろいでしょ？　一いち枚まい岩いわをくり抜いた東あずま屋やよ」

　美希は西南の手を離し、東屋に向かう飛び石状の橋を渡わたりだした。だがよく見ると橋は飛び石状ではなく、ちゃんと長方形の石を隙すき間ま無く組んだものだった。苔こけ生むした石に白っぽい別種の石を飛び石に見えるよう組み込んでいるのだ。おそらく飛び石の方には苔とかが付きにくい処しよ理りが施ほどこされているのだろう。

「凝こった造つくりですね………あっ」

　東屋近辺には僅わずかだが水面を覆おおう水草はなく、水深もそれなりにあるらしく、水底の白い砂すなは青く揺ゆらめいていた。魚ぎよ影えいも濃こく、橋を支ささえる柱の周りに時折銀ぎん鱗りんを煌きらめかせ、多くの黒い影かげが泳いでいた。

「うわっ、魚だ」

　西南は小さな子供のように水面を覗のぞき込んだ。

「クスッ、ほらそんなに端はしに寄よっちゃ危あぶないわよ」

　西南を微笑ほほえましげに見ていた美希は、玩具おもちやを目の前に動かなくなった子こ供どもを引っ張る母親のように、少し力を込めて西南の手を引っ張ると、東屋へ向かう階かい段だんを上がっていった。

　東屋内部は想そう像ぞう以上に広く、二十畳じよう程ほどのフロアーと内ない壁へきに沿って一メートル弱の奥おく行ゆきのあるベンチ以外何もなかった。美希は急せかすように西南の手を引っ張り、フロアー奥にある階段を上がっていった。

「うわ……」

　少し暗いトンネルのような階段を上がると、視界がパッと開け、眼がん前ぜんにパノラマのような景色が飛び込んで来た。東屋の二階にあたる部分は、自然に抉えぐれたモノらしく、ほぼ百八十度まったく柱も無く、そのまま景色を見る事が出来た。この場所を覆おおっていた切り立った壁は、崩くずれたように急きゆう激げきに無くなり、その向こうには海と多くの島々、そして遠くに大部分を雪に覆われた山脈が見えた。

「気に入ってくれた？」

　美希は西南の腕に自分の腕を廻まわし、身体からだを寄せた。

「もちろんです。そう言えばここってアカデミーのどこら辺にあるんですか？」

「ここは楽園、夢ゆめの国よ。それを詮せん索さくするのは野や暮ぼってモノよ。ただここはＧＰアカデミーとは六時間ほどの時差があるから気をつけてね」

「なるほど……それでちょっと違い和わ感があったのか」

　蒼あおく眩まばゆい太陽光に照らされる、景色の色や雰ふん囲い気きは、実に爽さわやかなものだった。ＧＰアカデミーでは夕方近くだったが、ここはまだ午前中なのだ。

「花の季節が終われば、またちょっと違ちがう景色が楽しめるわよ」

「花の季節ですか？」

「クルールの花は後、一か月程が見み頃ごろよ。花が終われば水面に出ている草は枯かれてほとんど無くなってしまうの………で、後はその時のお楽しみ。自分の目で確たしかめなさい」

「ええっ！　そんなぁ」

「説明したって、直ちよく接せつ見た感動には敵かなわないもの。そうそう。さっき西南君、お魚見ていたでしょ？　草が枯れると一センチくらいの実が沢たく山さん出来るの。ここの魚の中にはそれを食べるものもいてね。その魚はそれを主食にし出すともの凄すごく美お味いしくなるのよ。釣つったら食べてご覧らんなさい。ただし魚はここから持ち出す事を禁きん止しされているから、ここで調理をしなきゃならないの。それに実自体も美味しいわよ」

「うわ～～楽しそうですね……あっ、でもここって他ほかの人は入れないんですよね……」

　にこやかだった西南の表ひよう情じようが、少し曇くもった。

「そうね。みんなも呼よべれば楽しいのだけれど、でも秋には私がつき合ってあげる。それにお隣となりさんもいるしね」

　美希は百メートルほど離れた所に生えている、西南達が居るのと同じくらいの巨きよ岩がんを指さした。その岩も岸から橋で繫つながれていた。

「本来この東あずま屋やはここに来る人達の、共用スペースなんだけど。現げん在ざい、ここに登録している人は、十人ほどだから、まず滅めつ多たに誰だれかと会うって事は無いわ。よく会うのは若わかい女の人と、たぶんその人の恋こい人びと。その人達は隣の東屋がお気に入りみたいなの。他はクルールの実がなる頃に収しゆう穫かくに来る人と、魚を釣りに来る人。この人達は泊とまり込みで来るけど、宿しゆく泊はくはテントだから、結局、今のところはここが私達専せん用ようの場所になってるわ。会えば実や魚を差し入れしてくれるから、こちらはお茶を出してあげるの」

「へえ、どんな人なんだろ？　楽しみだな」

「……あとは遠目で見ただけだからよく分からないけど……ほら」

　美希は少し外へ乗り出すようにして、指を差した。

「………あれ……樹雷の家!?」

　隣の東屋の陰かげに隠かくれて半分ほどしか見えないが、巨木に囲まれるように、特とく徴ちようのある木の家が建っていた。

「あそこにもたまに誰か来るみたいだけど、あの場所は歩いては行けないし、誰もあそこの人の事は知らなかったわ。たぶん専用のゲートが在あるんでしょうね。もちろん泳ぐとかボートでなら近づけるでしょうけど……しちゃダメよ」

　弟を諭さとす姉のように、美希は西南の額ひたいをコツンと突つっついた。

「わかりました、美希先輩」

「よろしい」

　美希は満足そうにそう言うと、目を湖の方へ戻もどした。

　午前中の清すが々すがしい太陽光と甘あまい空気、水面に反はん射しやした光が東屋の中と美希達を照らし、水すい紋もんの揺ゆらめく様子は、まるで額がく縁ぶちのない名画のようだった。その景色を眺ながめているだけで、あっという間に一日が過すぎてしまいそうな、そんな安らぎがそこにはあった。

「ねえ西南君。お父さんの事、お願いできないかしら？」

　美希は景色をぼんやりと見ながら、唐とう突とつに言った。

「美希先輩のお父さん、ですか？」

「別にお父さんの面めん倒どうを見て欲ほしいわけじゃないわよ。アレでも普ふ段だんはちゃんとしているし、一番心配なところは、西南君のおかげで無くなったしね。ただ、ね…………たまにでいいんだけれど、声をかけてあげて欲しいの」

（あっ、そうか。美希先せん輩ぱいって二人ッきりの家族だったんだ。それが半年間、会えなくなるんじゃ……）

「西南君には迷めい惑わくかけっぱなしだけど……他に頼たのめる人がいないの！……だから……」

　美希には珍めずらしく、心細げで縋すがり付くような目だった。それは自分で言っている通り、虫の良い願い事だからだ。ましてや西南とは知り合ったばかりで、友達と言えるほど長くつき合ったわけでもない。

（この場所を教えたのだって、そのためだもの……）

　美希は自じ己こ嫌けん悪おで泣き出しそうになっていた。しかし西南にとっては、その気持ちだけで十分だった。

　霧恋がそうであったように、西南も美希と同じような思いに救われて来た。美希の父などと比くらべモノにならない厄やつ介かい者ものの西南を、自じ宅たくに連れて来てくれた海かい。それを受け入れてくれ、無む償しようで守ってきてくれた霧恋とその母、月つき湖こ。そして正木の村の人達も柾まさ木き家の人達もである。

「美希先輩のお父さん、また変な悪運に巻まき込こんじゃうかもしれませんけど……でも俺おれで良かったら任まかせて下さい」

　西南は美希を力付けるように精せい一いつ杯ぱい、力強く言った。

「ありがとう、西南君」

　あまりの感かん激げきで、美希は泣きそうになってしまった。そのまま西南に縋り付き、その胸むねで泣きでもすれば、終しゆう幕まくとしては画えになったのであろうが、美希はどうしても、その行こう為いが西南の弱みにつけ込むように思えた。

　涙なみだ目めの顔を見られたくない美希は、手すりにトンと飛び乗るように座すわると、足を上げ、身体からだの向きを半回転させるとそのまま湖へ飛び降おりた。

「み、美希先輩！」

　とっさに西南は美希をつかもうと飛び出した──が、タッチの差で彼女をつかむ事は出来なかった。そしてお約束通り、西南はその勢いきおいのまま手すりを越こえ、美希に続いて派は手でな水音をたて湖へと落ちたのだった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　一足先に東屋に上がった美希は、西南に手を差し伸のべながら聞いた。

「それはこっちのセリフです。いきなり飛び込むから驚おどろいたじゃないですか」

「今年はここで泳げないから、ちょっとね。でもやっぱり泳ぐには、まだちょっと冷たいわね」

　冷たい水に入って気分が引き締しまったのか、美希は元の表情に戻っていた。

「来年、泳げばいいじゃないですか」

「だって来年は西南君がいないじゃない」

　その美希の何気ない言葉に、今度は西南が泣き出しそうになった。

　西南は東屋の縁ふちに手をかけ、一度水中に沈しずんだ。それは上へ上がるための勢い付けと、涙目を誤ご魔ま化かすためだった。水中で顔を振ふり、気持ちを入れ替かえると、西南は腕うでの力だけで東屋へ飛び上がった。

「助けは不要ってわけ？」

　美希は差し出した手を西南に向け、ちょっと膨ふくれっ面つらで言った。

「そっ、そんな……そういうわけじゃないんです」

「いいわ。その代わり、クルールの実とその時期に採とれる魚をもらって時間凍とう結けつ保ほ存ぞんしておいてちょうだい。帰って来たら真っ先に食べたいから。保管場所はこっちよ」

　東屋の一階室内に入った美希は、階段を今度は下へと下っていった。少し寒く薄うす暗ぐらい地下は、ちょっとした貯ちよ蔵ぞう庫こになっていた。美希はバスタオルを二つ取り、一つを西南に、もう一つで自分の髪かみを拭ふき始めた。

「ここのモノは自由に使っていいわ。消しよう耗もう品ひんは使ったら補ほ充じゆうしておけばいいし、他の人に使って欲しくない物は生体認にん証しようキーの付いたコンテナへ。一通りの生活はここで出来るようになっているわ」

　髪を拭き終わった美希は、同じように拭き終わった西南のタオルを受け取り、ランドリーシステムへ放り込んだ。美希の言う通り、そこには寮りようで見た事のあるシステムが所ところ狭せましと設せつ置ちされていた。

「わかりました」

「じゃあ、そろそろ帰りましょう。あまり長なが居いをすると正木先生に怒られるし、明日の準じゆん備びもあるしね」

「あっ！」

　西南は美希と明日でお別れだという事を思い出し、一いつ瞬しゆん表情を曇くもらせた。しかし直すぐさまにこやかな笑えみを浮うかべ、

「美希先輩、明日はお見送りさせてもらっていいですか？」

「もちろんよ。ＧＰアカデミーのＨＰで時間と集合場所は分かるはずだから」

　階段を登り、美希を先頭に二人は東屋から出て来た。

　二人は無言のまま、二人でいる事を楽しむように、付かず離はなれずゆっくりと、全すべてを脳のう裏りに刻きざみ込むように転送ゲートのある渓けい谷こくに向かっていた。それは美希にとって水に潜もぐる前の深しん呼こ吸きゆうのようなものだった。知らない職しよく場ばでの半年間、それに耐たえられるだけの色いろ褪あせる事のない、鮮せん烈れつな思い出を刻み込んでいるのだ。

「ようし。じゃあ頑がん張ばろう！」

　渓谷の入り口まで来た美希は、腰こしに手を当てふんぞり返るよう、そう叫さけぶと、ここに来た時と同じように、西南の手を摑つかんでゲートに向かって走り出した。




　ＧＰアカデミーに戻もどって来た時、すでに空は暮れかけ、沈む太陽の反対側には星が瞬またたき始めていた。美希と別れた後、西南はそのまま転送ゲートで、雨音のマンションのある島と本土を繫つなぐハイウェイ入り口へと移い動どうした。

　そのまま家に帰るのが躊躇ためらわれた西南は、浮かれた気持ちを落ち着けるため、ハイウェイにある歩行者用の道を島まで軽く走って帰った。暮れる夕日の物悲しさは、西南の心を落ち着けてくれたのだ。

「おかえりなさいまし」

　エレベーターのドアが開くと、玄げん関かん前の庭に珀蓮達四人のメイドが総そう出でで西南を迎むかえていた。その中には雨音もエルマも、そして一番気がかりな霧恋も居なかった。

　西南が安あん堵どのため息をつこうとした時、

「なあなあ旦だんさん、あのネーちゃんとチューしたん？　それとも最後まで……」

　メイド達の影かげから飛び出して来たＮＢは、西南が一番恐おそれていた質しつ問もんを口にしようとした。それを阻止しようと玄関から飛び出て来た霧恋は、ＮＢを見事なキックで大空高く蹴けり上げた。

「まったく、あの人は！」

　大きく上げた足を下ろし、霧恋はＮＢが飛んで行った空を見上げながら毒づいた。その霧恋の姿を啞あ然ぜんと見つめる珀蓮は、困こまったように霧恋に声をかけた。

「あの……霧恋様」

「えっ………あっ！」

　ごく普ふ通つうに西南を迎えようと、全員で相談していたのをすっかり忘わすれ、ＮＢの──正せい確かくにはアイリなのだが、その無む神しん経けいな言葉に我が慢まんできず飛び出してしまったのである。

　真っ赤になった霧恋は頭を抱かかえているエルマ、笑いを堪こらえている雨音や困こん惑わくの表ひよう情じようの珀蓮達を交互に見た後、息を整えると覚かく悟ごしたように西南を見た。

「せ、西南ちゃん……あの……お帰り」

「ただいま……」

　西南は困ったようにうつむき、小さく答えた。だが不自然に視し線せんを逸そらし、真っ赤になっている西南に、霧恋は違い和わ感を覚えた。この状じよう況きようは霧恋にとっては、とても恥はずかしいものではあるが、西南がここまでの反はん応のうを示しめすようなものではない。

（まさか!?）

　西南が霧恋とまともに顔を合わせられない状況として考えられるのは、美希と何かがあった、という事だけだ。

「お、お腹なか空すいたでしょ？　すぐにご飯の用意をするから、先にお風ふ呂ろに入って汗あせを流してらっしゃい」

　霧恋は西南を問い詰つめたい衝しよう動どうを必死に仰おさえ、努つとめて平静を装よそおった。

「はい」

　西南は霧恋達とは目を合わさず、彼女達の横を足早に通り過すぎ、逃にげるように家へ入って行った。

「霧恋さん……西南君のあの様子……ちょっと気になりますね」

「まさかあの娘こと……」

　エルマと雨音は、西南が消えていった方向を深刻そうな表情で見ながら、霧恋が不安に感じている事をズバリと口にした。

「わ、私は……西南ちゃんを信じているわ！」

　霧恋は、その無神経さを呪のろいながら、大声で不安を追い出すように言った。

「霧恋、声が震ふるえているぞ」

「雨音、あなただって教きよう師しでしょ？　だったらあの二人を信じなくてどうするの！」

「認めたくないんは、分かるで。でも若わかさ故ゆえの激げき情じようは誰にも止められん。ましてや二人っきりで……ガッ！」

　半はん狂きよう乱らんになりかけた霧恋は、いつの間にか戻って来て、不安な事を口にしようとしたＮＢを思いっきり地面に叩たたき付けた。軽く一メートルほどめり込んだ穴あなを、足あし蹴げにしながら埋うめていく霧恋に、そっと珀蓮が近付いて来た。

「あの……霧恋様。西南様の様子がおかしいのは、別の事が原げん因いんだと思います……」

　珀蓮はそう言うと、チラッと霧恋のスカートを見て、

「先ほどＮＢを蹴飛ばした時、西南様の真正面でしたから」

「？………………まさか!!」

　霧恋は珀蓮の言葉の意味に気付き、真っ赤になってスカートを押さえた。

「なるほど、さすがは霧恋。小娘に対たい抗こうして大人の色気で勝負とは……やるねえ」

「でも霧恋様、そうとう動どう揺ようなさっていますが……もしかして穿はいてなかったとか？」

「玉蓮、バカ！」

　火煉と翠すい簾れんは玉蓮の口を押さえて羽は交がい締じめにし、霧恋が攻こう撃げき対象として認にん識しきしないうちに、珀蓮を盾たてにして家の中に逃げて行った。しかし霧恋は怒るでもなく、スカートを気にしながらモジモジしているだけであった。

「なんだ霧恋、もしかして本当に穿いてなかったのか？」

「穿いてるに決まっているでしょ！　人を変へん態たいみたいに言わないで!!」

「ハッハッハ。まあ、原因が分かって良かったじゃない」

「良くないわよ。みっともない格かつ好こうを……西南ちゃんに……」

「とにかく中に入りましょ。夜は声が良く通るからな、いつまでもこんな所で大声で騒さわいでちゃ、近所迷めい惑わくよ」

　雨音は霧恋をなだめるように肩かたをポンポンと軽く叩くと、そのまま霧恋の肩を抱だくように引っ張ぱって行った。




　食事を終え居い間までお茶を飲む頃ころには、家の中はいつもの平静が戻もどっていた。

「なあ西南、明日はあの娘の見送りに行くんでしょ？」

　それは何気ない質問のようであったが、全員の疑ぎ問もんであると同時に、タブー的な話題でもあった。しかし雨音のあっけらかんとした雰ふん囲い気きは、タブーの壁かべをいとも簡かん単たんに崩くずしてしまったのだ。

「あっ、はい。美希先せん輩ぱいのチームメイトの人達と、ケネスとラジャウも行くって、さっき連れん絡らくがありました」

　西南の屈くつ託たくのない笑えみを見て、霧恋を始め珀蓮達も、心の中で安あん堵どのため息をついた。そしてそれを確認するようにお互たがい目配せをすると、再ふたたび雨音が話し出した。

「明日は少人数とはいえ、実じつ務む研けん修しゆうへ出発する第だい一いち陣じんだから出陣式もあるし、午前中は授じゆ業ぎようもないから、私達も見送りに行く事になってるわ」

「じゃあ雨音さん達も一いつ緒しよに？」

「教師は式典もあるし、個こ々この見送りとは違ちがうから一緒には行けないわ。まあ友達同士で話したい事もあるだろうしね」

「西南ちゃん。そういう事だから明日、ここを出発するのは少し早くなるから、早めに休みなさい」

「はい、そうします」

　一日中、いろいろな事があり、さすがの西南もかなり疲つかれていた。入浴と食事で急に眠ねむ気けを感じた西南は、霧恋の言葉に頷うなずくと自室へと向かった。

　ベッドに横になった西南は、大きく伸のびをしたところで、そのままスイッチが切れるように眠ねむりに入った。

「なんや、旦さんもう寝ねたんか…………それにしてもあの娘、なんや気になるなぁ」

　ＮＢは入り口の方を確かく認にんすると、そのまま人型へと変形した。そして西南に布ふ団とんを掛かけると西南の寝顔を見つめた。

「今日は、ゆっくりと寝て下さい。ごめんなさいね……今日は、何だかあなたの顔を見たくないんです」

　キルシュの声でそう言ったＮＢはスッと元の球形に戻り、机き上じようの定位置へと移い動どうした。室内灯が消え、西南の部屋は静せい寂じやくが支し配はいした。







　　７「暗転」







　美み希きを見送って一週間が経たった。

　美希との別れは意外とあっさりしたモノだった。半年間の実じつ務む研けん修しゆうと言っても、授業カリキュラムの一つでしかない、いわば長い修学旅行みたいなもので、見送りも授業をさぼりたい理由の生徒の方が多いくらいであった。昨日のミランダとカリーチ達の便びんを最後に、二年生全員が何らかの部ぶ署しよへ、実務研修のために旅立って行った。

『西せい南な君、元気？　私は今……』

　西南は美希の映えい像ぞうメールを見ながら、寮りようへの引っ越こし荷物の整理をしていた。

　美希からは、無事に目的部署に到とう着ちやくした知らせと、初任にん務むへ出発するという、二通のメールが届いていた。残念ながら時差や就しゆう業ぎよう時間の問題で、直ちよく接せつ会話をする事は出来なかったものの、美希の元気そうな姿すがたに安あん堵どしていた。

「この快かい適てきな家ともお別れなんやなあ。上げ膳ぜん据すえ膳、別べつ嬪ぴんのメイドさん付き豪ごう邸てい暮ぐらしの身から、むさい男共の巣くうウサギ小屋で、果たしてワイの繊せん細さいな神しん経けいが耐たえられるんやろか？」

「お前って……なんか変なキャラに育ってるなぁ。環かん境きようのせいか？　それとも雨あま音ねさんがインストールした『オヤジ百選』のせいなのか？　でも嫌いやなら無理に付いて来なくてもいいんだぞ。今のところお前がどうしても必要ってわけじゃないし、端たん末まつが在あれば不便はないしな」

「ごめんなさい、ちょっとした冗じよう談だんだったの。だから……お願いだから、私を捨すてないで西南さん！」

　真に迫せまったアイリの声で縋すがり付くＮＢを、西南は困こん惑わく気味に見た。

「わかった、連れて行くから……標ひよう準じゆん語ごでアイリさんの声使うの、やめてくれ」

　と、その時、

「西南ちゃん、そろそろ出発の時間よ。荷物の準備はいい？」

　開けっ放ぱなしのドアをノックし、霧きり恋こと雨音、そして火か煉れんの三人が入って来た。

「あっ、はい。すみませんがこのケースを転送しておいて下さい」

　西南がベッドの横に置いているケースを指し示しめした時、ＮＢが突とつ如じよ異い音おんを発し、光り始めた。

『……タスケ、ダ、誰だれか……この……』

「ＮＢ!?」

　西南に縋り付くように人型へと変形し始めたＮＢは、女じよ性せいの姿をとり始めた。

「お、おいＮＢ……壊こわれたのか??」

「違ちがうわ、何か変よ！」

『誰か……助け…………』

　西南達が見守る中、ＮＢの姿と声は美希のそれへと変化し、そしてそのまま彫ちよう像ぞうの様に固まってしまった。

「霧恋さん、雨音さん！」

　全員が事じ態たいを飲み込こめず、美希の姿へ変わったＮＢを見ているところへ、エルマが足早に近付いてきて、霧恋と雨音に何やら耳打ちをした。そしてすぐさま二人は、無言のまま部屋の外へと出て行った。

「エルマさん、ＮＢは……それに霧恋さん達は？」

　エルマは西南の問いに答えず、呆ぼう然ぜんと立ちつくす西南からＮＢを引き離はなした。

「火煉さん、後をお願い。西南君は私が送って行くから」

　一礼する火煉を残し、エルマは西南を引きずるように部屋から連れ出した。




（ＮＢのあの姿と声……美希先せん輩ぱいのものに間違いない……いったい何が……）

　エルマのエアカーの中で、西南は先程の出来事を思い出していた。嫌な予感が頭を離れず、西南の背せ中なかや額ひたい、そして掌てのひらにもジットリと汗あせが滲にじんでいた。

「エルマさん、いったい何があったんです？　あのＮＢの姿は？」

　嫌な予感を払ふつ拭しよくしたい西南は、縋るようにエルマを見た。

「西南君……」

　エルマは西南の狼ろう狽ばいに近い様子を見て驚おどろいていた。

　もともと西南はその資し質しつからトラブルには極きわめて強い。少なくともエルマが知る限かぎり、西南がこれ程ほどまで動どう揺ようした姿を見た事がなかったからだ。だが目の前の西南の表ひよう情じようは、年ねん齢れい通りの少年のものだった。

「私も詳くわしくは聞いていないの。ただＧＰアカデミーから、非ひ常じよう召しよう集しゆうがかかったのと、西南君を急いで寮に連れてくるように言われただけなの」

「非常召集？……もしかして美希先輩の。ねえエルマさん、知っているんでしょ？　美希先輩に何があったんですか！」

　西南の予想通り、エルマは事実を知っていた。しかし今までになく動揺している西南にそれを伝えるべきか迷まよっていた。

（遅おそかれ早かれ寮に行けば、その事を知るはず……それにあのＮＢのあれは……）

　エルマはエアカーを止め、西南の目をじっと見た。それはこれから話す事に西南が耐たえられるかどうか？　という見極めであった。

　それをきっかけに西南の動揺は、あっという間に沈ちん静せい化かしていった。その精せい神しん的な強さに驚きつつ、エルマは再ふたたびエアカーを走らせ始めた。

「西南君。寮に着いたら、きっと友達と色々な話をする事になる…………そして、そしてね、その話し合いの結果、ＧＰアカデミーを去る人達も出てくるわ」

「えっ？」

「……今から約六時間前、囮おとり部門第二課所しよ属ぞくの移い動どう中ちゆう継けいステーション艦かんが何者かに襲しゆう撃げきされ、最初に救きゆう援えんに向かったＧＰ艦はその襲撃者によって撃げき破は、第二次救援部隊が到とう着ちやくした時には、全すべてが終わっていたわ。移動中継ステーション内に生せい存ぞん者しやはゼロ、脱だつ出しゆつした緊きん急きゆうポッドの反応はゼロ…………つまり全ぜん滅めつよ」

「全……滅？」

「ええ」

　エルマは、大きく息を吸すい込み、そして気分を落ち着けるようにゆっくりとそれを吐き出した。

「……そして、そこに派は遣けんされていたＧＰアカデミー研けん修しゆう生せいは三名、その一人が美希・シュタインベックさんよ」

「!!…………」

　その喪そう失しつ感をどう認にん識しきすればいいか、西南には分からなかった。一気に全身の血が沸ふつ騰とうするような力と、それを発散できない苛いら立だちと不ふ快かい感が瞬しゆん時じに西南を襲おそった。何をどうしていいのか、何もない宇う宙ちゆう空間で藻も搔がくような、感情の取っ掛かかりが摑つかめないのだ。

「エルマさん、ＮＢの……あれは一体何なんですか？　もしかして美希先輩はまだ生きていて……」

「事じ故こや海かい賊ぞく襲撃時にはね…………乗組員達の、いろいろな私し信しんも送られてくるの。超ちよう高速通信は業ぎよう務む優ゆう先せんだから、私信は通常通信でしか送れないので、到着までにかなりの時間がかかるわ。ＮＢに届とどいたのと同じ内ない容ようのモノが、ＧＰ本部がキャッチした中にあったそうよ」

「私信……」

　西南は、地球でもハイジャックされた飛行機から、家族の元に携けい帯たいで通信が来たというニュースを見た事があるのを思い出していた。

「……そんな」

　西南はそれを事実として認識し、冷静さを取り戻もどして行く自分に苛立っていた。

（どうして？　美希先輩が死んだんだぞ。何で悲しくないんだ？）

　と、その時、あの秘ひ密みつの場所で聞いた美希の言葉を思い出した。

──ねえ西南君。お父さんの事、お願いできないかしら？

（あっ！）

　西南は自分などより、もっと悲しい思いをする人間の事を思い出した。美希の父、博ひろ司しは、自分の受けたショックなど比くらべものにならないほどの衝撃を受けるだろう。感情の取っ掛かりが摑めなかった西南の手に、何かが触ふれたような気がした。

　美希の言葉と博司の事を考えた西南の目から突然、涙なみだが溢あふれて来た。

「……………」

　溢れる涙を腕うでで押おさえ、無言で泣く西南の横で、エルマは唇くちびるから血が滴したたるほどに嚙かみ締しめていた。
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　　あとがき







　皆みな様さま、お待たせいたしました。ＧＸＰの第四巻かんです。

　今まで二巻、三巻と、年に一冊さつずつ出ていますが、どうやらこのペースで落ち着きそうです。もちろんこれが最さい低てい限げん、という気持ちは持っていますので、少しでもペースアップをしようと努力しております。




　さて、正直……あとがきで書く事がありません。んで…………、
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　　　　あとがき劇げき場じよう




　それは西せい南なが雨あま音ね邸ていにやって来て、数週間ほど経たった夜の事だった。

「霧きり恋こさん、ここと地球って、時差は何時間ほどあるんですか？」

「時差？…………そうね、今の季節だと三十分ってところね。アカデミー本星だと一年でちょうど二十四時間ほど、地球とはズレるから、半年経つと朝と夜が逆ぎやく転てんするわ」

「わかりました、ありがとうございます」

「でもどうして？」

「そろそろ一度家に連れん絡らくをしようと思って。じゃあ、部屋に戻もどります」

　そう言うと、西南は何か言いかけた霧恋に気付かず、階かい段だんを駆かけ上がって行った。

「ちょっと、西南ちゃん………って、まあいいか」

「なんだ霧恋、あの事、まだ西南に言ってなかったのか？」

　居い間まのソファーに座すわっていた雨音は、雑ざつ誌しから目を上げた。

「え？……ええ、まあ」

　困こまったように笑うと、霧恋は再ふたたび西南の部屋の方を見た。




「時差が殆ほとんど無いなら、ちょうどいい時間だな」

　西南はベッドに座ってモニターを起動させた。そして以前、実家に電話をかけた時の事を思い出しながら、キーボードを操そう作さした。

　だが数秒後、モニターに出された表ひよう示じは…………。

「着信拒きよ否ひ？　なんで？　どうして？」

　操作ミスかと思った西南が、再さい度ど、操作を行おうとしたその時、モニターに突とつ然ぜん、西南の母の姿すがたが映うつし出された。

『西南、よくお聞き。お前も大たい志しを持って家を出たんだから、いちいち、家へ連絡なんかして来なくてもいいんだよ。まあぶっちゃけ、今、商売の調子が良いから、あんたに邪じや魔ましてほしくないのよねェ。まあこっちも忙いそがしいし、あんたも学業に専せん念ねんできるだろ？　あんたの様子は霧恋ちゃんに教えて貰もらってるから。じゃあ元気でね。他の人に迷めい惑わくかけるんじゃないよ、特に補ほ償しよう問題になりそうなやつにはね』

　その言葉を啞あ然ぜんと聞いていた西南だったが、すぐさま気をとり直し、

「そうか、家の商売は順調なのか……じゃあ、いいか。そうだ！　ついでだから天てん地ち先せん輩ぱいのお祖じ父いさんに一言苦く情じようを……」

　と言いかけた西南は、社しや務む所しよの電話番号を知らない事に気付いた。

「あっ、でも……そうか、天地先輩に聞けばいいんだ。先輩の家なら知っているしな」

　ホッとしたように、西南は柾まさ木き家の電話番号を入力した。そして数秒後に、モニターに映し出されたのは………。

『ミャ！』

「…………えっと……この子って、確たしかいつも砂さ沙さ美みちゃんが連れていた……魎りよう皇おう鬼きちゃん、だっけ？」

『ミャア！』

　魎皇鬼は嬉うれしそうにシッポを振ふりながら答えた。

「ハハハハ、一か月ぶりくらいだよね。ねえ、他にお家の人は居いないの？…………なんて聞いても分かるわけ無いか」

　西南がそう言った時だった。

『ミャ！』

　魎皇鬼は画面からフレームアウトし、遠くから魎皇鬼の鳴き声が聞こえたかと思うと、『どうしたの魎ちゃん？　えっ、誰かから通信が入ってるの？』

　という声が近付いて来たのだった。

（こっちの言葉が分かったのか？）

　ちょっと驚おどろいた西南のモニター前に現あらわれたのは、砂沙美だった。

『あの、どちら様……あっ、西南お兄ちゃん』

「こんばんは、砂沙美ちゃん。あのね、突然で悪いんだけど、天地先輩、居る？」

『ごめんね、当分、西南お兄ちゃんとお話は出来ないって、言われてるの』

「えっ？　どうして？」

『ごめんね、天地お兄ちゃんも、やっと解かい放ほうされてホッとしているの』

　西南から視し線せんを逸そらし、砂沙美は気まずそうにそう言った。

「解放？……えっと……じゃあ、天地先輩のお祖父さんの……」

『ごめんなさい！　そちらもダメなの』

　西南はその時になって、ようやく砂沙美の謝しや罪ざいの意味に気付いた。

「つまり、アイリさん関係の苦情は受け付けないと…………あれ？」

　西南は深くため息をつくと、顔を上げ再び砂沙美の方を見た。しかしモニターには、すでに砂沙美の姿は無く、そこには先程と同じく、魎皇鬼だけがちょこんと座ってシッポを振っていたのだった。

「………………………ねえ魎皇鬼ちゃん、ちょっと俺おれの愚ぐ痴ち、聞いてくれる？」

『ミャア』

「ありがとう……あのね……」

　嬉しそうにシッポを振る魎皇鬼に、西南はアイリの愚痴を言い始めたのだった。





終わり　　　　　　



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　今回、嫌いやなフラグを立ててしまった美み希きは、林檎りんごと共に退たい場じようしましたが、美希は一つの重要なメッセージを残しています。そして次巻では、舞ぶ台たいは雨音邸ていから男子寮りようへ移うつり、珀はく蓮れん達、女によ官かん四人衆しゆうも西南警けい護ごの名目で同じく男子寮へと移い動どうします。当然、霧恋達がそれを黙もく認にんするはずもなく…………。

　西南は美希との思い出の場所で、意外な人物と出会います。

　そして最後に一つ、今回もそうであったように、西南が知らされる事が、全すべて事実とは限かぎりません────というわけで、次巻でまたお会いしましょう。
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